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注意と免責事項 

 
この出版に含まれる情報は、開発に関与した人々の総意、および、文書の承認によって、それを開発

した時点において、技術的に合理的であると考えられた。総意とは、この文書の開発に参加したすべ

ての人が、曖昧さなく合意した事を、必ずしも意味しない。 
 
NEMA の規格や指針の出版は、自発的に合意された標準の開発手続きに従って開発される。ここに含

まれる文書もその一つである。この手続きでは、ボランティアを集め、および/または、この出版がカ

バーするトピックに興味を持つ諸個人の意見を集約する。NEMA はその手続きを監督し、総意を得る

際の公正さを推進する規則を確立しているが、NEMA 自体は文書を作成していないし、規格や指針の

出版に含まれる情報の正確性または完全性、判断の合理性に関して、独自のテストを行い、評価し、

または、確認を行ってはいない。 
 
直接または間接に、この出版から、または、この文書の使用・適用・依拠の結果として生じる、如何

なる形態であれ、如何に特殊で、間接で、副次的であれ、あるいは、補填的なものであっても、人身

の傷害、財産、および、その他の損害に対する賠償を NEMA は免責される。NEMA は、ここに公開す

るいかなる情報の正確性または完全性に関して、明言されるかあるいは暗黙に示されるかによらず、

免責され、かつ、 担保も保証も行わない。さらに、この文書の情報が、読者の特定な目的や必要に適

っているかに関して、免責され、かつ、担保も保証も行わない。NEMA は、この規格や指針を利用し

た個々の製造業者や販売業者の製品、および、サービスの性能を担保しない。 
 
この文書を作成し公開する際に、NEMA は、いかなる個人や実体に対しても、あるいは、いかなる個

人や実体の代理としても、職業的または他のサービスを供与されていない。もしくは、いかなる個人

や実体が、第 3 者に対して所有する、義務を請負ってもいない。この文書を使用する個人は、誰であ

っても、彼または彼女自身の独立した判断に依拠するべきであり、与えられた情況における合理的な

決定に際しては、有能な専門家の助言を求めることが適切であろう。この出版がカバーするトピック

に関する情報や他の規格は、他の情報源から得られる可能性がある。ユーザはそれらの情報源に対し

て、この出版でカバーされていない追加の意見や情報を求めてコンサルタントを希望することもでき

る。 
 
NEMA には権力がないので、この文書の内容への遵守を取締ったり、強制したりしない。NEMA は製

品を認証したり、試験を行ったり、または、検査を行ったりしない。あるいは、安全や健康を目的と

する設計や設置を行わない。この文書の健康または安全に関する情報への適合性の確認、ないし、他

の宣言は、決して NEMA に帰属するものではなく、宣言の確認者あるいは作成者の単独の責任に帰属

する。 
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まえがき 

ＡＣＲ (American College of Radiology) とＮＥＭＡ (National Electrical Manufacturers Association) は，医

療におけるデジタル画像と通信のための規格（ＤＩＣＯＭ）を開発するために合同委員会を組織した。

このＤＩＣＯＭ規格は，ＮＥＭＡの手続きに従って開発された。 

この規格は，欧州のＣＥＮ ＴＣ２５１および日本のＪＩＲＡ及びＭＥＤＩＳ－ＤＣを含む他の標準化

組織との連絡の中で，また米国のＩＥＥＥ，ＨＬ７，そしてＡＮＳＩを含む他の組織による論評を得

て，開発された。 

ＤＩＣＯＭ規格は，次の文書の中で確立された指針を使用して，複数の巻の文書として構成される： 

ISO/IEC Directives, 1989 Part 3: Drafting and Presentation of International Standards. 

この文書は次の巻から構成されるＤＩＣＯＭ規格の一つの巻である： 

ＰＳ３．１：序文と概要 

ＰＳ３．２：適合性 

ＰＳ３．３：情報オブジェクト定義 

ＰＳ３．４：サービスクラス仕様 

ＰＳ３．５：データ構造と符号化 

ＰＳ３．６：データ辞書 

ＰＳ３．７：メッセージ交換 

ＰＳ３．８：メッセージ交換のためのネットワーク通信サポート 

ＰＳ３．９：リタイア 

ＰＳ３．１０：データ交換のための媒体保存とファイルフォーマット 

ＰＳ３．１１：媒体保存のアプリケーションプロファイル 

ＰＳ３．１２：データ交換のための保存機能と媒体フォーマット 

ＰＳ３．１３：リタイア 

ＰＳ３．１４：グレースケール表示標準関数 

ＰＳ３．１５：セキュリティとシステム管理プロファイル 

ＰＳ３．１６：コンテンツマッピング資源 

ＰＳ３．１７：説明的な情報 

ＰＳ３．１８：永続的 DICOM オブジェクトへのウェブアクセス(WADO) 

 

これらの巻は，それぞれ関係しているが，しかし独立した文書である。それらの開発のレベルと承認

の状態は異なっている場合がある。追加の巻がこの複数巻をもつ規格に追加されることがある。ＰＳ

３．１はこの規格の現行の巻を参照するための基本として使用されることが望ましい。 
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１ 適用範囲および応用分野 

 

ＤＩＣＯＭ規格のこの巻には，必須、および情報的な附属書の形式で説明的情報を収録している。 

 

２ 引用規格 

下記の規格は，この本文の中での参照を通じて，この規格の規定を構成する規定を含んでいる。発行

の時点で，示されている版は有効であった。全ての規格は改訂の対象であり，この規格に準拠する事

に同意する団体は、以下に示す規格の最新版を適用できないかを調査することが推奨される。 

 

３ 定義 

この規格の目的のために下記の定義が適用される。 

 

４ 記号と略号 

下記の記号と略号がこの規格の中で使用される。 

 

５ 規約 

第３節にリストアップした用語は，この文書の中では大文字で示す。 
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附属書Ａ 患者方位の説明（規定） 

 
この附属書は，従来，2003年版以前のこの規格のPS 3.3の附属書Eに記載されていた。 

 

この附属書は，患者方位データ要素をどのように使用するかの説明を提供する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準の解剖学上の位置は，手のひらを前方に向けて直立している。この位置が，手の指と足の指の方

向（足 FEET (F)の方へ）についてのラベルを定義するために使用される，一方，手首と足首の方向は，

頭（H）の方にある。このラベルつけは，四肢の位置の変更にかかわらず保持される。左右が相互に対

称な身体部分のために，左右の標識（R または L）が使用されなければならない。 

 

右 
RIGHT (R)  

前面 
ANTERIOR (A) 

左 
LEFT (L)

頭 HEAD (H) 

足  FEET (F)

背面 
POSTERIOR (P) 
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両手に関しては，方向ラベルは標準の解剖学上の位置に基づいている。例えば図示された左手に関し

ては，位置が変更されたとしても，左は常に親指の方向にある。 

 

 

足 
FEET 

右 
 RIGHT

左 
LEFT 

（左手） 

頭 
HEAD 

足 
FEET

前面 
ANTERIOR

背面 
POSTERIOR

頭 
HEAD 
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手と同様に，方向ラベルは標準の解剖学上の位置での足に基づいている。右足に関しては，例えば，

右は足の小指方向である。この割付は，四肢が動いたり、位置が変わっても変わることはない。これ

は同様に Head(頭)および Foot(足)方向についても真である。 
 
 

 

F 

H 

L R 

右足―前面の図 
RIGHT FOOT -- ANTERIOR VIEW 

A 

P 

H

F 

H（同様に）

右足 
RIGHT FOOT 
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頭 HEAD 

足 FEET

背面 
POSTERIOR

前面
ANTERIOR 

頭 HEAD 

足 FEET

患者の前面から見た図 

右 
RIGHT 

左 
LEFT

 
患者の左側前面の図。（下の図）左側面図では，左腕が後方へ引かれている。 
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横断面の主要方向は右から左（または前方から後方）であるので，組合せられた方向の１文字目に、

これを示す。例えば，RH―右および頭の方向へ動く。 

L

頭 Head 

足 Feet

Transverse 
Plane

横断面 

H

LR 

F

最初の画素 

画素行 1(L)

画素列 1(P) 

A

P

R L 

AL
(LP) 

(PR)

A

P
R

L 

PR

RA

A
(LF) 

(P)

P

LF 
RH

R 

注：画素軸に沿って括弧で囲った文字（例え 

ば[LP] ）は 画素の行列の方向を示す。 

 

斜位 の患者の横断面 
Transverse with 
oblique patient 

斜位の横断面
Oblique 
transverse 
plane 
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(P) 

(F) 

A P 

H 

代替提示方法

（矢状面の例）

F 

冠状面 Coronal plane 

斜位の冠状面 
Oblique coronal 
plane 

H 

A P 

A
(F) 

(P)

F 

P

矢状面 
Sagittal

H

A
(FL) 

(P)

FL 

P

斜位 の矢状面 
Oblique 
sagittal 

HR

HP
(L) 

(FA)

L 

FA

斜位の冠状面 
Oblique 
coronal 

R

H
(L) 

(F)

L 

F

冠状面 
Coronal 

R

H

F

LR 

矢状面 Sagittal 

斜位の矢状面 
Oblique sagittal 
plane 
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(L) 

(P)

A

P

R

L 

(R) 

(H)

F

H

L

R 

(A) 

(H)

F

P A 

H

左 Left 右 Right 

足 Feet 

頭 Head 

背面 前面

冠状面 
Coronal

矢状面 
Sagittal

横断面 
Transvers

（左手） 
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(FL)

HR
(PL) 

A

AR

P 

F

PL 

L

R 

H 

F 

斜位の矢状面および冠状面 
Oblique sagittal  and coronal

R 

H 

F 

L

FL

H

斜位の横断面および冠状面 
Oblique transverse and coronal

傾斜面およびラベルの組合せは主要面方向を優先する。 

RF

(PH)

(LH) 
AF

P

R

A

L LH

PH
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左手 Left Hand 右手 Right Hand

右 Right

頭 Head

H 

R

解剖学的位置に関して同様に方向付けられ（例えば両者

が PA，AP あるいは斜め AP，両者が下に向けるか上に向

ける），かつ、同時に照射された対の部位を含む単一画像

は，単一の方向属性の組合せで記述してよい。 



PS 3.17-2008 翻訳原稿 

 22 2010/01/22 

 

左乳房 
Left Breast 

前方 
Anterior

足および右
Foot and 

Right 

FR 

A

中外斜位投影 
Medio-lateral Oblique Projection 

腋窩 
Axilla 
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上顎骨
Maxilla

前面および左 
Anterior and Left

F

AL 

F

L

左 Left 

下顎骨 Mandible 

上顎骨   Maxilla 

L R 

P

A

F 

L 

パノラマ狭角断層撮影写真

Panoramic Zonogram
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附属書Ｂ オリジナルのＤＩＣＯＭ規格におけるモダリティワークリストおよびモ

ダリティ実施済手続きステップの統合（参考） 

 

この附属書は，従来，2003年版以前のこの規格のPS 3.3の附属書Gに記載されていた。 

 

ＤＩＣＯＭは，１９９３年に出版され，医療画像の分野の重要な部分において、多くのモダリティと

画像管理機能の画像通信を有効に扱っている。それ以来，多くの医療画像の専門家が参加してＤＩＣ

ＯＭ規格の拡張に貢献し、画像オブジェクト定義を追加し発展させた。さらに，ＤＩＣＯＭ実世界領

域モデルの調和について，他の標準化団体と議論がされてきた。この努力は，ＤＩＣＯＭ規格への幾

つかの拡張として結実した。モダリティワークリストおよびモダリティ実施済手続きステップの統合

は，最初はＤＩＣＯＭ規格の中に含まれていなかった領域範囲の重要な部分を扱う。同時に，モダリ

ティワークリストおよびモダリティ実施済手続きステップの統合により、他の標準化団体（CEN TC 251，

HL7，その他）との調和の方向に歩み寄った。 

この附属書の目的は，オリジナルのＤＩＣＯＭ規格がモダリティワークリスト管理およびモダリティ

実施済手続きステップの拡張を如何に関係づけているかを示すことである。含まれる二つの図は，モ

ダリティワークリスト管理およびモダリティ実施済手続きステップ仕様によって充足された間隙、お

よびオリジナルのＤＩＣＯＭデータモデルとその拡張モデルの間の関係を概説する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｂ-１ 機能的概要 - ＤＩＣＯＭサービスクラスコンテキストでのワークリストおよびモダリティ

実施済手続きステップ管理 

 

患者が退 
院した 

検査が読 
影された 

収集が完 
了した

患者が到 
着した 

検査が予 
約された 

患者／来院管理 

検査管理 

モダリティワー 
クリスト 管理

MPPS 検査構成 
管理

結果管理

時間

収集が開 
始された 

B

A  

画像

保存

患者／手続き 

情報
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患者の管理は，患者が物理的施設（例えば，病院，診療所，画像センター）に入る時、または、それ

以前に始まる。ＤＩＣＯＭ患者管理ＳＯＰクラスは，画像部門に関心がある多くの機能を提供する。

図 B－１は，患者の検査オーダーが発行されたと想定する場合の例である。画像検査のオーダーは，

ＤＩＣＯＭ検査管理ＳＯＰクラス内の検査インスタンスの作成に帰結する。同時（Ａ）に，モダリテ

ィワークリスト管理ＳＯＰクラスは，モダリティ操作者が行う、オーダされた検査の予約情報の取得

要求を受付可能にする。ワークリストは，予約情報に基づいてつくられる。ＤＩＣＯＭ検査管理の中

とＤＩＣＯＭワークリスト管理の中での，要求された画像検査の取扱いは密接に関係している。ワー

クリストでも、画像に継承可能な患者／検査記述情報を伝達する。 

画像検査が開始されると、おそらくモダリティ実施済手続きステップの応答として予約済手続きステ

ップがワークリストから取り除かれて（Ｂ）ワークリスト管理は完了する。しかしながら，検査管理

は，読影を含む検査の全ての段階を通して続く。（要求に基づき）実施された実際の検査や生成され

た画像に関する情報は，ＤＩＣＯＭ検査構成要素ＳＯＰクラスまたはモダリティ実施済手続きＳＯＰ

クラスによって伝達される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｂ－２ オリジナルのモデル、ならびにモダリティワークリストおよびモダリティ実施済手続きス

テップ管理のための拡張 の関係 

 

図Ｂ－２は，オリジナルのＤＩＣＯＭ実世界モデルとモダリティワークリストおよびモダリティ実施

済手続きステップをサポートするために必要とされるこの実世界モデルの拡張の間の関係を示す。モ

デルの新しい部分では，画像手続きを依頼し、予約し、そしてその実行を記述するために必要とされ

るエンティティ、およびオリジナルのモデルでサポートされていなかった概念を加える。ワークリス

トを表現するために必要とされるエンティティは，オリジナルのＤＩＣＯＭ実世界モデルの自然な拡

張を形成する。 

オリジナルのモデルと拡張モデルに共通なものは，患者エンティティである。サービスエピソードは，

HL7, CEN TC 251 WG 3, CAP-IEC，その他を含む他の標準化グループによってサポートされる共通モデ

ルへの将来の適合への道を開くために拡張モデルの中で示される管理上の概念である。来院は，オリ

ジナルのモデルの中にあるが、サービスエピソードの一部分となるので拡張モデルの中には示されな

い。 
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依頼手続きとＤＩＣＯＭ検査の間（Ａ）には一対一の関係がある。ＤＩＣＯＭ検査は一つの依頼手続

きの結果である。依頼手続きは一つの検査結果だけに結びつくことができる。 

ｎ対ｍの関係は，予約済手続きステップとモダリティ実施済手続きステップの間（Ｂ）に存在する。

モダリティ実施済手続きステップの概念は，オリジナルのＤＩＣＯＭモデルに含まれていた検査構成

要素概念のスーパーセットである。モダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスは，モダリティ実

施済手続きステップと予約済手続きステップに関連づける手段を提供する。 
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附属書Ｃ 波形（参考） 

 
この附属書は，従来、2003年版以前のこの規格のPS 3.3の附属書J に記載されていた。 

Ｃ．１ 応用の領域 

波形収集は，医療画像環境と一般的臨床環境の両方で行われる。それが広範囲に使用されるので、波

形標準化における重要な既存の相補的な仕事があるが，中でも下記が特に重要である： 

ASTM E31.16 - E1467 Specification for Transferring Digital Neurophysiogical Data Between Independent 
Computer Systems 

CEN TC251 PT5-007 - prENV1064 draft Standard Communications Protocol for Computer-Assisted 
Electrocardiography (SCP-ECG).  

CEN TC251 PT5-021 - draft Vital Signs Information Representation Standard (VITAL) 

HL7 Automated Data SIG - HL7 Version 2.3, Chapter 7.14-20 

IEEE P1073 - draft Medical Information Bus Standard (MIB) 

DICOM - NEMA PS3.3, Section A.10 Standalone Curve Information Object Definition 

ＤＩＣＯＭにとって、波形標準化の領域は，画像コンテキスト内の波形収集である。それは特に，Ｄ

ＩＣＯＭプロトコルを使用して転送され，そして管理される他のデータと共に解析されるであろう波

形収集を対象にすることを意味する。それは，原価の増分を最小に留め、そのコンテキストへの波形

データの追加を可能にする。さらにそれは，ＤＩＣＯＭの永続的オブジェクトがマルチモダリティ環

境において収集された他データとの（マルチモダリティ同期のために必要な参照を含む）参照関係を

維持する能力を強化する。 

他の臨床コンテキストにおける波形相互交換では、それらの環境において、より適切な異なるプロト

コルを使用してよい。特に，ＨＬ７は一般臨床情報システムへの波形観察の伝送のために使用してよ

く、ＭＩＢは実時間生理学的監視と治療のために使用してよい。 

ＤＩＣＯＭにおける波形情報オブジェクト定義は意味レベルにおいて，ＨＬ７波形メッセージフォー

マットと特に調和された。共通オブジェクトモデルの使用は，波形相互交換のためにＤＩＣＯＭを使

用するシステムとＨＬ７を使用するシステムとの間で直接的な符号転換と相互運用を可能にする，そ

して二つのメッセージシステムの異なる構文の中で実装される共通意味の例として見なすことができ

る。 

注： ＨＬ７は，ＤＩＣＯＭ ＳＯＰインスタンス（情報オブジェクト）をＨＬ７メッセージ内にカプセル化し

て転送する事を認める。ＤＩＣＯＭとＨＬ７の波形意味は調和しているので，ＤＩＣＯＭ波形ＳＯＰイン

スタンスは，カプセル化されたデータとして転送する必要はなく，本来のＨＬ７波形観察フォーマットに

符号転換することができる。 

Ｃ．２ ユースケース 

下記は，画像環境における波形の特定ユースケース例である。 

事例１：カテーテル検査室（Catheterization Laboratory） －心臓カテーテル検査の間に，数台の独立し

たデータ収集装置が検査のために同時に使用されることがある。心電計サブシステムは表面ＥＣＧ波

形を記録する；心臓血管造影サブシステムは動画像を記録する；血行動態サブシステムはカテーテル

上のセンサーからの心臓内圧力を記録する。これらのサブシステムは，それらの収集データをネット

ワークによって保管装置に送る。これらのデータは保管装置から取得することによって解析ワークス
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テーションに集められる。左室造影検査では，ＥＣＧが医師によって，心室の最大および最小充満の

時間を決定するために使用される，そして血管造影画像と結合されれば、駆出率の正確な推定が計算

できる。弁形成術では，血行動態波形が，インターベンション前とインターベンション後の圧力勾配

を計算するために使用される。 

事例２：電気生理学検査（Electrophysiology Laboratory）－電気生理学的検査は，カテーテル上の複数

センサーから波形を取得する；心臓内のカテーテルの配置が血管造影画像上で取得される。分析ワー

クステーションで，センサーの正確な位置がこれによって心臓のモデルと位置合わせすることができ

る，そして異なる心臓位置での電気生理学的波形の到着の相対的タイミングを写像することができる。 

事例３：負荷検査（Stress Exam） －負荷検査には，検査の異なるステージでのＥＣＧ波形とポータブ

ル装置からの心エコー超音波画像の両方の収集を含められる。波形と心エコーは１枚の相互交換用デ

ィスクに出力される，そして観察ステーションに入力されて読まれる。医師は心臓の健康状態を診断

するために，両方のタイプのデータを解析する。 

Ｃ．３ 時間同期基準座標系 

一検査の中で複数のモダリティ（例えば血管造影と心電図検査）にまたがる収集を同期させるには，

共有トリガーまたは共有クロックが必要となる。基準座標系情報エンティティ内の同期モジュールは

同期機構を明示する。共通時間環境を複数の機器が使用する場合は，同期基準座標系ＵＩＤを共有し

て識別する。このＵＩＤを決定し、参加機器に分配する方法は本規格では定めない。 

機器の時刻クロックを同期させるために使用する方法は，実装または施設によって異なるので、この

提案の範囲外とする。必要な場合は，標準化された時間分配プロトコルが利用可能である（例えば，

NTP，IRIG，GPS）。 

時間分配方法の情報的解説は，: http://www.bancomm.com/cntpApp.htm で見ることができる。 

収集を同期させる二番目の方法は，検査に参加するいくつかの機器ユニットから収集したデータに記

録される，そして／または同期データ収集をトリガーするために使用される，共通基準チャネル（時

間的標準）を利用することである。例えば，Ｘ線血管造影法ＳＯＰインスタンスのためのフレームの

収集をトリガーする「Ｘ線オン」パルス列は，同時に収集する血行動態波形ＳＯＰインスタンスの中

の波形チャネルとして記録することができる，そして異なるオブジェクトインスタンスを整列させる

ために使用することができる。この補遺に関係して，この同期機構を特にサポートするために，符号

化登録チャネル識別子（ＤＩＣＯＭ用語写像資源コンテキストグループＩＤ ３０９０）が提案された。 

Ｃ．４ 波形収集モデル 

図 C．４－１は波形データ収集の標準的モデルを示す。患者は検査の主題である。患者の体表あるい

は体内の異なる場所に置かれたいくつかの検出器がある。そして波形はそれらの検出器（例えば，電

圧，圧力，ガス濃度，あるいは音）によるある物理的量（測定）の測定値である。検出器は，典型的

にはアンプとフィルタに接続され、またその出力はさらに、一定時間間隔で標本化され，デジタル化

される。ほとんどの場合，いくつかの信号チャネルは同期して収集される。測定信号は通常患者の解

剖学的構造の中で発生するが，しかし重要な特別の例は心臓ペーシング信号のような刺激として，あ

るいは切除のために使用される高周波信号のような治療として，あるいは同期信号として，機器の中

で発生する信号である。 

http://www.bancomm.com/cntpApp.htm�
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図Ｃ．４－１ 波形収集モデル 

 

Ｃ．５ 波形情報モデル 

複合情報オブジェクトに含まれ、波形データを伝達する部分は波形情報エンティティ（ＩＥ）である。

波形ＩＥは，波形収集の技術的パラメタと波形サンプルを含んでいる。 

波形ＩＥの情報モデル，すなわち、内部組織構造は，図 C．５－１の中で示される。波形情報オブジ

ェクトは，信号が収集された連続時間期間からのデータを含んでいる。オブジェクトは，それぞれの

周波数がグループに対して定義された同一周波数のクロックでデジタル化されたいくつかの多重グル

ープを含むことがある。個々の多重グループ内には一以上のチャネルがあり、各々十分な技術的定義

をもっている。各チャネルは，最終的に，デジタル波形サンプル集合をもっている。 
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図Ｃ．５－１ ＤＩＣＯＭ波形情報モデル 

Ｃ．６ ＨＬ７との調和 

この波形ＩＥ定義は，ＨＬ７波形意味較正概念と調和する。それは、チャネル定義属性と同期収集チ

ャネルのための多重グループの使用を含む。共通オブジェクトモデルの使用によって、ＤＩＣＯＭを

使用するシステムとＨＬ７を使用するシステムの間の直接的符号変換と波形交換での相互運用とを可

能にし，二つのメッセージシステムの異なる構文の中で実装された共通意味の例として見なすことが

できる。 

この節は，ＤＩＣＯＭ波形ＩＥとＨＬ７２．３版波形メッセージフォーマットの間の調和について記

述する（ＨＬ７２．３版，第７章，第７節．１４～７．２０を参照）。 

Ｃ．６．１ ＨＬ７波形観察 

波形は，ＨＬ７メッセージにおいてＯＢＸ（観察）セグメントの集合として送られる。ＯＢＸセグメ

ントのサブタイプが 4 種定義されている： 

・ ＣＨＮサブタイプは，ＣＤ（チャネル定義）データタイプの中の１チャネルを定義する。 
・ ＴＩＭサブタイプは，ＴＳ（時間列）データタイプの中で波形データの開始時間を定義する。 
・ ＷＡＶサブタイプは，ＮＡ（数値配列）あるいはＭＡ（多重配列）データタイプの中で波形デー

タを伝達する。（ＡＳＣＩＩ符号化サンプル，文字区切り） 
・ ＡＮＯサブタイプは，ＣＥ（符号化登録）データタイプの中で，注釈が適用される波形内の特定
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時刻への参照をもつ注釈を伝達する。ＨＬ７メッセージ定義の他のセグメントは患者および検査
識別を明記する。ただし、それらのＤＩＣＯＭ構築との調和はこの附属書の中では定義されない。 

Ｃ．６．２ チャネル定義 

波形モジュールのチャネル定義シーケンス属性 (003A,0200) は，次の表に従って，ＨＬ７チャネル定

義（ＣＤ）データタイプとの調和するように定義される。チャネル定義シーケンス属性における各項

目は，サブタイプＣＨＮのＯＢＸセグメントに対応する。 

表Ｃ．６－１ ＤＩＣＯＭおよびＨＬ７チャネル定義の間の対応 

ＤＩＣＯＭ属性  ＨＬ７ ＣＤデータタイプ構成要素

波形チャネル番号 Waveform Channel Number (003A,0202) チャンネル識別(番号や名称) 
チャンネルラベル Channel Label (003A,0203) Channel Identifier (number&name) 
チャンネルソースシーケンス Channel Source 

Sequence 
(003A,0208) 波形のソース Waveform Source 

チャンネルソース修飾子シーケンス Channel 
Source Modifier Sequence  

(003A,0209)  

チャンネル感度 Channel Sensitivity  (003A,0210) チャンネル感度と単位 
チャンネル感度単位シーケンス  Channel 

Sensitivity Units Sequence  
(003A,0211) Channel Sensitivity and Units 

チャンネル感度補正係数 Channel Sensitivity 
Correction Factor 

(003A,0212) チャンネル較正パラメタ(補正係数、

基線、時刻のスキュー) 
チャンネル基線 Channel Baseline  (003A,0213) Channel Calibration Parameters  
チャンネル時刻スキュー Channel Time Skew (003A,0214) (correctionfactor&baseline&timeskew)
[群]標本化周波数 [Group] Sampling Frequency (003A,001A) チャンネルの標本化周波数 

Channel Sampling Frequency 
チャンネル最小値 Channel Minimum Value (5400,0110) データ値の最小と最大 

Minimum and Maximum Data Values 
チャンネル最大値 Channel Maximum Value  (5400,0112) (minimum&maximum) 
チャンネルオフセット Channel Offset (003A,0218) HL7 で定義されていない 
チャンネル状態 Channel Status (003A,0205)  
フィルタ低位周波 Filter Low Frequency (003A,0220)  
フィルタ高位周波 Filter High Frequency (003A,0221)  
ノッチフィルタ周波数 Notch Filter Frequency (003A,0222)  
ノッチフィルタ帯域幅 Notch Filter Bandwidth (003A,0223)  

標本化周波数は、ＤＩＣＯＭ情報オブジェクト定義では多重グループに対して定義される。一方ＨＬ

７においては，それは各チャネルに対して定義されるが、全ての多重チャネルに対して同一であるこ

とが必要である。 

ＨＬ７構文の波形ソースは文字列であり、ＤＩＣＯＭで使用されるような符号化登録ではない。これ

は 2 フォーマットの間のコード変換において考慮されなければならない。 

Ｃ．６．３ タイミング 

ＨＬ７では，波形データの正確な開始時刻はサブタイプＴＩＭのＯＢＸセグメントの中で送られる。

等価な時刻列を形成するために連結する必要がある対応するＤＩＣＯＭ属性は，次の通りである： 

収集日時  (0008,002A) 

多重グループ時間オフセット (0018,1068) 
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Ｃ．６．４ 波形データ 

波形データ属性 (5400,1010) 中のデータサンプルのＤＩＣＯＭ２進符号化は，サブタイプＷＡＶのＨ

Ｌ７ ＯＢＸセグメント中のデータサンプルのＡＳＣＩＩ表現に対応する。ＤＩＣＯＭ波形データ属性

では、ＨＬ７ MA（多重配列）データタイプの中で使用されるのと同じチャネルインターリーブ多重

化が使用される。 

ＤＩＣＯＭは２進表現されるので、正確な符号化を指定するために，次の表の中で列記されるいくつ

かのデータ要素を使用する。ＨＬ７はデータサンプルの明示的文字区切ＡＳＣＩＩ符号化を使用する

ので，対応するＨＬ７データ要素はない。 

波形チャネルの数 (003A,0005) 

波形サンプルの数 (003A,0010) 

波形格納ビット (003A,021A) 

波形割当ビット (003A,1004) 

波形サンプル解釈 (003A,1006) 

波形パディング値 (003A,100A) 

 

Ｃ．６．５ 注釈 

ＨＬ７での波形注釈は，サブタイプ ANO のＯＢＸセグメントの中でＣＥ（符号化登録）データタイ

プを使用して送られる。これは，符号化登録シーケンスを使用するＤＩＣＯＭ注釈と正確に一致する。

しかしながら，ＨＬ７の注釈ＲＯＩは単一点（時刻基準）だけである。一方ＤＩＣＯＭは時刻、また

は明示的サンプル位置によって区切られるサンプル範囲への参照を許す。 

Ｃ．７ ＳＣＰ－ＥＣＧとの調和 

ＳＣＰ－ＥＣＧ規格はルーチン静止心電図を記録するために設計されている。そのようなＥＣＧは心

臓画像検査に先立って調査され，そして典型的な使用例では，完全な心臓画像患者レコードに含むた

めにＳＣＰ－ＥＣＧ波形はＤＩＣＯＭに変換されるであろう。 

ＳＣＰ－ＥＣＧは，チャネルの同時あるいは同時でない記録を提供するが，（各チャネルは別々に符

号化される）多重データ形式を提供しない。ＤＩＣＯＭに変換する場合，同時に記録するチャネルの

各部分集合は波形シーケンス項目（多重グループ）の中に符号化を行うることが可能で、個々の多重

グループの記録に伴う遅延は、多重グループ時刻オフセット (0018,1068)に記述する。 

ＳＣＰ－ＥＣＧ第１節の電極構成は，ＤＩＣＯＭ用語写像資源テンプレート３４０１とコンテキスト

グループ３２６３と３２６４を使用して，ＤＩＣＯＭ収集コンテキスト (0040,0555)シーケンス項目に

変換してもよい。 

ＳＣＰ－ＥＣＧ第３節の(符号なし整数として符号化された用語である)リード識別は，コンテキストグ

ループ３００１を使用して，ＤＩＣＯＭ波形チャネルソ－ス (003A,0208)の符号化シーケンスに変換で

きる。 

ＳＣＰ－ＥＣＧ第７節のペースメーカースパイクレコードはコンテキストグループ３３３５のコード

用語で波形注釈シーケンス (0040,B020)の項目に変換できる。注釈シーケンス項目では，測定単位属

性で表されるその数値によってスパイク振幅を記録する。 
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附属書Ｄ ＳＲエンコーディングの例（参考） 

 

この附属書は，従来、2003年版以前のこの規格のPS 3.3の附属書Kに記載されていた。 
 
次の表は，PS 3.3に収められている参考的SRコンテンツツリーの符号化例を簡潔で非包括的に図示し

ている。 
 

ＳＲツリ

ー深さ 

入れ子 属性 タグ VR 値長 

(hex) 

値 

  ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,0016) UI 001e 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.
88.33 

  ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,0018) UI 0012 1.2.3.4.5.6.7.300 
  検査日 (0008,0020) DA 0008 19991029 
  コンテンツ日付 (0008,0023) DA 0008 19991029 
  検査時刻 (0008,0030) TM 0006 154500 
  コンテンツ時刻 (0008,0033) TM 0006 154510 
  受付番号 (0008,0050) SH 0006 123456 
  モダリティ (0008,0060) CS 0002 SR 
  製造者 (0008,0070) LO 0004 WG6 
  主治医師名 (0008,0090) PN 0014 Luke^Will^^Dr.^M.D. 
  符号化体系識別シーケンス (0008,0110) SQ ffffffff  
 %item      
  符号化体系指定子 (0008,0102) SH 000e 99STEIsewhere 
  符号化体系 UID (0008,010C) UI 0010 1.2.3.4.6.7.8.91 
  責任組織 (0008,0116) ST 0034 Information Dept  

St Elsewhere Hosp  
Boston, MA 02390 

 %enditem      
 %endseq      
  参照実施済みステップシーケンス (0008,1111) SQ ffffffff  
 %endseq      
  患者名 (0010,0010) PN 000e Homer^Jane^^^ 
  患者ＩＤ (0010,0020) LO 0006 234567 
  患者生年月日 (0010,0030) DA 0008 19991109 
  患者性別 (0010,0040) CS 0002 F 
  検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) UI 0012 1.2.3.4.5.6.7.100 
  シリーズインスタンスＵＩＤ (0020,000E) UI 0012 1.2.3.4.5.6.7.200 
  検査ＩＤ (0020,0010) SH 0006 345678 
  シリーズ番号 (0020,0011) IS 0002 1 
  インスタンス（以前は画像）番号 (0020,0013) IS 0002 1 
1  値タイプ (0040,a040) CS 000a CONTAINER 
1  概念名コードシーケンス (0040,a043) SQ ffffffff  
1 %item      
1 > コード値 (0008,0100) SH 0006 333300 
1 > 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0006 LNdemo 
1 > コード意味 (0008,0104) LO 000c Chest X-Ray 
1 %enditem      
 %endseq      
1  コンテンツの連続性 (0040,a050) CS 0008 SEPARATE 
  確認観察者シーケンス (0040,a073) SQ ffffffff  
 %item      
 > 確認組識 (0040,a027) LO 0004 WG6 
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 > 確認日時 (0040,a030) DT 000e 19991029154510 
 > 確認観察者名 (0040,a075) PN 000e Jones^Joe^^Dr^ 
 > 確認観察者識別コードシーケンス (0040,a088) SQ ffffffff  
 %item      
 >> コード値 (0008,0100) SH 0006 369842 
 >> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 000e 99STElsewhere 
 >> コード意味 (0008,0104) LO 0006 369842 
       
 %enditem      
 %endseq      
 %enditem      
 %endseq      
  参照依頼シーケンス (0040,a370) SQ ffffffff  
 %item      
 > 受付番号 (0008,0050) SH 0006 123456 
 > 参照検査シーケンス (0008,1110) SQ ffffffff  
 %endseq      
 > 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) UI 0012 1.2.3.4.5.6.7.100 
 > 依頼手続き記述 (0032,1060) LO 000a Chest X-Ray 
 > 依頼手続きコードシーケンス (0032,1064) SQ ffffffff  
 %item      
 >> コード値 (0008,0100) SH 0006 369475 
 >> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 000e 99STElsewhere 
 >> コード意味 (0008,0104) LO 000a Chest X-Ray 
       
 %enditem      
 %endseq      
 > 依頼手続きＩＤ (0040,1001) SH 0006 012340 
 > 発注側オーダー番号／画像サービ

ス依頼 

(0040,2016) LO 0  

 > 受注側オーダー番号／画像サービ

ス依頼 

(0040,2017) LO 0  

 %enditem      
 %endseq      

  実施済手続きコードシーケンス (0040,a372) SQ ffffffff  
 %item      
 > コード値 (0008,0100) SH 0006 369475 
 > 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 000e 99STElsewhere 
 > コード意味 (0008,0104) LO 000a Chest X-Ray 
 %enditem      
 %endseq      
  当該依頼手続き証拠シーケンス (0040,a375) SQ ffffffff  
 %item      
 > 参照シリーズシーケンス (0008,1115) SQ ffffffff  
 %item      
 >> 参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) SQ ffffffff  
 %item      
 >>> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) UI 0008 1.2.3.4 
 >>> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) UI 000a 1.2.3.4.5 
 %enditem      
 %endseq      
 >> シリーズインスタンスＵＩＤ (0020,000E) UI 0012 1.2.3.4.5.6.7.200 
 %enditem      
 %endseq      
 > 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) UI 0012 1.2.3.4.5.6.7.100 
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 %enditem      
 %endseq      
  完成フラグ (0040,a491) CS 0008 COMPLETE 
  確認フラグ (0040,a493) CS 0008 VERIFIED 
1  コンテンツシーケンス (0040,a730) SQ ffffffff  
1.1 %item      
1.1 > 関係タイプ (0040,a010) CS 0010 HAS OBS CONTEXT 
1.1 > 値タイプ (0040,a040) CS 0006 PNAME 
1.1 > 概念名コードシーケンス (0040,a043) SQ ffffffff  
1.1 %item      
1.1 >> コード値 (0008,0100) SH 0006 000555 
1.1 >> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0006 LNdemo 
1.1 >> コード意味 (0008,0104) LO 0012 Recording Observer 
1.1 %enditem      
1.1 %endseq      
1.1 > 人名 (0040,A123) PN 0010 Smith^John^^Dr^ 
1.1 %enditem      
1.2 %item      
1.2 > 関係タイプ (0040,a010) CS 0010 HAS OBS CONTEXT 
1.2 > 値タイプ (0040,a040) CS 0006 UIDREF 
1.2 > 概念名コードシーケンス (0040,a043) SQ ffffffff  
1.2 %item      
1.2 >> コード値 (0008,0100) SH 0006 000599 
1.2 >> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0006 LNdemo 
1.2 >> コード意味 (0008,0104) LO 0036 Study Instance UID of 

Evidence Directly 
Examined by RO 

1.2 %enditem      
1.2 %endseq      
1.2 > ＵＩＤ (0040,a124) UI 0012 1.2.3.4.5.6.7.100 
1.2 %enditem      
1.3 %item      
1.3 > 関係タイプ (0040,a010) CS 0010 HAS OBS  
1.3 > 値タイプ (0040,a040) CS 0006 PNAME 
1.3 > 概念名コードシーケンス (0040,a043) SQ ffffffff  
1.3 %item      
1.3 >> コード値 (0008,0100) SH 0006 000579 
1.3 >> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0006 LNdemo 
1.3 >> コード意味 (0008,0104) LO 0020 Ptient-Data-Acquisition 

Subject 
1.3 %enditem      
1.3 %endseq      
1.3 > 人名 (0040,a123) PN 000e Homer^Jane^^^ 
1.3 %enditem      
1.4 %item      
1.4 > 関係タイプ (0040,a010) CS 0008 CONTAINS 
1.4 > 値タイプ (0040,a040) CS 0004 CODE 
1.4 > 概念名コードシーケンス (0040,a043) SQ ffffffff  
1.4 %item      
1.4 >> コード値 (0008,0100) SH 0006 000444 
1.4 >> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0006 LNdemo 
1.4 >> コード意味 (0008,0104) LO 0008 Finding 
1.4 %enditem      
1.4 %endseq      
1.4 > 概念コードシーケンス (0040,a168) SQ ffffffff  
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1.4 %item      
1.4 >> コード値 (0008,0100) SH 0006 000333 
1.4 >> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 000e 99STElsewhere 
1.4 >> コード意味 (0008,0104) LO 0004 Mass 
       
1.4 %enditem      
1.4 %endseq      
1.4 > コンテンツシーケンス (0040,a730) SQ ffffffff  
1.4.1 %item      
1.4.1 >> 関係タイプ (0040,a010) CS 000e HAS PROPERTIES 
1.4.1 >> 値タイプ (0040,a040) CS 0004 NUM 
1.4.1 >> 概念名コードシーケンス (0040,a043) SQ ffffffff  
1.4.1 %item      
1.4.1 >>> コード値 (0008,0100) SH 0006 000222 
1.4.1 >>> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0006 LNdemo 
1.4.1 >>> コード意味 (0008,0104) LO 0008 Diameter 
1.4.1 %enditem      
1.4.1 %endseq      
1.4.1 >> 測定値シーケンス (0040,a300) SQ ffffffff  
1.4.1 %item      
1.4.1 >>> 測定単位コードシーケンス (0040,08ea) SQ ffffffff  
1.4.1 %item      
1.4.1 >>>> コード値 (0008,0100) SH 0006 000111 
1.4.1 >>>> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0008 SNMdemo 
1.4.1 >>>> コード意味 (0008,0104) LO 0002 cm 
1.4.1 %enditem      
1.4.1 %endseq      
1.4.1 >>> 数値 (0040,a30a) DS 0004 1.3 
1.4.1 %enditem      
1.4.1 %endseq      
1.4.1 %enditem      
1.4.2 %item      
1.4.2 >> 関係タイプ (0040,a010) CS 000e HAS PROPERTIES 
1.4.2 >> 値タイプ (0040,a040) CS 0004 CODE 
1.4.2 >> 概念名コードシーケンス (0040,a043) SQ ffffffff  
1.4.2 %item      
1.4.2 >>> コード値 (0008,0100) SH 0006 111000 
1.4.2 >>> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0008 SNMdemo 
1.4.2 >>> コード意味 (0008,0104) LO 000c Margination 
1.4.2 %enditem      
1.4.2 %endseq      
1.4.2 >> 概念コードシーケンス (0040,a168) SQ ffffffff  
1.4.2 %item      
1.4.2 >>> コード値 (0008,0100) SH 0006 222000 
1.4.2 >>> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0008 SNMdemo 
1.4.2 >>> コード意味 (0008,0104) LO 000c Infiltrative 
1.4.2 %enditem      
1.4.2 %endseq      
1.4.2 %enditem      
1.4 %endseq      
1.4 %enditem      
1.5 %item      
1.5 > 参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) SQ ffffffff  
1.5 %item      
1.5 >> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) UI 0008 1.2.3.4 
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1.5 >> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) UI 000a 1.2.3.4.5 
1.5 %enditem      
1.5 %endseq      
1.5 > 関係タイプ (0040,a010) CS 0008 CONTAINS 
1.5 > 値タイプ (0040,a040) CS 0006 IMAGE 
1.5 > 概念名コードシーケンス (0040,a043) SQ ffffffff  
1.5 %item      
1.5 >> コード値 (0008,0100) SH 0006 333000 
1.5 >> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0008 SNMdemo 
1.5 >> コード意味 (0008,0104) LO 0008 Baseline 
1.5 %enditem      
1.5 %endseq      
1.5 %enditem      
1.6 %item      
1.6 > 関係タイプ (0040,a010) CS 0008 CONTAINS 
1.6 > 値タイプ (0040,a040) CS 000a CONTAINER 
1.6 > 概念名コードシーケンス (0040,a043) SQ ffffffff  
1.6 %item      
1.6 >> コード値 (0008,0100) SH 0006 555000 
1.6 >> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0006 LNdemo 
1.6 >> コード意味 (0008,0104) LO 000c Conclusions 
1.6 %enditem      
1.6 %endseq      
1.6  コンテンツの連続性 (0040,a050) CS 0008 SEPARATE 
1.6 > コンテンツシーケンス (0040,a730) SQ ffffffff  
1.6.1 %item      
1.6.1 >> 関係タイプ (0040,a010) CS 0008 CONTAINS 
1.6.1 >> 値タイプ (0040,a040) CS 0004 CODE 
1.6.1 >> 概念名コードシーケンス (0040,a043) SQ ffffffff  
1.6.1 %item      
1.6.1 >>> コード値 (0008,0100) SH 0006 777000 
1.6.1 >>> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0006 LNdemo 
1.6.1 >>> コード意味 (0008,0104) LO 000a Conclusion 
1.6.1 %enditem      
1.6.1 %endseq      
1.6.1 >> 概念コードシーケンス (0040,a168) SQ ffffffff  
1.6.1 %item      
1.6.1 >>> コード値 (0008,0100) SH 0006 888000 
1.6.1 >>> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 000e 99STElsewhere 
1.6.1 >>> コード意味 (0008,0104) LO 0014 Probable malignancy 
       
1.6.1 %enditem      
1.6.1 %endseq      
1.6.1 >> コンテンツシーケンス (0040,a730) SQ ffffffff  
1.6.1.1 %item      
1.6.1.1 >>> 関係タイプ (0040,a010) CS 000e INFERRED FROM 
1.6.1.1 >>> 参照コンテンツ項目識別子 (0040,db73) UL 000c 0001,0004,0002 
1.6.1.1 %enditem      
1.6.1.2 %item      
1.6.1.2 >>> 関係タイプ (0040,a010) CS 000e INFERRED FROM 
1.6.1.2 >>> 参照コンテンツ項目識別子 (0040db73) UL 000c 0001,0007,0001 
1.6.1.2 %enditem      
1.6.1 %endseq      
1.6.1 %enditem      
1.6 %endseq      
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1.6 %enditem      
1.7 %item      
1.7 > 関係タイプ (0040,a010) CS 0008 CONTAINS 
1.7 > 値タイプ (0040,a040) CS 000a CONTAINER 
1.7 > 概念名コードシーケンス (0040,a043) SQ ffffffff  
1.7 %item      
1.7 >> コード値 (0008,0100) SH 0006 999000 
1.7 >> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0006 LNdemo 
1.7 >> コード意味 (0008,0104) LO 0018 Specific Image Findings 
1.7 %enditem      
1.7 %endseq      
1.7  コンテンツの連続性 (0040,a050) CS 0008 SEPARATE 
1.7 > コンテンツシーケンス (0040,a730) SQ ffffffff  
1.7.1 %item      
1.7.1 >> 関係タイプ (0040,a010) CS 0008 CONTAINS 
1.7.1 >> 値タイプ (0040,a040) CS 0006 SCOORD 
1.7.1 >> 概念名コードシーケンス (0040,a043) SQ ffffffff  
1.7.1 %item      
1.7.1 >>> コード値 (0008,0100) SH 0006 333001 
1.7.1 >>> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0008 SNMdemo 
1.7.1 >>> コード意味 (0008,0104) LO 001e Best illustration of 

findings 
1.7.1 %enditem      
1.7.1 %endseq      
1.7.1 >> コンテンツシーケンス (0040,a730) SQ ffffffff  
1.7.1.1 %item      
1.7.1.1 >>> 参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) SQ ffffffff  
1.7.1.1 %item      
1.7.1.1 >>>> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) UI 0008 1.2.3.4 
1.7.1.1 >>>> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) UI 000a 1.2.3.4.6 
1.7.1.1 %enditem      
1.7.1.1 %endseq      
1.7.1.1 >>> 関係タイプ (0040,a010) CS 000e SELECTED FROM 
1.7.1.1 >>> 値タイプ (0040,a040) CS 0006 IMAGE 
1.7.1.1 %enditem      
1.7.1 %endseq      
1.7.1 >> 図形データ (0070,0022) FL 0020 0,0,0,0,0,0,0,0 
1.7.1 >> 図形タイプ (0070,0023) CS 0008 POLYLINE 
1.7.1 %enditem      
1.7 %endseq      
1.7 %enditem      
1.8 %item      
1.8 > 関係タイプ (0040,a010) CS 0010 HAS CONCEPT MOD 
1.8 > 値タイプ (0040,a040) CS 0004 CODE 
1.8 > 概念名コードシーケンス (0040,a043) SQ ffffffff  
1.8 %item      
1.8 >> コード値 (0008,0100) SH 0006 123456 
1.8 >> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0006 LNdemo 
1.8 >> コード意味 (0008,0104) LO 0006 Views 
1.8 %enditem      
1.8 %endseq      
1.8 > 概念コードシーケンス (0040,a168) SQ ffffffff  
1.8 %item      
1.8 >> コード値 (0008,0100) SH 0006 123457 
1.8 >> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0006 LNdemo 
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1.8 >> コード意味 (0008,0104) LO 000e PA and Lateral 
1.8 %enditem      
1.8 %endseq      
1.8 %enditem      
1 %endseq      
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附属書Ｅ マンモグラフィＣＡＤ（参考） 

この附属書は，従来、2003年版以前のこの規格のPS 3.3の附属書Lに記載されていた。 
 

Ｅ．１ マンモグラフィＣＡＤ ＳＲのコンテンツツリー構造 

マンモグラフィＣＡＤ ＳＲ ＩＯＤのテンプレートはＰＳ３．１６附属書Ａ，ＤＣＭＲテンプレート

で定義される。特に述べられていない限り、マンモグラフィＣＡＤ ＳＲ ＩＯＤテンプレートで定義

される関係は値参照である。以前のマンモグラフィＣＡＤ ＳＲのような別のＳＲオブジェクトインス

タンスから参照されるコンテンツ項目は，適切なオリジナル出典（original source）観察コンテキスト

と共に，新しいＳＲオブジェクトインスタンスの中に値参照として挿入される。別の出典（source）か

ら引用されたコンテンツ項目内部では、表示の目的や、参照関係による参照コンテンツ項目識別子を

更新する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｅ．１－１ マンモグラフィＣＡＤ ＳＲのコンテンツツリー最上位レベル 

文書ルート、画像ライブラリ、検出と解析の要約、ＣＡＤ処理と所見の要約サブツリーが組み合わさ

って、マンモグラフィＣＡＤ ＳＲ ＩＯＤのコンテンツツリーを形成する。 
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図Ｅ．１－２ マンモグラフィＣＡＤ ＳＲコンテンツツリーの検出と解析レベルの要約 

検出の要約および解析の要約のサブツリーは、マンモグラフィＣＡＤ装置によって使用されたアルゴ

リズムと行われた仕事、そして各処理が１以上の全画像、もしくはは画像の選択領域で実行されたか

どうかを識別する。検出と解析の所見は要約サブツリーではなく、CAD 処理および所見要約サブツリ

ーの中で符号化される。ＣＡＤ処理は所見を生成しないことがあり、そのとき，CAD 処理および所見

要約サブツリー(子)のサブツリー(孫)には，アキが生じる。これは次の状況で生じる： 

全てのアルゴリズムは成功したが，しかし所見は生じなかった。 

いくつかのアルゴリズムは成功し，いくつかは失敗したが，しかし所見は生じなかった。 

全てのアルゴリズムは失敗した。 

注１：もし、ツリーが個々の印象／勧告ノードを含まず、試みられた検出の解析が全て成功したならば、マン

モグラフィＣＡＤ装置は所見を作らない。 

注２：試みられなかった検出と解析は、検出の要約と解析の要約ツリーには列記されない。 

注３：もし、TID 4000 の検出の要約あるいは解析の要約のコード値が「試みられなかった」である場合は，ど

のアルゴリズムが試みられなかったかに関する詳細は提供されない。 
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図Ｅ．１－３：マンモグラフィＣＡＤ ＳＲコンテンツツリーの個々の印象／提言レベルの例 

図Ｅ．１－３の中の陰影部分は検出に由来する情報を区別するが、陰影をつけない部分は解析に由来

する情報である。この区別は，アルゴリズムの識別情報を、検出の要約サブツリー中に置くか、ある

いは解析の要約サブツリー中に置くか、を決めるのに使用される。 

単一画像内の石灰化のクラスタリングは，単一画像の所見に帰着する検出処理であると考えられる。

石灰化クラスターの二つのビュー中で空間相関を行って得られる複合特徴は、解析と考えられる。単

一画像，他の単一画像所見の組合せから帰結される所見が、単一画像中の石灰化のクラスタリングで

あるならば、それは個々の石灰化と解釈しなければならない。 

一旦、単一画像の所見、または複合特徴が具体化されたならば、それはツリーのなかで任意の数のよ

り高い複合特徴から参照されることがある。 

Ｅ．２ マンモグラフィＣＡＤ ＳＲの観察コンテキスト符号化 

・ 別のＳＲオブジェクトインスタンスから挿入された（即ち，複写された），コンテンツツリー
のどんなコンテンツ項目も、それが由来したＳＲオブジェクトインスタンスのコンテキストを
記述する１以上のコンテンツ項目に HAS OBS CONTEXT（観察コンテキストをもつ）関係を持
っている。この機構はレポートを結合するために使用されてもよい。（例えば，マンモグラフ
ィＣＡＤ １，マンモグラフィＣＡＤ ２，人間）。 

・ 以前のマンモグラフィＣＡＤ ＳＲオブジェクトから引用された単一画像の所見、および複合
特徴内の参照による関係は、以前のオブジェクトから現在のオブジェクトのそれらの新しい位
置へ移動した画像ライブラリ登録が正しく参照されるように更新する必要がある。 

マンモグラフィＣＡＤ ＳＲ ＩＯＤのＳＲ文書コンテンツツリーの印象／提言の節は，現在と以前の

単一画像所見と複合特徴の混合物を含んでいることがある。現在と以前のコンテキストからのコンテ

ンツ項目は，複合特徴コンテンツ項目への値による INFERRED FROM（によって推論する）関係をも

っている目標コンテンツ項目である。「最初の観察コンテキスト」以外のコンテキストから来るコン

テンツ項目は，出典文書のコンテキストを記述する目標コンテンツ項目への HAS OBS CONTEXT（観

察コンテキストをもつ）関係をもつ。 
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図 E．２－１では，複合特徴および単一画像の所見が現在のものであるが、（先からの）単一画像所

見は、先の文書から複写されている。 

 

 

 

 

 

 

図Ｅ．２－１ 観察コンテキストの使用例 

Ｅ．３ マンモグラフィＣＡＤ ＳＲの例 

下図は、マンモグラフィのコンピュータ支援検出結果に対するマンモグラフィＣＡＤ ＳＲ ＩＯＤの

単純で非包括的な符号化例である。簡潔さのために，画像ライブラリの画像収集コンテキストコンテ

ンツ項目などの、いくつかの必須コンテンツ項目が省略されている。 

Ｅ．３．１ 例１：石灰化やしこりの検出で所見が無い場合 

マンモグラフィＣＡＤ装置は、典型的なスクリーニングマンモグラフィ (例えば、４枚のフィルムがあ

り、がんのない)例を処理する。マンモグラフィＣＡＤは濃度と石灰化検出の両方を成功裡に行い、そ

して何も見つけなかった。下図は、マンモグラムの例である： 

 

  

図Ｅ．３－１ 例１に記述される乳房Ｘ線写真 

コンテンツツリー構造は、次のようになる： 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 マンモグラフィ CAD リポート  4000 

    

1.1 画像ライブラリ  4000 

1.1.1  IMAGE 1 4020 

1.1.1.1 画像側性 Right 右 4020 

  

      

HAS PROPERTIES

HAS OBS 
CONTEXT

HAS PROPERTIES

複合特徴 
 (Code) 

単一画像の所見 
(Code)

先行単一画像の所見
(Code)

出典文書コンテキスト

情報
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.1.1.2 画像ビュー Cranio-caudal 頭尾 4020 

1.1.1.3 検査日 19980101 4020 

1.1.2  IMAGE 2 4020 

1.1.2.1 画像側性 Left 左 4020 

1.1.2.2 画像ビュー Cranio-caudal 頭尾 4020 

1.1.2.3 検査日 19980101 4020 

1.1.3  IMAGE 3 4020 

1.1.3.1 画像側性 Right 右 4020 

1.1.3.2 画像ビュー Medio-lateral oblique 

メディオ-側斜位 

4020 

1.1.3.3 検査日 19980101 4020 

1.1.4  IMAGE 4 4020 

1.1.4.1 画像側性 左 4020 

1.1.4.2 画像ビュー メディオ-側斜位 4020 

1.1.4.3 検査日 19980101 4020 

    

1.2 CAD 処理および所見要約 All algorithms succeeded; 

without findings 

全てのアルゴリズムは成功

して所見はなし 

4001 

    

1.3 検出の要約 成功 4000 

1.3.1 成功した検出  4015 

    

1.3.1.1 検出の実施 マンモグラフィ乳房濃度 4017 

1.3.1.1.1 アルゴリズム名 “Density Detector” 4019 

1.3.1.1.2 アルゴリズムバージョン “V3.7” 4019 

1.3.1.1.3  ノード 1.1.1 を参照 4017 

1.3.1.1.4  ノード 1.1.2 を参照 4017 

1.3.1.1.5  ノード 1.1.3 を参照 4017 

1.3.1.1.6  ノード 1.1.4 を参照 4017 

    

1.3.1.2 検出の実施 Individual Calcification 

個々の石灰化 

4017 

1.3.1.2.1 アルゴリズム名 “Calc Detector” 4019 

1.3.1.2.2 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.3.1.2.3  ノード 1.1.1 を参照 4017 

1.3.1.2.4  ノード 1.1.2 を参照 4017 

1.3.1.2.5  ノード 1.1.3 を参照 4017 

1.3.1.2.6  ノード 1.1.4 を参照 4017 

    

1.4 解析の要約 実施しない 4000 



PS 3.17-2008 翻訳原稿 

 45 2010/01/22 

 

Ｅ．３．２ 例２：石灰化やしこり検出で所見がある場合 

マンモグラフィＣＡＤ装置は，４枚のフィルムと左の乳房の中にしこりをもつスクリーニングマンモ

グラフィ例を処理する。マンモグラフィＣＡＤは濃度と石灰化の検出の両方を成功裡に行う。それは、

ＬＣＣの中の２個の濃度、ＬＭＬＯの中の１個の濃度、ＲＣＣの中の２個の石灰化クラスター、およ

びＲＭＬＯの中の２０個の石灰化のクラスターを見つける。それは二種類のクラスター化アルゴリズ

ムを実行する。一番目は個々の石灰化を識別し、ついでそれらをクラスター化する。また、二番目は

単に石灰化クラスターを検出する。それはしこり相関を実行し、ＬＣＣ密度のうちの１個とＬＭＬＯ

の濃度を結合して１しこりと判定する；他のＬＣＣ濃度は，「提示をしない」フラグを立てて、エン

ドユーザへ提示されないようにする。乳房Ｘ線写真は、次のようなものになる： 

  

図Ｅ．３－２ 例２で記述される乳房Ｘ線写真 

この例におけるコンテンツツリー構造は複雑である。ツリー内データの関係を示すために，コンテン

ツツリーの表の構造的説明図の一部が、コンテンツツリー内に置かれる。図の使用を容易にするため

にいくつかのコンテンツ項目は複写され（、そして太字体で示され）る。 
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図Ｅ．３－３ 例２コンテンツツリーのコンテンツツリールート 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 マンモグラフィ CAD リポート  4000 

1.1 画像ライブラリ  4000 

1.2 CAD 処理および所見要約 All algorithms succeeded; with findings 

全アルゴリズムが成功し、見あり 

4001 

1.3 検出の要約 成功 4000 

1.4 解析の要約 成功 4000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｅ．３－４ 例２コンテンツツリーの画像ライブラリブランチ 
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.1 画像ライブラリ  4000 

1.1.1  IMAGE 1 4020 

1.1.1.1 画像側性 Right 右 4020 

1.1.1.2 画像ビュー Cranio-caudal 頭尾 4020 

1.1.1.3 検査日 19990101 4020 

1.1.2  IMAGE 2 4020 

1.1.2.1 画像側性 Left 左 4020 

1.1.2.2 画像ビュー Cranio-caudal 頭尾 4020 

1.1.2.3 検査日 19990101 4020 

1.1.3  IMAGE 3 4020 

1.1.3.1 画像側性 Right 右 4020 

1.1.3.2 画像ビュー Medio-lateral oblique 

メディオ-側斜位 

4020 

1.1.3.3 検査日 19990101 4020 

1.1.4  IMAGE 4 4020 

1.1.4.1 画像側性 Left 左 4020 

1.1.4.2 画像ビュー Medio-lateral oblique 

メディオ-側斜位 

4020 

1.1.4.3 検査日 19990101 4020 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｅ．３－５ 例２コンテンツツリーのＣＡＤ処理と所見要約分岐 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2 CAD 処理および所見要約 Allalgorithms succeeded; with findings， 

全てのアルゴリズムが成功し所見あり 

4001 

    

    

  CAD 処理および所見要約
CODE：全てのアルゴリズ

ムが成功し所見あり 
1.2 

個々の印象／提言 
CONTAINE 

1.2.1 

個々の印象／提言
CONTAINER 

1.2.2 

INFERRE
D FROM

個々の印象／提言
CONTAINER 

1.2.3

個々の印象／提言
CONTAINER 

1.2.4 
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.1 個々の印象／提言  4003 

1.2.2 個々の印象／提言  4003 

1.2.3 個々の印象／提言  4003 

1.2.4 個々の印象／提言  4003 
 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｅ．３－６ 例２コンテンツツリーからの個々の印象／提言 1.2.1 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.1 個々の印象／提言  4003 

1.2.1.1 レンダリングインテント Presentation Required 
表示が必要 

4003 

    

1.2.1.2 複合特徴 Mass しこり 4004 

1.2.1.2.1 レンダリングインテント Presentation Required 
表示が必要 

4004 

1.2.1.2.2 複合タイプ 目的コンテンツ項目が空

間的に関係している 
4005 

1.2.1.2.3 特徴のスコープ 特徴は複数の画像上で検

出された 
4005 

1.2.1.2.4 アルゴリズム名 “Mass Maker”  
“しこりメーカー” 

4019 

HAS  
CONCEPT MOD 

複合特徴 
CODE: しこり

HAS 
PROPERTIES

複合タイプCODE: 目標コンテンツ項目が空間的に関係。 

特徴の範囲COD：特徴は、複数の画像上で検出された。 

レンダリング 
インテント 

CODE： 
表示が必要 

単一画像所見 
CODE：濃度 

1.2.1.2.6 

INFERRED 
FROM 

アルゴリズム名 TEXT：“Mass Maker“ 

アルゴリズムバージョン TEXT：“V1.9” 

CONTAINS

HAS  
CONCEPT MOD 

レンダリング 
インテント 
CODE： 
表示が必要 

個々の印象／提言
CONTAINER 

1.2.1 

単一画像所見 
CODE：濃度 

1.2.1.2.7
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.1.2.5 アルゴリズムバージョン “V1.9” 4019 

1.2.1.2.6 単一画像の所見 マンモグラフィ乳房濃度 4006 

1.2.1.2.7 単一画像の所見 マンモグラフィ乳房濃度 4006 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｅ．３－７ 例２コンテンツツリーからの単一画像の濃度所見 1.2.1.2.6 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.1.2.6 単一画像の所見 マンモグラフィ乳房濃度 4006 

1.2.1.2.6.1 レンダリングインテント 表示要求 4006 

1.2.1.2.6.2 アルゴリズム名 “Density Detector” 4019 

1.2.1.2.6.3 アルゴリズムバージョン “V3.7” 4019 

1.2.1.2.6.4 センター POINT 4021 

1.2.1.2.6.4.1  ノード 1.1.2 を参照 4021 

1.2.1.2.6.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.1.2.6.5.1  ノード 1.1.2 を参照 4021 

 

単一画像の所見 
CODE：濃度 
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PROPERTIES
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レンダリングインテント 
CODE：表示が必要 
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アルゴリズム名TEXT：“Density Detecort” 

アルゴリズムバージョン TEXT：“V3.7” 

R-SELECTED 
FROM 

画 像 ラ イ ブ ラ リ

IMAGE コンテンツ項

目 1.1.2 を参照 

HAS 
CONCEPT MOD 

R-SELECTED
FROM 
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図Ｅ．３－８ 例２コンテンツツリーからの単一画像の濃度所見 1.2.1.2.7 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.1.2.7 単一画像の所見 マンモグラフィ乳房濃度 4006 

1.2.1.2.7.1 レンダリングインテント 表示が必要 4006 

1.2.1.2.7.2 アルゴリズム名 “Density Detector” 4019 

1.2.1.2.7.3 アルゴリズムバージョン “V3.7” 4019 

1.2.1.2.7.4 センター POINT 4021 

1.2.1.2.7.4.1  ノード 1.1.4 を参照 4021 

1.2.1.2.7.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.1.2.7.5.1  ノード 1.1.4 を参照 4021 

1.2.1.2.7.6 定義領域の面積 1 cm2 1401 

1.2.1.2.7.6.1 領域アウトライン SCOORD 1401 

1.2.1.2.7.6.1.1  ノード 1.1.4 を参照 1401 

単一画像の所見

CODE：濃度 
1.2.1.2.7 

HAS 
PROPERTIES

アウトライン
SCOORD

セ ン タ ー
SCOORD 

アルゴリズム名TEXT：“Density Detector“ 
アルゴリズムバージョン TEXT：“V3.7” 

R-SELECTED
FROM 

R-SELECTED
FROM 

画像ライブラリ

IMAGE コンテンツ項

目 1.1.4 を参照 

規定部位の領域 
NUM = 1 cm2 

INFERRE
D FROM 

領域アウトライン
SCOORD 

HAS 
CONCEPT 

MOD 

レンダリング 
インテント  

CODE：表示が必要 

R-SELECTED 
FROM 
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図Ｅ．３－９ 例２コンテンツツリーからの個々の印象／提言 1.2.2 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.2 個々の印象／提言  4003 

1.2.2.1 レンダリングインテント 表示は不要 4003 

1.2.2.2 単一画像の所見 マンモグラフィ乳房濃度 4006 

1.2.2.2.1 レンダリングインテント 表示用ではない 4006 

1.2.2.2.2 アルゴリズム名 “Density Detector” 4019 

1.2.2.2.3 アルゴリズムバージョン “V3.7” 4019 

1.2.2.2.4 センター POINT 4021 

1.2.2.2.4.1  ノード 1.1.2 を参照 4021 

1.2.2.2.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.2.2.5.1  ノード 1.1.2 を参照 4021 
 

 

個々の印象／提言
1.2.2 

アウトライン 
SCOORD 

センター 
SCOORD

アルゴリズム名 TEXT：“Density Detector” 

アルゴリズムバージョン TEXT：“V3.7” 

R-SELECTED
FROM 

画像ライブラリ

IMAGE コンテンツ項

目 1.1.2 を参照 

単一画像の所見

Code：濃度 

レンダリング 
インテント  

CODE：表示用で
はない 

HAS 
PROPERTIES

HAS CONCEPT 
MOD 

CONTAINS

レンダリング 
インテント 

CODE: 表示不要 

HAS 
CONCEPT MOD 

R-SELECTED
FROM
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図Ｅ．３－１０ 例２コンテンツツリーからの個々の印象／提言 1.2.3 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.3 個々の印象／提言  4003 

1.2.3.1 レンダリングインテント 表示が必要 4003 

1.2.3.2 単一画像の所見 石灰化クラスター 4006 

1.2.3.2.1 レンダリングインテント 表示が必要 4006 

1.2.3.2.2 アルゴリズム名 “Calc Cluster Detector” 4019 

1.2.3.2.3 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.2.3.2.4 センター POINT 4021 

1.2.3.2.4.1  ノード 1.1.3 を参照 4021 

1.2.3.2.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.3.2.5.1  ノード 1.1.3 を参照 4021 

1.2.3.2.6 石灰化数 20 4010 

個々の印象／提言
1.2.3 

CONTAINS

センター 
SCOORD

アルゴリズム名 TEXT：“Calc Cluster Detector” 

アルゴリズムバージョン TEXT：“V2.4” 

R-SELECTED
FROM 

画像ライブラリ 
IMAGE コンテンツ項

目 1.1.3 を参照 

単一画像所見

Code：石灰化
クラスター

レンダリング 
インテント 

CODE：表示用で
はない 

HAS 
PROPERTIES

石灰化数 NUM：20 

HAS CONCEPT 
MOD

レンダリング 
インテント  

CODE：表示不要 

HAS CONCEPT 
MOD 

アウトライン
SCOORD

R-SELECTED
FROM 
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図Ｅ．３－１１ 例２コンテンツツリーからの個々の印象／提言 1.2.4 

 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.4 個々の印象／提言  4003 

1.2.4.1 レンダリングインテント 表示が必要 4003 

    

1.2.4.2 単一画像の所見 石灰化クラスター 4006 

1.2.4.2.1 レンダリングインテント 表示が必要 4006 

1.2.4.2.2 アルゴリズム名 “Calc Clustering” 4019 

1.2.4.2.3 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.2.4.2.4 センター POINT 4021 

1.2.4.2.4.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

1.2.4.2.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.4.2.5.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

1.2.4.2.6 石灰化数 2 4010 

個々の印象／提言 
1.2.4 

CONTAINS

センター 
SCOORD

アルゴリズム名TEXT：“Calc Clustering”

アルゴリズムバージョン TEXT：“V2.4”

R-SELECTED 
FROM 

画像ライブラリ

IMAGE コンテンツ項

目 1.1.1 を参照 

単一画像の所見

Code；石灰化クラ
スター 

レンダリングイン

テント CODE：表
示要求 

HAS 
PROPERTIES

石灰化数 NUM：2 

単一画像の所見
CODE:1.2.4.2.7

INFERRED 
FROM 

HAS CONCEPT 
MOD 

レンダリングイン

テント CODE：表示
が必要 

HAS CONCEPT 
MODT 

単一画像の所見
CODE:1.2.4.2.8

アウトライン
SCOORD

R-SELECTED 
FROM 
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図Ｅ．３－１２ 例２コンテンツツリーからの単一画像の所見 1.2.4.2.7 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.4.2.7 単一画像の所見 個々の石灰化 4006 

1.2.4.2.7.1 レンダリングインテント 表示オプション 4006 

1.2.4.2.7.2 アルゴリズム名 “Calc Detector” 4019 

1.2.4.2.7.3 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.2.4.2.7.4 センター POINT 4021 

1.2.4.2.7.4.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

1.2.4.2.7.5 アウトライン SCOORD 4021 

¥1.2.4.2.7.5.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

単一画像所見

CODE：個々の
石灰化 

1.2.4.2.7

HAS 
PROPERTIES

センター 
SCOORD 

アルゴリズム名 TEXT:  “Calc Detector” 

アルゴリズムバ ージョン  TEXT: 

R-SELECTED 
FROM 

画像ライブラリ 
IMAGE コンテンツ

項目 1.1.1 を参照 

レンダリング

インテント 
CODE：表示 
オプション 

HAS  
CONCEPT MOD 

アウトライン
SCOORD

R-SELECTED 
FROM



PS 3.17-2008 翻訳原稿 

 55 2010/01/22 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

図Ｅ．例２コンテンツツリーからの単一画像の所見 1.2.4.2.8 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.4.2.8 単一画像の所見 個々の石灰化 4006 

1.2.4.2.8.1 レンダリングインテント 表示オプション 4006 

1.2.4.2.8.2 アルゴリズム名 “Calc Detector” 4019 

1.2.4.2.8.3 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.2.4.2.8.4 センター POINT 4021 

1.2.4.2.8.4.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

1.2.4.2.8.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.4.2.8.5.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

 

単一画像所見
CODE：個々の

石灰化 
1.2.4.2.8

HAS 
PROPERTIES

アウトライン
SCOORD

センター 
SCOORD

アルゴリズム名 TEXT：“Calc Detector” 

アルゴリズムバージョン TEX：“V2.4” 

R-SELECTED 
FROM

画像ライブラリ

IMAGE コンテンツ

項目 1.1.1 を参照 

レンダリング 
インテント  

CODE：表示 
オプション

HAS  
CONCEPT MOD 

R-SELECTED 
FROM
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図Ｅ．３－１４ 例２コンテンツツリーからの検出の要約ブランチ 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.3 検出の要約 成功 4000 

1.3.1 成功した検出  4015 

    

1.3.1.1 検出の実施 マンモグラフィ乳房濃度 4017 

1.3.1.1.1 アルゴリズム名 “Density Detector” 4019 

1.3.1.1.2 アルゴリズムバージョン “V3.7” 4019 

1.3.1.1.3  ノード 1.1.1 を参照 4017 

1.3.1.1.4  ノード 1.1.2 を参照 4017 

1.3.1.1.5  ノード 1.1.3 を参照 4017 

1.3.1.1.6  ノード 1.1.4 を参照 4017 

    

1.3.1.2 検出の実施 個々の石灰化 4017 

1.3.1.2.1 アルゴリズム名 “Calc Detector” 4019 

1.3.1.2.2 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.3.1.2.3  ノード 1.1.1 を参照 4017 

DETECTION 
PERFORMED

CODE:  Density

HAS PROP

アルゴリズム名:   TEXT “密度検出器” 
アルゴリズムバージョ

ン

TEXT “V2.4”

R- HAS PROP

DETECTION 
PERFORMED

CODE:  Density

HAS PROP

アルゴリズム名:   TEXT “密度検出器” 
アルゴリズムバージョ

ン

TEXT “V2.4”

R- HAS PROP

DETECTION 
PERFORMED

CODE:  Density

HAS PROP

アルゴリズム名:   TEXT “密度検出器” 
アルゴリズムバージョ

ン

TEXT “V2.4” 

R- HAS PROP

検出の要約 
CODE: 成功 

1.3 

INFERRED
FROM 

画像ライブラリ IMAGE
コンテンツ項目を参照 

失敗した検出 
CONTAINER 

この事例にはない

成功した検出 
CONTAINER 

CONTAINS

検 出 の 実 施
CODE：濃度 

HAS 
PROPERTIES

アルゴリズム名：TEXT “Density 

アルゴリズムバージョン：TEXT “V3.7” 

R-HAS 
PROPERTIES

-
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.3.1.2.4  ノード 1.1.2 を参照 4017 

1.3.1.2.5  ノード 1.1.3 を参照 4017 

1.3.1.2.6  ノード 1.1.4 を参照 4017 

    

1.3.1.3 検出の実施 石灰化クラスター 4017 

1.3.1.3.1 アルゴリズム名 “Calc Clustering” 4019 

1.3.1.3.2 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.3.1.3.3  ノード 1.1.1 を参照 4017 

    

1.3.1.4 検出の実施 石灰化クラスター 4017 

1.3.1.4.1 アルゴリズム名 “Calc Cluster Detector” 4019 

1.3.1.4.2 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.3.1.4.3  ノード 1.1.1 を参照 4017 

1.3.1.4.4  ノード 1.1.2 を参照 4017 

1.3.1.4.5  ノード 1.1.3 を参照 4017 

1.3.1.4.6  ノード 1.1.4 を参照 4017 
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図Ｅ．３－１５ 例２コンテンツツリーからの解析の要約ブランチ 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.4 解析の要約 成功 4000 

1.4.1 成功した解析  4016 

    

1.4.1.1 解析の実施 しこり相関 4018 

1.4.1.1.1 アルゴリズム名 “Mass Maker” 4019 

1.4.1.1.2 アルゴリズムバージョン “V1.9” 4019 

1.4.1.1.3  ノード 1.1.2 を参照 4018 

1.4.1.1.4  ノード 1.1.4 を参照 4018 

 

DETECTION 
PERFORMED

CODE:  Density

HAS PROP 

アルゴリズム名:   TEXT “密度検出器” 
アルゴリズムバージョ

ン

TEXT “V2.4” 

R- HAS PROP

DETECTION 
PERFORMED

CODE:  Density

HAS PROP 

アルゴリズム名:   TEXT “密度検出器” 
アルゴリズムバージョ

ン

TEXT “V2.4” 

R- HAS PROP

DETECTION 
PERFORMED

CODE:  Density

HAS PROP 

アルゴリズム名:   TEXT “密度検出器”

アルゴリズムバージョ

ン

TEXT “V2.4” 

R- HAS PROP

解析の要約 
CODE: 成功 

1.4 

INFERRED 

失敗した解析 
CONTAINER 

この事例にはない

成功した解析 
CONTAINER

CONTAINS

解析の実施  
CODE：しこり相
関

HAS  
PROPERTIES

アルゴリズム名：TEXT “Mass Maker” 

アルゴリズムバージョン：TEXT “V1.9” 

R-HAS 
PROPERTIES

画像ライブラリ IMAGE コ
ンテンツ項目を参照 
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Ｅ．３．３ 例３：石灰化としこり検出で時間的な相違がある所見 

例２における患者は別の乳房Ｘ線写真のために再来院する。より包括的なマンモグラフィＣＡＤ装置

が現在の乳房Ｘ線写真を処理する；解析が実行されて、全体および個々の印象／提言を行うためにい

くつかのコンテンツ項目が吟味される。先のマンモグラフィＣＡＤレポート（例２）の部分はこのレ

ポートに組み込まれる。現在の乳房Ｘ線写真では，ＲＣＣの中の石灰化数が増加した，また，左の乳

房のしこりの大きさは 1 から 4 cm2に増加した。 

前回 PRIOR 
 

  

  

今回 CURRENT 
 

  

  

図Ｅ．３－１６ 例３で記述される乳房Ｘ線写真 

次表のイタリック体の登録 (xxx) は，先のマンモグラフィＣＡＤ ＳＲインスタンス（例２）から再使

用されたコンテンツツリー項目への参照あるいは値による包含を示す。 

 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 マンモグラフィ CAD レポート  4000 
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画像ライブラリは先のマンモグラフィＣＡＤ ＳＲインスタンスから再使用されたコンテンツツリー

項目への参照を含んでいる。一方、画像はマンモグラフィＣＡＤ解析の中で実際に使用されたので上

記のようにイタリック体にはされない。 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.1 画像ライブラリ   4000 

1.1.1  IMAGE 1 4020 

1.1.1.1 画像側性 Right 右 4020 

1.1.1.2 画像ビュー Cranio-caudal 頭尾 4020 

1.1.1.3 検査日 20000101 4020 

1.1.2  IMAGE 2 4020 

1.1.2.1 画像側性 Left 左 4020 

1.1.2.2 画像ビュー Cranio-caudal 頭尾 4020 

1.1.2.3 検査日 20000101 4020 

1.1.3  IMAGE 3 4020 

1.1.3.1 画像側性 Right 右 4020 

1.1.3.2 画像ビュー Medio-lateral oblique 

メディオ-側斜位 

4020 

1.1.3.3 検査日 20000101 4020 

1.1.4  IMAGE 4 4020 

1.1.4.1 画像側性 Left 左 4020 

1.1.4.2 画像ビュー Medio-lateral oblique 

メディオ-側斜位 

4020 

1.1.4.3 検査日 20000101 4020 

    

1.1.5  IMAGE 5 4020 

1.1.5.1 画像側性 Right 右 4020 

1.1.5.2 画像ビュー Cranio-caudal 頭尾 4020 

1.1.5.3 検査日 19990101 4020 

1.1.6  IMAGE 6 4020 

1.1.6.1 画像側性 Left 左 4020 

1.1.6.2 画像ビュー Cranio-caudal 頭尾 4020 

1.1.6.3 検査日 19990101 4020 

1.1.7  IMAGE 7 4020 

1.1.7.1 画像側性 Right 右 4020 

1.1.7.2 画像ビュー Medio-lateral oblique 

メディオ-側斜位 

4020 

1.1.7.3 検査日 19990101 4020 

1.1.8  IMAGE 8 4020 

1.1.8.1 画像側性 Left 左 4020 

1.1.8.2 画像ビュー Medio-lateral oblique 

メディオ-側斜位 

4020 

1.1.8.3 検査日 19990101 4020 

今年分の内容： 
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2 CAD 処理および所見要約 全てのアルゴリズムが成

功し，所見あり 

4001 

1.2.1 アセスメントカテゴリ 4 –異常の疑いがあり、生

検が望ましい 

4002 

1.2.2 勧告フォローアップ間隔 0 日 4002 

1.2.3 アルゴリズム名 “マンモグラムアナライ

ザ” 

4019 

1.2.4 アルゴリズムバージョン “V1.0” 4019 

    

1.2.5 個々の印象／提言  4003 

1.2.5.1 レンダリングインテント 表示が必要 4003 

1.2.5.2 診断／印象の変化 大きさが増大 4002 

1.2.5.3 印象の詳細 “大きさの増大を懸念” 4002 

1.2.5.4 フォローアップの提言 穿刺して生検を行う 4002 

1.2.5.5 印象の確度 84% 4002 

1.2.5.6 アルゴリズム名 “Lesion Analyzer” 4019 

1.2.5.7 アルゴリズムバージョン “V1.0” 4019 

    

1.2.5.8 複合特徴 しこり 4004 

1.2.5.8.1 レンダリングインテント 表示が必要 4004 

1.2.5.8.2 複合タイプ 目標コンテンツ項目は時

間的に関係する 

4005 

1.2.5.8.3 特徴のスコープ 特徴は複数の画像上で検

出された 

4005 

1.2.5.8.4 アルゴリズム名 “Temporal Change” 4019 

1.2.5.8.5 アルゴリズムバージョン “V0.1” 4019 

1.2.5.8.6 特徴の確度 91% 4005 

1.2.5.8.7 癌の可能性 84% 4005 

1.2.5.8.8 病理診断 浸潤性悪性腫瘍 4005 

1.2.5.8.9 大きさの相違 3 cm2 4005 

1.2.5.8.9.1  ノード 1.2.5.8.13.7.6 を参

照 

4005 

1.2.5.8.9.2  ノード 1.2.5.8.14.8.6 を参

照 

4005 

1.2.5.8.10 病変密度 高密度 4005 

1.2.5.8.11 形状 小葉 4005 

1.2.5.8.12 周辺 微小分葉 4005 

    

1.2.5.8.13 複合特徴 しこり 4004 

1.2.5.8.13.1 レンダリングインテント 表示が必要 4004 
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.5.8.13.2 複合タイプ 目標コンテンツ項目は空

間的に関係している 

4005 

1.2.5.8.13.3 特徴のスコープ 特徴は複数の画像上で検

出された 

4005 

1.2.5.8.13.4 アルゴリズム名 “Mass Maker” 4019 

1.2.5.8.13.5 アルゴリズムバージョン “V1.9” 4019 

1.2.5.8.13.6 単一画像の所見 マンモグラフィ乳房濃度 4006 

1.2.5.8.13.6.1 レンダリングインテント 表示が必要 4006 

1.2.5.8.13.6.2 アルゴリズム名 “Density Detector” 4019 

1.2.5.8.13.6.3 アルゴリズムバージョン “V3.7” 4019 

1.2.5.8.13.6.4 センター POINT 4021 

1.2.5.8.13.6.4.1  ノード 1.1.2 を参照 4021 

1.2.5.8.13.6.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.5.8.13.6.5.1  ノード 1.1.2 を参照 4021 

    

1.2.5.8.13.7 単一画像の所見 マンモグラフィ乳房濃度 4006 

1.2.5.8.13.7.1 レンダリングインテント 表示が必要 4006 

1.2.5.8.13.7.2 アルゴリズム名 “Density Detector” 4019 

1.2.5.8.13.7.3 アルゴリズムバージョン “V3.7” 4019 

1.2.5.8.13.7.4 センター POINT 4021 

1.2.5.8.13.7.4.1  ノード 1.1.4 を参照 4021 

1.2.5.8.13.7.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.5.8.13.7.5.1  ノード 1.1.4 を参照 4021 

1.2.5.8.13.7.6 規定部位の面積 4 cm2 1401 

1.2.5.8.13.7.6.1 領域アウトライン SCOORD 1401 

1.2.5.8.13.7.6. 1.1  ノード 1.1.4 を参照 1401 

先のマンモグラフィＣＡＤレポートから包含されたコンテンツ（ノード 1.2.1.2 から始まる例２を参照） 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.5.8.14 複合特徴 しこり 4004 

1.2.5.8.14.1 レンダリングインテント 表示が必要 4004 

1.2.5.8.14.2 複合タイプ 目標コンテンツ項目は空

間的に関係している 

4005 

1.2.5.8.14.3 特徴のスコープ 特徴は複数の画像上で検

出された 

4005 

1.2.5.8.14.4 アルゴリズム名 “Mass Maker” 4019 

1.2.5.8.14.5 アルゴリズムバージョン “V1.9” 4019 

1.2.5.8.14.6 [観察コンテキストコンテンツ項目]  4022 

    

1.2.5.8.14.7 単一画像の所見 マンモグラフィ乳房濃度 4006 

1.2.5.8.14.7.1 レンダリングインテント 表示が必求 4006 

1.2.5.8.14.7.2 アルゴリズム名 “Density Detector” 4019 

1.2.5.8.14.7.3 アルゴリズムバージョン “V3.7” 4019 
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.5.8.14.7.4 センター POINT 4021 

1.2.5.8.14.7.4.1  ノード 1.1.6 を参照 4021 

1.2.5.8.14.7.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.5.8.14.7.5.1  ノード 1.1.6 を参照 4021 

    

1.2.5.8.14.8 単一画像の所見 マンモグラフィ乳房濃度 4006 

1.2.5.8.14.8.1 レンダリングインテント 表示が必要 4006 

1.2.5.8.14.8.2 アルゴリズム名 “Density Detector” 4019 

1.2.5.8.14.8.3 アルゴリズムバージョン “V3.7” 4019 

1.2.5.8.14.8.4 センター POINT 4021 

1.2.5.8.14.8.4.1  ノード 1.1.8 を参照 4021 

1.2.5.8.14.8.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.5.8.14.8.5.1  ノード 1.1.8 を参照 4021 

1.2.5.8.14.8.6 規定部位の面積領域 1 cm2 1401 

1.2.5.8.14.8.6.1 領域アウトライン SCOORD 1401 

1.2.5.8.14.8.6.1.1  ノード 1.1.8 を参照 1401 

今年のコンテンツが続く： 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.6 個々の印象／提言  4003 

1.2.6.1 レンダリングインテント 表示は不要 4003 

1.2.6.2 単一画像の所見 マンモグラフィ乳房濃度 4006 

1.2.6.2.1 レンダリングインテント 表示は不要 4006 

1.2.6.2.2 アルゴリズム名 “Density Detector” 4019 

1.2.6.2.3 アルゴリズムバージョン “V3.7” 4019 

1.2.6.2.4 センター POINT 4021 

1.2.6.2.4.1  ノード 1.1.2 を参照 4021 

1.2.6.2.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.6.2.5.1  ノード 1.1.2 を参照 4021 

    

1.2.7 個々の印象／勧告 INDIVIDUAL 4003 

1.2.7.1 レンダリングインテント 表示が必要 4003 

1.2.7.2 単一画像の所見 石灰化クラスター 4006 

1.2.7.2.1 レンダリングインテント 表示が必要 4006 

1.2.7.2.2 アルゴリズム名 “Calc Cluster Detector” 4019 

1.2.7.2.3 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.2.7.2.4 センター POINT 4021 

1.2.7.2.4.1  ノード 1.1.3 を参照 4021 

1.2.7.2.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.7.2.5.1  ノード 1.1.3 を参照 4021 

1.2.7.2.6 石灰化数 20 4010 
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.8 個々の印象／提言  4003 

1.2.8.1 レンダリングインテント 表示が必要求 4003 

1.2.8.2 診断／印象の変化 石灰化数の増加 4002 

1.2.8.3 印象の詳細 “石灰化クラスターの大き

さが増大する” 

4002 

1.2.8.4 フォローアップの提言 拡大撮影 4002 

1.2.8.5 印象の確度 100% 4002 

1.2.8.6 アルゴリズム名 “Lesion Analyzer” 4019 

1.2.8.7 アルゴリズムバージョン “V1.0” 4019 

    

1.2.8.8 複合特徴 石灰化クラスター 4004 

1.2.8.8.1 レンダリングインテント 表示が必要 4004 

1.2.8.8.2 複合タイプ 目標コンテンツ項目は時

間的に関係している 

4005 

1.2.8.8.3 特徴のスコープ 特徴は複数の画像上で検

出された 

4005 

1.2.8.8.4 アルゴリズム名 “Lesion Analyzer” 4019 

1.2.8.8.5 アルゴリズムバージョン “V1.0” 4019 

1.2.8.8.6 特徴の確度 99% 4005 

1.2.8.8.7 癌の可能性 54% 4005 

1.2.8.8.8 病理診断 腺管内癌種，軽度 4005 

1.2.8.8.9 石灰化数の違い 4 4005 

1.2.8.8.9.1  ノード 1.2.8.8.12.6 を参照 4005 

1.2.8.8.9.2  ノード 1.2.8.8.13.6 を参照 4005 

1.2.8.8.10 石灰化タイプ 微細な，線形分岐（キャス

ティング） 

4005 

1.2.8.8.11 石灰化分布 グループ化またはクラス

ター化 

4005 

    

1.2.8.8.12 単一画像の所見 石灰化クラスター 4006 

1.2.8.8.12.1 レンダリングインテント 表示が必要 4006 

1.2.8.8.12.2 アルゴリズム名 “Calc Clustering” 4019 

1.2.8.8.12.3 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.2.8.8.12.4 センター POINT 4021 

1.2.8.8.12.4.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

1.2.8.8.12.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.8.8.12.5.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

1.2.8.8.12.6 石灰化数 6 4010 

    

1.2.8.8.12.7 単一画像の所見 個々の石灰化 4006 

1.2.8.8.12.7.1 レンダリングインテント 表示はオプション 4006 

1.2.8.8.12.7.2 アルゴリズム名 “Calc Detector” 4019 
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.8.8.12.7.3 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.2.8.8.12.7.4 センター POINT 4021 

1.2.8.8.12.7.4.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

1.2.8.8.12.7.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.8.8.12.7.5.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

    

1.2.8.8.12.8 単一画像の所見 個々の石灰化 4006 

1.2.8.8.12.8.1 レンダリングインテント 表示はオプション 4006 

1.2.8.8.12.8.2 アルゴリズム名 “Calc Detector” 4019 

1.2.8.8.12.8.3 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.2.8.8.12.8.4 センター POINT 4021 

1.2.8.8.12.8.4.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

1.2.8.8.12.8.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.8.8.12.8.5.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

    

1.2.8.8.12.9 単一画像の所見 個々の石灰化 4006 

1.2.8.8.12.9.1 レンダリングインテント 表示はオプション 4006 

1.2.8.8.12.9.2 アルゴリズム名 “Calc Detector” 4019 

1.2.8.8.12.9.3 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.2.8.8.12.9.4 センター POINT 4021 

1.2.8.8.12.9.4.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

1.2.8.8.12.9.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.8.8.12.9.5.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

    

1.2.8.8.12.10 単一画像の所見 個々の石灰化 4006 

1.2.8.8.12.10.1 レンダリングインテント 表示はオプション 4006 

1.2.8.8.12.10.2 アルゴリズム名 “Calc Detector” 4019 

1.2.8.8.12.10.3 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.2.8.8.12.10.4 センター POINT 4021 

1.2.8.8.12.10.4.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

1.2.8.8.12.10.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.8.8.12.10.5.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

    

1.2.8.8.12.11 単一画像の所見 個々の石灰化 4006 

1.2.8.8.12.11.1 レンダリングインテント 表示はオプション 4006 

1.2.8.8.12.11.2 アルゴリズム名 “Calc Detector” 4019 

1.2.8.8.12.11.3 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.2.8.8.12.11.4 センター POINT 4021 

1.2.8.8.12.11.4.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

1.2.8.8.12.11.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.8.8.12.11.5.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.8.8.12.12 単一画像の所見 個々の石灰化 4006 

1.2.8.8.12.12.1 レンダリングインテント 表示はオプション 4006 

1.2.8.8.12.12.2 アルゴリズム名 “Calc Detector” 4019 

1.2.8.8.12.12.3 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.2.8.8.12.12.4 センター POINT 4021 

1.2.8.8.12.12.4.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

1.2.8.8.12.12.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.8.8.12.12.5.1  ノード 1.1.1 を参照 4021 

先のマンモグラフィＣＡＤレポートから包含されたコンテンツ（ノード 1.2.4.2 から始まる例２を参照） 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.8.8.13 単一画像の所見 石灰化クラスター 4006 

1.2.8.8.13.1 レンダリングインテント 表示が必要 4006 

1.2.8.8.13.2 アルゴリズム名 “Calc Clustering” 4019 

1.2.8.8.13.3 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.2.8.8.13.4 センター POINT 4021 

1.2.8.8.13.4.1  ノード 1.1.5 を参照 4021 

1.2.8.8.13.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.8.8.13.5.1  ノード 1.1.5 を参照 4021 

1.2.8.8.13.6 石灰化数 2 4010 

1.2.8.8.13.7 [観察コンテキストコンテンツ項目]   4022 
    

1.2.8.8.13.8 単一画像所見 個々の石灰化 4006 

1.2.8.8.13.8.1 レンダリングインテント 表示オプション 4006 

1.2.8.8.13.8.2 アルゴリズム名 “Calc Detector” 4019 

1.2.8.8.13.8.3 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.2.8.8.13.8.4 センター POINT 4021 

1.2.8.8.13.8.4.1  ノード 1.1.5 を参照 4021 

1.2.8.8.13.8.5 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.8.8.13.8.5.1  ノード 1.1.5 を参照 4021 
    

1.2.8.8.13.9 単一画像の所見 個々の石灰化 4006 

1.2.8.8.13.9.1 レンダリングインテント 表示はオプション 4006 

1.2.8.8.13.9.2 アルゴリズム名 “Calc Detector” 4019 

1.2.8.8.13.9.3 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.2.8.8.13.9.4 センター POINT 4021 

1.2.8.8.13.9.4.1  ノード 1.1.5 を参照 4021 

1.2.8.8.13.9.4 アウトライン SCOORD 4021 

1.2.8.8.13.9.4.1  ノード 1.1.5 を参照 4021 

さらに，今年のコンテンツ： 
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.3 検出の要約 成功 4000 

1.3.1 成功した検出  4015 

    

1.3.1.1 検出の実施 マンモグラフィ乳房濃度 4017 

1.3.1.1.1 アルゴリズム名 “Density Detector” 4019 

1.3.1.1.2 アルゴリズムバージョン “V3.7” 4019 

1.3.1.1.3  ノード 1.1.1 を参照 4017 

1.3.1.1.4  ノード 1.1.2 を参照 4017 

1.3.1.1.5  ノード 1.1.3 を参照 4017 

1.3.1.1.6  ノード 1.1.4 を参照 4017 

    

1.3.1.2 検出の実施 個々の石灰化 4017 

1.3.1.2.1 アルゴリズム名 “Calc Detector” 4019 

1.3.1.2.2 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.3.1.2.3  ノード 1.1.1 を参照 4017 

1.3.1.2.4  ノード 1.1.2 を参照 4017 

1.3.1.2.5  ノード 1.1.3 を参照 4017 

1.3.1.2.6  ノード 1.1.4 を参照 4017 

    

1.3.1.3 検出の実施 石灰化クラスター 4017 

1.3.1.3.1 アルゴリズム名 “Calc Clustering” 4019 

1.3.1.3.2 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.3.1.3.3  ノード 1.1.1 を参照 4017 

    

1.3.1.4 検出の実施 石灰化クラスター 4017 

1.3.1.4.1 アルゴリズム名 “Calc Cluster Detector” 4019 

1.3.1.4.2 アルゴリズムバージョン “V2.4” 4019 

1.3.1.4.3  ノード 1.1.1 を参照 4017 

1.3.1.4.4  ノード 1.1.2 を参照 4017 

1.3.1.4.5  ノード 1.1.3 を参照 4017 

1.3.1.4.6  ノード 1.1.4 を参照 4017 

    

1.4 解析の要約 Succeeded 成功 4000 

1.4.1 成功した解析  4016 

    

1.4.1.1 解析の実施 しこり相関 4018 

1.4.1.1.1 アルゴリズム名 “Mass Maker” 4019 

1.4.1.1.2 アルゴリズムバージョン “V1.9” 4019 

1.4.1.1.3  ノード 1.1.2 を参照 4018 

1.4.1.1.4  ノード 1.1.4 を参照 4018 
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1.4.1.2 解析の実施 時間的相関性 4018 

1.4.1.2.1 アルゴリズム名 “Temporal Change” 4019 

1.4.1.2.2 アルゴリズムバージョン “V0.1” 4019 

1.4.1.2.3  ノード 1.1.2 を参照 4018 

1.4.1.2.4  ノード 1.1.4 を参照 4018 

1.4.1.2.5  ノード 1.1.6 を参照 4018 

1.4.1.2.6  ノード 1.1.8 を参照 4018 

    

1.4.1.3 解析の実施 個々の印象／提言解析 4018 

1.4.1.3.1 アルゴリズム名 “Lesion Analyzer” 4019 

1.4.1.3.2 アルゴリズムバージョン “V1.0” 4019 

1.4.1.3.3  ノード 1.1.2 を参照 4018 

1.4.1.3.4  ノード 1.1.4 を参照 4018 

1.4.1.3.5  ノード 1.1.6 を参照 4018 

1.4.1.3.6  ノード 1.1.8 を参照 4018 

    

1.4.1.4 解析の実施 全体的印象／提言解析 4018 

1.4.1.4.1 アルゴリズム名 “Mammogram Analyzer” 4019 

1.4.1.4.2 アルゴリズムバージョン “V1.0” 4019 

1.4.1.4.3  ノード 1.1.2 を参照 4018 

1.4.1.4.4  ノード 1.1.4 を参照 4018 

1.4.1.4.5  ノード 1.1.6 を参照 4018 

1.4.1.4.6  ノード 1.1.8 を参照 4018 
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Ｅ．４ ＣＡＤの操作ポイント 

コンピュータ支援検出アルゴリズムは，しばしば、内部“CADスコア”を計算して、アルゴリズムによ

って検出された各々の単一画像所見を得る。特定の実装においては，その後に所見をグループ化して

CADスコアをヒストグラムにする。ヒストグラムの度数は，アルゴリズムおよび製造業者の実装の関

数であり，一つ以上なければならない。図E.4-1に示すように、アルゴリズムを用いて、Free-response 

Receiver-Operating Characteristic（FROC）曲線上に操作ポイント数点を計算し、アプリケーションは度

数によってCADマークを表示するか否を判断する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｅ．４－１- Free-response Receiver-Operating Characteristic（ＦＲＯＣ）曲線 

次の基準にしたがって，レンダリングインテント (Rendering Intent)“表示が必要 (Presentation Required)”

または“表示はオプション (Presentation Optional)”である全てのCADマークを表示することにより実行

される。 

 ディスプレイアプリケーションの操作ポイントが0の場合には，レンダリングインテント=“表

示が必要”の付いたマークだけが表示される。 

 ディスプレイアプリケーションの操作ポイントが1の場合には，レンダリングインテント= “表

示が必要”の付いたマーク、およびCAD操作ポイント= 1となったレンダリングインテント= 

“表示はオプション”の付いたマークが表示される。 

 ディスプレイアプリケーションの操作ポイントがnである場合には、レンダリングインテント= 

“表示が必要”の付いたマーク、およびCAD操作ポイント<= nとなったレンダリングインテント

= “表示はオプション”の付いたマークが表示される。 

 

Ｅ．５ マンモグラフィＣＡＤ ＳＲ、および処理用-／表示用-画像 

マンモグラフィCAD SRインスタンスがデジタルマンモグラフィX線画像保存-処理用インスタンスを参

照しているが、レビューワ－クステーションはデジタルマンモグラフィX線画像保存-表示用インスタン

スにだけアクセスできる場合、デジタルマンモグラフィX線画像-表示用インスタンスを持つマンモグラ

フィCAD SRコンテンツを表示するためには，次の手順が推奨される。 

感度 

操作 
ポイント

擬似マーカ／画像 

CAD アルゴリズム
の FROC 曲線
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• 殆どのシナリオにおいては，患者と検査がDICOM的に等しいデジタルマンモグラフィ“処理用”

および“表示用” の対応する画像インスタンスに対してマンモグラフィCAD SRインスタンスが割

り当てられる。 

• ワ－クステーションにマンモグラフィCAD SRインスタンスがあるが，患者と検査がDICOM的

に等しい画像がない場合には，ワ－クステーションは，マンモグラフィCAD SRインスタンスの

患者と検査属性を使用してデジタルマンモグラフィ“表示用”画像を検索／取得できる。 

• ワ－クステーションが、一旦、その患者と検査のマンモグラフィCAD SRインスタンスやデジ

タルマンモグラフィ“表示用”画像インスタンスを取得したら，各々のデジタルマンモグラフィ

“表示用”インスタンスの出典画像シーケンス（0008,2112）属性が、対応するデジタルマンモグ

ラフィ“処理用”インスタンスを参照する。ワ－クステーションは，参照デジタルマンモグラフ

ィ“処理用”インスタンスとマンモグラフィCAD SRから参照されるデジタルマンモグラフィ“処

理用”インスタンスが一致しているか確認することができる。 

• ワ－クステーションは，各々のデジタルマンモグラフィ“表示用”画像インスタンスの出典画像

シーケンスの空間位置の確定（Spatial Locations Preserved）（0028,135A）をチェックし、対応す

るデジタルマンモグラフィ“処理用”画像インスタンスと空間的に等価であることを判定する。 

• もし、空間位置の確定（Spatial Locations Preserved）（0028,135A）の値がYESであれば、CAD

の結果を表示する。 

• もし、空間位置の確定（Spatial Locations Preserved）（0028,135A）の値がNOであれば，CAD の

結果を表示しない。 

• もし、空間位置の確定（Spatial Locations Preserved）（0028,135A）が存在しないならば、画像

が空間的に等価であるかどうか不明である。もし、ワ－クステーションがCADの結果を表示し

ようと試みる処理を選択した場合には、マンモグラフィCAD SRインスタンスの画像ライブラリ

（TID 4020参照）コンテンツ項目値を，対応するデジタルマンモグラフィ“表示用”画像インスタ

ンスの付随属性値と比較する。コンテンツ項目（111044，DCM，“患者方位行”），（111043, DCM，

“患者方位列”）,（111025，DCM，“画素の水平間隔”）および（111066，DCM，“画素の垂直ピ

間隔”）は，その目的に使用することができる。もし、値が一致しない場合には，ワ－クステー

ションは、マンモグラフィCAD SRコンテンツの所見の座標を調整して、デジタルマンモグラフ

ィ“表示用”画像インスタンスの空間特性と一致させる必要がある。 



PS 3.17-2008 翻訳原稿 

 71 2010/01/22 

附属書Ｆ 胸部ＣＡＤ（参考） 

この附属書は、従来、2003年版以前のこの規格のPS 3.3の附属書Mに記載されていた。 

Ｆ．１ 胸部ＣＡＤ ＳＲのコンテンツツリー構造 

胸部CAD SR IOD用のテンプレートは，PS 3.16，附属書A，DCMRテンプレートに規定されている。特

に指定のない限り、胸部CAD SR IODテンプレートに規定されている関連性は，値による参照である。

以前の胸部CAD SRのような他のSRオブジェクトインスタンスから参照されるコンテンツ項目は、適切

なオリジナル出典観察コンテキストを伴って新規SRオブジェクトインスタンスに値参照として挿入さ

れる。他の出典から引用したコンテンツ項目の内部では、レンダリングインテントおよび参照による

(by-reference)参照コンテンツ項目識別子の参照関係先を更新することが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 Ｆ．１－１：胸部ＣＡＤ ＳＲ コンテンツツリーの最上位 

文書ルート、画像ライブラリ、CAD処理と所見要約、および検出と解析サブツリーの要約が組み合わ

されて胸部CAD SR IODのコンテンツツリーを形成する。検出を解析サブツリーの要約の追加の解説に

関しては，附属書 E マンモグラフィCAD SRコンテンツツリーの構造を参照のこと。  

CONTAINS
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CONTEXT 
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CONTEXT 

画像ライブラリ
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(CODE) 

 

検出の要約 
(CODE) 

解析の要約 
(CODE) 

(IMAGE) (IMAGE) 
複合特徴 
(CODE) 

単一画像の 
所見 

(CODE) 

CONTAINS
INFERRED FROM INFERRED FROM INFERRED FROM
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図Ｆ．１－２：胸部ＣＡＤ ＳＲコンテンツツリーの 

ＣＡＤ 処理および所見要約のサブツリーの例 

図F.1-2の陰影部分は，検出の結果から得た情報であるのに対して，陰影がない部分は解析結果から得

た情報である。この区別は，アルゴリズム識別情報を、検出の要約または解析の要約サブツリーのど

ちらに置くかを判断するために使用される。 

単一画像内の肺結節と同定された場合は、検出（Detections）であると考えられので、単一画像の所見

に帰結する。別の時刻に撮影した同一ビューの2つのインスタンスにおける肺結節の時間的相関は，複

合特徴に帰結するので、解析（Analysis）であると考えられる。 

単一画像の所見または複合特徴のインスタンスが一度作成されたら，CAD処理および所見要約サブツ

リーのより上位の任意の数の複合特徴から参照することができる。 

Ｆ．２ 胸部ＣＡＤ ＳＲ の観察コンテキスト符号化 

・ 別のSRオブジェクトインスタンスから取り込んだ（すなわち，複製）コンテンツツリーのす

べてのコンテンツ項目は，それに由来するSRオブジェクトインスタンスのコンテキストを説

明する1つ以上のコンテンツ項目にHAS OBSコンテキストで関係する。このメカニズムは，レ

ポート（例，胸部CAD SR 1，胸部CAD SR 2，人）の組合せに使用することができる。 

・ 以前の胸部CAD SRオブジェクトに由来する単一画像の所見および複合特徴内部の参照による

（By-reference）関係は，前のオブジェクトから現在のオブジェクトの新しい位置に移動されて

いる画像ライブラリエントリーを正確に参照するように更新する必要がある。 

胸部CAD SR IODのSR文書コンテンツツリーのCAD処理および所見要約セクションは，現在および前

の単一画像の所見と複合特徴の合成を含むことができる。現在および前のコンテキストからのコンテ

ンツ項目は，単一複合特徴コンテンツ項目に値参照の INFERRED FROM関係をもつ目標コンテンツ項

目である。初めの観察コンテキスト以外のコンテキストに由来するコンテンツ項目は，出典文書のコ

ンテキストを説明する目標コンテンツ項目にHAS OBS CONTEXTで関係する。 

図F.2-1にある複合特徴および単一画像の所見は現在のものであり、かつ（前の）単一画像の所見は前

の文書から複写されたものである。 
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出典文書 
コンテキスト情報 

複合特徴 
(Code) 

HAS PROPERTIES

単一画像の所見 
(Code) 

以前の単一画像の所見
(Code)  

HAS PROPERTIES 

HAS OBS 
CONTEXT 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｆ．２－１：観察コンテキストの使用例 

Ｆ．３ 胸部ＣＡＤ ＳＲの例 

次は胸部コンピュータ支援検出結果のための胸部CAD SR IODエンコーディングの単純な非包括的実

例の1つである。簡略化の為、画像ライブラリ内の画像用のいくつかの収集コンテキストコンテンツ項

目など，含まれていない必須のコンテンツ項目が多少ある。 

Ｆ．３．１ 例 １：肺結節の検出で所見がない例 

胸部CAD装置は，通常の胸部スクリーニング症例を処理する。すなわち、1つの画像があっても、肺結

節の所見がない。胸部CADは，肺結節の検出を完了して、何も発見しなかった。 

胸部X線撮影は，以下の通りである。 

 

 

胸部撮影 

 

 

 

 

図 Ｆ．３－１：例 １に説明した胸部X線撮影 

コンテンツツリーの構造は，共通点がある。 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 胸部CADレポート  4100 

    

1.1 画像ライブラリ  4100 

1.1.1  IMAGE 1 4020 

1.1.1.1 画像ビュー 後前方向 4020 

1.1.1.2 検査日 19980101 4020 
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または例の値 TID 

1.2 CAD 処理と所見の要約 全アルゴリズムは成功したが，所

見なし 

4101 

    

1.3 検出の要約 成功 4100 

1.3.1 成功した検出  4015 

    

1.3.1.1 実施した検出 結節 4017 

1.3.1.1.1 アルゴリズム名 “Lung Nodule Detector” 4019 

1.3.1.1.2 アルゴリズムバージョン “V1.3” 4019 

1.3.1.1.3  ノード1.1.1を参照 4017 

    

1.4 解析の要約 実施せず 4100 

    

 

Ｆ．３．２ 例 ２：肺結節の検出で所見および解剖／病理解説がある例 

胸部CAD装置は、1つの画像の胸部スクリーニング処理を行い、肺結節を検出する。胸部X線撮影は、

次のようなものである： 

胸部撮影 

図Ｆ．３－２：例 ２に説明した胸部 X 線撮影 

 

この例のコンテンツツリーの構造は，複雑である。コンテンツツリーの一部分の構造的な実例は，ツ

リー内部のデータの関係を示すためにコンテンツツリー表の中に配置されている。いくつかのコンテ

ンツ項目は，図の使用を容易にするために複写（また太字で表記）される。 
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図 Ｆ．３－３：例 ２ コンテンツツリーのコンテンツツリールート  

コンテンツツリーの構造は，以下のようになる。 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 胸部CADレポート  4100 

1.1 画像ライブラリ  4100 

1.2 CAD 処理と所見の要約 全アルゴリズムが成功し，所見あ

り 

4101 

1.3 検出の要約  成功 4100 

1.4 解析の要約 実施せず 4100 

 

胸部CADレポート
CONTAINER 

CONTAINS

解析の要約 
CODE：実施せず 

1.4 

検出の要約 
CODE：成功 

1.3 

CAD処理 
および 
所見要約 

CODE：1.2 

画像ライブラリ 
CONTAINER 

1.1 
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図 Ｆ．３－４：例 ２ コンテンツツリーの画像ライブラリブランチ(枝)  

 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.1 画像ライブラリ  4100 

1.1.1   4020 

1.1.1.1 画像ビュー 後前方向 4020 

1.1.1.2 検査日 19990101 4020 

 

 

CONTAINS

コンテンツツリー 
の他の部分から参照 

 
画像 

 
画像ライブラリ 
CONTAINER 

1.1 

HAS ACQ 
CONTEXT

画像ビュー

検査日 
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単一画像の所見 
CODE：異常陰影 

1.2.1 

CAD処理 
と所見の要約 

CODE：全アルゴリズムは成
功し，所見あり，1.2 

HAS CONCEPT MOD

HAS OBS CONTEXT

単一画像所見修飾子 CODE： 結節

レンダリングインテントCODE： 表示が必要

アルゴリズム名 TEXT：Lung Nddule Detector

アルゴリズムバージョンテ TEXT： “V1.3”

センター 
SCOORD 

アウトライン
SCOORD 

直径 
NUM:2cm 

パス 
SCOORD 

画像ライブラリ画像 
コンテンツ項目 1.1.1
を参照 

INFERRE
D FROM

HAS 
PROPERTIES

INFERRED 
FROM

R-SELECTED 
FROM

R-SELECTED 
FROM

R-SELECTED 
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図 Ｆ．３－５：例 ２ コンテンツツリーのＣＡＤ処理と所見の要約の部分  

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2 CAD処理と所見の要約 全アルゴリズムは成功し，所見あり 4101 

1.2.1 単一画像の所見 異常陰影 4104 

1.2.1.1 単一画像の所見修飾子 結節 4104 

1.2.1.2 レンダリングインテント 表示が必要：… 4101 

1.2.1.3 アルゴリズム名 “Lung Nodule Detector” 4019 
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.1.4 アルゴリズムバージョン “V1.3” 4019 

1.2.1.5 センター POINT 4107 

1.2.1.5.1  ノード1.1.1を参照 4107 

1.2.1.6 アウトライン POLYLINE 4107 

1.2.1.6.1  ノード1.1.1を参照 4107 

1.2.1.7 直径 2 cm 1400 

1.2.1.7.1 パス POLYLINE 1400 

1.2.1.7.1.1  ノード1.1.1を参照 1400 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 Ｆ．３－６：例 ２ コンテンツツリーの検出部分の要約 
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.3 検出の要約 成功 4100 

1.3.1 成功した検出  4015 

    

1.3.1.1 検出実施 結節 4017 

13.1.1.1 アルゴリズム名 “Lung Nodule Detector” 4019 

1.3.1.1.2 アルゴリズムバージョン  “V1.3” 4019 

1.3.1.1.3  ノード1.1.1を参照 4017 

 

Ｆ．３．３ 例 ３： 肺結節の検出で時間的に違なる所見 

例2の患者が胸部X線撮影の為に再来院。現在の胸部X線撮影をより高度な胸部CAD装置が処理し，解

析が実施された。そして、時間的に関連するコンテンツ項目を決定して複合特徴とした。前の胸部CAD

レポート（例2）の部分は，このレポートに包含される。現在の胸部X線撮影においては，肺結節が大

きくなっている。 

前の胸部撮影 

 

 

 

 

 

 

現在の胸部撮影 

 

 

 

 

 

 

図 Ｆ．３－８：例 ３に説明した胸部X線撮影 

次表のイタリック体のエントリー（xxx）は，前の胸部CAD SRインスタンス（例 2）から再利用され

たコンテンツツリー項目への参照、またはその値のよる包含(by-value inclusion)を示している。 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 胸部CADレポート  4100 
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画像ライブラリは，前の胸部CAD SRインスタンスから再使用されたコンテンツツリー項目への参照を

含むが，画像は胸部CAD解析で実際に使用されたものであり、上述のようなイタリック体にはなって

いない。 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.1 画像ライブラリ  4100 

1.1.1  IMAGE 1 4020 

1.1.1.1 画像ビュー 後前方向 4020 

1.1.1.2 検査日 20000101 4020 

    

1.1.2  IMAGE 2 4020 

1.1.2.1 画像ビュー 後前方向 4020 

1.1.2.2 検査日 19990101 4020 

CAD処理と所見が合わさり1つの複合特徴を構成している。それは、年ごとに1つづつの、単一画像の

所見から成っている。時間的に関係があるので、定量的変化量の計算が可能になる。 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2 CAD処理と所見の要約 全アルゴリズムは完成し，所見あり 4101 

    

1.2.1 複合特徴 異常陰影 4102 

1.2.1.1 複合特徴修飾子 結節 4102 

1.2.1.2 レンダリングインテント 表示が必要：… 4102 

1.2.1.3 アルゴリズム名 “Nodule Change” 4019 

1.2.1.4 アルゴリズムバージョン “V2.3” 4019 

1.2.1.5 複合タイプ 目標コンテンツ項目は時間的に関

係する 

4103 

 

1.2.1.6 特徴のスコープ 複数の画像上で検出された特性 4103 

1.2.1.7 特徴の確度 85% 4103 

1.2.1.8 大きさの相違 2 cm 4103 

1.2.1.8.1  ノード1.2.1.9.8を参照 4103 

1.2.1.8.2  ノード1.2.1.10.8を参照 4103 

    

1.2.1.9 単一画像の所見 異常陰影 4104 

1.2.1.9.1 単一画像の所見修飾子 結節  4104 

1.2.1.9.2 レンダリングインテント 表示が必要： … 4104 

1.2.1.9.3 トラッキング識別子 “注意事項一覧#1” 4108 

1.2.1.9.4 アルゴリズム名 “Lung Nodule Detector” 4019 

1.2.1.9.5 アルゴリズムバージョン “V1.3”  4019 

1.2.1.9.6 センター POINT 4107 

1.2.1.9.6.1  ノード1.1.1を参照  4107 

1.2.1.9.7 アウトライン POLYLINE 4107 

1.2.1.9.7.1  ノード1.1.1を参照 4107 

1.2.1.9.8 直径 4 cm  1400 

1.2.1.9.8.1 パス POLYLINE 1400 
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2.1.9.8.1.1  ノード1.1.1を参照 1400 

    

1.2.1.10 単一画像の所見 異常陰影  4104 

1.2.1.10.1 単一画像の所見修飾子 結節 4104 

1.2.1.10.2 レンダリングインテント 表示要求： …  4104 

1.2.1.10.3 [観察コンテキストコンテンツ項目]  4022 

1.2.1.10.4 アルゴリズム名 “肺結節検出器” 4019 

1.2.1.10.5 アルゴリズム バージョン  “V1.3” 4019 

1.2.1.10.6 センター POINT 4107 

1.2.1.10.6.1  ノード1.1.2を参照  4107 

1.2.1.10.7 アウトライン POLYLINE 4107 

1.2.1.10.7.1  ノード1.1.2を参照  4107 

1.2.1.10.8 直径 2 cm 1400 

1.2.1.10.8.1 パス POLYLINE 1400 

1.2.1.10.8.1.1  ノード1.1.2を参照 1400 

    

1.3 検出の要約 成功 4100 

1.3.1 成功した検出  4015 

    

1.3.1.1 検出の実施 結節  4017 

1.3.1.1.1 アルゴリズム名 “Lung Nodule Detector” 4019 

1.3.1.1.2 アルゴリズムバージョン  “V1.3” 4019 

1.3.1.1.3  ノード1.1.1を参照 4017 

    

1.4 解析の要約 成功 4100 

1.4.1 成功した解析  4016 

    

1.4.1.1 解析の実施 “時間的相関性” 4018 

1.4.1.1.1 アルゴリズム名 “Nodule Change”  4019 

1.4.1.1.2 アルゴリズムバージョン “V2.3”  4019 

1.4.1.1.3  ノード1.1.1を参照 4018 

1.4.1.1.4  ノード1.1.2を参照  4018 

 

Ｆ．３．４ 例 ４：胸部Ｘ線撮影における肺結節検出，ＣＴとの空間的相関性 

例 3で見つかった肺結節を確認するため，例3の患者を呼び戻し、CTスキャンを実施した。患者に対し

胸部CT検査を行い，最初の胸部X線撮影とCTスライスをより高度なCADディバイスに送信し、処理を

行った。所見が検出され、二つのデータセットからの所見を相互に関連させる解析が実行された。前

のCADレポート（例 3）の複数部分が，このレポートに組み込まれる。 

胸部撮影 

（前の） 
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CTスライス 

（現在の） 

 

 

 

 

図 Ｆ．３－９：例 ４に説明した胸部X線撮影およびＣＴスライス 

次表のイタリック体のエントリー（xxx）は，以前の胸部CAD SRインスタンス（例 3）から再利用さ

れたコンテンツツリー項目を参照、または値参照(by-value)で包含することを示している。 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 胸部 CAD レポート   4100 

1.1 コンテンツ項目および派生の言語 英語 1204 

1.2 画像ライブラリ   4100 

1.3 CAD処理と所見の要約  全アルゴリズムは成功し，所見あり 4101 

1.4 検出の要約 成功 4100 

1.5 解析の要約 成功 4100 

画像ライブラリは，前の胸部CAD SRインスタンスを使用したコンテンツツリー項目への参照を含むが，

画像は胸部CAD解析で実際に使用されたため、上述のようなイタリック体とはなっていない。 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.2 画像ライブラリ  4100 

1.2.1  IMAGE 1 4020 

1.2.1.1 画像ビュー 後前方向 4020 

1.2.1.2 検査日 20000101 4020 

最新の検査コンテンツ： 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.3 CAD処理と所見の要約 全アルゴリズムは成功し，所見あり 4101 

1.3.1 複合特徴 異常陰影  4102 

1.3.1.1 複合特徴修飾子 結節  4102 

1.3.1.2 レンダリングインテント 表示が必要： …  4102 

1.3.1.3 トラッキング識別子 “注意事項一覧 #1” 4108 

1.3.1.4 アルゴリズム名 “Chest/CT Correlator” 4019 
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1.3.1.5 アルゴリズムバージョン “V2.1” 4019 

1.3.1.6 複合タイプ 目標コンテンツ項目は空間的に関

係している 

4103 

 

1.3.1.7 特性のスコープ 特性は複数の画像上で検出された 4103 

1.3.1.8 直径 4 cm 1400 

1.3.1.8.1 パス  1400 

1.3.1.8.1.1  IMAGE 3 [CTスライス104] 1400 

1.3.1.9 単一2D領域から推定した体積 3.2 cm3 1402 

1.3.1.9.1 周囲アウトライン  1402 

1.3.1.9.1.1  IMAGE 3 [CT スライス104]  402 

1.3.1.10 サイズの記述 小さい 4105 

1.3.1.11 境界形状 分葉状 4105 

1.3.1.12 胸部における位置 中葉 4105 

1.3.1.13 側性 右 4105 

1.3.1.14 複合特徴 異常陰影 4102 

1.3.1.15 単一画像の所見 異常陰影 4104 

 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.3.1.14 複合特徴 異常陰影  4102 

1.3.1.14.1 複合特徴修飾子 結節 4102 

1.3.1.14.2 レンダリングインテント 表示が必要： … 4102 

1.3.1.14.3 トラッキング識別子 

 

“結節 #1” 4108 

1.3.1.14.4 アルゴリズム名 

 

“Nodule Builder”  4019 

1.3.1.14.5 アルゴリズムバージョン “V1.4”  4019 

1.3.1.14.6 複合タイプ 目標コンテンツ項目は空間的に関

係している 

4103 

 

1.3.1.14.7 特徴のスコープ 特性は複数の画像上で検出された 4103 

1.3.1.14.8 直径 4 cm 1400 

1.3.1.14.9 単一2D領域から推測した体積 3.2 cm3 1402 

1.3.1.14.10 単一画像の所見 異常陰影  4104 

1.3.1.14.11 単一画像の所見 異常陰影  4104 

1.3.1.14.12 単一画像の所見 異常陰影  4104 

 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.3.1.14.10 単一画像の所見 異常陰影 4104 

1.3.1.14.10.1 単一画像の所見修飾子 結節 4104 

1.3.1.14.10.2 レンダリングインテント 表示が必要： …  4104 

1.3.1.14.10.3 トラッキング識別子 “検出 #1”  4108 

1.3.1.14.10.4 アルゴリズム名 “CT Nodule Detector”  4019 

1.3.1.14.10.5 アルゴリズムバージョン “V2.5”  4019 
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.3.1.14.10.6 センター POINT 4107 

1.3.1.14.10.6.1  IMAGE 2 [CTスライス103]  4107 

1.3.1.14.10.7 アウトライン POLYLINE  4107 

1.3.1.14.10.7.1  IMAGE 2 [CTスライス103]  4107 

 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.3.1.14.11 単一画像の所見 異常陰影 4104 

1.3.1.14.11.1 単一画像の所見修飾子 結節  4104 

1.3.1.14.11.2 レンダリングインテント 表示が必要： … 4104 

1.3.1.14.11.3 トラッキング識別子 “検出 #2”  4108 

1.3.1.14.11.4 アルゴリズム名 “CT Nodule Detector” 4019 

1.3.1.14.11.5 アルゴリズムバージョン “V2.5” 4019 

1.3.1.14.11.6 センター  POINT 4107 

1.3.1.14.11.6.1  IMAGE 3 [CTスライス104] 4107 

1.3.1.14.11.7  アウトライン  POLYLINE 4107 

1.3.1.14.11.7.1  IMAGE 3 [CTスライス 104]  4107 

 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.3.1.14.12 単一画像の所見 異常陰影 4104 

1.3.1.14.12.1 単一画像の所見修飾子  結節 4104 

1.3.1.14.12.2 レンダリングインテント  表示が必要： …  4104 

1.3.1.14.12.3 トラッキング識別子 “検出 #3” 4108 

1.3.1.14.12.4 アルゴリズム名  “CT Nodule Detector” 4019 

1.3.1.14.12.5 アルゴリズムバージョン  “V2.5”  4019 

1.3.1.14.12.6 センター POINT 4107 

1.3.1.14.12.6.1  IMAGE 4 [CTスライス 105]  4107 

1.3.1.14.12.7 アウトライン  POLYLINE 4107 

1.3.1.14.12.7.1  IMAGE 4 [CTスライス 105] 4107 

 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.3.1.15 単一画像の所見  異常陰影 4104 

1.3.1.15.1 単一画像の所見修飾子  結節 4104 

1.3.1.15.2 レンダリングインテント  表示が必要： … 4104 

1.3.1.15.3 トラッキング識別子 “注意事項一覧 #1” 4108 

1.3.1.15.4 [観察コンテキストコンテンツ項目]  4022 

1.3.1.15.5 アルゴリズム名 “Lung Nodule Detector” 4019 

1.3.1.15.6 アルゴリズムバージョン “V1.3”  4019 

1.3.1.15.7 センター POINT 4107 

1.3.1.15.7.1  ノード1.2.1を参照  4107 

1.3.1.15.8 アウトライン POLYLINE 4107 
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.3.1.15.8.1  ノード1.2.1を参照 4107 

1.3.1.15.9  直径 4 cm 1400 

1.3.1.15.9.1 パス POLYLINE 1400 

1.3.1.15.9.1.1  ノード1.2.1を参照 1400 

 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.4 検出の要約 成功 4100 

1.4.1 成功した検出  4015 

1.4.1.1 検出の実施 結節  4017 

1.4.1.1.1 アルゴリズム名 “CT Nodule Detector”  4019 

1.4.1.1.2 アルゴリズムバージョン  “V2.5”  4019 

1.4.1.1.3  IMAGE 2 [CTスライス 103] 4017 

1.4.1.1.4  IMAGE 3 [CTスライス 104]  4017 

1.4.1.1.5  IMAGE 4 [CTスライス 105]  4017 

    

1.5 解析の要約 成功 4100 

1.5.1 成功した解析  4016 

    

1.5.1.1 解析の実施 “空間的相関性解析” 4018 

1.5.1.1.1 アルゴリズム名 “Chest/CT Correlator” 4019 

1.5.1.1.2 アルゴリズムバージョン  “V2.1”  4019 

1.5.1.1.3  ノード1.2.1を参照  4018 

1.5.1.1.4  IMAGE 2 [CTスライス 103] 4018 

1.5.1.1.5  IMAGE 3 [CTスライス 104]  4018 

1.5.1.1.6  IMAGE 4 [CTスライス 105] 4018 

1.5.1.2 解析の実施 “空間的相関性解析” 4018 

1.5.1.2.1 アルゴリズム名 “Nodule Builder” 4019 

1.5.1.2.2 アルゴリズムバージョン  “V1.4”  4019 

1.5.1.2.3  IMAGE 2 [CTスライス 103] 4018 

1.5.1.2.4  IMAGE 3 [CTスライス 104]  4018 

1.5.1.2.5  IMAGE 4 [CTスライス 105] 4018 
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附属書Ｇ マルチフレーム機能グループＩＯＤのグループ化基準の説明（参考） 

この附属書は、従来、2003年版以前のこの規格のPS 3.3の附属書Nに記載されていた。 

属性をグループ化する方法を検討する際には，まず第一に属性の値がフレームごとに異なるかどうか

を検討することが必要である。属性の変更を可能にすうかどうか検討する理由は次の項目を含む。 

1. マルチフレームオブジェクトがアプリケーションが処理すべきフレームを持っているかどうか判

断するために，変更する属性が多ければ多いほど，受信アプリケーションの解釈をより多く行わな

ければならない。選択を多くすればするほどアプリケーションが複雑化し，相互運用性に問題を起

こすことになる。 

2. また属性の変更頻度も考慮しなければならない。属性がフレームごとに変更されるならば、それを

固定とするのは明らかに良い方策とは言えない。そうすると結果的に1のマルチフレームサイズとな

るので。 

3. フレームレベルの属性グループ化に依存するアプリケーションの数は，別の検討事項である。例え

ば，ある人はリアルタイム収集においてパルスシーケンスが変更されていると考えるかも知れない

が，圧倒的多数の収集では、これを定数として扱っている。したがって、パルスシーケンスが変更

された時に、収集ディバイスに対して、新しいオブジェクトの開始を強制するための負担は大きす

ぎることはないと判断される。明らかに，それはいささか主観的な判断であるので、固定すること

が要求される属性を本文書中で詳細に検討すべきである。 

4. 従来のツールキットや実装と互換性の為、マルチフレームオブジェクトにおいては、画像ピクセル

モジュールの属性を変更してはならない。 

5. この規格の現在と有効期間の両方における、潜在的な変更頻度はアプリケーションに依存する。後

の変更が困難であり／不可能であるので、属性を変更することができない場合の代償は考える以上

に高いものとなる。固定である属性を可変にすることは、グループ化の方法によっては、かなり複

雑であり、かつ大きなヘッダースペースを使用する結果的になるだろう。このため，アプリケーシ

ョンにとって、複雑さ、およびフレームごとに変更を要するマルチフレーム構成の優位性を損なう

潜在的ヘッダーサイズ制限のトレードオフがある。  

どの属性をマルチフレームオブジェクト内部で変更するかを一旦決めたら，次に一緒にグループ化す

る属性のための基準を検討しなければならない。 

1. グループ化において、共に変化する可能性のある属性が同じシーケンスにあるよう設計しなければ

ならない。これは，殆ど固定である属性を全てのフレーム毎に繰り返されるシーケンスに含まなけ

ればならない愚を避けるためである。 

2. 管理可能な数のグループ化シーケンスを定義するように注意を払わなければならない。シーケンス

のその他の要素が変化する場合には、シーケンスが少なすぎ、結果的に多くの固定的な属性がフレ

ームごとに繰り返されることになり、かつシーケンスが多すぎても扱いにくくなる。 

3. モダリティ依存属性がMR専用の物と別々になるようにグループ分けを設計しなければならない。

推定されるように，これはワーキンググループが、将来、より一般的なグループ化を再利用するこ

とができるようにするものである。また、ソフトウェアが複数のオブジェクトからのマルチフレー

ムオブジェクトに対して動作するように、コードの再利用を最大限行えるようにするものでもある。 

4. グループ化に関連する属性が協調して、マルチフレームオブジェクトの全体コンテンツのあるセマ

ンティックスを受信アプリケーションに転送できる。例えば，３次元アプリケーションが各フレー

ム機能グループシーケンスに面オリエンテーションマクロの存在を発見した場合、不適切な３次元

計測としてオブジェクトの拒否を決定する可能性がある。 
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属性グループ化に関する具体的説明： 

• 変更が認められない属性： 画像画素モジュール（従来からのツールキットが対応できないた

め），およびパルスシーケンスモジュール属性（リアルタイム時を除き通常は変更しない – リア

ルタイムアプリケーションであれば、パルスシーケンスが変化したときに新規IODを開始する、複

雑さやスピードに対応可能と想定している） 

• ワード“MR”で始まらないシーケンスは，単にMRより多くのモダリティに適用される。 

• フレームヘッダーになければならない全ての属性は，フレームコンテンツマクロに含まれてい

る。 

• 位置および方向は，単独で変更されるため別々のシーケンスにある。 

• リアルタイムシーケンスに関しては，基本パルスシーケンスに適用できるコントラストメカニ

ズムがあるので、画像化される体部位とそれらに関連付けられる時間／コントラストのトレー

ドオフに依存してオペレータによってオン・オフが切り替えられる。そのような修飾子は，IR，

フロー補正，スポイル，MT，およびT2 準備… を含む。これらは非リアルタイムスキャンで

はおそらく変更されない。これらは全てMR修飾子マクロに含まれている。 

“アベレージング数”属性は，スライス位置／方向を変えるたびに，リアルタイムアプリケーション

が新しいアベレージングプロセスをスタートさせるため，独自のシーケンス内に存在する。運動およ

び時間に基づきNが選定された場合，それに続く各々のフレームは，前のNフレームと平均化される。

特定の位置／方向において収集された各フレームは，それぞれ異なるアベレージング数をもつことに

なるが，その他全ての属性はほとんど同じである。この特定のアプリケーションで，それ独自のグル

ープにあるこの属性を駆動する。  
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附属書Ｈ 治験識別ワークフロー例（参考） 

この附属書は，従来、2003年版以前のこの規格のPS 3.3の附属書Oに記載されていた。 

治験識別モジュールは，オプションである。したがって，治験データのワークフローにおいて、治験

識別属性がデータに追加されるポイントがいくつかある。治試験サイトにおいて，その属性は、スキ

ャナー，PACSシステム，サイトのワ－クステーション，または治験連携センターがサイトに提供した

ワ－クステーションにおいて、追加されることがある。サイトで追加されない場合には，治験連携セ

ンターが受領した後，治験識別属性をデータに追加することがある。治験属性の追加，それ自体はSOP

インスタンスUIDへの変更を要求しない。しかし，治験プロトコルまたは匿名化プロセスがそのような

変更を要求することがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 Ｈ－１ –治験のためのワークフローダイアグアム 

Ｈ．１ ユースケース 

画像は、検査中にプラセーボまたは薬剤で処置が行われた患者を比較する目的で取得され、その後，

治験連携センター（CTCC）において放射線医のチームによって盲検的に評価される。画像は臨床現場

において取得され，CTCCによって収集されたときに、それらの識別属性が除去され治験識別（CTI）

モジュールが追加される。その後，CTI情報のある匿名画像は，定性的および／または定量的評価を行

う放射線医に提出される。評価は，またある特定の症例においては画像も、スポンサーに戻して解析

され，その後に管轄機関への提案として寄稿される。 
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附属書Ｉ 超音波テンプレート（参考） 

 

Ｉ．１ ＳＲのコンテンツツリー構造 

超音波レポートのためのテンプレートは，PS 3.16, 附属書 A, DCMRテンプレートに規定されている。

次の図は，超音波構造化レポートの共通要素のアウトラインである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｉ．１－１ コンテンツツリーの最上位構造 

患者の特徴セクションは，手続きの管理と結果の解釈に即刻関連する医療データ用である。この情報

は，手続きの外で発生する場合がある。 

手続き要約セクションは，即座のまたは基本的な重要事項に属する検査観察を含む。それは通常、医

師がレポートの中に最初に発見することを期待する重要情報である。 

計測結果は，一般的にセクション内の測定グループのコンテナにある。計測グループは，解剖学的位

置，解析のプロトコルまたはタイプなどのコンテキストを共用する。このグループ分けは，製品の実

装、またはユーザ設定に特有のものでもある。OB-GYN計測グループは，関連する測定値，平均値お

よびその他の導出結果を保有している。 

存在する場合には，画像ライブラリには観察が由来した画像のリストが含まれる。それらは観察から

参照によって（by-reference）関係づけられる。 

Ｉ．２ 検査手続きの要約 

検査手続き要約セクションは，最も緊急の関心がある観察を含む。検査手続き要約における観察は，

その他のコンテンツ項目との間に、参照によって（by-reference）関連づけられることがある。 

Ｉ．３ 多胎児 

多胎児が存在する場合は，各々の胎児に固有の観察は、別々のセクションヘッダ以下に存在しなけれ

ばならない。次に示すように，セクションヘッダは，胎児の観察コンテキストを明記し、かつ題目ID
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（121030，DCM，“Subject ID”）および／または数値指定（121037，DCM，“Fetus Number”）を用いて

指定しなければならない。TID 1008 題目コンテキスト，胎児を参照のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 Ｉ．３－１ 多胎児 

 

Ｉ．４ 計測の依存性を明示的に指定 

レポートには，計算の依存性を、その元となった観察について、参照による（by-reference）関連付け

を用いて指定することができる。レポートの読者に導出された値の入力源について知らせるために、

この関係性が存在しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

図 Ｉ．４－１ 明示的依存性 

 

Ｉ．５ 測定値を画像や座標とリンクする 

次図に示すとおり、ある観察の画像や画像の座標との関係は、オプションで参照による（by-reference）

関係コンテンツ項目を用いて符号化することができる。整合性を確保するために，画像に直接ではな

く，参照による（by-reference）関係で画像ライブラリのコンテンツ項目をポイントする。
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図 Ｉ．５－１ 画像および座標との関係 

画像コンテンツ項目との間接参照による(R-INFERRED FROM)関係で、画像が観察に寄与したことを明

示する。SCOORDコンテンツ項目における参照の目的は，観察に寄与または観察を生成した（画像上

で実施する）解析機能を明示することができる。 

Ｉ．６ ＯＢパターン 

共通のOB-GYNパターンは，1つの測定タイプ（例えば，BPD）のいくつかのインスタンスで，それら

の値の算出された平均値，もしくは、方程式または換算表にしたがって計算された妊娠期間などの値

を導き出すパターンである。測定および計算は，計測グループ内ですべて姉妹関係にある。子コンテ

ンツ項目は，妊娠期間を算出するために使用された方程式または換算表を指定する。例えば，同じ生

体測定グループ内には、BPDと項部浮腫厚の測定を混ぜてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 Ｉ．６－１ ＯＢ 数値の生体計測グループの例 

上記の例は，測定値から妊娠期間を算出したものである。方程式または換算表に対して関係付けられ

る。～より推論される(inferred from)関係によって、概念名にある方程式または換算表を識別する。コ

ンテキストグループCID 12013の 妊娠期間方程式および換算表のコードは，特定の方程式または換算

表を識別する。 

別のユースケースは，発育パラメタの計算と参照される分散の関係、および既知または推定妊娠期間

である。コンテキストグループCID 12015の 胎児発育方程式および換算表が発育換算表を識別する。

下図は，発育の分布を参照基準として、測定BPDのパーセントタイル値を求めたものである。妊娠期

間との依存関係は，確立した妊娠期間との参照による(by-reference)関係である。 
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パーセンタイルランクはBPD計測から導出されるが、1つのBPDが、平均値、または～から選択された

状態であることを示す概念修飾子（TID 300を参照）をもつ場合には、参照による(by-reference)関係は

必須ではない。このパターンの変形には，パーセンタイルランクの代わりにZ-スコアの使用がる。下

図には、正規分布平均値，標準偏差値または信頼限界値の説明は示されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 Ｉ．６－２ パーセンタイルランクまたはＺ-スコアの例 

 

推定児体重（EFW）は，次に示す胎児要約項目であるり、1つ以上の発育パラメタ（～から推測(inferred 

from)関係は示されていない）から算出される。方程式または換算表テンプレートTID315は，値が導き

出された方法を示すことができる。コンテキストグループCID 12014からの用語は，発育パラメタから

EFWを算出する換算表または方程式を指定するものである。 

“EFWパーセンタイルランク”は，もう一つの要約の用語である。定義によって，この用語は，EFWお

よびランキングの度数分布に依存するものである。参照典拠コンテンツ項目は，分布を識別する。コ

ンテキストグループCID12016は，確立した参照典拠のリストである。 
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図Ｉ．６－３児体重の推定 

Ｉ．７ 選定された値 

同じタイプの観察が複数ある場合、それらの内の1つはおそらく選定値である。通常，この値はその他

の平均値であるか、または最後に入力した値、またはユーザが選択した値である。計測特性テンプレ

ートTID 310は，（121404，DCM，“選択状態”）の概念名およびDCID 224 選択方法によって指定され

た値のセットをもつコンテンツ項目を提供する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｉ．７－１ 選択値の例 

 

計測が生じる方法は多様である。計測値はインタラクティブな画像のシステムツールの出力として生

じることもある。もしくは、ユーザが値を直接入力する、または複数の計測インスタンスの平均値と

してシステムが自動的に値を生成することもある。計測テンプレートTID 300は，数値コンテンツアイ

テのム概念修飾子が測定値の派生を指定するように規定している。修飾子の概念名は，（121401, DCM, 

“派生”）である。CID 3627 計測タイプは，適切な測定修飾子の概念を規定する。次の図は，そのよう

な事例を表わしている。 
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図Ｉ．７－２ 平均値を選択した例 

Ｉ．８ ＯＢ-ＧＹＮの例 

次に容易で簡便なレポートセクションの実例を示す。 

例１：観察コンテキストのあるＯＢ-ＧＹＮ ルート 

次例は，第二期または第三期のOB検査用のコンテンツ項目の最上位を示すものである。後に続く例は，

セクションコンテンツの詳細を表わす。 

ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 OB-GYN 超音波検査レポート  5000 

1.1 コンテンツ項目とその子孫の言語 英語 1204 

1.2 題目名 Jane Doe 1007 

1.3 題目ID  123-45-6789 1007 

1.4 手続きの検査インスタンスUID 1.2.842.111724.7678.32.34  1005 

1.5 手続きの検査コンポーネントUID 1.2.842.111724.7678.55.34  1005 

1.6 手続きの受付番号 20011007-21  1005 

1.7 画像ライブラリ   5000 

1.7.1  IMAGE 1 5000 

1.7.2  IMAGE 2  5000 

1.7.n  IMAGE N 5000 

1.8 患者の特徴  5001 

1.8.n   5001 

1.9 要約   5002 

1.9.n   5002 

1.10 胎児生体計測の比率  5004 

1.10.n   5004 

1.11 長骨  5006 

1.11.n   5006 

1.12 児頭  5007 

1.12.n   5007 

1.13 バイオフィジカルプロファイル  5009 
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ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.13.n   5009 

1.14 羊膜嚢   5010 

1.14.n   5010 

 次の例は，GYN検査用のコンテンツ項目の最上位を示すものである。後に続く例は，セクションコン

テンツの詳細を表わす。 

ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 OB-GYN 超音波検査レポート  5000 

1.1 題目名 Jane Doe 1007 

1.2 題目ID  123-45-6789 1007 

1.3 画像ライブラリ   5000 

1.3.1  IMAGE 1 5000 

1.3.2  IMAGE 2  5000 

1.3.n  IMAGE N 5000 

1.4 患者の特徴  5001 

1.4.n   5001 

1.5 所見  5012 

1.5.1 所見部位 卵巣 5012 

1.5.n    5012 

1.6 所見  5013 

1.6.1 所見部位 卵胞 5013 

1.6.2 側性 左 5013 

1.6.n    5013 

1.7 所見  5013 

1.7.1 所見部位 卵胞 5013 

1.7.2 側性 右 5013 

1.7.n    5013 

1.8 骨盤および子宮  5015 

1.8.n    5015 

 

例２：ＯＢ-ＧＹＮ患者の特徴および検査手続き要約 

ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 OB-GYN 超音波検査レポート  5000 

 ….   5000 

1.8 患者の特徴  5001 

1.8.1 妊娠回数 5 5001 

1.8.2 経産回数 3 5001 

1.8.3 中絶・流産回数 2 5001 

1.8.4 子宮外妊娠 1 5001 

1.9 要約   5002 

1.9.1 LMP(最終月経日)  20010101 5002 

1.9.2 EDD(出産予定日)  20010914  5002 
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ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.9.3 LMPによるEDD 20010914 5002 

1.9.4 平均超音波診断年齢からのEDD  20010907 5002 

1.9.5 排卵日からの妊娠期間  185 日 5002 

1.9.6 胎児要約   5003 

1.9.6.1 EFW(推定児体重) 2222 g 300 

1.9.6.1.1 +／-，測定不確実性の範囲 200 g  310 

1.9.6.1.2 方程式  AC, BPD, Hadlock 1984によるEFW  315 

1.9.6.2 コメント 後小脳延髄槽肥大 5003 

1.9.6.3 コメント 脈絡叢嚢胞 5003 

 

例３：ＯＢ-ＧＹＮ多胎児 

ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 OB-GYN 超音波検査レポート   5000 

1.n  ….   5000 

1.5 要約  5002 

1.5.1 LMPからのEDD 20020325 5002 

1.5.2 胎児要約   5003 

1.5.2.1 胎児のID  A  1008 

1.5.2.2 EFW(推定児体重) 1.6 Kg  300 

1.5.2.2.1 方程式  AC, BPD, Hadlock 1984によるEFW  315 

1.5.2.2.2 +／-，測定不確実性の範囲 160 g 310 

1.5.2.3 胎児心拍数 120 {H.B.}/min  300 

1.5.3 胎児要約  5003 

1.5.3.1 胎児のID B  1008 

1.5.3.2 コメント 脈絡叢嚢胞 5003 

1.5.3.3 EFW 1.4 kg  300 

1.5.3.3.1 方程式  AC, BPD, Hadlock 1984によるEFW  315 

1.5.3.3.2 +／-，測定不確実性の範囲 140 g 310 

1.5.3.4 胎児心拍数 135 {H.B.}/min  300 

1.6 バイオフィジカルプロファイル   5009 

1.6.1 胎児のID  A  1008 

1.6.n  …   

1.7 バイオフィジカルプロファイル   5009 

1.7.1 胎児のID  B 1008 

1.7.n …   
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例４：バイオフィジカルプロファイル 

ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 OB-GYN 超音波検査レポート   5000 

1.n  ….   5000 

1.9 バイオフィジカルプロファイル  5009 

1.9.1 総児体運動 2 {0：2}  5009 

1.9.2 胎児呼吸運動 2 {0：2} 5009 

1.9.3 胎児拍動  2 {0：2} 5009 

1.9.4 胎児心拍反応 2 {0：2}  5009 

1.9.5 羊水量  2 {0：2}  5009 

1.9.6 バイオフィジカルプロファイルサムスコア 10 {0：10} 5009 

 

例５：生体計測学的比率 

表示はされないが，オプションで比率は、分子と分母の値をもつコンテンツ項目への参照による

(by-reference)や ～から推測(inferred-from)の関係を持つことがある。 

ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 OB-GYN 超音波検査レポート   5000 

1.n  ….   5000 

1.9 胎児生体計測の比率  5004 

1.9.1 HC／AC  77% 5004 

1.9.2 FL／AC  22 %  5004 

1.9.2.1 正常範囲の下限 20 %  312 

1.9.2.2 正常範囲の上限 24 %  312 

1.9.2.3 正常範囲の典拠  Hadlock, AJR 1983 312 

1.9.3 FL／BPD  79 %  5004 

1.9.3.1 正常範囲の下限 71 %  312 

1.9.3.2 正常範囲の上限 81 % 312 

1.9.3.3 正常範囲の典拠  Hohler, Am J of Ob/Gyn 1981 312 

1.9.4 頭部の指標  82 %  5004 

1.9.4.1 正常範囲の下限 70 %  312 

1.9.4.2 正常範囲の上限 86 % 312 

1.9.4.3 正常範囲の典拠  Hadlock, AJR 1981 312 

 

例６：生体計測学 

この例は，妊娠期間の推定値と計測値を示すものである。 

ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 OB-GYN 超音波検査レポート   5000 

1.n  ….   5000 

1.8 胎児生体計測学  5005 

1.8.1 生体計測グループ  5008 
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1.8.1.1 児頭大横径 5.5 cm 300 

1.8.1.2 児頭大横径 5.3 cm  300 

1.8.1.3 児頭大横径 5.4 cm  300 

1.8.1.3.1 導出 平均値 300 

1.8.1.4 妊娠期間  190 d  5008 

1.8.1.4.1 方程式  Jeanty, 1982 5008 

1.8.1.4.2 分布の第5パーセンタイル値 131日 5008 

1.8.1.4.3 分布の第95パーセンタイル値 173日 5008 

1.8.2 生体計測グループ  5008 

1.8.2.1 前後径 18.1 cm  300 

1.8.3 生体計測グループ  5008 

1.8.3.1 頭囲長 34.3 cm 300 

1.8.3.1.1 導出 推定 300 

1.8.4 生体計測グループ  5008 

1.8.4.1 躯幹周囲長 34.9 cm 300 

1.8.4.2 躯幹周囲長 34.3 cm  300 

1.8.4.3 躯幹周囲長 34.3 cm 300 

1.8.4.4 躯幹周囲長 34.5 cm  300 

1.8.4.4.1 導出 平均値 300 

1.8.4.5 妊娠期間 190日 5008 

1.8.4.5.1 方程式 Hadlock, 1984 5008 

1.8.4.5.2 2 分布の下限2σ値 184日 5008 

1.8.4.5.3 2 分布の上限2σ値 196日 5008 

1.8.5 生体計測グループ  5008 

1.8.5.1 大腿骨長 4.5 cm  300 

1.8.5.n …  300 

この例は，パーセンタイルランキングをもつ測定値を示している。 

ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 OB-GYN 超音波検査レポート   5000 

1.n  ….   5000 

1.8 胎児生体計測学  5005 

1.8.1 生体計測グループ  5008 

1.8.1.1 児頭大横径 5.5 cm 300 

1.8.1.2 児頭大横径 5.3 cm  300 

1.8.1.3 児頭大横径 5.4 cm  300 

1.8.1.3.1 導出 平均値 300 

1.8.1.4 発育パーセンタイルランク 63 %  5008 

1.8.1.4.1 方程式 BPD, Jeanty 1982 5008 

1.8.2 生体計測グループ  5008 

1.8.2.n …   300 
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例７：羊膜嚢 

ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 OB-GYN 超音波検査レポート   5000 

1.n  ….   5000 

1.6 所見  5010 

1.6.1 所見サイト 羊膜嚢 5010 

1.6.2 羊水指標 11 cm  300 

1.6.3 第一象限径 10 cm  300 

1.6.4 第二象限径 12 cm  300 

1.6.5 第三象限径 11 cm  300 

1.6.6 第四象限径 12 cm  300 

 

例８：ＯＢ-ＧＹＮ卵巣 

次例に示すコンテンツの構造は，TID 5012に適合する。例は，直交する3つの直径から導出した体積を

表わしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｉ．８－１ Ovariesの例 
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ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 OB-GYN 超音波検査レポート   5000 

1.n  ….   5000 

1.9 所見  5012 

1.9.2 所見サイト 卵巣 5012 

1.9.2 卵巣  5016 

1.9.2.1 左卵巣体積 6 cm3  300 

1.9.2.2 左卵巣長 3 cm  300 

1.9.2.3 左卵巣長 3 cm  300 

1.9.2.4 左卵巣長 3 cm  300 

1.9.2.4.1 導出 平均値 300 

1.9.2.5 左卵巣幅  2 cm  300 

1.9.2.5.1 導出 平均値 300 

1.9.2.6 左卵巣高 2 cm  300 

1.9.2.6.1 導出 平均値 300 

1.9.3 卵巣  5016 

1.9.3.1 右卵巣体積 7 cm3  300 

1.9.3.2 …   300 

 

例９：ＯＢ-ＧＹＮ卵胞 

次の例に示すコンテンツの構造は，TID 5013に適合する。それは、複数計測値の平均から導出された

直交する直径を使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｉ．８－２ 卵胞の例 
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1.8.1 所見サイト 卵胞 5013 

1.8.2 側性 右 5013 

1.8.3 右卵巣中の卵胞数 2 5013 

1.8.4 計測グループ  5014 

1.8.4.1 識別子 #1 5014 

1.8.4.2 体積 3 cm3  300 

1.8.4.3 卵胞径 15 mm  300 

1.8.4.4 卵胞径 13 mm  300 

1.8.4.5 卵胞径 14 mm 300 

1.8.4.5.1 導出 平均値 300 

1.8.5 計測グループ  5014 

1.8.5.1 識別子 #2  5014 

1.8.5.2 体積 4 cm3  300 

1.8.5.3 卵胞径 18 mm 300 

1.9 所見  5013 

1.9.1 所見サイト 卵胞 5013 

1.9.2 側性 左 5013 

1.9.3 左卵巣内の卵胞数 1  5013 

1.9.4 卵胞計測グループ  5014 

1.9.4.1 識別子 #1  5014 

1.9.4.2 容積 3 cm3 300 

1.9.4.3 卵胞径 15 mm 300 

 

例１０：骨盤および子宮 

ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 OB-GYN 超音波検査レポート   5000 

1.n  ….    

1.9 骨盤および子宮  5015 

1.9.1 子宮  5016 

1.9.1.1 子宮体積 136 cm3 300 

1.9.1.2 子宮長 9.5 cm  300 

1.9.1.3 子宮幅 5.9 cm  300 

1.9.1.4 子宮高 4.2 cm  300 

1.9.2 子宮内膜厚 4 mm  5015 

1.9.3 子宮頸管長 5.3 cm  5015 
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附属書Ｊ 識別パラメタの取扱い（参考） 

この附属書は，従来、2003年版以前のこの規格のPS 3.3の附属書Mに記載されていた。 

Ｊ．１ この附属書の目的 

DICOM規格は1993年に公表され，医療装置，ワ－クステーションとその他の医療機器ディバイスとの

間の医療画像通信，並びに医療機器と情報システム（IS）間のデータ交換を取り扱うものである。DICOM

は，情報システムによって管理される患者のSOPインスタンス，来院および検査情報を規定し，またそ

れらのオブジェクトの属性値を通信することを可能にする。 

DICOM規格の公表以来，DICOM規格の情報モデルと、その他の関連する規格モデル，特にHL7 モデ

ルやCEN TC 251 WG3 PT 022モデルとを調和させるために大きな努力が払われてきた。その努力の成

果として，病院内における様々な実践的な状況の理解が深まり、それらの状況に対してモデルを適用

することになった。モデルの議論において，情報エンティティの定義やそれらの識別パラメタが重要

な役割を担っている。 

この参考附属書の目的は，どの識別パラメタを、画像SOPインスタンス、およびそれらと関連するモダ

リティ実施手続きステップ（MPPS）SOPインスタンスに含めるかを示すことである。情報システムと

モダリティの統合レベルの変動や、接続が一時的に利用できない状況を説明するために、異なるシナ

リオが明らかにされている。 

備考： この附属書においては，“画像SOPインスタンス” は，すべての複合画像保存SOPインスタンスに関する集

合語として使用されている。 

ここに記載されたシナリオは，参考であり，DICOM規格の規定のセクションを構成するものではない。 

Ｊ．２ 統合された環境 

このコンテキストにおける“統合”とは、モダリティワークリストSOPクラスのSCP、もしくはモダリ

ティ実施済み手続きステップSOPクラスのSCP、もしくはその両方である情報システムまたはシステム

に、収集モダリティが接続されていることを意味する。次の説明においては，“モダリティ”の挙動

が述べられているだけであるが、IS（情報システム）も同じSOPクラスに適合しなければならないこと

は言うまでもない。 

モダリティはモダリティワークリストSCPを検索することによって、識別パラメタを受信し、画像構成

中にその他の属性値を生成する。それらの識別パラメタは画像SOPインスタンスに含まれると同様に、

一貫した方法でMPPSオブジェクトにも含まれることが望ましい。モダリティが統合されていても，識

別パラメタを受信したり送信したりできない場合，例えば，リンクダウンや緊急事態の場合にはモダ

リティは統合されていないがごとく動く可能性がある。 

検査インスタンスUIDは重要な属性であり、画像SOPインスタンス（その検査インスタンスUIDによっ

て誰の検査であるかを識別する）、それらを参考として含むモダリティPPS SOPインスタンス、および

IS内の実際または概念上の依頼手続き（すなわち，検査）、並びに関連するイメージングサービスリ

クエストとを関連付けるために使用される。検査インスタンスUIDがISによって提供されるか、または

モダリティによって生成されるかを問わず、実際上または概念上の独立検査管理エンティティを管理

するISは、この検査インスタンスUIDと独立検査管理SOPインスタンスのSOPインスタンスUIDとを関

連付けることが期待されている。  

統合環境の詳細説明については，IHE 放射線テクニカルフレームワークを参照のこと。この文書は，
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http://www.ihe.net/から取得することができる。 

Ｊ．２．１ モダリティワークリストとＭＰＰＳ ＳＯＰクラスの両方に適合するモダリティ 

このモダリティは次のことが可能である。 

− MPPS SOPインスタンスをN-CREATEし，画像SOPインスタンスの参照実施済み処理ステップシー

ケンス属性にそのSOPインスタンスUIDを含める。 

− 次の属性値を、モダリティワークリスト情報から得て、画像SOPインスタンスと関連するMPPS 

SOPインスタンスにコピーする： 

− 検査インスタンス UID 

− 参照検査シーケンス 

− 受付番号 

− 依頼手続きID 

− 予約手続きステップID 

− 予約手続きステップ記述 

− 予約プロトコルコードシーケンス 

− 次の属性値を作成し，画像SOPインスタンスと関連するMPPS SOPインスタンスにそれを含める： 

− 実施済み手続きステップID 

− もしサポートするならば、画像収集中に生成できる次の属性値を、画像SOPインスタンスと関連す

るMPPS SOPインスタンスに含める： 

− 実施済み手続きステップ開始日付 

− 実施済み手続きステップ開始時刻 

− 実施済み手続きステップ記述 

− 検査ID 

Ｊ．２．２ モダリティワークリストＳＯＰクラスだけに適合するモダリティ 

このモダリティは次のことが可能である： 

− MPPS SOPインスタンスをN-CREATEする機能がなくても、MPPS SOPインスタンスUIDを作成し，

それを画像SOPインスタンスの参照実施済み手続きステップシーケンス属性に含める。後でMPPS 

SOPインスタンスをN-CREATEするシステムは，このUIDを関連する画像SOPインスタンスから抽

出して使用してよい。 

− 次の属性値を、モダリティワークリスト情報から取得しして、画像SOPインスタンスにコピーする： 

− 検査インスタンス UID 

− 参照検査シーケンス 

− 受付番号 

− 依頼手続きID 

− 予約手続きステップID 

− 予約手続きステップ記述 

− 予約プロトコルコードシーケンス 

− 次の属性値を生成し，画像SOPインスタンスにそれを含める： 

− 実施済み手続きステップID 

 後でMPPS SOPインスタンスをN-CREATEするシステムは，このUIDを関連する画像SOPインスタ



PS 3.17-2008 翻訳原稿 

 104 2010/01/22 

ンスから抽出して使用してよい。 

− もしサポートするならば、画像収集中に生成される次の属性値を画像SOPインスタンスに含める： 

− 実施済み手続きステップ開始日付 

− 実施済み手続きステップ開始時刻 

− 実施済み手続きステップ記述 

− 検査ID 

後でMPPS SOPインスタンスをN-CREATEするシステムは、このUIDを関連する画像SOPインスタ

ンスから抽出して使用してよい。 

Ｊ．２．３ ＭＰＰＳ ＳＯＰクラスだけに適合するモダリティ 

このモダリティは次のことが可能である： 

− MPPS SOPインスタンスをN-CREATEし、画像SOPインスタンス内の参照実施済み手続きステップ

シーケンス属性に、そのSOPインスタンスUIDを含める。 

− 次の属性値を生成し、画像SOPインスタンスと関連するMPPS SOP インスタンスに、それらを含

める： 

− 検査インスタンスUID 

− 実施済み手続きステップID 

− もし、モダリティが値を知っていれば、画像SOPインスタンスと関連するMPPS SOPインスタンス

に次の属性値をコピーする： 

− 受付番号 

− 患者ID 

− 患者姓名 

− 患者の生年月日 

− 患者の性別 

十分な識別情報が含まれている場合には、後で、画像SOPインスタンスやMPPS SOPインスタンス

を、依頼手続き、もしくは実際または概念上の独立検査管理エンティティに関連付けることがで

きる。 

− もし、サポートしていれば、画像収集中に生成できる、次の属性値を、画像SOPインスタンスや関

連するMPPS SOPインスタンスに含める： 

− 実施済み手続きステップ開始日付 

− 実施済み手続きステップ開始時刻 

− 実施済み手続きステップ記述 

− 検査ID 

Ｊ．３ 非統合環境 

このコンテキストにおいて“非統合”とは，収集モダリティが情報システムに接続されておらず，モ
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ダリティワークリストSOPクラスのSCPから属性値を受信しない，かつ実施処理手順SOPインスタンス

を生成しないことを意味する。 

このモダリティは次のことが可能である： 

− MPPS SOPインスタンスをN-CREATEする機能がなくても、MPPS SOPインスタンスUIDを作成し，

画像SOPインスタンスの参照実施済み手続きステップシーケンス属性にそれを含める。後でMPPS 

SOPインスタンスをN-CREATEするシステムは，このUIDを関連する画像SOPインスタンスから抽

出して使用してよい。 

− 次の属性値を生成し，それらを画像SOPインスタンスにコピーする： 

− 検査インスタンスUID 

− 実施済み手続きステップID 

後でMPPS SOPインスタンスをN-CREATEするシステムは，これらの属性値を関連する画像SOPイ

ンスタンスから抽出して使用してよい。 

− もし、モダリティが値を知っていれば、次の属性値を画像SOPインスタンスにコピーする： 

− 受付番号 

− 患者ID 

− 患者姓名 

− 患者の生年月日 

− 患者の性別 

十分な識別情報が含まれていれば、後で画像SOPインスタンスを、依頼手続き、もしくは実際ま

たは概念上の独立検査管理エンティティと関連付けることができる。 

− もし、サポートする場合、画像収集中に生成できる次の属性値を、画像SOPインスタンスに含める： 

− 実施済み手続きステップ開始日付 

− 実施済み手続きステップ開始時刻 

− 実施済み手続きステップ記述 

− 検査ID 

後でMPPS SOPインスタンスをN-CREATEするシステムは，これらの属性値を関連する画像SOPイ

ンスタンスから抽出して使用してよい。 

Ｊ．４．２つ以上の依頼手続きに対応して生成された 1 つのＭＰＰＳ 

MPPS SOPインスタンスの予約ステップ属性シーケンスには、予約手続きステップを特定する属性がす

べて含まれる。画像SOPインスタンスにおいても，依頼属性シーケンスにこれらの属性を含めることが

できる。新規の必須属性を追加したり、既存の属性の意味を変更して既存のSOPクラス定義を変更しな

い様に、後者のシーケンスはオプションとしている。 

1以上の依頼手続きが、ただ1つの実施済み手続きステップに帰結する場合には、2つのシーケンスは

それぞれ、1つ以上のアイテムをもつことがある出来ない。1 

                                                      
1 PS3.3 Fig.7-3(p59)やPS3.4 Fig.K.6-1(p189)のデータモデルを参照すると、この説明のままでは、理解できない。

1 つの Requested Procedure が 1 以上の Scheduled Procedure Step に分割されるので、逆に説明されている。IHE
の 4.6.4.1.2.3.4 Group Case も 1 PPS にまとめられているので、この説明と合わない。 
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既存の画像SOPクラス中の既存の属性の定義から、次の解決方法は妥協案である。１つの属性値しか

持てないので、第1依頼手続きの実施では、検査インスタンスUIDと受付番号の値を選定ないし生成す

る。第2依頼手続きの実施では，完全に複製した画像データの検査インスタンスUIDと受付番号の属性

値を違えることである。 

Ｊ．４．１ 検査インスタンスＵＩＤと受付番号の値の選定または生成 

このモダリティは次のことが可能である： 

− 画像SOPインスタンスにおいては： 

− 各々が次の属性を内包する2以上のアイテムを含む要求属性シーケンスを生成する： 

− 依頼手続きID 

− 予約手続きステップID 

− 予約手続きステップ記述 

− 予約プロトコルコードシーケンス 

− 両方の依頼手続き中の検査SOPインスタンスUID値をモダリティワークリストから得て、2つ以

上の収容可能なアイテムを含む参照検査シーケンスを生成する。 

− 下記の属性値にモダリティワークリストから1つの値を選定するか，または新しい値を生成す

る： 

− 検査インスタンス UID 

− 下記の属性値にモダリティワークリストから1つの値を選定するか，または新しい値を生成す

る、または値を空にする： 

− 受付番号 

− MPPS SOPインスタンスにおいては： 

− 各々が次の属性を内包する2つ以上のアイテムを含む予約ステップ属性シーケンスを生成す

る： 

− 検査インスタンスUID 

− 参照検査シーケンス 

− 受付番号 

− 依頼手続きID 

− 予約手続きステップ ID 

− 予約手続きステップ記述 

− 予約プロトコルコードシーケンス 

− もしサポートするならば，画像収集中に生成できる次の属性値を含める： 

− 手続きコードシーケンス 

− 画像SOPインスタンスとMPPS SOPインスタンスの両者においては： 

− 実施処理手順IDを生成する 

− サポートされていれば，画像収集中に生成することができる次の属性値を取り込む： 

− 実施済み手続きステップ開始日付 

− 実施済み手続きステップ開始時刻 

− 実施済み手続きステップ記述 

− 検査 ID 
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Ｊ．４．２ 画像ＩＯＤの複製 

もう1つの方法は，画像SOPインスタンスを完全に複製し、SOPインスタンスUIDは新しくする。各々

の画像IODには、それ自体の識別属性を付与することである。この場合、別々の検査インスタンスUID
および受付番号値が、各々の画像SOPインスタンスで使用できる。 

両方の画像SOPインスタンスは、（参照実施済み手続きステップシーケンスのMPPS SOPインスタンス

UIDを介して、）単一のMPPS SOPインスタンスを参照することができる。 

（もし、参照検査シーケンスが存在するならば、それをを介して、）各々の画像SOPインスタンスは、

関連する別々の検査SOPインスタンスを参照することができる。この検査SOPインスタンスは，対応す

る依頼手続きとの1:1関係を維持する。 

MPPS SOPインスタンスを生成すれば、関連する検査SOPインスタンスを両方とも参照できる。 

このモダリティは次のことが可能である： 

− MPPSに含まれる全シリーズにおいて、新しいシリーズインスタンスUIDを使用して全画像シリー
ズ情報を複製する。 

− 画像SOPインスタンスを複製して、SOPインスタンスUIDを変える。その中で、2つ以上の異なる
依頼手続きに対応して、別々の新しいシリーズインスタンスUIDを使用する。 

− 画像SOPインスタンスの各々においては，対応する依頼手続きからの値を使用する： 

− 次の属性を含む項目を含む依頼属性シーケンスを生成する： 

− 依頼手続きID 

− 予約手続きステップID 

− 予約手続きステップ記述 

− 予約プロトコルコードシーケンス 

− 下記をモダリティワークリストからコピーする： 

− 検査インスタンスUID 

− 受付番号 

− 次の属性を１アイテム含む参照検査シーケンスを生成する： 

− ワークリストの参照検査シーケンスに含まれる検査SOPインスタンス 

− （もし、サポートするならば）MPPS SOPインスタンスにおいては： 

− 予約された手続きステップ属性シーケンスに各々が次の属性を含む2以上のアイテムを生成す
る： 

− 検査インスタンスUID 

− 参照検査シーケンス 

− 受付番号 

− 依頼手続き ID 

− 予約手続きステップ ID 

− 予約手続きステップ記述 

− 予約プロトコルコードシーケンス 

− もし、サポートするならば，画像収集中に生成できる次の属性値を含める： 

− 手続きコードシーケンス 

− （もし、サポートするならば、）画像SOPインスタンスとMPPS SOPインスタンスの両者に： 

− 実施手続きステップ IDを生成 
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− もし、サポートするならば、画像収集中に生成できる次の属性値を含める： 

− 実施手続きステップ開始日付 

− 実施手続きステップ開始時刻 

− 実施手続きステップ記述 

− 検査 ID 

Ｊ．５ （モダリティではない）別のシステムによって生成されたＭＰＰＳ ＳＯＰインスタ

ンス 

何らかの原因でモダリティがMPPS SOPインスタンスを生成できない場合には、別のシステムにそのサ

ービスを実施させてもよい。このシステムは，生成したPPS SOPインスタンスが、関連する画像SOPイ

ンスタンスと整合していることを保証しなければならない。 

画像SOPインスタンスに入っている属性値の有効性やび正確性に応じて、それらの値はMPPS SOPイン

スタンスにコピーされるが、例えばISから得た対応する値と整合しない場合には，それらを強制的に

書き換えることもある。 

例えば，MPPS SOPインスタンスUIDが画像SOPインスタンス（の参照実施済み手続きステップシーケ

ンス）において既に有効である場合、それはMPPS SOPインスタンスをN-CREATEするために，使用す

ることができる。有効でなければ，新しいMPPS SOPインスタンスUIDを生成して、MPPS SOPインス

タンスをN-CREATEするために使用する。この場合には，対応する画像SOPインスタンス内の参照実施

済み手続きステップ手順シーケンスにはMPPS SOPインスタンスUIDがない可能性がある。画像SOPイ

ンスタンスをアップデートすれば整合性を回復できるが、それは必須ではない。 

Ｊ．６ 検査インスタンスＵＩＤsを検査ＳＯＰインスタンスＵＩＤにマッピングする  

リタイア，PS 3.17 2004を参照。 
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附属書Ｋ 超音波におけるステージプロトコルのデータ管理（参考） 

Ｋ．１ この附属書の目的 

この附属書の目的は，超音波画像の作成者と利用者の間で、ステージプロトコル検査の整合性および

相互運用性を強化することである。超音波の“ステージプロトコル検査”は，“ステージ”と称され

る時間間隔の特定の状態の下で、画像の集合を取得する検査である。例えば，心臓ストレスエコース

テージプロトコルのような検査である。 

この参考附属書は、以下のDICOMサービスにおける超音波ステージプロトコル属性の使用方法を説明

する：超音波画像、超音波複数フレーム画像、キーオブジェクト選択保存、モダリティワークリスト、

およびモダリティ実施処理手順サービス。 

Ｋ．２ サポートのための必要事項 

プロトコルの特質上、超音波ステージプロトコルデータ管理をサポートするには、超音波画像SOPクラ

スまたは超音波複数フレーム画像SOPクラスのサポートが必須である。これらのSOPクラス内の特定の

オプションエレメントをサポートすることによって，ステージプロトコルを管理することができる。

キーオブジェクト選択をサポートすれば、ビューおよびステージ表示の順序の制御が可能になる。モ

ダリティワークリスト管理およびモダリティ実施済み手続きステップをサポートすれば、この附属書

に記載されているワークフローの特定ユースケースを制御できるようになる。 

Ｋ．３ ステージプロトコル検査の定義 

“ステージプロトコル検査”は，“ステージ”と称される2つ以上の識別可能な時間間隔において、各々

の検査ステージの間に収集された“ビュー”と称される整合性のある画像集合をもつ、画像群を収集

することである。特定部位の断面像のビューは，特定の超音波トランスデューサの位置および方向付

けによって収集したものである。ステージプロトコル検査の収集期間中、モダリティは、1つ以上のプ

ロトコルステージにおいて，プロトコルに属さない画像もまた収集することができる。 

超音波ステージプロトコル検査の一般的な実例としては，心臓ストレスエコー超音波検査がある。図

K.3-1に示すとおり，画像は，ストレスおよびビューの異なるレベルの識別可能な時間間隔（ステージ）

において収集される。ストレスは、通常、患者の運動または投薬によって誘発される。そのような検

査のための一般的なステージは，ベースライン，中間ストレス，最大ストレスおよび回復である。投

薬または運動によるストレスを引き起こす前であるベースラインステージの間、患者は安静状態にあ

る。中間ストレスステージにおいては，心臓はストレスの中レベルの状態におかれる。最大ストレス

ステージ中は，患者の心臓は患者の状態に適した最大ストレスを受けることになる。最後に，回復ス

テージの間には，ストレス源がなくなり心臓の回復が図られる。 

各々のステージにおいては，同等のビュー一式が収集される。一般的なビューの例は傍胸骨長軸像と

傍胸骨短軸像である。異なるステージの対応するビュー間の壁運動検査によって心筋の1つ以上の部位

（“セグメント”）に虚血が発見されることがある。図 K.3-1は，心臓ストレスエコー超音波検査の一般

的な結果を表わしている。 
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図 Ｋ．３．１ 心臓ストレスエコーステージプロトコルUS検査 

 

Ｋ．４ ステージプロトコル検査で使用される属性 

DICOM規格は，ステージプロトコル検査にとって重要な数々の属性を含む。この附属書は，計画およ

び収集システムが、これらの属性をどのように使用しステージプロトコルの関係情報を伝達するかを

解説する。 

表 K.4-1にステージプロトコルの関係情報を伝達するためのすべての関連属性を記載する（これらの属

性に関する詳細についてPS 3.3を参照）。 

表Ｋ．４．１ステージプロトコルの関係情報を伝達する属性 

モダリティワークリスト 
（Tag）[リターンキータイプ] 

US画像およびUS複数フレーム

IOD（Tag）[Type] 
MPPS IOD 

（tag）[SCU/SCPのタイプ] 
----  ---- 予約済みステップ属性シーケン

ス（0040,0270）[1/1]  
検査インスタンスUID 
（0020,000D）[1] 

検査インスタンスUID 
（0020,000D）[1] 

>検査インスタンスUID 
（0020,000D）[1/1] 

---- 依頼属性シーケンス 
（0040,0275）[3]（a,b） 

---- 
 

予約手続きステップシーケンス

（0040,0100） 
>予約手続きステップ記述

（0040,0007）[1C] 

>予約手続きステップ記述

（0040,0007）[3] 
 

>予約手続きステップ記述

（0040,0007）[2/2] 
 

予約手続きステップシーケンス

（0040,0100） 
>予約プロトコルコードシーケ

ンス（0040,0008）[1C] 

>予約プロトコルコード 
シーケンス（0040,0008）[3] 

>予約プロトコルコード 
シーケンス（0040,0008）[2/2] 

---- 実施済み手続きステップ記述 
（0040,0254）[3] 

実施済み手続きステップ記述

（0040,0254）[2/2] 

ステージ

ベースライン 中間ストレス 回復 最大ストレス

傍胸骨 

長軸像 

傍胸骨 

短軸像 

プロトコル 

外の画像 

ビュー 
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---- プロトコル名（0018,1030）[3] 実施済みシリーズシーケンス 
（0040,0340） 
>プロトコル名（0018,1030） 
[1/1] 

---- 実施済みプロトコルコード 
シーケンス（0040,0260）[3] 

実施済みプロトコルコード 
シーケンス（0040,0260）[1/1] 

---- ステージ数（0008,2124）[2C] ---- 
 

---- ステージ中のビュー数

（0008,212A） [2C] 
---- 
 

---- ステージ名（0008,2120）[3] ---- 
---- ステージ番号（0008,2122）[3] ---- 
---- ステージコードシーケンス 

（0040,000A）[3] 
---- 
 

---- ビュー名（0008,2127）[3] ---- 
---- ビュー番号（0008,2128）[3]  ---- 
---- イベントタイマーの数

（0008,2129）[3] 
---- 
 

---- イベント経過時間 
（0008,2130）[3] 

---- 
 

---- イベントタイマー名 
（0008,2132）[3] 

---- 
 

---- トランスデュ－サ位置シーケン

ス（0008,2240）[3] 
---- 
 

---- > トランスデュ－サ位置修飾子

シーケンス（0008,2242）[3] 
---- 
 

---- トランスデュ－サ方向付け 
シーケンス（0008,2244）[3] 

---- 
 

---- > トランスデュ－サ方向付け 
修飾子シーケンス（0008,2246）
[3] 

---- 
 

（a） モダリティがSCUとしてモダリティワークリストSOPクラスおよびモダリティ実施済み手続きス

テップ適合するならば、属性の使用が推奨される。 

（b） シーケンスは1つ以上の項目もつことができる。 

Ｋ．５ 指針 

この附属書は，以下に挙げる視点で、ステージプロトコル検査の実装指針を提供する： 

1. ステージプロトコル検査の識別 

2. ステージプロトコル検査の中におけるステージおよびビューの識別 

3. ステージプロトコル検査の中におけるプロトコル外の画像識別 

4. あるステージの間に同一ビューの複数画像を収集し，そのステージで最適な画像を識別する 

5. ステージプロトコル画像のワークフロー管理  

 

Ｋ．５．１ ステージプロトコル検査の識別 

ステージ数（0008,2124）とテージ中のビュース数（0008,212A）は，各々“この画像がステージプロト
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コルにおいて収集されるときには必要”という条件が付いたタイプ2C属性である。検査がK.3節で述べ

たステージプロトコル検査の定義を満足する場合には、これらの2つの属性は、画像SOPインスタンス

において値を伴って存在している。これは、プロトコル中のステージで収集された、プロトコル内の

画像ビューとプロトコル外の画像に、共通に含まれる。  

プロトコル名（0018,1030）と実施済みプロトコルコードシーケンス（0040,0260）属性は，ステージプ

ロトコル検査のプロトコルを識別するが，これらの属性の一方または両方が単に存在しているだけで

は、ステージプロトコル検査の収集として認められるには十分でない。プロトコル名および実施済み

プロトコルコードシーケンス属性が両方存在する場合には，プロトコル名の値が、標準化された実施

済みプロトコルコードシーケンスコードのコード意味よりも上手く施設の嗜好を伝達するので，プロ

トコルの表示ラベルとして優先する。 

Ｋ．５．２ ステージおよびビューの識別 

表示装置は，一般的にステージプロトコルの一部として収集された画像の構成および表示をサポート

する機能を含んでいる。臨床医はこの機能を使用して，プロトコル内の異なるステージで収集された

特定ビューの画像を並べて表示して比較することができる。ビューは，画像収集においてトランスデ

ュ－サの位置や方向付けを特定して組合せたものある。比較のために、画像は異なるプロトコルステ

ージの同じビューで収集される。これらの機能が正確に機能するためには，表示装置は明瞭な方法に

よって各々の画像のステージとビューを判断できなければならない。 

画像SOPインスタンスにおいてステージとビューの識別を伝達するために使用可能な機構が3つある。 

− ステージおよびビューに1から始まる番号を付ける“番号”（ステージ番号（0008,2122）とビュー番

号（0008,2128）） 

− 各々のステージおよびビューに、それぞれテキスト形式の名前を指定する“名前” （ステージ名

（0008,2120）およびビュー名（0008,2127）） 

− ステージおよびビューのそれぞれに識別“コード”を与える1つ以上の“コードシーケンス”（ステ

ージ識別のステージコードシーケンス（0040,000A）、ならびにビュー識別のためのトランスデュ

－サ位置コードシーケンス（0008,2240）およびトランスデュ－サ方向付けコードシーケンス

（0008,2244）） 

ビュー番号（0008,2128）およびビュー名（0008,2127）は，異なるステージに属するビューを相互に関

連付けることができる。ステージ名（0008,2120）とビュー名（0008,2127）の値集合は，定義されてい

ない。したがって，この附属書は，作成者がステージ番号（0008,2122）およびビュー番号（0008,2128）
を常に送信し、ステージおよびビューを識別することを推奨する。ステージおよびビューに連続番号

を付けると、表示の順序も示唆する。ステージプロトコルにおいては、番号と名前の間には１：１の

関係がある。表示装置は臨床ユーザのために、名前またはコートシーケンスを用いて、ステージおよ

びビューのラベルを貼ることが可能になる。 

表K.5-1は，一般的な心臓ストレスエコー超音波検査の間に収集した画像におけるステージプロトコル

に関連する属性の例を提供する。  

表Ｋ．５．１ ステージプロトコル画像属性の例 

 

ベースラインステージ - ビュー１ 中間ストレスステージ – ビュー 1 最大ストレスステージ – ビュー 2 
検査インスタンス UID ： 
“1.2.840….123.1” 

検査インスタンス UID ： 
“1.2.840….123.1” 

検査インスタンス UID ： 
“1.2.840….123.1” 

依頼属性シーケンス： 依頼属性シーケンス： 依頼属性シーケンス： 
>予約手続きステップ記述：”運
動ストレス心エコー検査” 

>予約手続きステップ記述：”運
動ストレス心エコー検査” 

>予約手続きステップ記述：”運
動ストレス心エコー検査” 

>予約プロトコルコードシーケ

ンス： 
>予約プロトコルコードシーケ

ンス： 
>予約プロトコルコードシーケ

ンス： 
>>コード値：”P5-B3050” >>コード値：”P5-B3050” >>コード値：”P5-B3050” 
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>>符号化体系指定子：“SRT” >>符号化体系指定子：“SRT” >>符号化体系指定子：“SRT” 
>>コード意味：”運動ストレス心

エコー検査” 
>>コード意味：”運動ストレス心

エコー検査” 
>>コード意味：”運動ストレス心

エコー検査” 
実施済み手続きステップ記述： 
”運動ストレス心エコー検査” 

実施済み手続きステップ記述：

”運動ストレス心エコー検査” 
実施済み手続きステップ記述：

”運動ストレス心エコー検査” 
プロトコル名：“運動ストレスエ

コー” 
プロトコル名：“運動ストレスエ

コー” 
プロトコル名：“運動ストレスエ

コー” 
実施済みプロトコルコードシー

ケンス： 
実施済みプロトコルコードシー

ケンス： 
実施済みプロトコルコードシー

ケンス： 
>コード値：”P5-B3050” >コード値：”P5-B3050” >コード値：”P5-B3050” 
>符号化体系指定子：“SRT” >符号化体系指定子：“SRT” >符号化体系指定子：“SRT” 
>コード意味：”運動ストレス心

エコー検査” 
>コード意味：”運動ストレス心

エコー検査” 
>コード意味：”運動ストレス心

エコー検査” 
ステージ数：“4” ステージ数：“4” ステージ数：“4” 
ステージ中のビュー数：“2” ステージ中のビュー数：“2” ステージ中のビュー数：“2” 
ステージ名：“ベースライン” ステージ名：“中間ストレス” ステージ名：“最大ストレス” 
ステージ番号：“1” ステージ番号：“2” ステージ番号：“2” 
ステージコードシーケンス：  ステージコードシーケンス：  ステージコードシーケンス：  
>コード値：”P5-01202” >コード値 ”P5-01203” >コード値：”P5-01203” 
>符号化体系指定子：“SRT” >符号化体系指定子：“SRT” >符号化体系指定子：“SRT” 
>コード意味：”ストレス前画像

収集” 
>コード意味：”中間ストレス画

像収集” 
>コード意味：”中間ストレス画

像収集” 
ビュー名：“傍胸骨長軸” ビュー名：“傍胸骨長軸” ビュー名：“傍胸骨短軸” 
ビュー番号：“1” ビュー番号：“1” ビュー番号：“2” 
---- イベントタイマー数：“1” イベントタイマー数：“1” 
---- イベント経過時間：“10000”（ms） イベント経過時間：“25000”（ms）
---- イベント経過タイマ名：“運動休

止からの時間” 
イベント経過タイマ名：“運動休

止からの時間” 
トランスデュ－サ位置シーケン

ス： 
トランスデュ－サ位置シーケン

ス： 
トランスデュ－サ位置シーケン

ス： 
>コード値：“T-D3136” >コード値：“T-D3136” >コード値：“T-D3136” 
>符号化体系指定子：“SRT” >符号化体系指定子：“SRT” >符号化体系指定子：“SRT” 
>コード意味：“傍胸骨” >コード意味：“傍胸骨” >コード意味：“傍胸骨” 
トランスデュ－サ方向付けシー

ケンス： 
トランスデュ－サ方向付けシー

ケンス： 
トランスデュ－サ方向付けシー

ケンス： 
>コード値：“G-A185” >コード値：“G-A185” >コード値：“G-A186” 
>符号化体系指定子：“SRT” >符号化体系指定子：“SRT” >符号化体系指定子：“SRT” 
>コード意味：“長軸” >コード意味：“長軸” >コード意味：“短軸” 
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Ｋ．５．３ プロトコル外画像の識別 

ステージプロトコル検査のどのステージにおいても，オペレータは，プロトコルに属さない画像を取

り込むことができる。それらの画像は，いわゆる、“プロトコル外画像”と呼ばれる。そのような画像

は、プロトコル内画像と同じ手続きステップ手順中に収集されるので，同様の実施済みプロトコル情

報が含まれる。さらにステージ番号やその他のステージの識別属性（ステージ名および／またはステ

ージコードシーケンス）もプロトコル外画像に添付されることが望ましい。一方、画像がプロトコル

における基準ビューの1つではないことを強調するため、ビュー番号を除外するべきである。ビュー名

やビューコードシーケンスなど他の識別で、その画像の場所を示すことは支障ない。 

表 Ｋ．５．２ プロトコル内およびプロトコル外画像の属性の比較例 

中間ストレスステージ–  
プロトコル内画像ビュー 1 

中間ストレスステージ 
プロトコル外画像 

検査インスタンスUID： 
“1.2.840….123.1” 

検査インスタンスUID： 
“1.2.840….123.1” 

依頼属性シーケンス： 依頼属性シーケンス： 
>予約手続きステップ記述：”運動ス

トレス心エコー検査プロトコル” 
>予約手続きステップ記述：”運動ス

トレス心エコー検査プロトコル” 
>予約プロトコルコードシーケン

ス：  
>予約プロトコルコードシーケン

ス： 
>>コード値：” P5-B3050” >>コード値：” P5-B3050” 
>>符号化体系指定子：“SRT” >>符号化体系指定子：“SRT” 
>>コード意味：”運動ストレス心エ

コー検査” 
>>コード意味：”運動ストレス心エ

コー検査” 
実施済み手続きステップ記述：”運
動ストレス心エコー検査” 

実施済み手続きステップ記述：” 運
動ストレス心エコー検査” 

プロトコル名：“運動ストレスエコ

ー” 
プロトコル名：“運動ストレスエコ

ー” 
実施済みプロトコルコードシーケ

ンス： 
実施済みプロトコルコードシーケ

ンス： 

>コード値：”P5-B3050” >コード値：”P5-B3050” 

>符号化体系指定子：“SRT” >符号化体系指定子：“SRT” 
>コード意味：”運動ストレス心エコ

ー検査” 
>コード意味：”運動ストレス心エコ

ー検査” 
ステージ数：“4” ステージ数：“4” 
ステージ中のビュー数：“2” ステージ中のビュー数：“2” 
ステージ名：“中間ストレス” ステージ名：“中間ストレス” 
ステージ番号：“2”  ステージ番号：“2”  
ステージコードシーケンス： ステージコードシーケンス： 
>コード値：”P5-01203” >コード値：”P5-01203” 
>符号化体系指定子：“SRT” >符号化体系指定子：“SRT” 
>コード意味：”中間ストレス画像収

集” 
>コード意味：”中間ストレス画像収

集” 
ビュー名：“傍胸骨長軸” ---- 
ビュー番号：“1” ---- 
トランスデュ－サ位置シーケンス： ---- 
>コード値：“T-D3136” ---- 
>符号化体系指定子：“SRT” ---- 
>コード意味：“傍胸骨” ---- 
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トランスデュ－サ方向付けシーケ

ンス： 
---- 

>コード値：“G-A185” ---- 
>符号化体系指定子：“SRT” ---- 
>コード意味：“長軸” ---- 

 

Ｋ．５．４ １ステージビューの複数画像 

超音波システムは、特定のステージおよびビューにおいて、複数の画像を収集する事が多い。画像が

不鮮明であったり、心室壁を十分に描出していない場合，医師はそれに代わる画像を収集するだろう。

場合によっては，医師は選択した画像を指定する。キーオブジェクト選択文書を使えば、任意の、ま

たはすべてのステージビューで選択した画像を識別することができる。キーオブジェクト選択文書の

この特定の使用方法は，文書タイトルとして（113013, DCM, “Best In Set”）、および文書タイトル修飾

子として（113017, DCM, “ステージビュー”）を持つ。 

Ｋ．５．５ ステージプロトコル画像のワークフロー管理 

Ｋ．５．５．１ 正常に完了した検査 – 単一ＭＰＰＳ 

モダリティ実施済み手続きステップ（MPPS）は，テージプロトコル検査の基本構成単位である。可能

な限り、単一MPPSインスタンスで、超音波ステージプロトコル検査の全収集を包含することが推奨さ

れる。 

ステージプロトコル検査の範疇において、シリーズとモダリティ実施済み手続きステップとの関係に

関して、シリーズの使用に割り当てられたセマンティックスに、DICOMの要件をこえるものは存在し

ない。特に，次のシナリオはすべて可能である。 

1. MPPS中の全画像を1シリーズとする 

2. MPPS中で、プロトコル内ビュー画像とプロトコル外画像を別シリーズとする 

3.  MPPS内で、ステージの画像毎にシリーズを分ける 

4.プロトコルスの単一テージで収集された画像に対しても、1つ以上のシリーズを付与する 

推奨を決めたとしても、臨床現場で起きる事例によって非現実的となるので、どのようにして画像群

をシリーズに構成するかに関する推奨は行わない。図 K.5.5-1は，単一MPPSとして実施されたプロト

コルのための相互作用の可能なシーケンスを示している。
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図 Ｋ．５．５－１ 正常に完了したステージ - プロトコル検査ワークフローの例 

Ｋ．５．５．２ 中断がある検査 – 複数ＭＰＰＳ 

何らかの原因で、プロトコルステージ途中で収集が中断されたときは、特別な状況になる。例えば，

心臓ストレス検査中に、狭心症のような患者の苦痛症状が観察された場合に、そのような状況が発生

することがある。この判断基準は，標準的な検査プロトコルの一部であり，そしてプロトコルで規定

された条件が満たされる限り，MPPSの状態は完了（COMPLETED）に設定される。選択したプロトコ

ルの収集最低条件を満足する前に、検査が未了した場合に限り，MPPSの状態を中止（DISCONTINUED）

に設定することになる。モダリティ手続きステップ中止理由コードシーケンス（0040,0281）で、中止

の理由が伝達されることを推奨する。ステージプロトコルには，目標の時間制限に達したときか，ま

たは患者の苦痛の症状が観察された場合など、一般的に検査を終了するための判断基準が含まれてい

る。 

中断されたステージプロトコルの既に終了したプロトコルステージを使用する意図を持って，後でプ

ロトコルステージを継続収集しようとする場合には、新たに予約手続きステップを作成してこの追加

収集を行っても，既存の手続きステップを使用して行ってもよい。医療機関が新しい予約手続きステ

ップを生成することを決めるか否かによって、ワークフロー管理の推奨が異なる。 

フォローアップステージでは，オリジナルとフォローアップステージの画像を相互に関連付けられる

ように、前のステージと同一のビュー番号、名前、およびコードシーケンスを使用しなければならな

い。。  
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Ｋ．５．５．２．１ 予約がないフォローアップステージ 

フォローアップステージには，個別のMPPSが必要である。フォローアップステージは同じ依頼手続き

および予約手続きステップの一部分であるため，収集された画像SOPインスタンスと生成されたMPPS

インスタンスはには、すべて同じ検査インスタンスUIDを指定する。もし検査インスタンスUIDが異な

っていると、システムが画像を関連づける場合に支障が発生する。これはモダリティワークリストが

サポートされていない場合には，致命的は障害に至る。したがって，システムは，たとえモダリティ

ワークリストがサポートされていなくても、フォローアップステージに同じ検査インスタンスUIDを割

り当てるべきである。図 K.5.5-2 は，このシナリオに関して可能な相関作用シーケンスを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 Ｋ．５．５－２ 予約がないフォローアップステージを伴うステージ-プロトコル検査の例 

Ｋ．５．５．２．２ 予約されたフォローアップステージ 

場合によっては，フォローアップステージを収集するために新規の予約済み処理手順が生成される。

例えば，患者の不快感により運動誘発ストレスエコー検査を早期に中断せざる得なかったために，薬

剤誘導のストレスエコー検査が計画されることもある。そのような場合には，心臓ストレスエコー検

査の安静ステージのような早期ステージを再収集することは不必要であろう。1つのMPPSはオリジナ

ルステージの画像インスタンスを含み，また別のMPSSはフォローアップインスタンスを含む。 
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ステージプロトコル検査データの予約手続きステップと実施済み手続きステップが，同じ検査インス

タンスUIDを使用していれば、ワ－クステーションはオリジナルとフォローアップステージからの画像

を関連付けることができる。図 K.5.5-3は，このシナリオに対する可能な相関作用シーケンスを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 Ｋ．５．５．－３ 予約されたフォローアップステージを伴うステージ-プロトコル検査の例 
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（オリジナルと同じ検査 UID）
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附属書Ｌ 血流動態レポートの構成（参考） 

 

血流動態レポートは，TID 3500に基づいている。このレポートには，心臓カテーテル検査の位相毎に、

対応する計測コンテナを1つ以上含む。各々のコンテナ内には，各々が単一計測セットに関連づけられ

るサブコンテナを1つ以上含む。１つの計測セットは，単一の解剖学的位置からの計測値で構成される。

下記の図L-1.は，最終的な階層構造を表現したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 Ｌ－１ 血流動態レポートの構造 

各位相のコンテナは，オプションで、収集コンテキストをもつ（has-acquisition-context）親子関係の臨

床コンテキストの子コンテナーを持つことがある。この臨床コンテキストコンテナによって，その検

査位相中に得た測定値を理解するために不可欠な当該患者の状態情報を記録することができる。その

ような患者の状態情報はすべて，必然的に要約だけであることに注意しなければならない。心臓カテ

ーテル検査ログをレビューすれば、より完全な臨床的状態を取得できる。 

計測セット用の最下位レベルのコンテナは，解剖学的部位 - 動脈，静脈，心房，心室など，その部位

のタイプに相応しい特定の測定値のクラスごとに特化されている。それらのコンテナは，収集コンテ

キストをもつ（has-acquisition-context）関係を使って解剖学的部位を明示的に識別する。そのような測

定値セットは、同じソース（例えば，血圧波形）を基に計測するのが一般的であるため、コンテナは

ソースDICOM波形SOPインスタンスとも収集コンテキストをもつ（has-acquisition-context ）関係をも

つ。 

測定値セットコンテナ内の測定値は“アトミック”レベルで3種類のデータを含んでいる。第1は、サ

イトに関係する波形から得られた特定の測定データである。第2は一般的な測定データであり、任意の

血流レポート
CONTAINER

ベースライン位相 
CONTAINER 

臨床コンテキスト 
CONTAINER 

ポストコントラスト位相
CONTANER

動脈測定値 
CONTAINER 

ポストインターベンション
位相 CONTAINER 

臨床コンテキスト
CONTAINER

動脈測定値 
CONTAINER

心室測定値 
CONTAINER

勾配測定値 
CONTAINER 

解剖学的 
位置 =  

L Fem Art

解剖学的 
位置 =  
大動脈 

収縮期血圧 

拡張期血圧 

平均血圧 

収縮期血圧

拡張期血圧

平均血圧
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血流動態，患者生体信号または血液化学データが含まれる。第3は派生データであり、他データに数式

や表を適用して生成された組合せデータであったり、方程式への参照を提供したりする。 
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附属書Ｍ 超音波血管検査レポート（参考） 

Ｍ．１ 血管検査レポートの構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 Ｍ．２－１ 血管検査の数値測定の例 

血管検査レポートでは，解剖学的部位と側性毎に、数字測定値をパーティションに区分けして、セク

ション表題をつける。セクション表題概念名につけられた側性概念修飾子によって、側性の左右を指

定する。したがって，対になっている解剖学的部位のセクションは，側性(左右)毎に2回出現すること

がある。対になっていない解剖学的部位の所見は，別の“単”セクションコンテナに含まれる。したが

って血管超音波検査においては，常に、側性を、3つの状態(すなわち左，右または不対)の1つをセクシ

ョン表題レベルに示す。解剖学的部位の側性が不明である場合は，要約中でTEXTコンテンツ項目を使

う以外には規程がない。 

表題レベルにおける側性の表現は、OB-GYNの骨盤や胎児の血管構造において、コンテナの概念修飾

子で解剖学的な側性を表現する手法とは異なっていることに留意しなければならない。 

セクション表題概念名 セクション表題側性 

大脳血管 左，右または区別なし 

首部の血管 左，右 

下肢動脈 左，右 

下肢静脈 左，右 

上肢動脈 左，右 

上肢静脈 左，右 

超音波血管検査手順 
レポート 

CONTAINER 

CONTAINS 
所見 

CONTAINER 

CONTAINS 
要約 

CONTAINER 

CONTAINS 
腎動脈 

CONTAINER 
CONTAINS 
流速比率 

(腎動脈／大動脈) 
= 2.9 NUM 

CONTAINS 
最大流速の時間平均 

 = 120 cm/s 
NUM

HAS CONCEPT MODIFIFER 
局所的修飾子  

 最も近傍（proxinmal） 
CODE 

HAS  CONCEPT  MODIFIFER 
所見の部位 =   

 “腎臓の血管構造”  
CODE 

HAS  CONCEPT  MODIFIFER 
側性 = “左”  

CODE 

・・・ 
TID 1001 

観察コンテキスト 
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腎臓の血管構造 左，右 

腹部動脈 左，右または区別なし 

腹部静脈 左，右または区別なし 

 

血管検査のパターンでは，一般的に測定や計算が様々な解剖学的部位に繰返し適用される。解剖学的

部位は，測定値グループの収集コンテキストである。例えば，測定値グループは，様々な総腸骨動脈

からの測定（測定値インスタンス、および平均流速，最大収縮期流速，加速時間などの測定タイプな

ど）含むことがある。 

基本的な生体部位概念を修飾するために、明確な解剖学的概念がある。修飾子の表現は，次の表に示

すとおり、コンテキストグループから選択した修飾子概念名と値をもつコンテンツ項目である。 

解剖学的修飾子の概念名 コンテキストグループ 使用方法 

（G-C171, SRT, “側性”） CID 244 側性 側性の識別 
（G-A1F8, SRT,”局所的修飾子“） CID 12116 血管セグメント修飾

子 
セグメントに沿って位置を区

別：近傍，中間，遠位，… 
（125101, DCM, “血管枝状”） CID 12117 血管枝修飾子 複数血管枝間の識別：下位，中

間 

 

Ｍ．２ 血管の例 

下記は重要なレポートセクションの単純・非包括的な例である。 

Ｍ．２．１ 例 1： 腎血管 

ネスト 概念名称のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 超音波血管検査レポート   5100 

1.1 コンテンツ項目およびその子孫の言語 英語 1204 

1.2 表題名 John Doe  1007 

1.3 表題ID  123-45-9876 1007 

1.4 手続きの検査インスタンスUID  1.2.842.111724.7678.12.33 1005 

1.5 手続きの検査コーポーネントUID 1.2.842.111724.7678.55.33 1005 

1.6 手続きの受付番号 20011007-21  1005 

1.7 患者の特徴   5101 

1.7.n ...   5101 

1.8 要約  5102 

1.8.n …   5102 

1.9 所見  5103 

1.9.1 所見の部位 腎臓の血管構造 5103 

1.9.2 側性 右 5103 

1.9.3 腎動脈  5104 

1.9.3.1 局所的修飾子 基点 5104 

1.9.3.2 収縮期の最大流速 420 cm／秒  300 

1.9.3.3 拡張末期の流速 120 cm／秒 300 

1.9.3.4 負荷抵抗指標 RI 3.7  300 

1.9.3.5 拍動指標 PI 0.7  300 
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ネスト 概念名称のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.9.3.6 収縮期と拡張期の流速比  3.5  300 

1.9.4 腎動脈  5104 

1.9.4.1 局所的修飾子 近傍 5104 

1.9.4.n . . . その他の測定値  300 

1.9.5 腎動脈  5104 

1.9.5.1 局所的修飾子 中間 5104 

1.9.5.n . . . その他の測定値  300 

1.9.6 腎動脈  5104 

1.9.6.1 局所的修飾子 遠位 5104 

1.9.6.n . . . その他の測定値  300 

1.9.7 腎静脈  5104 

1.9.7.1 局所的修飾子 中間 5104 

1.9.7.2 収縮期の最大流速 120 cm／秒 300 

1.9.7.n . . . その他の測定値  300 

1.9.8 腎動脈／大動脈流速比 2.9  5103 

1.9.n その他の腎臓の血管  5104 

1.10 所見   5103 

1.10.1 所見の部位 腎臓の血管構造 5103 

1.10.2 側性 左 5103 

 …  5104 

 

Ｍ．２．２ 例 2： 頚動脈頭蓋外 

ネスト 概念名称のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1 超音波血管検査レポート   5100 

1.n ...  5100 

1.10 所見  5103 

1.10.1 所見の部位 頚部の動脈 5103 

1.10.2 側性 右 5103 

1.10.3 総頚動脈  5104 

1.10.3.1 局所的修飾子 近傍 5104 

1.10.3.2 収縮期の最大流速 80 cm／秒 300 

1.10.3.3 収縮期の最大流速 88 cm／秒 300 

1.10.3.4 収縮期の最大流速 84 cm／秒 300 

1.10.3.4.1 導出 平均 300 

1.10.4 総頚動脈  5104 

1.10.4.1 局所的修飾子  中間 5104 

1.10.4.2 収縮期の最大流速 180 cm／秒 300 

1.10.5 総頚動脈  5104 

1.10.5.1 局所的修飾子  遠位 5104 

1.10.5.2 収縮期の最大流速 180 cm／秒 300 

1.10.6 頚動脈洞  5104 

1.10.6.1 収縮期の最大流速 190 cm／秒 300 
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ネスト 概念名称のコード意味 コード意味または値の例 TID 

1.10.7 内頚動脈  5104 

1.10.7.1 局所的修飾子  近傍 5104 

1.10.7.2 収縮期の最大流速 180 cm／秒  300 

1.10.8 内頚動脈  5104 

1.10.8.1 局所的修飾子  遠位 5104 

1.10.8.2 収縮期の最大流速 180 cm／秒  300 

1.10.9 ICA／CCA 流速比  1.5  5103 

1.10.n ...   300 

1.11 所見   5103 

1.11.1 所見の部位 頚部の動脈 5103 

1.11.2 側性 左 5103 

 ….   
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附属書Ｎ 心エコー検査レポート（参考） 

Ｎ．１ コンテンツの構成 

超音波検査レポートのテンプレートは，PS 3.16 に規定されている。下図は心エコーレポートの概要

である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 Ｎ．１－１ コンテンツの最上層の構成 

Ｎ．１ エコーパターン 

心エコー計測パターンは，通常、プロトコルのコンテキストに応じて得られる一連の計測結果である。

次図にそのパターンを示す。 
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図 Ｎ．１．２ 心エコー計測グループの例 

Ｎ．２ 計測用語の構成 

DICOM は，心エコー検査をその検査における幅広い事前事後コーディネーションの事情と結び付けて
識別している。ベースコンテンツ項目の概念名は，典型的には解剖学的部位と常用される用語の特性
（または純粋な特性）の両方を規定する。純粋な特性概念は，解剖学的部位の概念修飾子を必要とし
ている。CID 1222 開口部流量特性や CID 12239 心拍出量特性などの純粋な特性概念は，下図に示す
概念修飾子を用いる。 

修飾子の概念名 値のセット 
（G-C036, SRT, “計測方法”） CID 12227 エコーの計測方法 
（G-C0E3, SRT,  “所見の部位“) CID 12236 エコーの解剖学的部位 
（G-A1F8, SRT, “トモグラフィ修飾子”） CID 12237 エコーの解剖学的部位修飾子 
（G-C048, SRT, “流れ方向”） CID 12221 流れ方向 
（R-4089A, SRT, “呼吸サイクル点“) CID 12234 呼吸状態 
（R-4089A, SRT, “心サイクル点“) CID 12233 心フェーズ(Cardiac Phase) 

CONTAINS 
計測グループ 

CONTAINS CONTAINS 
画像モード= 2D  

CODE

CONTAINS 
心拍出量 

NUM

CONTAINS 
内径短縮率 

NUM

CONTAINS 
一回排出容積

NUM

HAS CON MOD 
方法= Teichholz 

CODE 

HAS CON MOD 
方法= Teichholz 

CODE
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（121401, DCM, “導出(Derivation)“) CID 3627 計測タイプ 
 
下記のような値セットをもつ HAS ACQ CONTEXT を用いて、さらに画像モードや画像プレーンを限
定して行く。 
 

概念名 値セット 
(G-0373, SRT, “画像モード”) CID 12224 超音波画像モード 
(111031, DCM, “画像ビュー”) CID 12226 心エコー画像ビュー 
 

Ｎ．３ ＡＳＥ概念への実例マッピング 

 

このセクションでは，ASE ガイドライン草案に従って、計測タイプ概念名や概念名修飾子を用いて、

概念をどのように表現するかについての推奨を提供する。 

左端の縦列が，ASE 概念名である。ベース計測の概念名は，数値計測のコンテンツ項目の概念名であ

る。修飾子の縦列は，ベース計測概念名に対する一群の修飾子を指定している。各修飾子は，修飾子

概念名（例えば方法またはモード）およびその値（例えば継続性（Continuity））から成り立っている。

概念修飾子が現れていないところでは，ベース概念と ASE 概念が一致している。 

Ｎ．３．１ 大動脈 

ASE 概念名 ベース計測の概念名 概念修飾子、または 

収集コンテキスト修飾子 

大動脈根部の直径 (18015-8, LN, “大動脈根部の直径)  

上行大動脈の直径 (18012-5, LN, “上行大動脈の直径)  

動脈弓の直径 (18011-7, LN, “動脈弓の直径)  

下行大動脈の直径 (18013-3, LN, “下行大動脈の直径)  

Ｎ．３．２ 大動脈弁 

ASE 概念名 ベース計測の概念名 概念修飾子、または 
収集コンテキスト修飾子 

大動脈弁膜尖分離 (17996-0, LN, “大動脈弁膜尖分

離“) 
 

収縮期の大動脈弁ピー

ク速度 
(11726-7, LN, “ピーク速度“） (G-C048, SRT, “流れの方向”) =  

(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 
収縮期の大動脈弁速度

時間積分 
(20354-7,LN, “速度時間積分”) (G-C048, SRT, “流れの方向” =  

(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 
収縮期の大動脈弁面積 (G-038E, SRT, “心臓血管開口部

面積”) 
(G-C048, SRT, “流れの方向”) = 
(R-4207, SRT, “順行性の流れ”) 

平面面積計測による収

縮期の大動脈弁面積 
(G-038E, SRT, “心臓血管開口部

面積”) 
(G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 
(G-C038, SRT, “計測方法”) =  
(125220, DCM, “平面面積法”) 

連続性による収縮期大

動脈弁面積 
(G-038E, SRT, “心臓血管開口部

面積”) 
(G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 
(G-C036, SRT, “計測方法”) =  
(125212, DCM, “連続方程式”) 

ピーク速度の連続性に

よる収縮期の大動脈弁

面積 

(G-048E, SRT, “心臓血管開口部

面積”) 
(G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42047, SRT, 順行性の流れ”) 
(G-C036, SRT, “計測方法”) =  
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(125214, DCM, “ピーク速度による

連続方程式”) 
平均速度の連続性によ

る収縮期の大動脈弁面

積 
 

(G-038E. SRT, “心臓血管開口部

面積”) 
(G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42047, SRT, 順行性の流れ”) 
(G-C036, SRT, “計測方法”) =  
(125213, DCM, “平均速度による連

続方程式”) 
VTI の連続性による収

縮期の大動脈弁面積 
 

(G-038E. SRT, “心臓血管開口部

面積”) 
(G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42047, SRT, 順行性の流れ”) 
(G-C036, SRT, “計測方法”) =  
(1252125, DCM, “速度時間積分によ

る連続方程式”) 
収縮期の大動脈弁ピー

ク瞬間勾配 
(20247-3, LN, “ピーク勾配”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) =  

(R-42047, SRT, 順行性の流れ”) 
収縮期の大動脈弁平均

勾配 
(20256-4,LN,“勾配”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) =  

(R-42047, SRT, 順行性の流れ”) 
収縮期の大動脈環冠帯

直径 
(G-038F, SRT, “心臓血管開口部

面積”) 
(G-C0E3, SRT, “所見サイト ”) = 
(T-35410, SRT, “ 大 動 脈 弁 環 ”) 
(G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42047, SRT, 順行性の流れ”) 

拡張期の大動脈弁逆流

減速スロープ 
(20216-8, LN, “減速スロープ”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) =  

(R-42E61, SRT, “逆流”) 
拡張期の大動脈弁逆流 
減速時間 

(20217-6, LN, “減速時間”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42E61, SRT, “逆流”) 

拡張期の大動脈弁逆流

圧半減時間 
(20280-4, LN, “圧力半減時間”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) =  

(R-42E61, SRT, “逆流”) 
拡張末期の不全大動脈

圧力勾配 
(20247-3, LN, “ピーク勾配”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) =  

(R-42E61, SRT, “逆流”) 
拡張末期の不全大動脈

機能速度 
(11653-3, LN, “拡張末期速度”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) =  

(R-42E61, SRT, “逆流”) 
 
注： 大動脈弁の計測は，TID 5202 に記載され，そこでは大動脈弁の所見サイトは，概念修飾子(G-C0E3, SRT, 
“所見サイト”) = (T-35400, SRT, “大動脈弁”)で記述するとされている。そのため，右縦列には所見サイトの修飾子の

記述が現れないのである。 

Ｎ．３．３ 左心室－リニア 

ASE 概念名 ベース計測概念名 概念修飾子、または 

収集コンテキスト修飾子 

拡張末期の左心室内径 (29436-3, LN, “拡張末期の左心室

内径”) 

 

収縮期の左心室内径 (29438-9, LN, “収縮期の左心室内

径”) 

 

拡張期の左心室主軸 (18077-8, LN, “拡張期の左心室主

軸”) 

 

収縮期の左心室主軸 (18076-0, LN, “収縮期の左心室主

軸”) 

 

左心室短縮率 (18051-3, LN, “左心室短縮率”)  

拡張期の心室中隔厚さ (“18154-5, LN, “拡張期の心室中

隔厚さ”) 

 

収縮期の心室中隔厚さ (“18158-6, LN, “収縮期の心室中  
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隔厚さ”) 

心室中隔厚さ増加率％ (“18054-7, LN, “心室中隔厚さ増

加率％”) 

 

拡張期の左心室後壁厚さ (18152-9, LN, “拡張期の左心室後

壁厚さ”) 

 

収縮期の左心室後壁厚さ (“18156-0, LN, “収縮期の左心室

後壁厚さ”) 

 

左心室後壁厚さ増加率％ (180156-9. LN, “左心室後壁厚さ

増加率％”) 

 

心室中隔と溝壁の壁厚比 (18155-2, LN, “心室中隔と溝壁の

壁厚比”) 

 

2D 法による拡張末期の左

心室内径 

(29436-3, LN, “拡張末期の左心室

内径”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-03A2, SRT, “2D モード”)  

2D 法による収縮期の左心

室内径 

(29438-9, LN, “収縮期の左心室内

径”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-03A2, SRT, “2D モード”) 

2D 法による左心室内径短

縮率 

(18051-3, LN, “左心室内径短縮

率”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-03A2, SRT, “2D モード”) 

2D 法による拡張期の心室

中隔厚さ 

(18154-5, LN, “拡張期の心室中隔

厚さ”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-03A2, SRT, “2D モード”) 

2D 法による収縮期の心室

中隔厚さ 

(18158-6, LN, “収縮期の心室中隔

厚さ”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-03A2, SRT, “2D モード”) 

2D 法による心室中隔壁厚

増加率％ 

(18154-7, LN, “心室中隔壁厚増加

率％”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-03A2, SRT, “2D モード”) 

2D 法による拡張期の左心

室後壁厚さ 

(18152-9, LN, “拡張期の左心室後

壁厚さ”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-03A2, SRT, “2D モード”) 

2D 法による収縮期の左心

室後壁厚さ 

(18156-0, LN, “収縮期の左心室後

壁壁厚”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-03A2, SRT, “2D モード”) 

2D 法による左心室後壁厚

増加率％ 

(18053-9, LN, “左心室後壁厚増加

率％”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-03A2, SRT, “2D モード”) 

2D 法による拡張期の心室

中隔/左心室後壁の厚さ比

(18155-2, LN, “心室中隔/左心室後

壁の厚さ比”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-03A2, SRT, “2D モード”) 

M‐モード法による拡張

末期の左心室内径 

(29436-3, LN, “拡張末期の左心室

内径”)  

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-0394, SRT, “M‐モード”) 

M‐モード法による収縮

期の左心室内径 

(29438-3, LN, “収縮期の左心室内

径”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-0394, SRT, “M‐モード”) 

M‐モード法による収縮

期の左心室内径短縮率 

(18051-3, LN, “収縮期の左心室内

径短縮率”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-0394, SRT, “M‐モード”) 

M－モード法による拡張

期の心室中隔壁厚さ 

(18154-5, LN, “拡張期の心室中隔

壁厚さ”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-0394, SRT, “M‐モード”) 

M－モード法による収縮

期の心室中隔厚さ 

(18158-6, LN, “収縮期の心室中隔

壁厚さ”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-0394, SRT, “M‐モード”) 

M－モード法による心室

中隔厚さ増加率％ 

(18054-7, LN, “心室中隔厚さ増加

率％”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-0394, SRT, “M‐モード”) 

M－モード法による拡張

期の左心室後壁厚さ 

(18152-9, LN, “18154-5, LN, “拡張

期の左心室後壁厚さ”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-0394, SRT, “M‐モード”) 

M－モード法による収縮

期の左心室後壁厚さ 

(18156-0, LN, “収縮期の左心室後

壁厚さ”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-0394, SRT, “M‐モード”) 
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M－モード法による左心

室後壁％壁厚増加率 

(18053-9, LN, “左心室後壁厚さ増

加率％”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-0394, SRT, “M‐モード”) 

M‐モード法による心室

中隔/左心室後壁の厚さ比

(18155-2, LN, “心室中隔/左心室後

壁の厚さ比”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  

(G-0394, SRT, “M‐モード”) 
 

Ｎ．３．４ 左心室容積および駆出率 

ASE 概念名 ベース計測概念名 概念修飾子、または 

収集コンテキスト修飾子 

拡張末期の左心室容積 (18026-5, LN, “拡張末期の左

心室容積”) 

 

Teichholz 法による拡張末

期の左心室容積 

(18026-5, LN, “拡張末期の左

心室容積”) 

(G-C036, SRT, “計測方法”) = (125209, 

DCM, “Teichholz”) 

2-D 単一面（4 室）ディス

ク法による拡張末期の左

心室容積 

(18026-5, LN, “拡張末期の左

心室容積”) 

(111031, DCM, “画像ビュー”) = 

(G-A19C, SRT, “頂点状４室”) 

(G-C036, SRT, “計測方法”) = (125208, 

DCM, “単一面ディスク法”) 

2-D 複数面ディスク法に

よる拡張末期の左心室容

積 

(18026-5, LN, “拡張末期の左

心室容積”) 

(G-C036, SRT, “計測方法”) = (125208, 

DCM, “複数面ディスク法”) 

収縮期末の左心室容積 (18148-7, LN, “収縮期末の左

心室容積”) 

 

Teichholz 法による収縮期

末の左心室容積 

(18148-7, LN, “収縮期末の左

心室容積”) 

(G-C036, SRT, “計測方法”) = (125209, 

DCM, “Teichholz”) 

2-D 単一面（4 室）ディス

ク法による収縮期末の左

心室容積 

(18148-7, LN, “収縮期末の左

心室容積”) 

(111031, DCM, “画像ビュー”) = 

(G-A19C, SRT, “頂点状４室”) 

(G-C036, SRT, “計測方法”) = (125208, 

DCM, “単一面ディスク法) 

2-D 複面ディスク法によ

る拡張末期の左心室容積 

(18148-7, LN, “拡張末期の左

心室容積”) 

(G-C036, SRT, “計測方法”) = (125208, 

DCM, “複数面ディスク法”) 

左心室 EF(駆出率) (18043, LN, “左心室駆出率”)  

Teichholz 法による左心室

EF 

(18043, LN, “左心室駆出率”) (G-C036, SRT, “計測方法”) = (125209, 

DCM, “Teichholz”) 

2-D 単一面（4 室）ディス

ク法による左心室 EF 

(18043, LN, “左心室駆出率”) (111031, DCM, “画像ビュー”) = 

(G-A19C, SRT, “頂点状４室”) 

(G-C036, SRT, “計測方法”) = (125208, 

DCM, “単一面ディスク法”) 

2-D 複面ディスク法によ

る左心室 EF 

(18043, LN, “左心室駆出率”) (G-C036, SRT, “計測方法”) = (125208, 

DCM, “複数面ディスク法) 
 

Ｎ．３．５ 左心室拍出量 

ASE 概念名 ベース計測概念名 概念修飾子、または 
収集コンテキスト修飾子 

左心室一回拍出量 (F-32120, SRT, “一回拍出量”)   
 

ドップラー容積流量によ

る左心室一回拍出量 
(F-32120, SRT, “一回拍出量”) (G-C036, SRT, “計測方法”) = (125219, 

DCM, “ドップラー容積流量”) 
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(G-C0E3, SRT, “ 所見サイト ”) = 
(T-32650, SRT, “左心室流出路”) 

Teichholz 法による左心室

一回拍出量 
(F-32120, SRT, “一回拍出量”) (G-C036, SRT, “計測方法”) = (125209, 

DCM, “Teichholz”) 
2-D 単一面（4 室）ディス

ク法による左心室一回拍

出量 

(F-32120, SRT, “一回拍出量”) (111031, DCM, “画像ビュー”) = 
(G-A19C, SRT, “頂点状４室”) 
(G-C036, SRT, “計測方法”) = (125208, 
DCM, “単一面ディスク法) 

2-D 複数面ディスク法に

よる左心室一回拍出量 
(F-32120, SRT, “一回拍出量”) (G-C036, SRT, “計測方法”) = (125208, 

DCM, “複数面ディスク法) 
左心室心拍出量 (F-32100, SRT, “心拍出量”)   

 
ドップラー容積流量によ

る左心室心拍出量 
(F-32100, SRT, “心拍出量”) (G-C036, SRT, “計測方法”) = (125219, 

DCM, “ドップラー容積流量”) 
(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
(T-32650, SRT, “左心室流出路”) 

Teichholz 法による左心室

心拍出量 
(F-32100, SRT, “心拍出量”) (G-C036, SRT, “計測方法”) = (125209, 

DCM, “Teichholz”) 
2D 単一面（４室）ディス

ク法による左心室心拍出

量 

(F-32100, SRT, “心拍出量”) (111031, DCM, “画像ビュー”) = 
(G-A19C, SRT, “頂点状４室”) 
(G-C036, SRT, “計測方法”) = (125208, 
DCM, “単一面ディスク法”) 

2D複数面ディスク法によ

る左心室心拍出量 
 

(F-32100, SRT, “回拍出量”) (G-C036, SRT, “計測方法”) = (125207, 
DCM, “複数面ディスク法”) 

左心室心指数 (F-32110, SRT, “心指数”)  
 

ドップラー容積流量によ

る左心室心指数 
(F-32110, SRT, “心指数”) (G-C036, SRT, “計測方法”) = (125219, 

DCM, “ドップラー容積流量”) 
Teichholz 法による左心室

心指数 
(F-32110, SRT, “心指数”) (G-C036, SRT, “計測方法”) = (125209, 

DCM, “Teichholz”) 
2D 単一面（４室）ディス

ク法による左心室心指数 
(F-32110, SRT, “心指数”) (111031, DCM, “画像ビュー”) = 

(G-A19C, SRT, “頂点状４室”) 
(G-C036, SRT, “計測方法”) = (125208, 
DCM, “単一面ディスク法”) 

 
注： 左心室セクションの計測は左心室コンテキストをもっているので，所見サイト修飾子 (G-C0E3, SRT, “所見

サイト”) = (T-35400, SRT, “左心室”)でサイトを指定する必要はない。所見サイト修飾子は、もっと細かく指
定したい場合に用る。 

 

Ｎ．３．６ 左心室流出路 

 
ASE 概念名 ベース計測概念名 概念修飾子、または 

収集コンテキスト修飾子 
収縮期の左心室流出路直径 (G-038F, SRT, “心臓血管

開口部直径”) 
(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
(T-32650, SRT, “左心室流出路”) 

収縮期の左心室流出路断面積 (G-038F, SRT, “心臓血管
開口部面積”) 

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
(T-32650, SRT, “左心室流出路”) 

収縮期の左心室流出路ピーク
速度 

(11726-7, LN, “ピーク速
度”) 

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
(T-32650, SRT, “左心室流出路”) 

収縮期の左心室流出路ピーク (20247-3, LN, “ピーク勾 (G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
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瞬間勾配 配”) (T-32650, SRT, “左心室流出路”) 
収縮期の左心室流出路平均速
度 

(20352-1, LN,“平均速度”) (G-C0E3, SRT, “所見サイト”) =  
(T-32650, SRT,“左心室流出路”) 

収縮期の左心室流出路平均勾
配 

(20256-4, LN,“平均勾配”) (G-C0E3, SRT, “所見サイト”) =  
(T-32650, SRT,“左心室流出路”) 

収縮期の左心室流出路速度時
間積分 

(20354-7, LN,“速度時間
積分”) 

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) =  
(T-32650, SRT,“左心室流出路”) 

 

Ｎ．３．７ 左心室質量 

ASE 概念名 ベース計測概念名 概念修飾子、または 
収集コンテキスト修飾子 

左心室質量 (18087-7, LN, “左心室質
量”) 

 

2D 単一面（4 室）ディスク法に
よる左心室質量 

(18087-7, LN, “左心室質
量”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) = 
(G-03A2, SRT, “2D モード”) 
(G-C036, SRT,“計測方法”) =  
(125208, DCM “単一面ディスク法”) 

2D 複数面ディスク法よる左心
室質量 

(18087-7, LN, “左心室質
量”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) = 
(G-03A2, SRT, “2D モード”) 
(G-C036, SRT,“計測方法”) =  
(1252087, DCM “,複数面ディスク法”） 

M モードによる左心室質量 (18087-7, LN, “左心室質
量”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) =  
(G-0394, SRT,“M モード”)  

Ｎ．３．８ その他左心室計測 

ASE 概念名 ベース計測概念名 概念修飾子、または 
収集コンテキスト修飾子 

左心室等容積緩和時間 (18071-7, LN, “左心室容積
緩和時間”) 

 

左心室等容積収縮時間 (G-037E, SRT, “左心室容積
収縮時間”) 

 

拡張早期の内側僧帽弁輪での
左心室ピーク組織速度 

(G-037A, SRT, “拡張早期の
左心室ピーク組織速度”) 

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) =  
(G-0391, SRT,“内側僧帽弁輪”)  

拡張早期の外側僧帽弁輪での
左心室ピーク組織速度 

(G-037A, SRT, “拡張早期の
左心室ピーク組織速度”) 

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) =  
(G-0392, SRT,“外側僧帽弁輪”) 

拡張早期の内側僧帽弁輪ピー
ク速度と左心室ピーク組織速
度の比 

(G-037B, SRT, “MV のピー
ク速度とLVのE波ピーク組
織速度の比”) 

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
(G-0391, SRT, “内側僧帽弁輪”) 

拡張早期の外側僧帽弁輪での
僧帽弁 E 波ピーク速度と左心
室ピーク組織速度の比 

(G-037B, SRT,“MV ピーク速
度とLVのE波ピーク組織速
度の比”) 

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) =  
(G-0392, SRT, “外側僧帽弁輪”) 

心房収縮中の内側僧帽弁輪で
の左心室拡張ピーク組織速度 

(G-037C, SRT,“心房収縮中
の LV 拡張ピーク組織速度”)

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) =  
(G-0391, SRT, “内側僧帽弁輪”) 

心房収縮中の外側僧帽弁輪で
の左心室拡張ピーク組織速度 

(G-037C, SRT,“心房収縮中
の LV 拡張ピーク組織速度”)

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) =  
(G-0392, SRT, “外側僧帽弁輪”) 

内側僧帽弁輪での左心室収縮
時ピーク組織速度 

(G-037D, SRT,“左心室収縮
ピーク組織速度”) 

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) =  
(G-0391, SRT, “内側僧帽弁輪”) 

外側僧帽弁輪での左心室収縮
時ピーク組織速度 

(G-037D, SRT,“左心室収縮
ピーク組織速度”) 

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) =  
(G-0392, SRT, “外側僧帽弁輪”) 

 

Ｎ．３．９ 僧帽弁 
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ASE 概念名 ベース計測概念名 概念修飾子、または 
収集コンテキスト修飾子 

僧帽弁面積 (G-038E, SRT,“心臓血管開
口部面積”)  

(G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42047, SRT,“順行性の流れ”) 

連続性による僧帽弁面積 (G-038E, SRT,“心臓血管開
口部面積”) 

(G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42047, SRT,“順行性の流れ”) 
(G-C036, SRT, “測定方法”) =  
125212, DCM,“連続性の方程式”) 

面積計による僧帽弁面積 (G-038E, SRT,“心臓血管開
口部面積”) 

(G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42047, SRT,“順行性の流れ”) 
(G-C036, SRT, “測定方法”) =  
125220, DCM,“面積計”) 

圧力半減時間による僧帽弁面
積 

(G-038E, SRT,“心臓血管開
口部面積”) 

(G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42047, SRT,“順行性の流れ”) 
(G-C036, SRT, “測定方法”) =  
125210, DCM,“PHT による面積”) 

基部等速表面積による僧帽弁
面積 

(G-038E, SRT,“心臓血管開
口部面積”)  

(G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 
(G-C036, SRT, “測定方法”) =  
125216, DCM,“基部等速表面積”) 

僧帽弁圧力半減時間 (20280-4, LN,“圧力半減時
間”) 

(G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42047, SRT,“順行性の流れ”) 

僧帽弁 A 波ピーク速度 (17978-8, LN,“僧帽弁 A 波
ピーク速度”) 

 

僧帽弁 E 波ピーク速度 (18037-2, LN,“僧帽弁 E 波ピ
ーク速度”) 

 

僧帽弁 E 対 A の比 (18038-0, LN,“僧帽弁 E 対 A
の比”) 

 

僧帽弁 E 波減速時間 (G-0384, SRT,“僧帽弁 E 波
減速時間”) 

 

M-モードによる僧帽弁 E-F ス
ロープ 

(18040-6, LN,“M-モードに
よる僧帽弁 E-F スロープ”)

 

僧帽弁での速度時間積分 (20354-7, LN,“速度時間積
分”) 

(G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 

拡張期の僧帽弁ピーク瞬間勾
配 

(20247-3, LN,“ピーク勾配”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42047, SRT,“順行性の流れ”) 

拡張期の僧帽弁平均勾配 (20256-4, LN,“平均勾配”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 

拡張期の僧帽弁輪速度時間積
分 

(20354-7, LN,“速度時間積
分”) 

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) =  
(T-35313, SRT, “僧帽弁基底”) 
(G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 

拡張期の僧帽弁輪直径 (G-038F, SRT,“心臓血管開口
部直径”) 

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) =  
(T-35313, SRT, “僧帽弁基底”) 
(G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 

僧帽弁での逆流ピーク速度 (11726-7, LN,“ピーク速度”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42E61, SRT, “逆流”) 

基部等速表面積法による僧帽
弁の有効逆流開口 

(G-038E, SRT,“心臓血管開
口部面積”) 

(G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42E61, SRT, “逆流”) 
(G-C036, SRT, “測定方法”) =  
125216, DCM, “基部等速表面積”) 

基部等速表面積法による僧帽
弁での逆流体積 

(33878-0, LN,“容積流量”) (G-C048, SRT, “所見サイト”) = 
(T-35313, SRT, “僧帽弁基底”) 
(G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
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(R-42E61, SRT, “逆流”) 
(G-C036, SRT, “測定方法”) =  
125216, DCM, “基部等速表面積”) 

PISA による僧帽での弁の逆流
比 

(G-0390, SRT,“逆流比”) (G-C036, SRT, “測定方法”) = 
125216, DCM,“基部等速表面積”) 

僧帽弁輪部流量による僧帽弁
での逆流比 

(G-0390, SRT,“逆流比”) (G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
(T-35313, SRT,“僧帽弁輪”) 
(G-C036, SRT, “測定方法”) = 
(125219, DCM,“トップラー容積流
量”) 

僧帽弁での逆流ピーク勾配 (20247-3, LN,“ピーク勾配”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) =  
(R-42E61, SRT,“逆流”) 

僧帽弁逆流速度から求めた左
心室 dP/dt 

(18035-6, LN,“僧帽弁逆流か
ら求めた左心室 dP/dt”) 

 

注：僧帽弁計測は TID 5202 に記載され，そこでは所見サイトは，概念修飾子（G-C0E3，SRT，“所見サイト”）＝

（T-35300，SRT，“僧帽弁”）をもつ僧帽弁と規定されている。そのため，右縦列には所見サイト修飾子は現れな

い。 

Ｎ．３．１０ 肺静脈 

ASE 概念名 ベース計測概念名 概念修飾子、または 
収集コンテキスト修飾子 

収縮期の肺静脈ピーク速度 (29450-4, LN,“収縮期の肺静
脈ピーク速度”) 

 

拡張期の肺静脈ピーク速度 (29451-2, LN,“拡張期の肺静
脈ピーク速度”) 

 

肺静脈での収縮期対拡張期流
速比 

(29452-0, LN,“肺静脈での収
縮期対拡張期流速比”) 

 

心房収縮中の肺静脈ピーク逆
流速度 

(29453-8, LN,“心房収縮中の
肺静脈ピーク逆流速度”) 

 

収縮期の右上肺静脈ピーク速
度 

(29450-4, LN,“収縮期の肺静
脈ピーク速度”) 

(G-A1F82, SRT, “局所的修飾子”) = 
(R-404A0, SRT, “右上セグメント”) 

拡張期の右上肺静脈ピーク速
度 

(29451-2, LN,“拡張期の肺静
脈ピーク速度”) 

(G-A1F8, SRT, “局所的修飾子”) = 
(R-404A0, SRT, “右上セグメント”) 

右上肺静脈での収縮期対拡張
期速度比 

(29452-0, LN,“肺静脈の収縮
期対拡張期比”) 

(G-A1F8, SRT, “局所的修飾子 3”) = 
(R-404A0, SRT, “右上セグメント”)

収縮期の右下肺静脈ピーク速
度 

(29450-4, LN,“収縮期の肺静
脈ピーク速度”) 

(G-A1F8, SRT, “局所的修飾子”) = 
(R-4049E, SRT, “右下セグメント”) 

拡張期の右下肺静脈ピーク速
度 

(29451-2, LN,“拡張期の肺静
脈ピーク速度”) 

(G-A1F8, SRT, “局所的修飾子”) = 
(R-4049E, SRT, “右下セグメント”) 

右下肺静脈での収縮期対拡張
期速度比 

(29452-0, LN,“肺静脈の収縮
期対拡張期比”) 

(G-A1F8, SRT, “局所的修飾子”) = 
(R-4049E, SRT, “右下セグメント”) 

収縮期の左上肺静脈ピーク速
度 

(29450-4, LN,“収縮期の肺静
脈ピーク速度”) 

(G-A1F8, SRT, “局所的修飾子”) = 
(R-40491, SRT, “左上セグメント”) 

拡張期の左上肺静脈ピーク速
度 

(29451-2, LN,“拡張期の肺静
脈ピーク速度”) 

(G-A1F8, SRT, “局所的修飾子”) = 
(R-40491, SRT, “左上セグメント”) 

左上肺静脈での収縮期対拡張
期速度の比 

(29452-0, LN,“肺静脈での収
縮期対拡張期比”) 

(G-A1F8, SRT, “局所的修飾子”) = 
(R-40491, SRT, “左上セグメント”) 

収縮期の左下肺静脈ピーク速
度 

(29450-4, LN,“収縮期の肺静
脈ピーク速度”) 

(G-A1F8, SRT, “局所的修飾子”) = 
(R-4214B, SRT, “左下セグメント”)

拡張期の左下肺静脈ピーク速
度 

(29451-2, LN,“拡張期の肺静
脈ピーク速度”) 

(G-A1F8, SRT, “局所的修飾子”) = 
(R-4214B, SRT, “左下セグメント”)

                                                      
2 原文はコード値が重複している。 
3 原文のコード意味は誤り。 
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左下肺静脈での収縮期対拡張
期速度の比 

(29452-0, LN,“肺静脈での収
縮期対拡張期比”) 

(G-A1F8, SRT, “局所的修飾子”) = 
(R-4214B, SRT, “左下セグメント”)

 

Ｎ．３．１１ 左心房／動脈弓 

ASE 概念名 ベース計測概念名 概念修飾子、または 
収集コンテキスト修飾子 

収縮期の左心房前後方向寸法 (29469-4,LN,“収縮期の左心
房前後方向寸法”) 

 

M モード法による収縮期の左
心房前後方向寸法 

(29469-4, LN,“収縮期の左心
房前後方向寸法”) 

(G-0373, SRT, “ 画像モード ”) =
G-0394, SRT, “M モード”) 

2D 法による収縮期の左心房前
後方向寸法 

(29469-4, LN,“収縮期の左心
房前後方向寸法”) 

(G-0373, SRT, “ 画像モード ”) =
G-03A2, SRT, “2D モード”) 

左心房対大動脈基部の比 (17985-3, LN,“左心房対大動
脈基部の比”) 

 

左心房動脈弓でのピーク速度 (29486-8, LN,“左心房動脈弓
ピーク速度”) 

 

収縮期の左心房面積 (17977-0, LN,“収縮期の左心
房面積”) 

 

収縮期の左心房容積 (G-0383, SRT,“収縮期の左心
房容積”) 

 

 

Ｎ．３．１２ 右心室 

ASE 概念名 ベース計測概念名 概念修飾子、または 
収集コンテキスト修飾子 

M モード法による拡張期の右
心室内径 

(20304-2, LN,“拡張期の右心
室内径”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) = 
G-0394, SRT, “M モード”) 

2D 法による拡張期の右心室内
径 

(20304-2, LN,“拡張期の右心
室内径”) 

(G-0373, SRT, “画像モード”) = 
G-03A2, SRT, “2D モード”) 

収縮期の右心室流出路でのピ
ーク速度 

(11726-7, LN,“ピーク速度”) (G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
T-32550, SRT, “右心室流出路”) 

収縮期の右心室流出路での速
度時間積分 

(20354-7, LN,“速度時間積
分”) 

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
T-32550, SRT, “右心室流出路”) 

2D 法による収縮期の右心室流
出路直径 

(G-038F, SRT,“心臓血管開口
部直径”) 

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
T-32550, SRT, “右心室流出路”) 
(G-0373, SRT, “画像モード”) = 
G-03A2, SRT, “2D モード”) 

右心室流出路での収縮期ピー
ク瞬間勾配 

(20247-3, LN,“ピーク勾配”) (G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
T-32550, SRT, “右心室流出路”) 

右心室流出路での収縮期平均
勾配 

(20256-4, LN,“平均勾配”) (G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
T-32550, SRT, “右心室流出路”) 

ドップラー容積流量による右
心室 1 回拍出量 

(F-32120, SRT, 1 回拍出量”) (G-C0E3, SRT, “測定方法”) = 
(125219, DCM, “ドップラー体積
流量”)  
(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
T-32550, SRT, “右心室流出路”) 

右心室の流出路面積 (G-038F, SRT,“心臓血管開口
部面積”) 

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
(T-32550, SRT, “右心室流出路”) 

右心室流出路での平均速度 (20352-1, LN,“平均速度”) (G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
(T-32550, SRT, “右心室流出路”) 

拡張期の右心室後壁厚さ (18153-7, LN“拡張期の右心
室後壁厚さ”) 
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収縮期の右心室後壁厚さ (18153-8, LN“収縮期の右心
室厚さ”) 

 

収縮期の右心室ピーク圧力 (G-0380, SRT,“収縮期の右心
室ピーク圧力”) 

 

 
 

Ｎ．３．１３ 肺動脈弁／肺動脈 

ASE 概念名 ベース計測概念名 概念修飾子、または 
収集コンテキスト修飾子 

主肺動脈直径 (18020-8, LN, “主肺動脈直径”)  

主肺動脈速度 (G-038A, SRT,“主肺動脈速度”)  

右肺動脈直径 (18021-6, LN,“右肺動脈直径”)  

左肺動脈直径 (18019-0, LN,“左肺動脈直径”)  

収縮期の肺動脈弁ピーク瞬
間勾配 

(20247-3, LN,“ピーク勾配”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) = 
(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 

収縮期の肺動脈弁平均勾配 (20256-4, LN,“平均勾配”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) = 
(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 

収縮期の肺動脈弁ピーク速
度 

(20354-7, LN 11726-7, LN,“ピー
ク速度”) 

(G-C048, SRT, “流れの方向”) = 
(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 

収縮期の肺動脈弁速度時間
積分 

(20354-7, LN“速度時間積分”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) = 
(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 

連続性による肺動脈弁面積 (18096-8, LN,“連続性による肺動
脈弁面積”) 

 

肺動脈弁加速時間 (20168-1, LN,“加速時間”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) = 
(R-42E61, SRT, “逆流”) 

拡張末期の肺動脈弁逆流速
度 

(11653-3, LN,“拡張末期速度”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) = 
(R-42E61, SRT, “逆流”) 

拡張期の肺動脈弁逆流ピー
ク速度 

(11726-7, LN,“ピーク速度”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) = 
(R-42E61, SRT, “逆流”) 

注： 肺動脈の計測は TID 5202 に記述され，所見サイトは，概念修飾子（G-C0E3, SRT，“所見サイト”）=（T-3
5100, SRT,“肺動脈弁”）をもつ肺動脈弁と規定されている。そのため，右縦列には所見サイトの概念修飾

子は現れない。 

Ｎ．３．１４ 三尖弁 

ASE 概念名 ベース計測概念名 概念修飾子、または 
収集コンテキスト修飾子 

拡張期の三尖弁平均速度 (20352-1, LN,“平均速度”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) = 
(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 

三尖弁での E 波ピーク速度 (18031-5, LN,“三尖弁 E 波ピー
ク速度”) 

 

三尖弁での A 波ピーク速度 (18030-7, LN,“三尖弁 A 波ピー
ク速度”) 
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拡張期の三尖弁速度時間積
分 

(20354-7, LN,“速度時間積分”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) = 
(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 

拡張期の三尖弁ピーク勾配 (20247-3, LN,“ピーク勾配”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) = 
(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 

拡張期の三尖弁平均勾配 (20256-4, LN,“平均勾配”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) = 
(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 

拡張期の三尖弁輪直径 (G-038F, SRT,“心臓血管開口部直
径”) 

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
T-35111, SRT, “三尖弁輪”)  
(G-C048, SRT, “流れの方向”) = 
(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 

三尖弁でのピーク逆流速度 (11726-7, LN,“ピーク速度”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) = 
(R-42E61, SRT, “逆流”) 

三尖弁でのピーク逆流圧勾
配 

(20247-3, LN,“ピーク勾配”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) = 
(R-42E61, SRT, “逆流”) 

三尖弁での逆流速度時間積
分 

(20354-7, LN,“速度時間積分”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) = 
(R-42E61, SRT, “逆流”) 

三尖弁での減速時間 (20217-6, LN,“減速時間”) (G-C048, SRT, “流れの方向”) = 
(R-42047, SRT, “順行性の流れ”) 

注： 三尖弁の計測は TID 5202 に記述され，所見サイトは，概念修飾子（G-C0E3, SRT，“所見サイト”）＝（T-3
5100,SRT，“三尖弁”）をもつ三尖弁と規定されている。そのため，右縦列には所見サイトの概念修飾子は現

れない。 

Ｎ．３．１５ 右心房／下大静脈 

ASE 概念名 ベース計測概念名 概念修飾子、または 
収集コンテキスト修飾子 

収縮期の右心房圧力 (18070-3, LN,“収縮期の右心房圧
力”) 

 

収縮期の右心房面積 (17988-7, LN,“収縮期の右心房面
積”) 

 

下大静脈直径 (18006-7, LN,“下大静脈直径”)  

吸気時の下大静脈直径 (18006-7, LN,“下大静脈直径”) (R-40899, SRT, “呼吸サイクル点”)=
（F-20010，SRT，“吸気時”） 

呼気時の下大静脈直径 (18006-7, LN,“下大静脈直径”) (R-40899, SRT, “呼吸サイクル点”)=
（F-20020，SRT，“呼気時”） 

下大静脈虚脱％ (18050-5, LN,“下大静脈虚脱％”)  

収縮期の肝静脈ピーク
速度 

(29471-0, LN,“収縮期の肝静脈ピ
ーク速度”) 

 

拡張期の肝静脈ピーク
速度 

(29472-8, LN,“拡張期の肝静脈ピ
ーク速度”) 

 

肝静脈の収縮期対拡張
期流速比 

(29473-6, LN,“肝静脈の収縮期対
拡張期流速比”) 

 

心房収縮中の肝静脈ピ
ーク逆流速度 

(29474-4, LN,“心房収縮中の肝静
脈ピーク逆流速度”) 

 

吸気時、収縮期の肝静脈
ピーク速度 

(29471-0, LN,“収縮期の肝静脈ピ
ーク速度”) 

(R-40899, SRT,“ 呼吸サイクル点”)=
（F-20010，SRT，“吸気時”） 

吸気時、拡張期の肝静脈
ピーク速度 

(29472-8, LN,“拡張期の肝静脈ピ
ーク速度”) 

(R-40899, SRT, “呼吸サイクル点”)=
（F-20010，SRT，“吸気時”） 
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吸気時、肝静脈流速の収
縮期と拡張期比 

(29473-6, LN,“肝静脈速の収縮期
と拡張期比”) 

(R-40899, SRT,“ 呼吸サイクル点”)=
（F-20010，SRT，“吸気時”） 

吸気時、心房収縮中の肝
静脈ピーク逆流速度 

(29474-4, LN,“心房収縮中の肝静
脈ピーク逆流速度”) 

(R-40899, SRT, “呼吸サイクル点”)=
（F-20010，SRT，“吸気時”） 

呼気時、収縮期の肝静脈
ピーク速度 

(29471-0, LN,“収縮期の肝静脈ピ
ーク速度”) 

(R-40899, SRT, “呼吸サイクル点”)=
（F-20020，SRT，“呼気時”） 

呼気時、拡張期の肝静脈
ピーク速度 

(29472-8, LN,“拡張期の肝静脈ピ
ーク速度”) 

(R-40899, SRT, “呼吸サイクル点”)=
（F-20020，SRT，“呼気時”） 

呼気時、肝静脈流速の収
縮期対拡張期比 

(29473-6, LN,“肝静脈流速の収縮
期対拡張期比”) 

(R-40899, SRT, “呼吸サイクル点”)=
（F-20020，SRT，“呼気時”） 

呼気時、心房収縮中の肝
静脈ピーク逆流速度 

(29474-4, LN,“心房収縮中の肝静
脈ピーク逆流速度”) 

(R-40899, SRT, “呼吸サイクル点”)=
（F-20020，SRT，“呼気時”） 

 

Ｎ．３．１６ 先天性／小児 

ASE 概念名 ベース計測概念名 概念修飾子、または 
収集コンテキスト修飾子 

収縮期の胸部大動脈縮
窄症ピーク速度 

(29460-3, LN,“収縮期の胸部大動
脈縮窄症ピーク速度”) 

 

収縮期の胸部大動脈縮
窄症ピーク瞬間勾配 

(20256-4, LN,“平均勾配”) (G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
(D4-32030，SRT, “胸部大動脈縮窄症”)

収縮期の胸部大動脈縮
窄症平均勾配 

(17995-2, LN,“収縮期の胸部大動
脈縮窄症ピーク瞬間勾配”) 

 

心室中隔欠損部直径 (G-038F, SRT,“心臓血管開口部直
径”) 

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
(D4-31150，SRT, “心室中隔欠損部”) 

収縮期の心室中隔欠損
部ピーク瞬間勾配 

(20247-3, LN,“ピーク勾配”) (G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
(D4-31150，SRT, “心室中隔欠損部”) 

収縮期の心室中隔欠損
部平均勾配 

(20256-4, LN,“平均勾配”) (G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
(D4-31150，SRT, “心室中隔欠損部”) 

収縮期の心室中隔欠損
部ピーク速度 

(11726-7, LN,“ピーク速度”) (G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
(D4-31150，SRT, “心室中隔欠損部”) 

心房中隔欠損部直径 (G-038F, SRT,“心臓血管開口部直
径”） 

(G-C0E3, SRT, “所見サイト”) = 
(D4-31220，SRT, “心房中隔欠損部”) 

肺から体循環へのシャ
ント流量比 

(29462-9, LN, “肺から体循環への
シャント流量比”) 

 

ドップラー容積流量法
による肺から体循環へ
のシャント流量比- 

(29462-9, LN, “肺から体循環への
シャント流量比-”) 

(G-C036, SRT, “計測方法”) =  
(125219, DCM, “ドップラー容積流
量”) 

 

Ｎ．４ エンコーディングの例 

Ｎ．４．１ 例１：患者の特徴 

ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値例 TID 
 

 成人心エコー検査レポート  5200 
> ….  … 
> 患者特徴  5201 
>> 対象者の年齢 39 才 5201 
>> 対象者の性別 男性 5201 
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>> 患者の身長 167 cm 300 
>> 患者の体重 72.6 kg 300 
>> 体表面積 1.82 m2 300 
>>> 体表面積計算式 コード：122240 5201 

Ｎ．４．２ 例２：ＬＶ寸法と内径短縮率 

ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値例 TID 
 

 成人心エコー検査レポート  5200 
> ….  … 
> 所見  5202 
>> 所見のサイト 左心室 5202 
>> 計測グループ  5202 
>> 収集プロトコル 2D 次元 5202 
>>> 心拍数 45 bpm 300 
>>> 拡張末期の左心室内径 5.09 cm 300 
>>>> 画像モード 2d 5203 
>>> 拡張末期の左心室内径 5.34 cm 300 
>>>> 画像モード 2d 5203 
>>> 拡張末期の左心室内径 5.22 cm 300 
>>>> 画像モード 2d 5203 
>>>> 導出 平均 300 
>>> 収縮期の左心室内径 5.09 cm 300 
>>>> 画像モード 2d 5203 
>>> 収縮期の左心室内径 5,34 cm 300 
>>>> 画像モード 2d 5203 
>>> 収縮期の左心室内径 5.22 cm 300 
>>>> 画像モード 2d 5203 
>>>> 導出 平均 300 
>>> 拡張期の心室中隔厚さ 1.20 cm 300 
>>> 拡張期の心室中隔厚さ 1.20 cm 300 
>>>> 導出 平均 300 
>>> 収縮期の左心室内径 5.09 cm 300 
>>> 収縮期の左心室内径 5.30 cm 300 
>>>> 導出 平均 300 
>>> 左心室内径短縮率 54.8% 300 
>>> …  … 
 

Ｎ．４．３ 例３：左心房/大動脈基部比 

ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値例 TID 
 

 成人心エコー検査レポート  5200 
> ….  … 
> 所見  5202 
>> 所見のサイト 左心室 5202 
>> 計測グループ  5202 
>>> 収集プロトコル 2D 次元 5202 
>>> 収縮期の左心房前後寸法 3.45 cm 5202 
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>>> 収縮期の左心房前後寸法 3.45 cm 5202 
>>>> 導出 平均 5202 
>>> 左心房対大動脈基部の比 1.35 5202 
> 所見  5202 
>> 所見のサイト 大動脈 5202 
> 計測グループ  5202 
>> 収集プロトコル 2D 次元 5202 
>>> 大動脈基部直径 2.55 cm 5202 
>>> ...  ... 
 

Ｎ．４．４ 例４：圧力  

ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値例 TID 
 

 成人心エコー検査レポート  5200 
> ….  … 
> 所見  5202 
>> 所見のサイト 右心房 5202 
>> 計測グループ  5202 
>>> 収集プロトコル 圧力予測 5202 
>>> 収縮期の右心房圧力 10 mmHg 5202 
>>>> 導出 ユーザ推定 5202 
>> 所見のサイト 右心室 5202 
>> 計測グループ  5202 
>>> 収集プロトコル 圧力予測 5202 
>>> 収縮期の右心室ピーク圧力 49.3 mmHg 5202 

Ｎ．４．５ 例５：心拍出量 

ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値例 TID 
 

 成人心エコー検査レポート  5200 
> ….  … 
> 所見  5202 
>> 所見のサイト 左心室 5202 
>> 計測グループ  5202 
>> 画像モード 2D 5202 
>>> 心拍数 89 bpm 5202 
>>> 拡張末期の左心室容積 38.914 ml 5202 
>>>> 計測方法 Teichholz 5202 
>>> 収縮末期の左心室容積 12.304 ml 5202 
>>>> 計測方法 Teichholz 5202 
… … … … 
>>> 一回拍出量 26.6 cm 5202 
>>>> 解剖学的部位 左心室 5202 
>>> 拍出指標 13.49 ml/㎡ 5202 
>>>> 解剖学的部位 左心室 5202 
>>> 心拍出量 2.37l/分 5202 
>>>> 解剖学的部位 左心室 5202 
>>> 循環指標 1.20 l/分/㎡ 5202 



PS 3.17-2008 翻訳原稿 

 141 2010/01/22 

>>>> 解剖学的部位 左心室 5202 
>>>> 指標 BSA 5202 
>>> 左心室駆出率 68.4 % 5202 
>>> …  … 
 

Ｎ．４．６ 例６：心室壁スコア化 

ネスト 概念名のコード意味 コード意味または値例 TID 
 

 成人心エコー検査レポート  5200 
> ….  … 
> 所見  5204 
> 検査レポート 心エコーでの心室萎縮診断 5204 
>> ステージ プレストレス画像収集 5204 
>> LV 壁運動評点指数(WMSI) 1.0 5204 
>>> 評価スケール 5 点セグメント所見スケール 5204 
>> 所見  5204 
>>> 心室壁セグメント 基底前部 5204 
>>>> 壁運動の所見 正常 5204 
>>> 心室壁セグメント 基底前壁中核 5204 
>>>> 壁運動の所見 正常 5204 
>>> 心室壁セグメント 基底中核下部 5204 
>>>> 壁運動の所見 動き無し 5204 
…        …残りのセグメント…  5204 
> 壁運度の解析  5204 
>> ステージ ピークストレス画像収集 5204 
>> LV 壁運動評点指数 1.23 5204 
>>> 評価スケール 5 点セグメント所見スケール 5204 
>> 所見  5204 
>>> 心室壁セグメント 基底前部 5204 
>>>> スコア 動きが弱い 5204 
>>> 心室壁セグメント 基底前壁中核 5204 
>>>> スコア 動きなし 5204 
>>> 形態構造 傷跡あり／間伐 5204 
>>> 心室壁セグメント 基底中隔下部 5204 
>>>> スコア 正常 5204 
       …残りのセグメント…  5204 
 

Ｎ．５ IVUS レポート 

IVUS(血管内超音波検査)レポートは，各コンテナが画像検査される血管（動脈位置）に対応する１以上

の血管コンテナをもってる。各々の血管は，カテーテル検査中に取得される１以上の IVUS 引き戻し（超

音波複数フレーム画像）画像と関連する。各血管は，各々が一つの病変に関連している 1 以上のサブコ

ンテナを持っている。各病変コンテナには，一組の IVUS 計測値と定量的な評定を含んでいる。その結

果の階層的な構造が図 N.5-1 に示されている。 
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IVUS レポート
CONTAINER

血管 
CONTAINER 

血管 
CONTAINER 

血管
CONTAINER 
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参照画像 
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血管の形態学 

血管所見 

動脈の位置 

病変 
CONTAINER
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定量的評価 

IVUS 計測 

使用機器 

所見 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ｎ．５－１:ＩＶＵＳレポート構造 
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附属書Ｏ 登録（参考） 

Ｏ．１ 空間登録および空間基準点SOPクラス 

これらの SOP クラスを使用して，画像群間の空間的な関係を記述することができる。図 O.1-1 に示さ

れているように，各インスタンスはいかなる数の登録でも記述できる。各インスタンスはまた既に存在

する登録インスタンスを参照することもでき，再利用してそのインスタンスの登録を生成していく。 
 
参照座標システム(RCS)は，DICOM の参照フレームモジュールにより記述されている空間の参照フレー

ムである。登録 SOP インスタンスの選ばれた参照フレームは，一つ以上の数の参照 SOP インスタンス

と同一であることができる。この場合は，図中の登録 RCS に示すとおり，参照フレーム UID(0020,005
2)は同一である。登録情報とは，一連の空間の変換シーケンスであり，変形情報(deformation informati
on)を含むこともありえる。指定の空間の変換の複合が，ある RCS から他の RCS への完全な変換を定

義している。 
 
画像インスタンスが DICOM 参照フレームを持たないケースもあるが，その場合，登録はその単一画像

（または，マルチフレーム画像の場合の単一フレーム）そのものに対して行なわれている。空間登録 I
OD を使えば、定義された参照フレームを持たない画像に対しても、座標システムを作り上げることが

できる。これを行なうために，ソース画像の最上左端の画素中心が(0,0,0)に位置するとして処理される。

ソース IOD に規定されている分解能を用いて，第一画素からのオフセット量が算出される。その座標を

変換マトリックスで乗じることにより，新しい参照フレームの中での患者の座標が求められる。 
 
特殊なケースは，アトラスである。いくつかの通常良く用いられるアトラスに対して，DICOM は周知

の参照フレーム UID を定義している。アトラスに関連付けられるのは，画像データに限定されない。 
 
空間登録あるいは変形可能(Deformable)登録 SOP クラスを使用する際に，2 つの座標システムがある。

参照されるデータの座標系はソース RCS である。SOP インスタンスとなった座標系は，登録済 RCS
である。 
 
変換の方向の感覚は，空間登録 SOP クラスと変形可能空間登録 SOP クラスでは異なっている。空間登

録 SOP クラスでは，ソース RCS におけるソース座標系を登録済 RCS における登録済座標系へ写像す

る変換を規定している。変形可能空間登録 SOP クラスでは，登録済 RCS における登録済座標系をソー

ス RCS へ写像する変換を規定している。 
 
空間基準点 SOP クラスは，空間基準点を陰関数的表現の登録情報として保存している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ｏ．１－１ 画像ＳＯＰインスタンスの登録 
 

空間登録 変形可能空間登録 

ソース ソース ソース ソース 

変換

登録済 登録済
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Ｏ．２ 機能的ユースケース 

マルチモダリティのフュージョン（融合）：1 台のワークステーションやモダリティは、複数の収集モダ

リティ―PET,CT,MR,および US―の別シリーズの複数画像を登録（registration）することが出来る。ワ

ークステーションは，登録データを保存して、その後、画像の視覚表示や画像処理につかう。その視覚

表示には，複数画像を並べて同期表示したり，あるモダリティの一画像を他のモダリティのディスプレ

ー上に重ねて表示(overlay)(fusion)したりする。その様な融合した使い方のプロセスは，この規格では規

定しない。ワークステーションはまた，すぐに表示できる一枚の融合画像を生成・保存する事ができる。

ここで、融合画像は複数のソース画像インスタンスと、それら画像間のアラインメントを記述する登録

インスタンスの両方を参照する。 
 
以前の検査との融合：ポストプロセッシングや手動プロセスを用れば、ワークステーションは，以前の

検査データと現在の検査データシリーズとの空間的オブジェクト登録を生成して、比較評価を行うこと

ができる。 
 
アトラスマッピング：ワークステーションや CAD 装置は，脳半球溝面を定義するための前交連、後交

連、その他の点のような、解剖学的特徴の基準点を脳内に指定する。システムはこの情報を空間基準点

SOP インスタンスに保存する。ワークステーションまたは装置は、その後、基準点情報を検索取得して，

患者の画像を機能的あるいは解剖学的アトラスに登録し，アトラス情報をオーバーレイとして重ね合せ

て表示できる。 
 
CAD：CAD 装置は，分析を進めている期間中に特徴の基準点情報を生成する。装置は、他の画像処理

手続きで将来の分析に使用できるように基準点位置を保存する。引き続いて行なわれるCAD処理では，

CAD 装置は新しいデータセット上で新しい分析を行なう。前述のように，装置は類似の基準点情報を発

生させ，それを空間基準点 SOP インスタンスに保存する。その後，CAD 装置は現在の検査画像を以前

の検査画像に重ね合わせる追加分析を登録する。追加分析は，以前の検査と現在の検査の基準点を相互

に関連付けて行う。CAD 装置は，登録 SOP インスタンスにこの登録を保存できる。 
 
適応型放射線治療： 照射治療に先立ち，患者の体位の変化を調べるために，CT スキャンが行なわれ

る。ワークステーションは最も新しい画像データを以前のデータに重ね合わせ，照射計画を修正し，登

録情報と修正された計画を保存する。 
 
画像の縫い合わせ： 収集装置が複数画像を収集する，例えば下肢の DX 画像を分けて撮影する。ユー

ザは各画像上の基準点を指定する。システムがそれら基準点情報を 1 以上の基準点 SOP インスタンス

に保存する。それから，基準点 SOP インスタンスを入力として用いることによりアルゴリズムに従っ

て複数の画像が縫い合わされる。その結果，一枚の下肢の画像が出来上がり，オプションとして如何にオ

リジナルの画像が最終画像上の位置に変換されたかを示す登録 SOP インスタンスが得られる。 
 

Ｏ．３ システム相互作用 

 
図 O.3-1 は，空間登録 SOP クラスを用いて MR と CT の登録を行なうための記憶操作のシステム相互

作用を示す。CT シリーズの画像面モジュールの属性が，DICOM 参照フレームの RCS への空間マッピ

ングを規定している。 
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図Ｏ．３－１ 保存された登録のシステム相互作用 
 

登録 SOP インスタンスの受信者（レシーバー）は，その空間変換情報を用いて通常の座標システムで

参照画像データを表示したり情報処理したりすることも出来る。このことが，解読，治療計画，組織分

類，定量化(quantification)，またはコンピュータ支援検索 (Computer Aided Detection)等を行なってい

る間にも相互に作用する三次元の表示を可能にする。図 0.3-2 は一般的相互作用シナリオを示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ｏ．３－２ 相互作用シナリオ 
 
組み合わされた収集モダリティの場合には，一台の収集装置が他の装置と関係する自身の画像データの

空間的関係を知ることができる。下図 O.3-3 に示すように、収集装置は登録 SOP クラスを用いて、モ

ダリティ B 画像をモダリティ A 画像との関係を規定することができる。最も直接的な場合では，両モダ

情報ネット

ワーク 

モダリティ

モダリティ

ワークステ 
ーション 

または CAD 

ワークステ
ーション 

または CAD

登録

登録

登録

画像 B

画像 A

登録

画像 B

画像 A

画像 B 

画像 A 

モダリティ 

保存装置

登録装置

視覚化装置 
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リティの各 SOP クラスインスタンスにおいて、データは同一の DICOM 参照フレームを持つ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ｏ．３－３ 組み合わされたモダリティ 
 
 
空間登録インスタンスは一つ以上の登録インスタンスから成る。各々の登録は，参照画像セットの RCS
から，参照フレーム UID(0020,0052)で特定される空間登録インスタンス(PS3.3 参照)の RCS への変換

を規定する。 
 

Ｏ．４ エンコードの概要 

 
図 O.4-1 は，空間登録の情報モデルを示し，属性とモデルのオブジェクトとの関係を図示する。各オブ

ジェクトを記述する DICOM 属性は，オブジェクトに近接して記されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

組合せモダリティ 

モダリティ 

モダリティ 

情報ネット

ワーク 
ワークステ 
ーション 

または CAD 

登録 登録

登録 
SOPインスタンス

画像リスト 

参照画像 

コンテンツ日付 
コンテンツ時刻 
コンテンツ識別 
登録シーケンス 

参照画像シーケンス項目 
>画像 SOP インスタンス参照マクロ 

 
登録 

 

参照フレーム 
(アトラスを含む) 

参照画像シーケンス項目 
>画像 SOP インスタンス参照マクロ 

登録シーケンス項目 
>参照フレームUID 
>参照画像シーケンス 
>マトリックス登録シーケンス 
>使用基準点シーケンス 

登録 
エビデンス 

使用基準点シーケンス項目 
>基準点 UID 

マトリックス登録シーケンス項目 
>FoR 変換コメント 
>登録タイプコードシーケンス 
>マトリックスシーケンス 

マトリックス

登録 

FoR 
変換マトリックス

マトリックスシーケンス項目 
>FoR 変換マトリックス 
>FoR 変換マトリックスタイプ 
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図Ｏ．４－１ 空間登録のエンコーディング 

 
図 O.4-2 は，変形可能な空間登録の情報モデルであり、属性とモデルのオブジェクトの関係を図示する。

各オブジェクトを説明する DICOM 属性は，オブジェクトに近接して記されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ｏ．４－２ 変形可能空間登録のエンコーディング 
 
 
図 O.4-3 は，空間的基準点の情報モデルであり、属性とモデルのオブジェクトの関係を図示する。各オ

ブジェクトを説明する DICOM 属性は，オブジェクトに近接して記されている。 
 

コンテンツ日付 
コンテンツ時刻 
コンテンツ識別 
登録シーケンス 

変形可能な登録
SOP  
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画像リスト 

参照画像 

参照画像シーケンス項目 
>画像 SOP インスタンス参照マクロ

参照フレーム 
(アトラスを含む) 

変形可能な 
登録 

参照画像シーケンス項目 
>画像 SOP インスタンス参照マクロ

変形可能な登録シーケンス項目 
>ソースの参照フレーム UID 
>参照画像シーケンス 
>変形前マトリックス登録シーケ

ンス 
>変形後マトリックス登録シーケ

ンス 
>変形可能登録グリッドシーケンス

登録 
エビデンス 

使用基準点シーケンス項目 
>基準点 UID 

変形前 
マトリックス登録 

 

変形後
マトリックス登録

変形可能 
登録グリッド 

変形可能登録グリッドシー
ケンス項目 
>画像方位（患者） 
>画像位置（患者） 
>グリッド寸法 
>グリッド分解能 
>グリッドデータベクトル 

変形前マトリックス登録
シーケンス項目 
>FoR 変換マトリックス 
>FoR 変換マトリックス 
タイプ 

変形後マトリックス登録シ
ーケンス項目 
>FoR 変換マトリックス 
>FoR 変換マトリックス 
タイプ 
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空間基準点 
SOP インスタンス

画像リスト 

参照画像 

コンテンツ日付 
コンテンツ時刻 
コンテンツ識別 
登録シーケンス 

参照画像シーケンス項目 
>画像 SOP インスタンス参照マクロ

基準点セット 参照フレーム 
(アトラスを含む) 

参照フレーム UID 

基準点セットシーケンス項目 
>参照フレーム UID 
>参照画像シーケンス 
>基準点シーケンス 

基準点 

基準点シーケンス項目 
>基準点識別子  
>基準点識別子コードシーケンス 
>基準点記述 
>基準点 UID 
>形状タイプ 

ポイント セグメント 線 面 表面 

外形輪郭点 グラッフィク

座標 

基準点シーケンス項目 
>輪郭点の数 
>Contour(輪郭)不確かさ半径 
>輪郭データ 
(各点に対して 1 座標 3 連値) 

基準点シーケンス項目 
>グラッフィク座標系データシーケンス

>>グラッフィックデータ 
（各空間座標点に対して行・列１対） 
>>参照イメージシーケンス 
>>>画像SOP インスタンス参照マクロ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ｏ．４－３ 空間基準点のエンコーディング 
 

Ｏ．５ マトリックス登録 

 
4ｘ4 の同次変換マトリックスが，参照画像を登録 IE の RCS に登録する操作，すなわち空間的回転，

平行移動，スケール変更，アフィン変換などを記述している。それらの段階は，単一マトリックスでも、

または、それぞれが単一マトリックスで表現される回転，平行移動，スケール変更などの一連のシーケ

ンスとしてしても表現できる。通常の登録では、剛体の回転と平行移動だけを含む。アトラスの登録や

マイナーな寸法食い違いの修正などでは、スケール変更やアフィン変換が生じる。 
 
 

Ｏ．６ 空間基準点 
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基準点とは，画像から導出される位置、方位、尺度の参照マーカを言う。基準点は，ラベル付けされた

点のこともあり，形状を規定するデータ群の中の点の集合という場合もある。最も一般的には，基準点

は個々の点である。 
 
独立した画像の集合の関連性を示す基準点は，画像中の同様な形のオブジェクト間の空間登録を推定す

るための登録プロセスへの入力として使われる。相関性は基準点識別子の中で表現される場合もあるし，

されない場合もある。基準点識別子は，各々の基準点をその集合の中の他の基準点から一意的に識別す

るために，任意の数字またはテキストストリングであることもある。その場合，基準点相関は，オペレ

ータの認知とコントロールに依存する。 
 
または、システムが自動的に関連を取れるように，コード化された概念によって収集した基準点を識別

することもある。そのようなコード化された概念の例は，定位フレーム点，補綴点，二尖弁先端のよう

な充分に位置精度の決まった解剖学的な目標物などがある。そのようなコードは，その病院の部所の中

で局地的に，または社会や調査研究コーディネータによりさらに広い範囲で，若しくは標準化されたセ

ットを基にして，確立し使用できる。 
 
下の表は，各ケースの識別子のエンコーディングを示す。A およびＢは二つの独立した登録を表し：片

方がある画像セット A への登録，そして他方が別の画像セット B への登録を示す。 
 

 基準点識別子(0070,0310) 基準点識別子コードシーケンス 
(0070,0311) 

相関無し A: 1,2,3 
B: 4,5,6 

A: (1, 99_A_CSD, label A1)... 
B: (4, 99_B_CSD, label B4)... 

相関あり A: 1,2,3 
B: 1,2,3 

A: (1, 99_MY_CSD, label 1)... 
B: (1, 99_MY_CSD, label 1)... 

 
 
基準点は，点や他の形状でもよい。例えば，3 個以上の任意に選んだ点で、頭部画像の登録用用の大脳

半球間面を指定することができる。多くの任意に選んだ点で頭蓋骨の内側表面を指定することもできる。 
 
基準点はまた，基準点 UID をもつ。この UID が，基準点の生成を特定して，他の SOP インスタンスが

基準点機能を参照できるようにする。 
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附属書Ｐ 変換およびマッピング （参考） 

同次変換マトリックスは次の形式をもつ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
このマトリックスは，最下行が [0 0 0 1] となる必要がある。 
 
マトリックスのタイプは RIGID, RIGID_SCALE および AFFINE が可能である。これらの異なったタイ

プは，マトリックス要素の許容される値に対して異なった条件を表現している。 
 
RIGID(剛体): 
 
この変換では，マトリックスが正規直交変換の特性に従う必要がある。 
 
       j = 1,2,3 および k = 1,2,3 の全ての組み合わせに対して, 
 
       i = j ならば delta = 1 その他の場合は delta = 0. 
 
非マトリックス方程式に展開すれば： 

j = 1, k = 1 の場合，M11 M11 + M21 M21 + M31 M31 = 1 
j = 1, k = 2 の場合，M11 M12 + M21 M22 + M31 M32 = 0 
j = 1, k = 3 の場合，M11 M13 + M21 M23 + M31 M33 = 0 
j = 2, k = 1 の場合，M12 M11 + M22 M21 + M32 M31 = 0 
j = 2, k = 2 の場合，M12 M12 + M22 M22 + M32 M32 = 1 
j = 2, k = 3 の場合，M12 M13 + M22 M23 + M32 M33 = 0 
j = 3, k = 1 の場合，M13 M11 + M23 M21 + M33 M31 = 0 
j = 3, k = 2 の場合，M13 M12 + M23 M22 + M33 M33 = 0 
j = 3, k = 3 の場合，M13 M13 + M23 M23 + M33 M33 = 1 

 
参照フレームの変換マトリックス AMB は，RCSBに関する点(BX, BY, BZ)を RCSAに関する点(AX, AY, AZ)
に変換する方法を示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記のマトリックスは，二つの部分からなる：下図に示すように，回転と平行移動である。 
 
 
 
 
 
 
 
最初の列[M11, M21, M31] は, RCSBの X 軸の RCSAに対する方向余弦（投影）である。二番目の列[M12, M22, 

回転： 平行移動：
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M32] は, RCSBの Y 軸の RCSAに対する方向余弦（投影）である。三番目の列[M13, M23, M33] は, RCSB

の Z 軸の RCSAに対する方向余弦（投影）である。四番目の列[T1, T2, T3] は RCSAに対する RCSBの原

点である。 
 
回転の表現には３個の自由度があり，平行移動の表現には３個の自由度があるので、計６自由度となる。 
 
RIGID_SCALE 
 
次の制約が適用される： 

 
    j=1,2,3 および k=1,2,3 の全ての組み合わせに対して, 
 

i=j ならば delta=1 その他の場合は delta=0 
 
非マトリックス方程式に展開すれば： 

j = 1, k = 1 の場合，M11 M11 + M21 M21 + M31 M31 = S1
2 

j = 1, k = 2 の場合，M11 M12 + M21 M22 + M31 M32 = 0 
j = 1, k = 3 の場合，M11 M13 + M21 M23 + M31 M33 = 0 
j = 2, k = 1 の場合，M12 M11 + M22 M21 + M32 M31 = 0 
j = 2, k = 2 の場合，M12 M12 + M22 M22 + M32 M32 = S2

2 
j = 2, k = 3 の場合，M12 M13 + M22 M23 + M32 M33 = 0 
j = 3, k = 1 の場合，M13 M11 + M23 M21 + M33 M31 = 0 
j = 3, k = 2 の場合，M13 M12 + M23 M22 + M33 M33 = 0 
j = 3, k = 3 の場合，M13 M13 + M23 M23 + M33 M33 = S3

2 
 
上記の方程式は，与えられたマトリックスから空間スケーリングパラメータ Sj を引き出す簡単な方法を

示す。Sj
2
の単位は，RCS の単位寸法である 1 ミリメートルとなる。 

 
このタイプは，タイプ RIGID の単純な拡張と考えられる。RIGID_SCALE は RIGID マトリックスを下

記の対角スケーリングマトリックスであらかじめ乗じることにより容易に算出される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
ここで，MRBWSはタイプ RIGID_SCALE のマトリックスであり，MRBはタイプ RIGID のマトリックスで

ある。 
 
AFFINE: 
 
このマトリックスには制約が無いので，12 個の自由度をもつ。このタイプの参照フレーム変換マトリッ

クスは，回転，平行移動，スケーリングに加えて、せん断が可能となる。 
 
RIGID タイプの参照フレームの逆変換マトリックスは、次の公式（正規直交での逆マトリックス）を用

いて容易に求められる。 
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RIGID_SCALE および AFFINE タイプの登録マトリックスに対しては，上記の方程式を用いた逆算はで

きないので、通常のマトリックスの逆演算を用いて求めなければならない。 
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乳房画像 
レポート 

（CONTAINER）

コンテンツ項目と
その派生の言語 

TID(1204) 
(INCLUDE) 

乳房画像レポート
の叙述部 
TID(4202) 
(INCLUDE) 

乳房画像レポート
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乳房画像レポート
叙述文 

図 Q 1-4 参照 
乳房画像レポート 
補足データ 
 

附属書Ｑ 乳房画像レポート(参考) 

  

Ｑ．１ 乳房画像レポートのコンテンツツリー構成 

 
乳房画像レポートのテンプレートは PS 3.16 で定義されている。乳房画像レポートテンプレートで規定

されている関係は、値による(by-value)関係である。このテンプレート構造は，強化 SR SOP クラスま

たは基本テキスト SR SOP クラスを用いて伝達できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ｑ．１－１: 乳房画像レポートコンテンツツリーの最上層 
 
図 Q.1-1 に示すように，乳房画像レポート叙述部と乳房画像レポート補足データのサブツリーが，一緒

になり乳房画像レポートのコンテンツツリーを形成している。 
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図Ｑ．１－２: 乳房画像検査レポートのコンテンツツリー 
 

レポートの対象となっている全ての検査手続きを、コード化された用語を用いて記述するためには，

レポート対象乳房画像手続きサブツリーは，補足データコンテンツ項目に不可欠な子サブツリーであ

る。また，レポートが二つ以上の手続きを対象としており、その手続きのサブセットエビデンスが補

足データの異なったセクションに記録されているインスタンスである場合、レポート対象乳房画像手

続きサブツリーは、補足データサブツリー中のサブツリーセクションとしても用いられる。 

検査レポート
(CODE) 

側性 
(CODE) 

検査手続き
修飾子 

(CODE)

検査手続きの
理由 

(CODE) 

検査日付 
(DATE) 

臨床所見 
(CODE) 

相対的時間 
(CODE) 

側性 
(CODE) 
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図Ｑ．１－３: 乳房画像レポートの叙述部コンテンツツリー 
 
乳房画像レポート叙述文サブツリーのインスタンスは，CID 6052，乳房画像レポートセクションタイ

トルから選ばれた名前を持つ 1 以上のテキストベースのレポートセクションをもつ。1 レポートセク

ションに，1 人以上の観察者を記載してよい。このサブツリーは，それが観察者により作成され、提示

され、そして署名されるレポートテキストをそのまま保存することを目的としている。フォーマット

化するとか，見やすく整えるとかなどのレポートの正確なレンダリングを保存することを目的とした

ものではない。レポートテキストでは，その解釈診断が拠り所とした一つ以上の画像や他の複合オブ

ジェクトを参照してよい。 

叙述的な要約 
(CONTAINER) 

DCID(6052) 
乳房画像レポート

セクション 
タイトル 

（CONTAINER）

観察者 
コンテキスト 

TID(1002) 
（INCLUDE） 

BCID(6053) 
乳房画像レポート

エレメント 
（TEXT） 

裏付けるエビデンス

への参照 
TID(350) 

(INCLUDE) 
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図Ｑ１－４: 乳房画像レポートの補足データコンテンツツリー 
 
乳房画像レポート補足データサブツリーの 1 インスタンスは，レポート対象乳房画像検査手続き，乳

房組織構造セクション，乳房画像レポート所見セクション，乳房画像レポートインターベンションセ

クション，総合評価を 1 以上含んでいる。このサブツリーは，コード化された用語や数値データを用

いて，乳房画像レポート叙述部サブツリーを裏付けるエビデンスを保存することを目的としている。 

補足データ 
（CONTAINER

）

報告対照の乳房

画像検査手続き

TID(4201) 
(INCLUDE) 

乳房の組織構造

セクション

TID(4205) 
(INCLUDE) 

乳房画像レポート

所見セクション

TID(4206) 
(INCLUDE) 

乳房画像レポート 
インターベンション 

セクション 
TID(4206) 

(INCLUDE) 

総合評価 
（CONTAINER）

乳房画像 
の評価 TID 

(4203) 
(INCLUDE) 

図 Q.1-2 参照 
報告対象の乳房

画像検査手続き

ベースライン検診
マンモグラム 
（CODE） 

初回 
マンモグラム 

以降 
（CODE）

図 Q.1-5 参照 
乳房画像の評価
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図Ｑ．１－５: 乳房画像評定コンテンツツリー 
 
乳房画像評価サブツリーは，レポートの総合評価セクション（図 Q.1-4 参照）のコンテンツとしても，
またはレポートの所見セクション（TID 4206 参照）の一部分としても，インスタンスを作成できる。 
レポートは，各所見に関してその評価を提供し，次に、個々の評価を総合して総合評価を提供する。 
 

Ｑ．２ 乳房画像レポートの例 

 
以下は，マンモグラフィ検査に基づく乳房画像レポートコード化の簡単な説明である。 
 

Ｑ．２．１ 例 1：陰性所見のあるマンモグラム検診 

 
マンモグラフィ検診で，4 枚のフィルムがあるが，疑わしい異常は何も無いという場合である。その結
果は、基本的なレポートが加えられた陰性マンモグラムである。この例では，叙述的テキストだけが
コード化されたレポートを表している。 
 
レポート例： 

 

 
 
 
 
 
 
 

評価 
カテゴリー

（CODE）

フォローアップ

提言 
（CODE） 

側性 
（CODE） 

フォローアップ 
間隔の提言 

(NUM)  

フォローアップ 
日付の提言 

(日付)  

乳房画像 
病理検査結果 

TID(4207) 
（INCLUDE） 

報告対象の検査手続き：フィルムマンモグラフィ検診両乳房 
 
検査を行なった理由：検診 

所見：11/14/2001 の検査と比較。乳房は濃度が高く不均質。マンモグラフィ感度を低下させているか

もしれない。目だったしこり，石灰化，その他の異常は存在せず。以前の検査以降の特別の変化なし。
 
印象：BI－RADSⓇ カテゴリー1：陰性。通常の間隔で 12 ヵ月後のフォローアップを提言。 
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表Ｑ．２．１: 例１の乳房画像レポートのコンテンツ 
 
ノード 概念名のコード意味 コード意味または例の値 TID/CID 

1 乳房画像レポート  4200 
1.1 コンテンツ項目とその子孫の言語 英語 1204 
1.2 叙述部要約  4202 
1.2.1 報告対象の検査手続き  4202/6052
1.2.1.1 
 

報告対象の検査手続き フィルムマンモグラフィ検診，両乳房 4202/6053

1.2.2 検査手続きを行った理由  4202/6052
1.2.2.1 検査手続きを行った理由 検診 4202/6053
1.2.3 所見  4202/6052
1.2.3. 所見 11/14/2001 の検査と比較。両乳房不均

一に濃度高し。マンモッグラフィーの

感度を下げている懸念あり。特段のし

こり，石灰化，他の異常は存在せず。

前回検査からの大きな変化はない。 

4202/6053

1.2.4 印象  4202/6052
1.2.4.1 
 
 

印象 
 
 

BI－RADSⓇ カテゴリー１：陰性。通常

の間隔，12 ヵ月後のフォローアップを

提言 

4202/6053

 

Ｑ．２．２ 例２：陰性所見のあるマンモグラム検診 

 
マンモグラフィ検診で，典型的に４枚のフィルムがあるが、疑わしい異常は何も無いという例である。

その結果は、基本レポートを伴う陰性マンモグラムである。この例は，最小の補足データをもつ叙述

部テキストのみをコード化し、かつ BI－RADSⓇや MQSA（マンモグラフィ品質基準法）にも従ったレ

ポートを示す。 
 
レポート例： 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

表Ｑ．２－２: 例 2 に対する乳房画像レポートコンテンツ 
 
ノード 概念名のコード意味 コード意味または例の値 TID/CID 

1 乳房画像レポート  4200 
1.1 コンテンツ項目とその子孫の言語 英語 1204 
1.2 叙述部要約  4202 
1.2.1 報告対象の検査手続き  4202/6052
1.2.1.1 報告対象の検査手続き フィルムマンモグラフィ検診，両乳房 4202/6053

報告対象の検査手続き：フィルムマンモグラフィ検診, 両乳房 
手続きを行なった理由：検診 

以前の検査との比較：11/14/2001 の検査と比較した。 

乳房組織構造：両乳房は濃度が高く不均質。マンモグラフィの感度を低下させているかもしれない。

所見：目立ったしこり、石灰化、およびその他の異常は存在せず。前回の検査以降の特別の変化なし。

印象：BI－RADSⓇ カテゴリー１：陰性。通常の間隔，12 ヵ月後のフォローアップを提言。 

総合評価：陰性 
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ノード 概念名のコード意味 コード意味または例の値 TID/CID 
1.2.2 検査手続きを行った理由  4202/6052 
1.2.2.1 検査手続きを行った理由 検診 4202/6053
1.2.3 前回検査との比較  4202/6052
1.2.3.1 前回検査との比較 11/14/2001 の検査と比較。 4202/6053
1.2.4 乳房組織構造  4202/6052
1.2.4.1 乳房組織構造 両乳房共，濃度高く不均一。マンモグ

ラフィの感度が下がっている懸念あ

り。 

4202/6053

1.2.5 所見  4202/6052
1.2.5.1 
なし。 

所見 顕著なしこり、石灰化、および他の異

常は存在せず。前回検査からの特段の

変化なし。 

4202/6053

1.2.6 印象  4202/6052
1.2.6.1 
 

印象 BI－RADSⓇ カテゴリー１：陰性。通

常の間隔で 12 ヵ月後にフォローアッ

プを提言。 

4202/6053

1.2.7 総合評価  4202/6052
1.2.7.1 総合評価  陰性 4202/6053
1.3 補足データ  4208 
1.3.1 報告対象の検査手続き フィルムマンモグラフィ検診 4201/6050
1.3.1.1 側性 両乳房 4201/6022
1.3.1.2 検査を行った理由 検診 4201/6051
1.3.2 乳房の組織構造  4205 
1.3.2.1 乳房の組織構造 不均一に濃度高し 4205/6000
1.3.2.1.1 側性 両乳房 4205/6022
1.3.3 総合評価  4208 
1.3.3.1 評価カテゴリー 1－陰性 4203/6026
1.3.3.2 フォローアップの提言 通常の間隔でのフォローアップ 4203/6028
 
 

Ｑ．２．３ 例 3：マンモグラム診断‐片側 

 

臨床医所見があったので、マンモグラム診断を実施した。結果は，おそらく良性の所見だが、短い間

隔で左乳房のフォローアップ検査をすすめるものである。このレポートは，更に詳しい補足データを

伴う、叙述文を提供する。 
 
レポート例： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報告対象の検査手続き：フィルムマンモグラフィ検診, 左乳房 
手続きを行なった理由：左乳房に非血液性の分泌 

乳房組織構造：乳房はほとんどが皮下脂肪。 

所見：フィルムマンモグラム検診を実施した。左乳房の前部，上外四半部の１時の方向に局所的に分
布した不均一な石灰化が存在する。石灰化の数は前回検査時より増加している。 

印象：BI－RADSⓇ カテゴリー3：おそらく良性の所見。6 月以内の短い間隔で左乳房のフォローアッ
プを提言。 
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表Ｑ．２．３ 例３についての乳房画像レポートコンテンツ 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または例の値 TID/CID 
1 乳房画像レポート  4200 
1.1 コンテンツ項目とその子孫の言語 英語 1204 
1.2 叙述部要約  4202 
1.2.1 報告対象の検査手続き  4202/6052

1.2.1.1 報告対象の検査手続き フィルムマンモグラフィ検査，左乳房 4202/6053
1.2.2 検査手続きを行った理由  4202/605 
1.2.2.1 検査手続きを行った理由 左乳房の非血液性分泌物 4202/6053
1.2.3 乳房組織構造  4202/6052
1.2.3. 乳房組織構造 乳房は殆ど完全に皮下脂肪 4202/6053
1.2.4 所見  4202/6052
1.2.4.1 所見 フィルムマンモグラム検査を実施。左乳

房の前部，上外四半部の１時の方向に局

所的に分布した非均一な石灰化が存在

する。石灰化の数は前回検査時より増加

している。 

4202/6053

1.2.5 印象  4202/6052
1.2.5.1 印象 BI－RADSⓇ カテゴリー3：おそらく良

性の所見。6 ヶ月以内に短時間間隔での

左乳房のフォローアップを提言。 

4202/6053

1.3 補足データ  4208 
1.3.1 報告対象の検査手続き フィルムマンモグラフィ検査 4201/6050
1.3.1.1 側性 左乳房 4201/6022
1.3.1.2 検査手続きを行った理由 臨床医所見 4201/6051
1.3.1.2.1 臨床医所見 非出血性分泌物 4201/6055
1.3.1.2.1.1 側性 左乳房 4205 
1.3.2. 乳房の組織構造  4205/6000
1.3.2.1 乳房の組織構造 殆ど完全に皮下脂肪 4205/6022
1.3.2.1.1 側性 左乳房 4205/6022
1.3.3 所見  4206 
1.3.3.1 所見 乳房に石灰化 4206/6054
1.3.3.1.1 評価カテゴリー 3‐おそらく良性の所見‐短い間隔での

フォローアップ 
4203/6026

1.3.3.1.2 フォローアップの提言 短い間隔（1-11 月）のフォローアップ 4203/6028
1.3.3.1.2.1 側性 左乳房 4203/6028
1.3.3.1.2.2 フォローアップ間隔の提言 6 ヶ月 4206/6018
1.3.3.1.3 時計盤または部位 １時方位 4206/6018
1.3.3.1.4 四分円位置 乳房の上外四分円 4206/6020
1.3.3.1.5 深さ 前部 4206/6024
1.3.3.1.6 石灰化のタイプ 非均一な石灰化 4206/6010
1.3.3.1.7 石灰化の分布 石灰化が局所的に分布 4206/6002
1.3.3.1.8 前回マンモグラム以降の変化 石灰化の数の増加 4206/6002
 

Ｑ．２．４ 例４：マンモグラムおよび超音波診断‐片側 

 
マンモグラム検診の後，乳房画像上のしこりを更に調べるために，患者は追加して乳房の撮影と超音

波診断を行なうように求められた。この例は，複数回の乳房撮影手続きを行なう場合のレポートを示

す。レポートでは，ある程度の補足データを伴う叙述部を提供する。 
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レポート例： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表Ｑ．２－４： 例４に対する乳房画像レポートのコンテンツ 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または例の値 TID/CID 
1 乳房画像レポート  4200 
1.1 コンテンツ項目とその子孫の言語 英語 1204 
1.2 叙述部要約  4202 
1.2.1 報告対象の検査手続き  4202/6025
1.2.1.1 報告対象の検査手続き フィルムマンモグラフィ検査，左乳房； 

超音波検査手続き，左乳房。 
4202/6053

1.2.2 検査手続きを行った理由  4202/6052
1.2.2.1 検査手続きを行った理由 今回の検診で，追加検査が要請された 4202/6053
1.2.3 前回検査との比較  4202/6052
1.2.3.1 前回検査との比較 11/14/2001 付け検査と比較した。 4202/6053
1.2.4 所見  4202/6025
1.2.4.1 所見 マンモグラフィ検診：上外象限部に

7mm 程の輪郭の不明慮な小葉状しこ

り。 

4202/6053

1.2.5 所見  4202/6052
1.2.5.1 所見 超音波診断では単純嚢胞。 4202/6053
1.2.6 印象  4202/6052
1.2.6.1 印象 BI－RADS® カテゴリー2：良性，悪性

の兆候はない。通常間隔の 12 ヶ月以

内に両乳房をフォローアップ検査。 

4202/6053

1.2.7 総合評定  4202/6052
1.2.7 総合評定 良性 4202/6053
1.3 補足データ  4208 
1.3.1 報告対象の検査手続き フィルムマンモグラフィ検診 4201/6050
1.3.1.1 側性 左乳房 4201/6022
1.3.1.2 検査手続きを行った理由 今回の検診で，追加検査が要請された 4201/6051
1.3.2 報告対象の検査手続き 超音波検査手続き 4201/6050
1.3.2.1 側性 左乳房 4201/6022
1.3.2.2 検査手続きを行った理由 今回の検診で，追加検査が要請された 4201/6051
1.3.3 所見  4206 
1.3.3.1 報告対象の検査手続き フィルムマンモグラフィ検診 4201/6050
1.3.3.1.1 側性 左乳房 4201/6022
1.3.3.1.2 検査手続きを行った理由 今回の検診で，追加検査が要請された 4201/6051

報告対象の検査手続き：フィルムマンモグラフィ検診, 左乳房；超音波診断検査，左乳房 
手続きを行なった理由：今回の検診で、追加検査が必要になった 

前回検査との比較：11/14/2001 の検査と比較 

所見：フィルムマンモグラフィ検査：上外象限部に 7mm の輪郭のぼけた小葉状しこり 

所見：超音波検査の診断は単なる嚢胞 

印象：BI－RADSⓇ カテゴリー2：悪性の兆候はない。通常間隔の 12 ヶ月以内に両乳房のフォローア
ップ検査を提言。 

総合評価：良性 
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1.3.3.2 所見 マンモグラフィで乳房にしこり 4206/6006
1.3.3.2.1 象限（四分円）位置 乳房の左外象限 42-6/6020
1.3.3.2.2 直径 7mm 1407/7470
1.3.3.2.3 形状 小葉状 4206/6004
1.3.3.2.4 周縁 不明慮な病変 4206/6006
1.3.4 所見  4206 
1.3.4.1 報告対象の検査手続き 超音波検査手続き 4201/6050
1.3.4.1.1 側性 左乳房 4201.6022
1.3.4.1.2 検査手続きを行った理由 今回の検診で，追加検査が要請された 4201/6051
1.3.4.2 所見 乳房の単純な嚢胞 4206/6054
1.3.5 総合評定  4208 
1.3.5.1 評定概念 ２－良性所見 4203/6026
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附属書Ｒ 構成管理のユースケース（参考） 

次のユースケースは，ＰＳ ３．１５に規定された構成管理プロファイルの定義を決定する際の基準で

ある。ＩＴシステム管理で一般的に使用される特定プロトコルを、可能な限り採用する。 

Ｒ．１ 新しい装置の設置 

新しい装置を追加する場合，次の新しいエントリの作成が必要となる： 

ａ． ＴＣＰ／ＩＰパラメタ 

ｂ． ＤＩＣＯＭ応用エンティティに関連するパラメタ 

これらのいずれかに必要とされるサービススタッフの尽力は、最小限になるのが望ましい。実現可能

な範囲内で，これらのパラメタは，自動的に生成され設置されるのが望ましい。 

ある種のＩＤは大抵のユースケースに共通に必要であり，それぞれの装置は，自己の名称を記憶して、

後で使用できるための最低限の不揮発性記憶を備えていると想定される。 

更新は，構成データベースに直接でも、または構成中の装置を介して実施してもよい。大型ネットワ

ークでの共通な手順では，完全な初期ネットワークの設計段階で、これらのパラメタを初期データベ

ースに割り当て、かつ完全な初期データベースを構築することである。新規ディバイスを設置される

につれて、更新も行う。 

仕様的に自動化を要するステップの一は，ＡＥタイトルの割当てである。これらは，固有でなければ

ならない。それらの割当ては，手作業の手順において問題となっていた。実現可能なものとして下記

が含まれる： 

ａ． 要求される度に、ＡＥタイトルを完全に自動で割当てる。これは，一部のユースケースで，ＡＥ

タイトル安定度の必要性と関連する。自動プロセスは，ＡＥタイトルが持続的に特定なディバイ

スと検査実体に関連付けられるようにするのが望ましい。自動プロセスは，特定な内部構築規則

に従ってＡＥタイトルの割当てを実現するのが望ましい。 

ｂ． 補助装置付きの手作業による割当てであって，サービススタッフが（おそらく，現行ＡＥタイト

ルのリストに基づいて）ＡＥタイトルを処理し，システムは、それらが固有であれば受容し、逆

に固有でない場合にはそれらを拒絶する。 

これらのＡＥタイトルは，次に、他の応用エンティティに関係する情報に関連付けられる。この完全

な情報のセットは，事後の使用のために提供される必要がある。 

ローカルで設定する場合も，他のＡＥに対するネットワーク上の検索を必要とする。例えば，検索は，

保管装置およびプリンタのために実施されることが多い。これらの検索は，ＳＯＰクラスまたはディ

バイスタイプに基づいたものかもしれない。これは，メーカーの特定な検査設定手順に関係するもの

であって，ＤＩＣＯＭの適用範囲外である。 

Ｒ１．１ ＤＨＣＰの構成 

ネットワークは事前に設計され、その通りに事前に構成されてもよい。これは，他のハードウェアの

設置に先立ち、構成サーバを設定できるようにするのが望ましい。これは，事後の更新または特定な

ディバイスでの事後の構成を妨げないのが望ましい。 

ＤＨＣＰサーバは，装置パラメタとＩＰパラメタとの間の関係の定義を手作業で維持するデータベー

スをもっている。これは次のものを定義する： 

ａ． 特定の固定ＩＰ情報を割り当てる為のハードウェアＭＡＣアドレス。 

ｂ． 特定の固定ＩＰ情報を割り当てる為のクライアント装置名。 

ｃ． ハードウェアＭＡＣアドレス、およびＩＰアドレスとＩＰ情報を動的に割り当てる際につかう

ＩＰアドレスの範囲。 
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ｄ． 動的に割り当てられたＩＰアドレスとＩＰ情報に付与するクライアントの装置の命名パターン。 

提供されるＩＰ情報は，他の情報を伴う特定ＩＰアドレスである。現時点での推奨は，次の全ての情

報を、可能な限り提供することである。 

ＤＨＣＰの手作業による構成は，しばしば，ＤＩＣＯＭの適用範囲外である自動化されたユーザのイ

ンタフェースツールによって支援される。一部の人々は，機器にプリセットされたＩＰアドレスの割

当てを文書化するための文書化ツールとして，ＤＨＣＰデータベースを採用している。これはＤＨＣ

Ｐ操作を妨げるものではなく，機器のプリセットからＤＨＣＰ割当てへの漸進的な遷移を容易にする

ことができる。さらに，すでに手作業で割り当てられたＩＰアドレスを誤って再使用するのを防ぐの

にも役立つ。しかし，ＤＨＣＰは，これらのエントリが実際に正しいかを検証するものではない。 

Ｒ．１．２ ＬＤＡＰの構成 

ＬＤＡＰの構成情報を取得するいくつかの方法がある。 

ａ． 完全な設置を事前に設計し，その設置属性を偽に設定した完全な構成をＬＤＡＰサーバに

取り込んでもよい。その後，システム設置時に，それらは，ＬＤＡＰサーバからそれらの

独自の構成を取得する。適切な場合，サイト管理は設置属性を真に設定できる。 

ｂ． ＬＤＡＰサーバがネットワーククライアントに対し構成の更新を許容すれば、それらは個

別に設置し，構成することができる。それぞれのディバイスは、構成後にそのディバイス

の独自の構成をＬＤＡＰサーバにアップロードする。 

ｃ． ＬＤＡＰサーバがネットワーククライアントに対し構成の更新を許容しないならば，それ

らを個別に設置し，構成することができる。次に，独自の構成をアップロードする代わり

に，それらは，構成オブジェクトと共に標準フォーマットファイルを作成する。次にこの

ファイルを（局部的なセキュリティ手順に従って）ＬＤＡＰサーバに手作業で追加し，不

一致は手作業で解決する。 

Ｒ．１．２．１ 事前構成 

ネットワークを事前に設計し，構成を事前に確定してもよい。他のハードウェアの設置に先立ち、構

成サーバを事前設定できるようにするのが望ましい。この際、特定なディバイスでの事後の更新また

は事後の構成を妨げないのが望ましい。 

ＬＤＡＰでは，ＬＤＡＰデータベースのサブセットをＡＳＣＩＩ形式で転送する標準ファイル交換フ

ォーマットを定めている。この交換フォーマットは，多様なネットワーク構成ツールによって生成可

能である。さらに，ＬＤＡＰサーバ内に取り込めるデータベースのサブセットを生成するための XML

ツールを使用したシステムもある。どんな詳細レベルでもこれらのツールを特定することは，本規格

の適用範囲外である。ユースケースは，単純にそのようなツールが使用可能であることを求めている。 

これらのツールを使用してＬＤＡＰデータベースを事前設定する場合，結果として生じるデータベー

スのエントリが固有な名称を持つことを保証するのは，ツールの役割である。固有な名称の要求は，

一般的にＬＤＡＰデータベースに共通することで，ＤＩＣＯＭのＡＥタイトルに限定されたものでは

ない。したがって，ほとんどのツールは，それが作り出すデータベースの更新が固有な名称もつこと

を確実にする機構を備えている。 
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図Ｒ．１．１ 事前設定された構成によるシステム設置 

適切な時期に，設置属性をＬＤＡＰ構成内のディバイスオブジェクト上に設定する。 

Ｒ．１．２．２ 設定中の構成更新 

“未構成”ディバイスの始動は，ＤＨＣＰ，ＤＮＳ，およびＮＴＰからの事前設定サービスを使用し

て始める。次に，ディバイスを設定して，ＬＤＡＰデータベースを更新する。この説明は，ディバイ

スがＬＤＡＰデータベースに直接更新できるということを前提としている。 

ａ． ＤＨＣＰを使用してＩＰ関連のパラメタを取得する。ＤＨＣＰの要求では，ＤＨＣＰサーバに

保存される構成に，ＤＨＣＰが関連付けできる所期の装置名を示唆できる。所期の装置名が、Ｄ

ＨＣＰで常に承認されるという保証はない。なぜなら，それは既に使用されているかもしれない

からであるが，この機構は，特定な装置構成を維持するためにしばしば使用される。ＤＨＣＰは，

（ＤＤＮＳ機構を用いて）ＤＮＳサーバ側のＩＰアドレスおよびホスト名情報の割り付けを更新

する。 

レガシー注記：事前再設定されたＩＰアドレスを持つ装置に対しては，ＤＮＳサーバ，およびＮ

ＴＰサーバこのステップを省略するだろう。操作上並びに文書化の便宜があるので，ＤＨＣＰサ

ーバのデータベースは，この事前設定された装置の説明を包含してもよい。 

ｂ． ＮＴＰサーバのリストを使って、正しい時刻を取得し、維持するＮＴＰプロセスを始動する。

これは，ディバイスが作動している間継続する進行中のプロセスである。下記の時刻同期を参照。 

ｃ． ＤＮＳサーバのリストを使って、このサイトのＤＮＳサーバのアドレスを取得する。次に，Ｄ

ＮＳサーバに問い合わせてＬＤＡＰサーバのリストを取得する。これは，比較的新しく追加され

た機能を利用して、特定サービスを提供するドメイン内のサーバを取得するためのＤＮＳへの検

索を可能にする。 

ｄ． ＤＩＣＯＭ構成サーバを提供するサーバを検出するためＬＤＡＰサーバに問い合せ，割り当て

られた装置名に整合するディバイスの記述を取得する。この記述には，ディバイス専用の構成情
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報とネットワークＡＥのリストが含まれる。未構成ディバイスに関する構成は検出できない。 

注： 最初のこれら四つのステップは，通常の始動と同じである（下記に説明されている）。 

ｅ． ディバイス固有のプロセスによって，内部のＡＥ構造を決定する。ディバイスの初期設定中，

ＬＤＡＰデータベースにはディバイスに関する情報がないことが想定される。例えばサービス手

順のようなメーカー固用の機構を利用して，ディバイス構成を取得する。このディバイスの構成

には，ＬＤＡＰデータベースに保存される全ての情報が含まれる。この時点では“ディバイス名”

および“ＡＥタイトル”のフィールドは仮である。 

ｆ． ネットワークＡＥオブジェクトは，それぞれＬＤＡＰオブジェクト生成プロセスによって生成

される。そのＡＥタイトルが全てのＡＥタイトルの中で実際に固有なものか否かをＬＤＡＰが決

定するするのは、この時点である。タイトルが固有である場合，生成は成功する。不一致がある

場合には，生成は失敗し、“その名称は既に使用中”という理由が戻される。 

ＬＤＡＰは，固有な項目を生成するための基本(原子)的操作を提起／生成する。ＬＤＡＰのアプ

ローチは，構造的名称，チェック桁などのアルゴリズムに従った固有なタイトルを作れる。ＤＩ

ＣＯＭは，構造的名称は不要であるが，それらは，他のＬＤＡＰユーザに対する一般的要求事項

である。名称が使われていないことを検出するために，何度か試行してもよい。 

この複数回検索行動は，“未使用ディバイス”がごく普通に発生するものであって名称の不一致

が頻発する場合に問題となる。構造的名称を止めて“xxxxxxxxxxxxxx”が真に不規則に選択され

る番号である“AExxxxxxxxxxxxxx”のような名称を選択することにより、名称の衝突が低く押

さえられる。衝突の確立が非常に小さくなるので，一度か二度の探索で固有な名称が見つけられ

る。 

ｇ． ディバイスオブジェクトが生成される。ＡＥオブジェクトの実際のＡＥタイトルを表すように

ディバイス情報が更新される。ＡＥオブジェクトと同様に，ディバイス名の衝突致が発生し得る。 

ｈ． ディバイスオブジェクトに対する従属物として、ネットワーク接続オブジェクトが生成される。 

ｉ． ネットワーク接続オブジェクトの名称を反映するように、ＡＥオブジェクトが更新される。 

“未構成ディバイス”は，ここで構成を保存できる。ＬＤＡＰデータベースには，現在の構成を反映

する。 

次の例では，新システムは，二つのＡＥタイトルを必要とする。その設置中に，他の装置も設置され，

最初の装置が使用を予定した二つのＡＥタイトル内の一つを使用する。新システムは，次に衝突しな

い異なるＡＥタイトルを申告する。 
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図 R.1-2 –ネットワーク経由の LDAP 更新が認められる場合のシステムの構成 

 

Ｒ．１．２．３ クライアントの設定とサーバ更新 

構成された装置を再始動する時、および、先ずクライアントを構成し、次にサーバを更新する時とで

は、初回の起動は，多くの点が共通している。相違は，以下の２点である。 

ＡＥタイトルの固有性を手作業で確立しなければならない点、およびクライアント上のファイルに保

存した構成情報をその後ＬＤＡＰサーバに提供できなければならない点。手作業で設定されたＡＥタ

イトルが固有ではないリスクはあるが，これは管理可能であり，完全に手作業でＡＥタイトルを設定

するの現行プロセスよりも簡易である。 
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図Ｒ．１．３ ネットワーク経由でＬＤＡＰ更新が出来ないシステムの設定 

 

Ｒ．１．３ 分散更新伝達 

大規模な施設のネットワークでは，ネットワークの混乱中にも迅速なデータベース応答と信頼のおけ

る応答が求められる。これは，分散型または連合型データベースの使用を意味している。これらは，

更新を伝達する際に課題がある。常時，ＤＩＣＯＭネットワークの完全で正確なビューが四六時中要

求されている訳ではしない。しかし，ネットワークのローカルサブセットが正確なローカルビューを

維持するという要求は存在する。例えば，大規模な病院系列内の各病院は，その同じ系列内の他の病

院でネットワーク情報を観察する際に不定期な切断または問題を許容してもよいが，それら自体の内

部ネットワークが信頼性を保ち，かつ正確に表現されていることを要求する。 

ＬＤＡＰは，多様な連合型および分散型の仕組みをサポートする。連合型サーバ間の更新の分散が遅

くても良い場合の連合状態に対して設計され、適切であることを特に提示している。これは，データ

ベースの更新がまれで，データベースのクエリーが頻繁である情況に対して特別に設計されている。 

Ｒ．２ レガシー適合性 

 従来(レガシー)の装置は，他のディバイスのＩＰアドレス，ポート番号，およびＡＥタイトルを取得

するためのいくつかの内在的な方法を採用している。従来との互換性を維持する為には，管理された
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ノードは，ＩＰアドレス，ポート番号，およびＡＥタイトルが変化しないように制御されなければな

らない。これは，ＤＨＣＰがＩＰアドレスを割り当てることからＤＨＣＰに影響する。ＬＤＡＰデー

タベースは，ポート番号およびＡＥタイトルが維持される様に設計し、一度ディバイスが設定される

とこれらが変動しないようにしなければならない。 

ＤＨＣＰは，いくつかの一般的な互換性問題に対応するように設計されていた： 

ａ．ＤＨＣＰを採用しない従来ディバイスを書きとめる。ほとんどのＤＨＣＰサーバは，ディバイス

を表現するＤＨＣＰエントリを使って、従来ディバイスを記述できる。これによりＩＰアドレスの

衝突を防止する。これが手作業によるものであることから，潜在的な誤りが発生し得る。ＤＨＣＰ

サーバの構成を用いて，アドレスを保存し、アドレスがどのように使われるかを文書する。 

この文書化されたエントリ手法は，複雑なマルチホームサーバにも使用される。これらは，しばし

ば手作業で設定され，不変の構成は維持される。 

ｂ．ＤＨＣＰクライアントへ固定ＩＰアドレスを指定する。多くのサーバは，サーバのＩＰアドレス

を取得する為にＤＮＳを使用できないクライアントをもっている。これらのサーバも，起動設定に

ＤＨＣＰを採用しているであろう。ＤＨＣＰサーバはＩＰ割当てが固定されるされる機構をサポー

トして、サーバが常に同じＩＰアドレスを割り当てられるようにしなければならない。これにより，

従来のクライアントがサーバへのアクセスで混乱しないようにする。 

使用法は極めて一般的である。なぜなら，それが，ＩＴ管理者に対して，操作を中断することなく

必要な中央制御を可能にさせるからである。これは，完全なＤＨＣＰ操作に移行するまでに、ネッ

トワーク装置が頻用する暫定的な段階である。 

時刻設定に関して二つの互換性問題が存在する： 

ａ．ＮＴＰシステムはＵＴＣで作動する。ディバイスユーザは，おそらく現地時間で操作することを

望んでいる。これには，現地時間を設定するための追加の内部ソフトウェア要求事項を導入する。

そのオプションがＤＨＣＰサーバに構成されている場合，ＤＨＣＰはこの情報を提供する。 

ｂ．ディバイスのクロック設定は正しく文書化されなければならない。あるシステムはバッテリ式時

計で現地時刻を設定する；その他のものはＵＴＣを使用する。設定が不正確であれば、起動時に重

大な時間誤差問題を引き起こす。ＮＴＰのクライアントが，最終的にバッテリ式時計とＮＴＰクロ

ックとの間の莫大な不整合を解決することになるが，この問題が解決されるまでにも、ディバイス

は既に医療用に使用されているであろう。結果として生じる時間の不連続性が問題に発展する事が

ある。この問題の大きさは，特定なＮＴＰクライアントの実装に依存する。 

Ｒ．３ 他ディバイスの構成を取得 

管理されたディバイスは自らの設置中にも，ＬＤＡＰデータベースを使用して、相手ディバイスのＡ

Ｅタイトルなどの構成パラメタを確定できる。それらは，実行時に、アソシエーションの折衝に先立

って、ＬＤＡＰデータベースを利用し、この情報を取得してもよい。 

Ｒ．３．１ ディバイスタイプを使ってＡＥを検索 

ＬＤＡＰサーバは単純な関連クエリーを支援する。このクエリーは，次のように表現できる： 

Return devices where 

DeviceType = = <device type> 

次に、それぞれのディバイスに対して、以下を検索する 

Return Network AE where 

[ApplicationCluster = = name] 

結果は，これら二つの基準に整合するネットワークＡＥエントリである。最初の制約条件は，整合す

るディバイスを選択する。クエリーが施設全体かまたは単にこのサーバだけを検索するのかを決定す
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るＬＤＡＰ範囲制御が存在する。ＬＤＡＰでは，複合のクエリー，トランザクション，制約，ネステ

ィングなどはサポートできない。ＬＤＡＰは，一回のクエリーでは、これらネットワークＡＥに対応

するホスト名を提供できない。その代わり，返送されたネットワークＡＥには，それぞれのネットワ

ークＡＥに対応するネットワーク接続の名称が含まれる。アプリケーションは，次にネットワーク接

続オブジェクトのＤＮを用いてＬＤＡＰ読み込み指示を行い、ホスト名を取得する必要がある。 

Ｒ．４ ディバイスの起動 

構成済みディバイスの一般的な起動では，ＩＰ情報とＤＩＣＯＭ情報をサーバから取得する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｒ．４ １ 構成済みディバイスの起動（正常起動） 

ディバイスの起動順序は： 

ａ． ＤＨＣＰを使ってＩＰ関連のパラメタを取得する。ＤＨＣＰ要求には，ＤＨＣＰサーバに保存

された構成に，ＤＨＣＰが関連付けできる所期の装置名を指定できる。ＤＨＣＰで所期装置名が

常に与えられるという保証はない。なぜなら，それは既に使用されているかもしれないからであ

るが，この機構は，特定の装置構成を維持するためにしばしば使用される。ＤＨＣＰは，割り当

てられたＩＰアドレスおよびホスト名情報と共にＤＮＳサーバも（ＤＮＳ機構を用いて）更新す

る。 

互換上の注記：事前に構成されたＩＰアドレス，ＤＮＳサーバ，およびＮＴＰサーバをもつディ

時刻を取得

ＤＨＣＰサーバ

ＤＨＣＰの検索

ＤＮＳサーバ 
ＤＮＳデータを更新（ＤＤＮＳ） 

ＮＴＰサーバ 
時刻を提供

既保存構成を取得 ＬＤＡＰサーバ検出 

ＬＤＡＰサーバ 
既保存構成を取得 

既保存構成で起動 

ディバイス 
IP パラメタを 

取得 
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バイスは，このステップを省略できる。操作上でも文書化でも便利なので、ＤＨＣＰサーバのデ

ータベースには，この事前設定された装置の記述を含めてもよい。 

ｂ． ＮＴＰサーバのリストを使って，正しい時刻の取得と維持のためのＮＴＰプロセスを始動する。

これは，ディバイスが作動している間継続する進行中のプロセスである。下記の時刻同期を参照。 

ｃ． ＤＮＳサーバのリストを使って、ＬＤＡＰサーバのリストを取得する。ここでは，特定のサー

ビスを提供するドメイン内のサーバを知るために、比較的新しく追加された機能である、ＤＮＳ

検索を利用する。 

ｄ． “直近の”ＬＤＡＰサーバは，割り当てられた装置名に照合するディバイスの記述を取得する

ためクエリーを受ける。この記述には，ディバイス特有の構成情報とネットワークＡＥのリスト

が含まれる。 

注： 部分的に管理されたノードは，このポイントに到達することができても、ＬＤＡＰデータベース内に

そのディバイスに対する記述がないことがある。設置中であれば（上述のように）続いてディバイス

の内部構成に進行できる。部分的に管理されたディバイスは，内部構成機構を採用してもよい。 

ｅ． ＡＥの記述は，ＬＤＡＰサーバから取得できる。ＡＥ説明内のキー情報は，割り当てられたＡ

Ｅタイトルである。ＡＥの記述には，おそらくメーカーのテキストフィールドか、ないしＡＥオ

ブジェクトへのメーカーの拡張機能のいずれかに、メーカー特有の情報が含まれる。この情報の

詳細は，メーカー特有のものである。ＤＩＣＯＭは，必須な最小機能だけを規定しており，その

理由は，これが同時に設定可能なディバイスを提供できるメーカーに対する共通した必要性にな

るからである。 

ＡＥ記述は，動的設定をサポートしないディバイスに対しても存在することができる。ディバイ

スをＡＥタイトルに連動して、かつ固定の記述で構成したい場合には、記述はＬＤＡＰデータベ

ースに存在するのが望ましい。ディバイスは，記述が保存された構成に整合していることを確認

できる。ＡＥタイトルが記述中に存在すれば、事後のネットワーク活動において，同じＡＥタイ

トルが他の目的のために偶発的に再使用されるのを防止できる。 

設定可能性の程度も変動可能である。単純な多くのディバイスは、ＩＰアドレスとＡＥタイトル

の動的設定だけを許可し、他の構成は全て、ローカルサービスの調整に委ねてよい。 

ｆ． ディバイスは、ディバイス記述とＡＥ記述に自己を整合させる内部操作が何であれ、それを実

行する。 

この時点で，ディバイスは，普通の操作を行う準備が終了しており、ＤＮＳサーバは要求されればそ

のＩＰアドレスを正しく報告し、ＬＤＡＰサーバは、ディバイス，ネットワークＡＥ，およびネット

ワーク接続の正しい記述を持つことになる。 

Ｒ．５ シャットダウン 

Ｒ．５．１ シャットダウン 

ＤＨＣＰのリースタイムアウトがおこれば、最終的にＩＰアドレスが解放され、これにより，ＤＮＳ

が更新されるので、ホストがダウンしている事が分かる。ＬＤＡＰデータベースのホスト名情報を使

用しているクライアントは，最初は接続失敗の報告を経験する；次にＤＮＳが更新された後に，その

使用を試みるとディバイスがダウンしていることを意味するエラーを受取る。ＩＰエントリを直接に

使用するクライアントは，接続失敗の報告を経験する。 

Ｒ．５．２ オンライン／オフライン 

ＬＤＡＰデータベースのディバイスを意図的にオフライン状態にして、ディバイスが使用不能であり，

使用不能状態が長時間続くことを示すことができる。システムの設置中、設置が完了するまで、事前

設定されたシステムをオフラインとして表示するように利用してよい。これは，時間のかかるメンテ

ナンスまたは更新のためにダウンするシステムに関しても有用である。これは，移動用バンに載せら

れ，数日間だけしか滞在しない機器に対しても有用である。 
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この目的をはたすために、個別の設置済み属性がディバイス，ネットワークＡＥ，およびネットワー

ク接続に付与されているので、手作業で管理できる。 

Ｒ．６ 時間同期 

医療用装置の時刻に関する要求は，主に、ローカルネットワークまたはキャンパス内の装置の同期に

関係する。（国際標準時計に同期した）正確な時刻に対する要求はほとんどない。ＤＩＣＯＭの時刻ユ

ーザは，通常次の事項に関心を持っている： 

装置間で現地時間に同期させる 

現地時間基準での安定性。これは，現地時刻とその最初の派生における不連続性の調整を意味する。

同期の誤差限度値に起因する時間基準安定誤差に関する上限値が存在する。 

ＵＴＣマスタークロックとの国際的時刻同期 

その他のマスタークロックと時間標準（例えば，恒星時間）は，医療ユーザには関連しない。 

Ｒ．６．１ 高精度の時刻同期 

循環器用機器のような装置に対しては、高精度の時刻同期が必要である。波形およびマルチフレーム画

像のように、さまざまに異なる装置で取得された測定は，測定の正確な時間基準を指定する同期モジュ

ールを伴って記録される。これらは，事後の解析および表示においてデータを同期するのに使用される。 

一般的な要求事項は： 

ローカル同期 

約 10 ミリ秒以内の同期。これは，一般的な心拍の数パーセントに相当する。ある状況下では，

要求はこれよりずっと厳密になる。 

時間基準の安定性 

測定時間内に，数ミリ秒を超える不連続性がないのが望ましい。時間基準比率は，標準時間比

率の 0.01％以内にあるのが望ましい。 

国際的時刻同期 

特別な要求事項は存在しない。しかし，（例えば，うるう秒で）ＵＴＣ時刻が急に変化した場

合には，時間基準の安定性と時刻の同期が矛盾することに留意する。 

Ｒ．６．２ 通常の時刻同期 

通常の医用機器は，（例えば記録管理および日程管理のような）以前は手作業で行っていた機能を実施

するために，時刻同期を使用している。これらは，一般的に時計を使用して実施され，秒単位または

それ以上の非安定性と誤差が生じていた。ネットワークにおける医用機器に対する最も厳密な時刻同

期の要求事項は，一部のセキュリティプロトコルおよびそれらの記録管理から生じる。 

通常の要求事項は： 

ローカル同期 

約 500 ミリ秒以内の同期化。一部のセキュリティシステムは，同期誤差が１秒を超えると問題

を抱える。 

時間基準の安定性 

大きなドリフトエラーは問題を引き起こす。１秒／日の一般的なクロックドリフトエラーでは

まず問題は起きない。まれであれば、長時間の不連続性は許容される。または起動時も

同様である。長時間にわたる不連続性がまれに生じる場合には，時間は戻ってもよい。 

国際的時刻同期 
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一部のサイトでは，数秒以内でＵＴＣと同期を必要とする。その他では要求事項が存在しない。 

Ｒ．６．３ バックグラウンド 

Ｒ．６．３．１ 同期しない時刻 

コンピュータのローカルシステム時刻は，通常２個の別個のコンポーネントによって提供される。 

ａ．バッテリ式時計があり，装置を起動したときの初期的な時間推定を設定するのに使用される。こ

れらのクロックは，一般的に非常に不正確である。ローカルと国際同期との誤差はしばしば５－

１０分に及ぶ。一例では，バッテリ式時計は時間または日規模の誤差となる。 

ｂ．進行中のシステム時刻は，ソフトウェア機能とパルス源で提供される。パルス源は，1-1000Hz 間

のある比率で“ティック”を刻む。そこでは，システムソフトウェアが使用する標準的ティック

率がある。各ティックの度に，システムソフトウェアは，現在の推定時刻を適切に増やす。例え

ば，ティックが 100Hz のシステムでは，ティックごとに、システム時刻が 10ms 増加する。 

外部同期が全く存在しないと，推定時刻における重大な初期的誤差、ならびにティック源の系統的お

よび無作為なドリフトに起因した誤差を招く。ティック源は，一般的に低価格の水晶振動子式である

ので、実時間と標準ティックの比は最大で約 10-5 の体系的誤差があり、さらに温度，圧力などの影響

で最大約 10-5の変動が伴う。これは一日あたり 10 秒台のドリフトに相当する。 

Ｒ．６．３．２ ネットワークで同期した時刻 

時刻同期を維持するための十分に確立されたインターネットプロトコル（ＮＴＰ）が存在し，これを

ＤＩＣＯＭに使用するのが望ましい。これは，いくつかの方法で作動する。 

最も一般的なものは，コンピュータが 1以上のＮＴＰサーバのＮＴＰクライアントになることである。

クライアントとして，次の事項に対する随時のピンポン型ＮＴＰメッセージを使用する： 

ａ．ネットワーク遅延を推定する。これらの推定は，ＮＴＰ更新サイクルの度に更新される。 
ｂ．サーバから推定時刻を取得する。各推定には，サーバ自体の統計学的特性と推定の精度評価が含

まれる。 
ｃ．サーバの推定時刻，ネットワーク遅延の推定，およびローカルシステムクロックから推定した時

刻を使って、新しいＮＴＰ推定時刻を得る。これには，一般的に最新の統計学的手法とフィルタリ

ングを使用して、最適な推定を実施する。 
ｄ．得られた推定時刻を、下記に適用する： 

１．システム時刻の調整，および 
２．ローカルクロックのドリフトや統計学的特性の更新。 

ローカルアプリケーションは，通常，ＮＴＰクライアントサーバとは交信しない。それらは，通常，シス

テムクロックサービスを使い続ける。ＮＴＰクライアントソフトウェアでは，システムクロックを調整す

る。ＮＴＰ規格では，二つの調整可能パラメタをもつ標準システムクロックサービスを定義している。 

ａ．クロック周波数。上述の例では，標準クロックは 100Hz であり、標準の増分は 10 ミリ秒であった。

長時間の測定を行うと、実際のクロックは若干速かったので、ＮＴＰのクライアントは，クロック

ごとの増分を 9.98 ミリ秒となるように調整可能である。 

ｂ．クロック位相。この調整では不連続な調整を許可し，パラメータは，内部クロックと推定ＵＴＣ

との固定オフセット時間である。 

ＮＴＰサーバと同じＬＡＮ上のＮＴＰのクライアントのフィールドにおけるＮＴＰの経験では、約 100
ミリ秒以内の同期を維持している。北米のインターネット上で複数のＮＴＰサーバを利用しているＮ

ＴＰのクライアントは，約 10 ミリ秒以内の同期を達成している。 

時間同期のニーズが厳しくない場合には、低価格のディバイスがある。これらのディバイスが使うＳ

ＮＴＰを含めるように、ＮＴＰが更新された。ＳＮＴＰでは，時間推定を最適にするためのネットワー

クの遅延推定や統計学的手法が不要になっている。これは，ネットワークは遅延がなく，受信した各ＮＴＰ

サーバの推定時刻は完全に正しいものと想定している。これで，これらのディバイスの開発とハードウェア
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の費用が低減できる。コンピュータのＮＴＰ処理コストは，ＰＣにとっては微々たるものであるが，非常に

小さなディバイスにとっては，かなり高額であるかもしれない。ＬＡＮ環境内のＳＮＴＰ同期誤差はわずか

数ミリ秒である。それはトポロジーの影響を受けやすく，ＷＡＮ環境内では巨大になるおそれがある。 

ほとんどのＮＴＰサーバは，複数の上位サーバやピアに対して、再帰的にＮＴＰクライアントとなっ

ている。ＮＴＰは，サーバ／クライアント階層構造に対応するように設計されており、少数の国際標

準時計からサーバのレイヤー全体へ時刻情報を分配する。 

Ｒ．６．３．３ 外部時計 

ＮＴＰ実装は，三種類の主要な外部時計ソースの使用を想定している： 

外部ＮＴＰサーバ 

多くのＩＳＰや政府機関がＮＴＰサーバへのアクセスを提供している。それは、順次、国際標

準時計に同期するが、通常、それらへのアクセスは限定されている。 

外部時計放送 

米国，カナダ，ドイツやその他の国では時刻信号のラジオ放送を行っており、近傍のＮＴＰサ

ーバに取り付けられた受信機で使用できる。米国およびロシアでは，例えばＧＰＳのよ

うな衛星から時刻信号を放送している。一部の携帯電話サービスでは，時間信号を放送

している。これらの信号は，国際標準時計に同期している。ＧＰＳの時刻信号は，一般

的で世界規模の時間源である。それらの主要な問題は，適切なアンテナ配置と受信機コ

ストにおける困難さである。一般的な低価格の消費者向けＧＰＳシステムのほとんどは，

クロック精度を犠牲にして費用を節約している。 

外部パルス源 

きわめて高精度な同期を得るために，ＮＴＰサーバに原子時計を取り付けることが可能である。

これらの時計は時刻の推定はをしないが，きわめて正確であると周知されたパルス信号

を提供する。最適な推定ロジックでは、これを他の外部ソースと組み合わせて使用し、

ディバイスが地球の直径ほど離れていても、基準時計に対してマイクロ秒未満の同期を

達成する。 

外部時計ソースの選択と計時ソースの適切な使用に関する詳細は，ＮＴＰプロトコルの適用範囲外で

ある。それは，しばしばＮＴＰプロトコルに関連して論議され、文書化されるので、そのようなイン

ターフェイスはＮＴＰの実装参照部分に数多く含まれている。 

Ｒ．６．４ ＳＮＴＰ制限事項 

サーバがＳＮＴＰサーバであり、かつＮＴＰサーバが他サーバに対するＳＮＴＰクライアントになる

ことが、理論的には可能であるが、このことは全く推奨できない。ＳＮＴＰ誤差は多大なものである

のに、ＳＮＴＰを利用するサーバは，これらの誤差の大きさを評価するのに必要な統計学的な情報を

得られない。ＳＮＴＰクライアントがＮＴＰサーバを使用するのは適切である。ＳＮＴＰプロトコル

パケットは，ＮＴＰプロトコルパケットと全く同じである。ＳＮＴＰでは，統計学的情報の一部フィ

ールドが，実測値ではなく代表的なＳＮＴＰ値で満たされている点が異なる。 

Ｒ．６．５ 実装の考察 

ＮＴＰサーバとクライアントソフトウェアの利用可能な参考実装がいくつか公開されている。これらは，

広範囲に使用されており，多くのプラットフォーム（Unix，Windows，および Machintosh を含む）に移植

されてきた。さらに，一部のプラットフォーム（例えば，Windows 2000）には独占的で内蔵式のＮＴＰサ

ービスも存在する。公開されている参考実装には，多種の外部時計ソースへのサンプルインターフェイス

が含まれる。 

サーバとクライアントの位置選択は、性能上、十分に考察する必要がある。高精度同期を必要とする

ディバイスは全て，おそらくＬＡＮ上のＮＴＰサーバを含めて同じＬＡＮ上にあるのが望ましい。 

リアルタイム操作システム（ＲＴＯＳ）は，大きな難点をもつことがある。ＮＴＰの参照実装は，い
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くつかのＲＴＯＳに移植されてきた。ＲＴＯＳ上の内部システム時計の実装は困難であった。周波数

と位相で二重に調整する要請があるので，時計機能の上書きを必要とする可能性がある。参照実装で

は、また別の（マイクロ秒未満の精度と正確さを備えた）高分解能間隔タイマーにアクセスできるこ

とを必要としている。これは，最新式ワークステーションプロセッサにとってはＣＰＵの標準機能で

あるが，低価格帯のプロセッサには機能がない。 

通常同期だけが要求されるＲＴＯＳ実装では，ＮＴＰ参照実装を利用するよりも、独自のＳＮＴＰ限

定実装を書く選択をしてもよい。ＳＮＴＰクライアントは，非常に単純である。それは，参照実装を

手本にしても、またはスクラッチから書き上げてもよい。ＳＮＴＰクライアントであれば、正確な調

整を行う為にを必要となるオペレーティグシステムのサポートがオプションになる。唯一の要求事項

は，基準時刻の安定性の要求事項であり，これは，通常，時間設定の際に、秒未満の桁を指定できれ

ばその機能が充足される。 

現地時間を使用したいというユーザの希望とＮＴＰがＵＴＣを使用しているとの不整合は，ディバイ

スが解決しなければならない。ＤＨＣＰサーバがこのオプションをサポートしていれば，ＤＨＣＰは

現地時間とＵＴＣとのオフセットを動的に取得する機能を提供する。ただし，サービス手順，ＤＨＣ

Ｐなしでの起動する場合などの問題は残る。 

バッテリ式時計の設定に際して、現地時間，ＵＴＣ，夏時間などの違いは，混乱と誤差の共通原因で

ある。ＮＴＰアルゴリズムはこれらの誤差を徐々に解決していくが，正確な時間に関して最終的に収

束するのは大幅に遅れるかもしれない。これらの誤差が解消する前に、ディバイスが医療用に使用可

能となるだろう。 
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附属書Ｓ 従来型から構成管理型への遷移（参考） 

ネットワーク環境において、構成管理プロトコルを利用している一部のアプリケーションと手作業の

みで構成されるアプリケーションが共存する期間が普通に存在する。従来型アソシエーション要求者

が管理されているアソシエーション受諾者と相互作用する場合、または管理されているアソシエーシ

ョン要求者が従来型アソシエーション受諾者と相互作用する場合に、トランジション問題が発生する。

アソシエーション要求者とアソシエーション受諾者が異なったる構成管理プロファイルをサポートし

ている場合にも、これらの問題の一部が発生する。以下にこれらを論じ、完全に構成管理されるネッ

トワークへの遷移を簡単にするため作成された技術の一般的な推奨を示す。 

Ｓ．１ 従来型アソシエーション要求者，構成管理型アソシエーション受諾者 

従来型アソシエーション要求者は，アソシエーション受諾者のＩＰアドレスが動的に変化しないこと

を要求する。理由は，ＤＮＳを使って、アソシエーション受諾者の最新ＩＰアドレスを取得する機能

を持っていないからである。従来型アソシエーション要求者は，アソシエーション受諾者のＡＥタイ

トルが手作業で提供されることも要求する。 

Ｓ．１．１ ＤＨＣＰサーバ 

ＤＨＣＰサーバは，ホスト名，ＩＰ，およびＭＡＣアドレス関連のデータベースを構成可能とするの

が望ましい。ＤＨＣＰサーバは，特定の装置がＩＰアドレスを要求するときに、毎回同じＩＰアドレ

スを提供するように構成できる。これは，ＤＨＣＰからＩＰアドレスを取得するアソシエーション受

諾者に対する一般的な要求事項である。アソシエーション受諾者は，ハードウェアＭＡＣアドレスま

たはアソシエーション受諾者が要求するホスト名のいずれかによって特定できる。 

ＩＰアドレスは静的ＩＰアドレスとして恒久的に割り当てることができるので、従来型アソシエーシ

ョン要求者は、そのＩＰアドレスを使用するように構成ができる。一方、管理型アソシエーション要

求者は、ＤＮＳサービスを利用して、そのＩＰアドレスを取得する。 

Ｓ．１．２ ＤＮＳサーバ 

特別な対応は不要であるが、ＤＨＣＰサーバがＤＤＮＳ更新をしないという潜在性については，下記

を参照。 

Ｓ．１．３ ＬＤＡＰサーバ 

管理型アソシエーション要求者は，情報をＬＤＡＰサーバから取得できるが，従来型アソシエーショ

ン要求者は，取得しない。このことは，アソシエーション要求者において、ＡＥタイトルと関連連情

報を確定するための従来型機構の手作業でまとめる必要があることを意味している。多くのＬＤＡＰ

製品は、ＬＤＡＰデータベースを検査・更新するために適切なＧＵＩ機構をもっている。これらは，

この規格には規定されていない。 

アソシエーション要求者のＬＤＡＰエントリは，手作業で生成されるべきであるが，これは，非常に

簡潔なエントリであってもよい。これは，ＡＥタイトル機構が固有なＡＥタイトルを維持可能にする

ために必要である。従来型アソシエーション要求者のＡＥごとにエントリを生成しなければならない。 

従来型アソシエーション要求者は、サーバのＬＤＡＰ情報を手作業で調べ、その従来型アソシエーシ

ョン要求者のこれまで通りの手順を使用して、構成される必要がある。 

Ｓ．２ 管理型アソシエーション依頼者，従来型アソシエーション受諾者 

Ｓ．２．１ ＤＨＣＰサーバ 

従来型アソシエーション受諾者がアクセスをＩＰアドレスによるものに限定する場合には、ＤＨＣＰ

サーバは，アソシエーション要求者に対して、事前割当てされたＩＰアドレスを付与するように構成

されなければならない。ＩＰアドレスのアクセスに限定しなければ，特別な対応は必要ない。 
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Ｓ．２．２ ＤＮＳサーバ 

従来型アソシエーション受諾者のホスト名およびＩＰアドレスは，ＤＮＳデータベースの中に手作業

で配置するのが望ましい。 

Ｓ．２．３ ＬＤＡＰサーバ 

アソシエーション受信者自身はこの情報を提供できないのではあるが、ＬＤＡＰサーバは，従来型ア

ソシエーション受諾者の完全な記述を持つように構成されなければならない。これは手作業で実施す

る必要があり，ほとんどの場合ＧＵＩツールを使用する。従来型アソシエーション受諾者は，ＡＥタ

イトルとその他の構成情報に整合するように、作業で構成する必要がある。 

Ｓ．３ ＤＤＮＳサポートなし 

ＤＨＣＰサーバまたはＤＮＳサーバが、ＤＤＮＳ更新をサポートしないまたは許容しない場合は、Ｄ

ＮＳサーバデータベースを手作業で構成する必要がある。また，これらの更新がなされないことから，

全ての装置は、事前割当ての固定ＩＰアドレスを持つべきである。クライアントはＤＩＣＯＭ接続を

受け入れないので、クライアントに対して厳密に必要なものではないが、その他の理由で必要になる

かもしれない。実際面では，このファイルの維持は，古いホスト名ファイルの維持に類似している。

サーバやクライアントのそれぞれにおいてファイルを維持する代わりに，ＤＮＳとＤＨＣＰ構成ファ

イルの維持だけが必要なので，重要な管理上の便宜が存在する。 

Ｓ．４ 部分的に管理されるディバイス 

一部のディバイスが，特定のシステム管理プロファイルだけをサポートする場合もありうる。そのよ

うな部分的サポートの一般事例は，下記をサポートするノードである： 

ａ．ＤＨＣＰクライアント 
ｂ．ＤＮＳクライアント，および 
ｃ．ＮＴＰクライアント 

多くのオペレーティングシステムプラットフォームがこれらのクライアントを実装するための完全な

ツールを提供することから，このような構成は一般的である。ＬＤＡＰクライアントへのサポートは，

アプリケーションでのサポートが必要であり，しばしばオペレーティングシステムサポートとは異な

るサイクルでリリースされる。これらのディバイスでは、それらのＤＩＣＯＭアプリケーションは手

作業で構成されるであろうが、ＤＨＣＰ，ＤＮＳ，およびＮＴＰサービスは利用するだろう。 

Ｓ．５ 従来型ネットワークへ管理型ディバイスを初めて追加 

完全に管理されるディバイスを従来型ネットワークへ最初に追加する際には，サーバ設定とディバイ

ス設定の双方が必要である。 

Ｓ．５．１ 新規サーバの要求 

管理ノードには，次のアクタを提供するためのサーバの設置または割当てが必要である： 

ａ．ＤＨＣＰサーバ 
ｂ．ＤＮＳサーバ 
ｃ．ＮＴＰサーバ 
ｂ．ＬＤＡＰサーバ 

これらは、管理機能の追加だけを必要とする既存のサーバでも、新規ソフトウェアを追加される既存

のハードウェアであっても、一つまたは複数の異なるシステムであってもよい。ＤＨＣＰ，ＤＮＳと

ＮＴＰサービスは，非常に多様な機器によって提供される。 

Ｓ．５．２ ＮＴＰ 

このディバイスに対するＮＴＰサーバの設置場所は，それがディバイスのタイミング要求事項を確実
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に満たせるように検討されるべきである。ディバイスが約１秒の時刻精度を要求するＮＴＰクライア

ントである場合には，ＮＴＰサーバをどこに設置しても受容できるだろう。ＳＮＴＰクライアント、

かつ高い時刻精度を要求するディバイスに対しては，追加のＮＴＰサーバ、またはネットワークトポ

ロジーの調整が必要になる可能性がある。 

ＮＴＰサーバが保護された時間情報を使用している場合，証明かパスワードの交換が必要であろう。 

Ｓ．５．３ 管理される、および管理されないノードの文書化（ＤＨＣＰ，ＤＮＳおよびＬＤＡＰ） 

Ｓ．５．３．１ ＤＨＣＰの文書化 

管理されないノードをＤＨＣＰデータベースに記載する事には利点がある。動作上、これは決定的では

ないが，管理エラーの防止に役立つ。ほとんどのＤＨＣＰサーバは、事前割当てられた静的ＩＰアドレ

スの定義をサポートする。管理されないノードの静的ＩＰアドレスのエントリを含めることにより、管

理されないノードも文書化できる。これらのノードは、最初はＤＨＣＰサーバを使用しないが，ＤＨＣ

Ｐデータベースにそれらのエントリを持っていれば，エラーの低減を助け、逐次的遷移も簡潔にする。

ＤＨＣＰデータベースに手作業で割り当てたＩＰアドレスを記載していれば、その不用意な複製を予防

防止するために使用できる。 

管理されるノードは，ＤＨＣＰデータベースに記載しなければならない。ＮＴＰおよびＤＮＳサーバ

の場所も（ＤＨＣＰデータベースに）指定しなければならない。 

もし、このディバイスがアソシエーション受諾者である場合，おそらく固定ＩＰアドレスを割り当てるべ

きである。動的に割り当てられたＩＰアドレスをもつディバイスと通信している場合、従来型ディバイス

の多くは正常に作動できない。従来型ディバイスはＤＮＳシステムを利用しないので、ＩＰアドレスの変

更を保守しているＤＤＮＳ更新は利用できない。したがって，アソシエーション受諾者になるほとんどの

管理ノードには，固定ＩＰアドレスを割り当てなければならない。ブート処理の間に、ＤＨＣＰシステム

がＩＰアドレスをディバイスに提供する設定のままで、常に同じＩＰアドレスを毎回提供するように構成

できる。従来型システムは，そのＩＰアドレスを使用するように構成できる。 

Ｓ．５．３．２ ＤＮＳの文書化 

ほとんどのＤＮＳサーバは、ＤＨＣＰデータベースに類似した、ＩＰとホスト名を関連づけるデータ

ベースをもっている。管理されないディバイスは管理されるノードから使用されるので、このデータ

ベースにエントリを持ち、装置のＩＰアドレスが見つけられなければならない。ＤＮＳデータベース

中にネットワークの全てのホスト名とＩＰアドレスを記載するのは、しばしば便利である。これは，

かなり、日常的な管理タスクであり，全体のネットワークに対して実施し，ディバイスの追加，移動，

または取り外しが発生する度に、手作業で保守することができる。全てのネットワークディバイスに

関するＤＮＳ情報を期待する多くの管理ツールがあり，この作業でその情報が使用可能になる。 

もし、ＤＤＮＳ更新が使用されるならば、ＤＮＳデータベースの手作業保守部分は、不整合を防ぐように

調整する必要がある。 

管理されたノードによって使用されるディバイス全てに対して、ＤＮＳエントリが提供されなければ

ならない。 

Ｓ．５．３．３ ＬＤＡＰの文書化 

ＬＤＡＰデータベースは，この管理されるディバイスのディバイス記述を含むように構成されるべきで

あり、かつ、このディバイスが通信する他のディバイスの記述も存在するべきである。最初の部分は，

構成プロセスの起動中に使用され，第二部分は，それが使用するサービスを検出するために，このディ

バイスが使用する。 

ＤＩＣＯＭ情報の基本構造的なコンポーネントはＬＤＡＰサーバ上に存在し、このディバイスがＤＩ

ＣＯＭルートとそれ自体のエントリを検出できなければならない。ＡＥタイトルの登録簿を広く配布

するのは良い考えであり、管理されるディバイスを追加したときにも、ＡＥタイトルの不一致が生じ

ない。 
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Ｓ．５．３．４ その他のディバイスの記述 

このディバイスは，正常操作中に使用するアソシエーション受諾者（通常はＳＣＰ）を検出できる必

要がある。これらは，ＬＤＡＰサーバに手作業で構成してもよい。他のディバイスが非管理ディバイ

スである場合，それらの記述は，相当不完全なものである。必要最低限な情報だけが本ディバイスの

ニーズを満たすために必要となる。このディバイスが手作業で構成され，サービスを検出するための

ＬＤＡＰクエリーを出さない場合には，他のディバイスのいずれの説明も不要である。 

非管理ディバイスに関するＬＤＡＰデータベースを手作業で保守することは，いくつかの利点がある。

これにより，手作業で割り当てられたＡＥタイトルを文書化できる。サービスとネットワーク接続情

報は，ネットワーク計画と故障点検中に非常に有用である。データベースは、非管理ディバイスに対

するサービス作業中にも、補助文書として有用である。ＬＤＡＰデータベースを補助文書として使用

するか否かかの判断は，ＬＤＡＰサーバに与えられた特性によってしばしば異なる。これが，ＬＤＡ

Ｐデータベースを手作業で更新する、あるいは検索と報告のための妥当なツールを備えている場合は、

手作業で保守されるＬＤＡＰデータベースを生成するため投資は、しばしば好ましい。 

Ｓ．５．４ このディバイスの説明 

このディバイスは，独自のＬＤＡＰエントリを必要とする。これは，システム起動プロセスの間に使

用される。ＬＤＡＰサーバの更新は必須事項である。 

Ｓ．６ 混合ネットワークにおける非管理から管理へのノード切替え 

ディバイスは，トランジションの間に非管理から管理へと切り替えられる。ＤＨＣＰ，ＤＮＳ，およ

びＮＴＰクライアントの遷移とＬＤＡＰクライアントの遷移を別の段階に分けて、実施してもよい。

このセクションでは，全く管理されていないディバイスから完全に管理されるディバイスへ変更する

切替えについて説明する。ディバイス自体を完全に置換しても，または単にソフトウェアだけを更新

してもよい。ディバイスの切替え方の詳細は，重要ではない。 

Ｓ．６．１ ＤＨＣＰおよびＤＮＳ 

初期の完全なネットワーク文書化プロセスの一部としてディバイスが記述されている場合，ＤＨＣＰ

とＤＮＳデータベース内のエントリをチェックする必要がある。エントリが紛失したり，間違ってい

たり，または不完全な場合，ＤＨＣＰとＤＮＳデータベースでこれを修正しなければならない。エン

トリが正しい場合，これらのサーバに対する変更は不要である。ディバイスは，サーバを使用して簡

単に始動できる。ＤＨＣＰとＤＮＳサーバをディバイスの前に更新することが唯一の同期化要求事項

であり，便利なので、そのように計画される。 

ＤＨＣＰサーバによりＩＰアドレスを同時にディバイスに割り当てる場合，ＤＮＳサーバデータベース

は，ＤＤＮＳが現在このディバイスのために使用されているということを反映するために更新するのが

よい。この更新は事前には実施しないのがよい。これは，ディバイス更新時に実施するのが望ましい。 

Ｓ．６．２ ＮＴＰ 

このディバイスに対するＮＴＰサーバの相対的場所は，それがディバイスのタイミング要求事項を確

実に満たせるように検討するのが望ましい。それが約１秒の時刻精度の要求をもつＮＴＰクライアン

トである場合，ＮＴＰサーバの場所は何処であっても、ほとんど受容できる。ＳＮＴＰクライアント

かつ、高精度の時刻要求をもつディバイスに関しては，ＮＴＰサーバの追加、またはネットワークト

ポロジーの調整が必要となる事がある。 

もし、ＮＴＰサーバが保護された時刻情報を使用していれば，証明かパスワードを交換する必要があ

るだろう。 

Ｓ．６．３ このノードにおけるアソシエーション受信者 

アソシエーション受諾者は，単にＬＤＡＰデータベースからの構成情報を使用すれば済む場合もある

が、通常は追加構成が必要となる場合も多い。管理されないノードは，おそらくデータベース内で最

小の構成だけをもつ。 
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Ｓ．６．４ 従来シーノード上のアソシエーション要求者 

これらは，おそらく変える必要がない。ＤＨＣＰをサポートできない従来ノードが存在する場合，Ｉ

Ｐアドレスを事前に割当てなければならない。 

Ｓ．６．５ 管理されたノード上のアソシエーション要求者 

事前構成がすてにＬＤＡＰデータベースに記載されている場合，管理されたノードがＬＤＡＰデータ

ベースを継続使用するようにできる。現在管理されたアソシエーション受諾者を記述しているエント

リを更新し、詳細化して使用する。 
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附属書Ｔ 定量的解析基準（参考） 

Ｔ．１ 定量的動脈解析の場合の左右の定義 
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Ｔ．２ 動脈プラークに関する径対称性の定義 

狭窄径の径対称性は，動脈プラークに関する対称性を決定するパラメタである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対称指数は次によって決定される：ａ/ｂ，ここでａはｂ以下であり，ａとｂは，最小内腔径の位置に

おける再構成された動脈内で測定される。 

対称性の可能な値は０から１であり，０は完全な非対象性を示し，１は完全な対象性を示す。 

参考：定量的冠動脈造影；生理的側面，102-103 頁：Reiber and Serruys，定量的冠動脈造影，1991 
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Ｔ．３ 壁運動部位 

Ｔ．３．１ ランドマーク基準の壁運動部位 

ランドマーク基準の壁運動 

全体駆出率に対する部位の寄与（ＣＲＥＦ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定量的結果を通常の可視的解釈によって提供されたものと比較するため，左心室境界は，五つの解剖

学的部位に分割され，次のように表示される： 

1. Anterobasal 前基底 
2. Anterolateral 前側面 
3. Posterobasal 後基底 
4. Diaphragmatic 横隔膜 
5. Apical  先端 

セグメント 11-20 セグメント 1-10 

セグメント 1-10 

セグメント 11-20
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Ｔ．３．２ 壁運動部位センターライン 

壁運動センターラインテンプレート用法の事例。 

壁運動センターライン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

限界 LAD RCA 

(± 2 sdev) 長さ 始点 終点 長さ 始点 終点 

運動低下症 11 66 76 11 66 76 

運動過多症 35 14 48 24 25 48 

運動不足症 3 69 71 3 69 71 

領域 

(± 2 sdev) タイプ 厳密度 Opp. タイプ Opp. 厳密度 

LAD 過多 6.6 低下 3.1 

RCA 低下 2.6 過多 7.6 

Multi LAD 過多 7.1 低下 2.9 

Multi RCA 低下 2.9 過多 7.1 

 

ノード 概念名のコード意味 コード意味または例の値 TID 

X.X 所見   
X.X.1 報告対象の検査 壁運動センターライン解析 3208 
X.X.2 輪郭再調整 重心 3208 
X.X.3 正規化された腱の長さ 5.0 % 300 
X.X.4 正規化された腱の長さ 5.1 % 300 
X.X.5 正規化された腱の長さ 5.3 % 300 
... ... ... ... 
X.X.102 正規化された腱の長さ 4.5 % 300 
X.X.103 しきい値 2 3208 
X.X.104 異常部位  3208 
X.X.104.1 心壁運動 動きが小 3208 
X.X.104.2 周囲拡張 LAD 部位 3208 
X.X.104.3 異常部位の第一腱 66 3208 
X.X.104.4 異常部位の最終腱 76 3208 
X.X.104.5 心壁運動 動きが小 3208 

正規運動 

標準偏差 
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X.X.104.6 周囲拡張 RCA 部位 3208 
X.X.104.7 異常部位の第一腱 66 3208 
X.X.104.8 異常部位の最終腱 76 3208 
X.X.104.9 心壁運動 動きが小 3208 
X.X.104.10 周囲拡張 LAD 部位 3208 
X.X.104.11 異常部位の第一腱 14 3208 
X.X.104.12 異常部位の最終腱 48 3208 
X.X.104.13 心壁運動 動きが小 3208 
X.X.104.14 周囲拡張 RCA 部位 3208 
X.X.104.15 異常部位の第一腱 25 3208 
X.X.104.16 異常部位の最終腱 48 3208 
X.X.104.17 心壁運動 動かない 3208 
X.X.104.18 周囲拡張 LAD 部位 3208 
X.X.104.19 異常部位の第一腱 69 3208 
X.X.104.20 異常部位の最終腱 71 3208 
X.X.104.21 心壁運動 動かない 3208 
X.X.104.22 周囲拡張 RCA 部位 3208 
X.X.104.23 異常部位の第一腱 69 3208 
X.X.104.24 異常部位の最終腱 71 3208 
X.X.105 局部的異常壁運動  3208 
X.X.105.1 所見サイト RAO 投射における単一 LAD

部位 
3208 

X.X.105.2 テリトリー部位厳密度 6.6 300 
X.X.105.2.1 心壁運動 動きが小 300 
X.X.105.3 反対部位厳密度 3.1 300 
X.X.105.3.1 心壁運動 動きが小 300 
X.X.105.4 所見サイト RAO 投射における単一 RCA

部位 
3208 

X.X.105.5 テリトリー部位厳密度 2.6 300 
X.X.105.5.1 心壁運動 動きが大 300 
X.X.105.6 反対部位厳密度 7.6 300 
X.X.105.6.1 心壁運動 動きが小 300 
X.X.105.7 所見サイト RAO 投射における複合 LAD

部位 
3208 

X.X.105.8 テリトリー部位厳密度 7.1 300 
X.X.105.8.1 心壁運動 動きが大 300 
X.X.105.9 反対部位厳密度 2.9 300 
X.X.105.9.1 心壁運動 動きが大 300 
X.X.105.10 所見サイト RAO 投射における複合 RCA

部位 
3208 

X.X.105.11 テリトリー部位厳密度 2.9 300 
X.X.105.11.1 心壁運動 動きが小 300 
X.X.105.12 反対部位厳密度 7.1 300 
X.X.105.12.1 心壁運動 動きが大 300 
X.X.106 ... ... 3208 
 

 

Ｔ．３．３ 半径基準壁運動部位 
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放射状基準壁運動 

 

平均運動 

1. 前基底 ：33 % 

2. 前側面 ：39 % 

3. 先端 ：17 % 

4. 横隔膜 ：26 % 

5. 後基底 ：30 % 
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Ｔ．４ 定量的動脈解析の基準法 

定義された用語： 

１． コンピュータで計算した基準 

２． 補間ローカル基準 

３． 平均ローカル基準 

Ｔ．４．１ コンピュータで計算した基準 

コンピュータ定義された閉塞解析では，狭窄部分の外側径に基づく再構成径を計算する。この方法は，

完全に自動化され，ユーザには依存しない。再構成された直径は，閉塞がないと仮定した動脈径を表

現している。 

狭窄部分の近位と遠位の境界は，自動計算される。 

検出された輪郭と再構成された径輪郭内の再構成された輪郭との間の差異は，プラークと見なされる。 

最小内腔径（ＭＬＤ）の位置における再構成された直径に基づき，閉塞の基準径は定義される。 

Ｔ．４．２ 補間基準 

補間基準の閉塞解析は，解析された動脈の各位置での再構成径を計算する。この再構成された直径は，

なんの疾患も見出せないと仮定した動脈径を表す。再構成径は，ユーザが定義した２点以上の基準マ

ーカを線形補間で適合させた直線である。 

デフォルトにより，二つの基準を使用するマーカは，基準の位置で動脈長の５％と９５％に自動的に

配置される。 

径狭窄率を計算するため，閉塞の基準径は，ＭＬＤの位置での再構成された直径として定義される。 

解析された動脈の近位および遠位部分が，処置並びに長期追跡検査中に安定した直径をもつ事例では，

この方法は，動脈内の全ての位置に対し，安定した基準径を作り出す。 

Ｔ．４．３ 平均ローカル基準 

平均ローカル基準閉塞の事例では，基準径は一つ以上の基準マーカの位置における平均値となる。 

この方法は，二叉動脈の解析に対し特に適切である。 

Ｔ．５ 径グラフィックにおける位置 

画像内で観察できる血管部分の長さは，グラフにおいて常に同じＸ軸差異として表示さるとは限らな

い。 

グラフのＸ軸は，中線上のピクセル位置に基づいており，これらの点は，等距離でなくてもよい。こ

れは，血管が完全に水平または垂直に走行するものではなく，傾斜することもあるという事実に起因

している。 

血管中線が多くのピクセル位置を完全に水平または垂直にカバーする場合は，傾斜して同数のピクセ

ル位置をカバーする血管と比較して，ミリメートル単位ではより少ない間隔をカバーすることになる。 

セグメントが完全に水平または垂直に走行する場合，セグメント長さは，中線のピクセル点掛ける（ｘ）

ピクセル間隔に等しくなり（中線の各点は，正確にミリメートル単位のピクセル間隔に分割される），

Ｘ軸上の点も正確に一つのピクセル間隔を表示する。これは，血管が斜行する事例ではない。例えば，

４５度に傾斜した動脈については，中線上の２点間の距離は，ピクセル間隔の０．７倍となる。 

例として，動脈が１０エレメント（ｎ＝１０）から成る；それぞれは，１ｍｍ（ピクセルサイズ）の

長さをもつ。ＭＬＤが正確に動脈の中心にあった場合，０からＭＬＤまでが５サブセグメントの長さ

になり，したがって５ｍｍの長さを期待できる。これは，動脈が水平または垂直に走行する場合に正
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しい（縦横比を１と仮定する）。 

 

 

 

 

 

 

 

動脈が４５度に傾斜している場合，各セグメントの長さは，前の事例と比較してピクセルサイズの

2 倍となる。このようにして，長さは，動脈の傾斜角に依存する。 
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附属書Ｕ 眼科のユースケース（参考） 

 

Ｕ．１ 眼科写真のユースケース 

次の事例は，ＤＩＣＯＭの眼科写真撮影オブジェクトの使用法の例である。これらの事例では，ＤＩ

ＣＯＭ用語であるフレーム，インスタンスまたは画像の使用を避け，用語“写真”または“写真(複数）”

を採用している。ユースケースにおいて，シリーズとはＤＩＣＯＭシリーズを意味する。 

Ｕ．１．１ ルーチンのＮ－スポット検査 

Ｎ－スポット眼底写真検査は，事前に定義した網膜上の“Ｎ”位置を検査されることを意味する。 

Ｎ－スポット眼底写真撮影ルーチン検査は，両眼に対して指示される。検査中はなんの異常も見られ

ないので，それぞれの網膜に対してＮ写真が撮影される。このヘルスケア施設では，Ｎ－スポットル

ーチン検査中に両眼の外観写真を１枚取り、現在の眼圧（ＩＯＰ）の測定，および現在の屈折状態の

測定も指示している。 

結果検査には次の事項が含まれる： 

ａ．２Ｎの網膜写真と１枚の外観写真。各眼底写真は，取得情報の中に、ローカルＮ－スポット定

義内に従って、その位置を示すようにラベル付けされる。シリーズはラベル付けされず，各写

真は，必要に応じてＯＳまたはＯＤとラベル付けされる。 

注：ＤＩＣＯＭは，画像側性属性（00020.0062）に，Ｌ，Ｒ，およびＢを使用する。実際の符号化は，Ｌ，

Ｒ，またはＢである。眼科用機器は，表示前にこれをＯＳ，ＯＤ，とＯＵに適切に変換できる。 

ｂ．各写真の取得情報中に，ＩＯＰと屈折状態情報が複製される。 

ｃ．立体写真を撮らないので，立体測定に関連するＩＯＤインスタンスは生成されない。 

写真は，同じシリーズ内に存在しても，しなくてもよい。 

Ｕ．１．２ 例外のあるルーチンＮ－スポット検査 

ルーチンのＮ－スポット眼底写真検査は，両眼に対してオーダーされる。検査中，右目に病巣が観察

される。病巣は，いくつかの点に及んでいるため，広角視野で追加撮影し，病巣全体を捕らえる。病

巣に対し狭角視野の立体像を追加で取り込む。Ｎ－スポットの検査終了後，病巣輪郭の詳細を把握す

るため，いくつかのスリットランプ写真を撮る。 

検査結果には次の事項が含まれる： 

ａ．２Ｎ枚の網膜写真および１枚の外観写真，１枚追加の異常網膜広角写真，２Ｍ枚追加の異常網

膜の詳細立体的写真，および数枚の異常な眼球のスリットランプ写真。各写真の収集情報内に

レンズや照明パラメタの違いが文書化される。 

ｂ．上述の立体的詳細写真を示している、立体測定関係ＩＯＤの 1 インスタンスを、立体像ペアと

して使用するべきである。 

写真は，同じシリーズ内に存在しても，しなくてもよい。 

Ｕ．１．３ ルーチンのフルオレセイン検査 

ルーチンのフルオレセイン検査は，一つの眼球に対して指示される。手順には，次の事項が含まれる： 

ａ．ルーチン的な両眼の立体Ｎ－スポット写真，ルーチン的な外観写真，および現在のＩＯＰ 

ｂ．フィルタ処理した照明を使って、それぞれの眼球の参照立体写真 

ｃ．フルオレセイン注入 
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ｄ．１ペアの写真は約 0.7 秒間隔で，またペア間は 3-5 秒で，20 ペアの立体像を取得する。 

ｅ．次の１０分に増加した間隔で各眼球の立体像を取得し，それぞれの眼球に対して合計８ペアを

撮る。 

検査結果は次のようになる： 

ａ．2N+1 枚の通常Ｎ－スポット検査の写真 

ｂ．フィルタ（収集情報内に記載）された照明で撮影された４枚の写真は、眼球別に立体写真ペア

を構成する。 

ｃ．一眼に対する短期的なフルオレセインの４０写真（２０ペア）。これらには，収集情報，照明

状況，およびタイムスタンプが含まれる。 

ｄ．長期的なフルオレセインの３２写真（それぞれの眼球に対して８ペア）。これらには，収集情

報，照明状況，およびタイムスタンプが含まれる。 

ｅ．上述のＯＰインスタンスのものを示している、１立体測定関係ＩＯＤを立体像ペアとして使用

するべきである。 

ａ）からｄ）までの写真は，同じシリーズ内に存在しても，しなくてもよい。 

Ｕ．１．４ 外部検査 

患者が一般的な眼の不調を訴える。目視検査で，潜在的なはく離が見られる。眼球の全体的な様子を

広角撮影で記録し，続いて眼球表面のいくつかの詳細写真を撮る。詳細な病巣表面を示すため，局所

染色剤を適用し，続いて何枚かの追加写真を撮る。検査の特質により，基本的な眼科的測定はしなか

った。 

検査結果は，次の事項を含む一つ以上のシリーズである： 

ａ．両眼を対象とする１枚の全体的な外観写真 

ｂ．傷ついた眼球の何枚かの近接写真 

ｃ．傷ついた眼球の局所染色剤処置後の何枚かの近接写真。これらの写真は，これらの写真の収集

情報内に伝達される追加染色剤情報を持っている。 

Ｕ．１．５ 意図的な外部検査 

患者は，神経系の障害が懸念される。患者に対し眼で光を追うような指示を与え，外観写真の像をシ

リーズで撮る。それぞれの写真について，患者の意思情報を使って光の位置を示す（例えば，上，下，

患者の左，患者の上）。 

検査結果は，次の事項を含む一つ以上のシリーズである：  

ａ．患者の意図領域を使用して、それぞれの意図方向を示している個別の写真。 

Ｕ．１．６ 薬剤投与を伴う外部検査 

患者には，重症筋無力症が懸念される。正常状態で両眼を撮影する。それから TensilonⓇ（塩化エドロ

ホニウム）注入後にシリーズ写真を撮る。処方される TensilonⓇ（塩化エドロホニウム）の時間，量，

および方法は，収集情報に取得する。写真のタイムスタンプは、眼瞼の動きと関連づけて使用し、疾

病の状態を評価する。 

注：TensilonⓇは，Roche Laboratories の登録商標である 

検査結果は，次の事項を含む一つ以上のシリーズである： 

ａ．検査に先立つ複数の参照写真 
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ｂ．薬品処方時間を記録するための収集情報を伴った写真。 

Ｕ．１．７ ルーチンのステレオカメラ検査 

ステレオ光学ディスク検査が緑内障を伴う患者に対して指示される。この検査については，ＩＯＰを

測定する必要はない。その手順には次の事項が含まれる： 

ａ．散瞳は，時刻 tにおいて薬品を使用する 

ｂ．時刻 t+s における光学ディスク部位のＮ枚の立体写真（カメラは右と左の立体写真を同時に撮

影する） 

検査結果は次の事項を伴う： 

ａ．右Ｎ枚と左Ｎ枚の立体写真。これらには，収集情報，照明状況，薬品およびタイムスタンプが

含まれる。 

ｂ．上述のＯＰ画像を表示しているの立体測定関係ＳＯＰの１インスタンスを，立体像ペアとして

使用するべきである。 

Ｕ．２ 一般的な事象シーケンス 

下記は，個々の画像を使用して、事後に立体視をするために取得する事象のシーケンスを示す。その

立体測定関係インスタンスには、立体視関係情報が記録される。 
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インスタンスは、常にタイムスタンプをつけて取得されるので、フルオレセインの進捗が正確に測定

できる。収集情報と機器情報に，使用された設定の違いを記録する： 

ａ．収集情報Ａは，通常の照明と検査用に設計されたレンズである。 

ｂ．収集情報Ｂは，フィルタ処理した照明，フィルタ処理した観察，およびフルオレセイン検査に

適したレンズである。 

ｃ．収集情報Ｃは，機器設定に対する変更はないが，一度注入が行われると，それ以降後の画像に
は，薬品，方法，薬品量，および点液時刻が含まれる。 

Ｕ．３ 眼科断層撮影のユースケース（参考） 

基線の設定 

照明とフィルタ
の変更 

薬品注入

短時間単一眼球
アンギオ撮影 

長時間アンギオ
撮影 

ステレオ撮影の
確認 

次のために保存されたＯＰ ＳＯＰ： 
Ｂ－両眼  
Ｌ－左眼  
Ｒ－右眼 

 

立体測定関連
ＳＯＰインス
タンス 

取得情報
Ａ 

取得情報
B 

立体視を意図した
画像ペア 

取得情報Ｃと薬品
情報 
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硝子体

提靭帯

レンズ

経乳頭 

強膜

脈絡膜

網膜 

小帯線維 

虹彩
瞳孔 

角膜 

防水で満たされた前房 

毛様体筋 

後眼房

中心窩 

光学式断層撮影は光の後方散乱を使用して、眼球構造の断面像を提供する。可視的（または準可視的）
な光は，多くの重要な構造が光学的に透明（角膜，防水，レンズ，ガラス状液，および網膜－図Ｕ．
３－１参照）であることから，眼球の結像に十分寄与する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｕ．３－１ ヒトの眼の図解表象。 

超音波イメージングと類似するように，用語ＡスキャンとＢスキャンを使って、光学式断層撮影像を
説明する。この設定において，Ａスキャンは，単一ビーム光を関心構造にとおして取得された画像で
ある。Ａスキャン画像は，撮影された組織のビームの軌道に沿った光学的反射性を表している－構造
をとおした 1 次元像。次に，Ｂスキャンは，隣接するＡスキャン画像を集めて生成される－２次元平
面像。さらに，多数のＢスキャンを結合して組織の 3 次元画像にすることも可能である。 

眼球に対して光学式断層撮影を使用する場合，解剖学的並びに生理学的な眼球の状態に関する情報を
持つのが好ましい。患者の屈折誤差や眼球軸長のような測定は，画像の拡大または縮小を計算するた
めに頻繁に重要となる。眼球の前眼部を撮影する場合には、調節状態および散瞳薬剤の適用は，それ
らがそれぞれが眼構造の相対的な位置を移動させるので、重要である。後眼部の構造を撮影する場合
にも、散瞳薬剤の使用は，瞳孔が小さくなって、画像品質が悪くなる原因とも関連する。 

Ｕ．３．１ 前房断層撮影 

Ｕ．３．１．１ 有水晶体眼内レンズの手術計画のための前房検査 

眼科断層撮影を使って、有水晶体眼内レンズ（ＩＯＬ）の装着を計画することがある。有水晶体ＩＯ
Ｌとは，生来の透明レンズを温存して（すなわち“有水晶”）、眼球の前眼部に装着する合成レンズで
る。この処置は，患者の屈折誤差，特に高度な近視（近視）を矯正するために実施する。検査は，一
般的に両眼に対して行われ，各眼はリラックスかつ調節状態で検査されるであろう。断層撮影検査を
診断するために、各眼の屈折情報はが必要とされる。 

検査は，1 以上のＢスキャン（図Ｕ．３－２参照）と，1 以上の屈折状態情報インスタンスからなる。

Ｂスキャンそれぞれに関連して、眼球上のスキャン位置を示す参照画像が存在してもよい。 

Ｕ．３．１．２ 前房角度の検査 

前房角度は，強膜と交わる点における、虹彩と角膜の間の角度で定義される。視野角が狭い人には、

この解剖学的な特徴が重要である。この角内で防水の排液が発生するので、角度が非常に小さいと流

視神経 
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出が妨げられ、眼圧の増大を招く。眼圧が慢性的に上昇すると、緑内障の要因となる。眼科断層撮影

は，前房角度を評価する一つの方法である。 

角膜と虹彩を含む前眼部のＢスキャンが得られる。スキャンは，各眼内の複数の角度で行う（図Ｕ．

３－２参照）。Ｂスキャンの度に、参照画像を取得してもよい。調節状態と屈折状態の情報も，結果と

して生じる断層撮影情報の解釈に対して重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｕ．３－２ 角膜をとおした断面を示す前眼部の断層撮影 

図中で，虹彩と周辺角膜との間の狭い角度を特徴付けできる能力に注目。 

Ｕ．３．１．４ 角膜検査 

角膜は、透明な構造体として眼球の前面に位置しているので、光学式断層撮影に理想的に適している。

角膜の厚さが関係している緑内障や角膜浮腫を含む複数の病状があり，角膜中心軸に対して異なる角

度で撮影した一つ以上のＢスキャンを使用する断層撮影がこの情報を提供できる。 

断層撮影は，角膜の曲率を決定するためにも有用である。円錐角膜（角膜が異常に“隆起している”）

のような疾病，並びに手術またはコンタクトレンズによる曲率誤差の修正においても，前面および背

面の曲率の正確な測定が重要である。角膜曲率の測定は，角膜中心をとおり異なる角度で撮影した複

数のＢスキャンから得ることができる。 

両事例において，Ｂスキャン画像毎に、撮影された構造の写真を関連付けてもよい。 

Ｕ．３．２ 後眼部断層撮影 

Ｕ．３．２．１ 網膜神経線維層検査 

網膜神経線維層（ＲＮＦＬ）は，網膜の神経節細胞の軸策でできている。これらの軸策は，視覚信号

を運ぶ視神経として眼球から脳へ向かう。ＲＦＮＬが細くなるのは，緑内障およびその他の視神経病

の前兆である。 

眼科断層撮影検査には，おそらく視神経から距離を変えた、1 以上の円形スキャンを含む。それぞれの

円形スキャンは，Ｂスキャンとして，“広げられ”，神経線維層の厚さを評価するのに使用できるよう

に加工される（図Ｕ．３－３参照）。網膜上でのスキャン位置を示す眼底像は，各Ｂスキャンに関連付

けられる。網膜神経線維細胞の喪失を検出するため，ある時間にわたって 1 回以上、検査を繰り返す

ことがある。神経線維細胞の厚さの変化、すなわちトレンド（傾向：厚さデータの連続プロット）は，

診断支援に使用できる。 
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図Ｕ．３－３ 対応する眼底像を伴った網膜神経線維層の断層写真の例 

図中で，左側の擬似カラー画像は，断面内の網膜の多様な層を示し、神経線維層が 2 つの白線で挟ま

れていれる。スキャンの位置は，右側の写真中で明るい円形で表示されている。 

Ｕ．３．２．２ 横斑検査 

横斑は，おおよそ網膜の中心にあり，視神経の頭側部に位置している。これは，中心部の詳細な視覚

に関与する、網膜の小さくて非常に敏感な部分である。多くの一般的な眼疾患は，この横斑に影響を

及ぼし，頻繁に横斑の異なる層の厚さに影響する。横斑をとおしたスキャンのシリーズは，これらの

層を評価するのに使用できる（図Ｕ．３－４参照）。 

検査には，Ｂスキャンのシリーズを含めてもよい。網膜上のスキャンの位置を示す眼底像は，一つ以

上のＢスキャンに関連付けられる。図の中で，対応する眼底写真は左上にある。 
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図Ｕ．３－４ 6 つの異なる角度で収集されたＢスキャンのシリーズを示す横斑スキャンの例 

Ｕ．３．２．３ 血管造影検査 

心臓周期の間に変動する網膜血管の血管径を決定するために、網膜のカラー画像化検査を実施するこ

とがある。画像取得を心臓周期に同期させる為に、ＥＣＧ装置または心パルスモニターに接続して、

画像を取り込む。 

血管造影は，眼の血管構造のイメージングを強調する為に，患者に染料を注入する必要がある手法で

ある。この手法における標準的な方法は，指定された間隔で眼球を撮影して、網膜内の少量の染料お

よび／または血液の貯留を検出することである。医師または技師が血管造影画像を適切に解釈するた

めには、染料が患者に注入すされた時（時刻０）から、画像フレームが撮影されるまでに間にどのく

らいの時間が経過したのかを知る事が重要である。そのような染料は，ＯＰＴ断層画像にも影響を及

ぼす（さらに，ＯＰＴ画像における血管構造を強調するためにそのような染料が使用されている）こ

とが知られており，したがって，時刻同期は，ＯＰＴ画像だけでなく、関連するＯＰ画像の生成に対

しても適用される。 

血管造影を収集して，マルチフレームＯＰＴ画像のインスタンスが作成される。画像フレーム間の可

変の時間増分は，ＯＰＴ複数フレームモジュールのフレーム時間ベクトルに記録される。例えば網膜

スキャン画像セットのような複数の画像セットに関しては、フレーム時間ベクトルに加えて，スライ

ス位置ベクトルも使用される。６スキャンを５セット撮ると、マルチフレーム画像内に 30 フレームが

存在する。フレーム時間ベクトル中の最初の 6 つの値は，注入開始から第１スキャンセットまでの時

間を示し，次の六つの値は，第２の６スキャンセットに対する時間間隔を含み，同様に，合計 5 つの

時間間隔となる。 

関連する画像セットを伴うその他の血管造影検査例は，ユーザ定義イベントに関して相対的にタイム

スタンプされたの SLO/OCT/”ICG フィルタ”画像三つ組（または SLO/OCT 画像ペア）のシーケンスで

ある。このユーザ定義イベントは，通常，患者の血流へのＩＣＧ（イドシアニングリーン）の注入時

刻に対応する。”ICG フィルタ”画像に患者の血流が観察される血管造影検査の結果画像は、ＳＬＯ及

びＯＣＴ画像に見られる病変と相関付けられる。ここで、ＳＬＯ画像やＯＣＴ画像はＩＣＧ画像のＸ

－Ｙ面で画素対画素で空間的に関連づけられる。 

Ｕ．３．２．４ 再構成検査 

一部の病変の予後は，影響をうける眼球部分の３Ｄ可視化によって支援される。例えば，一部の事例
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では，嚢胞形成の密度またはドルーゼン存在の多寡は，眼球の平面長手方向の画像の相関されないシ

リーズからでは確かめ難い。しかし，一部のＯＣＴ装置では，空間的関連をもつ平面画像のシーケン

スを，短時間で適切に取り込むことができる。これらの画像は，長手方向（網膜に対して垂直），また

は横方向（網膜に対してほぼ平行）に方向付けできる。一度そのようなシーケンスが取り込まれると，

システムのユーザが対話式に３Ｄ再構成して、データを立体的に検査することも可能になる（図Ｕ．

３－５参照）。 

３Ｄ ＯＣＴデータセットを網膜表面の位置を伴って登録する手段を提供するため，参照画像が，しば

しばＯＣＴデータと結合される（図Ｕ．３－６とＵ．３－７を参照）。 

 

図Ｕ．３－５ ３Ｄ再構成の例 

 

 

図Ｕ．３－６ 参照画像を伴った長手方向のＯＣＴ画像 
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Ｕ．３－７ 長手方向画像を参照画像に重ね合わせる 

Ｕ．３．２．５ 横断イメージング 

眼科断層撮影撮影は，大部分が長手方向の画像（Ｂスキャンまたはラインスキャンとして知られてい

る）のセットで構成されているが、一方，横断画像（冠状または“正面”画像として知られている）

は，病変に侵された体積の全域を特定するのに有用な情報を提供できる。 

長手方向の画像は，検査中の構造に対して垂直に方向付けされているが，横断画像は，検査中の構造

に対して“正面”またはほぼ平行に方向付けされている。 

横断画像は，直接に単一スキャンから取得できる（図Ｕ．３－８およびＵ．３－９に示す）し，また

は３Ｄデータセットからの再構成でも取得できる（図Ｕ．３－１０およびＵ．３－１１に示す）。横断

画像のシーケンスを結合して，３Ｄデータセットを形成することもできる。 
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図Ｕ．３－９ 横断ＯＣＴ画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｕ．３－９ 横断ＯＣＴ画像と同時に取得された参照画像との相関関係 

図Ｕ．３－８から図Ｕ．３－１０は全て，同じ眼球の同じ病変の画像であるが，異なる 2 方向からの

撮影は，検査中の病変のサイズと形状に関する補完的な情報を提供している。例えば，横斑孔を検査

する時には、嚢胞形成の広がりを決めると，次の処置において重要な支援となる。そのような嚢胞形

成の範囲の特定は，長手方向の画像よりもむしろ横断画像を使用して，より簡単に確認される。横断

画像は，覆われた横斑孔のような微小(マイクロ)病変の位置検出にも非常に有用であり，これは従来

の長手方向イメージングの使用だけでは見落とされがちであった。 
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図Ｕ．３－９ 再構成された横断ＯＣＴ画像と長手方向ＯＣＴ画像との対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｕ．３－１０ 再構成された横断画像と側面長手方向画像 

図Ｕ３．９において，青、緑、およびピンク色の線が３画像の対応を示している。図Ｕ３．１０にお

いては，横断画像が黄色で強調されている。 



PS 3.17-2008 翻訳原稿 

 201 2010/01/22 

附属書Ｖ ハンギングプロトコル（参考） 

ハンギングプロトコル複合ＩＯＤは，画像表示ステーション（ワークステーション）機能に関連して，

ユーザの観察嗜好についての情報を含む。関連サービスクラスとして、サーバとワークステーション

との間ハンギングプロトコルインスタンスの保存（Ｃ－ＳＴＯＲＥ）、クエリー（Ｃ－ＦＩＮＤ）およ

び取得（Ｃ－ＭＯＶＥ）をサポートする。目標は，ユーザが，異なる種類の観察状況の提示と対話の

独自な好ましい方法を一度だけ都合よく定義していれば、同様な機能のワークステーション上で，ユ

ーザの選択に従って自動的に画像セットを配置できることである。 

主に期待されるのは，下記の事項に対する機能を提供して、ユーザ，サイトまたはワークステーショ

ンのメーカーが提供する定義に従って，画像の自動的で一貫した取扱を容易にすることである： 

 定義されたハンギングプロトコルを保存 

 名称、レベル（単一ユーザ、ユーザグループ、サイト、製造業者）、ユーザ識別コード、モダリ

ティ、検査部位や側性によるハンギングプロトコルの検索。 

 ユーザまたはサイトで定義されたハンギングプロトコルに整合させることにより、ワークステ

ーションにおける全ての検査に対して、十分に互換性のある機能を備えた画像セットの提示

を自動的に行う事を可能にする。これには，ユーザが異なる位置から読み込むか，または類

似タイプの異なるワークステーション上で読み込む場合の，自動的な画像セットの提示支援

が含まれる。 

どのように（例えば，現在の検査および前回の検査の）関連画像セットを取得するかについては，ハ

ンギングプロトコルＩＯＤまたはサービスクラスでは定義されていない。 

ハンギングプロトコルＩＯＤに関連したＤＩＣＯＭグレースケール表示標準機能、およびＤＩＣＯＭ

ソフトコピー表示状態への適合は，ワークステーションの種類とは無関係に，ユーザが見るもの，お

よびどのようにそれと相互作用するかの全体像を定義づけして保存し，できる限り同じように再現す

ることを可能にする。さらに，実装者が，ユーザに対し、（水平オルタネータスクロール機構を備えた

４ｘ１対１２ｘ１フォーマットのような）希望する図表式表示を提示し、その選択を簡単にできるよ

うにすることが期待される。 

Ｖ．１ シナリオの例 

ユーザＡは，ワークステーションＸの前に座っている。この装置には２個の 1024 x 1280 解像度をもつ

スクリーンが備わっているが，これは最近設置されたもので，まだユーザ特有のハンギングプロトコ

ル定義をもっていない。ユーザは，読影すべき検査リストを取り出し、まず、関連する前回の検査を

伴う胸部ＣＴ検査を選択する。ワークステーションは，ハンギングプロトコル保存クラスのインスタ

ンスをハンギングプロトコルクエリーＳＣＰに対して検索する。この特定なユーザに対しては、何も

検出できなかったが、サイト特有のハンギングプロトコルのインスタンスが見つかった。これは、ワ

ークステーションがそのサイトで設置されたときに設定されたものである。ワークステーションは、

サイトのハンギングプロトコルインスタンスを適用し、ユーザは前回の検査と比較しながら現在の検

査を読影する。 

ユーザは観察様式をカストマイズする決定を行い、どのような種類のハンギングプロトコルが好まし

いのか（レイアウト様式，対話様式）を決めるため，選択の図形表示において提示とクリックで作動

する観察アプリケーションを使用する。ユーザは，“垂直オルタネータ”対話をもつ３列ｘ４行タイル

の表示、および画像の一つの行上のデフォルトスクロール量を選択する。ユーザは，現在の検査を左

側のスクリーンに，また，前回の検査を右側のスクリーンに配置する。ユーザは，アプリケーション

に対し，このハンギングプロトコルを保存するよう要求したので、ハンギングプロトコル保存ＳＣＰ

に新しいハンギングプロトコルインスタンスが保存される。 

翌日，ワークステーションＸにおける胸部ＣＴ検査を読影するために同じユーザが戻ってきて、検査

を選択した時に、どのハンギングプロトコルインスタンスがこの検査用のこのワークステーション上
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のこのユーザのシナリオに最適であるかを決定するために，アプリケーションはハンギングプロトコ

ルクエリーＳＣＰを検索する。そのクエリーに応えてＳＣＰから回答された最適なものは，彼のユー

ザＩＤに整合するユーザＩＤを持っており，検査様式は，観察用に選択された画像セットの検査様式

に整合し，また，スクリーン様式は，使用中のワークステーションに整合している。 

照合リストが作成され、昨日、ユーザが胸部ＣＴ用に定義したハンギングプロトコルインスタンスが

最適とされたので、そのハンギングプロトコルを用いて、現在のＣＴ検査は左側のスクリーン上に自

動的に表示される。次に最適なものは、アプリケーションインタフェースのプルダウンメニューリス

トを介して，近似的に整合したすべてのハンギングプロトコルインスタンスをユーザが使用できる。 

このハンギングプロトコルには追加の画像セットを定義しているので、同じ患者に対する前年の胸部

ＣＴ検査が現在の検査の隣の右側のスクリーン上に表示される。 

次の週，同じユーザは，同じ施設内の異なる場所で、異なるメーカーの類似ワークステーション、(ワ

ークステーションＹ)上で胸部ＣＴを読影する。このワークステーションは，単一の 2048x2560 画素の

スクリーンを備えている（図Ｖ．１－１参照）。このワークステーションは，ハンギングプロトコルク

エリーＳＣＰに検索を行い、照合されたハンギングプロトコルインスタンスの中から、ユーザＡがワ

ークステーションＸで 以前使用していたハンギングプロトコルインスタンスを最適として選択する。

このハンギングプロトコルが自動的に適用される、胸部ＣＴ検査を表示する。現在の胸部ＣＴ検査は

2048x2560 スクリーンの左側半分に表示され、前回の胸部ＣＴ検査はスクリーンの右側半分に表示され

る。それぞれは３列と８行で，同じ垂直オルタネータレイアウトを保っている。ワークステーション

とＳＣＰとの間の交信シーケンスは，図Ｖ．１－２に表示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｖ．１－1． シナリオ例におけるワークステーションスクリーンの空間レイアウト。 

ワークステーションＸ ワークステーションＹ
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図Ｖ．１－２． シナリオ例のシーケンス図 

 

Ｖ．２ ハンギングプロトコル内部プロセスモデル 

ハンギングプロトコルの全体的なプロセスフローは，図Ｖ．２－１で見ることができ，これは，三つ

の主要なステップ：選択、プロセシング、およびレイアウトで構成されている。選択は，ハンギング
プロトコル定義モジュールで定義される。プロセシングおよびレイアウトは，ハンギングプロトコル
表示モジュールで定義される。最初のプロセスステップ，すなわち、ＤＩＣＯＭ画像オブジェクトか

ら使用できる画像セットの選択は，ハンギングプロトコル定義モジュールの画像セットシーケンスに

よって定義される。これは，同じ画像オブジェクトから重複を認めて複数の画像の画像セットを取出

すＮ：Ｍマッピングである。 

プロセスフローの第 2 部分には，フィルタ処理，再フォーマット，整列，およびプレゼンテーション

インテント操作で構成されて、画像セットをそれらの最終的な形式である表示セットにマッピングす

る。これは，ハンギングプロトコル表示モジュールで定義される。これは，１つの画像セットから複

数の表示セットがを取出す１：Ｍの関係である。フィルタ処理演算は，画像セットからサブセットの

選択を可能とし、ハンギングプロトコル表示モジュールフィルタ操作シーケンスによって定義される。

ワークステーションＸ ハンギング 

プロトコルＳＣＰ
ワークステーションＹ 

第１日 胸部ＣＴのＨＰを検索 

サイトデフォルトＨＰが照合

サイトデフォルトＨＰ要求

サイトデフォルトＨＰ保存

Ｄｒ ＡのＨＰを保存 

第２日 
胸部ＣＴのＨＰを検索 

Ｄｒ ＡのＨＰが照合 

胸部ＣＴのＨＰを検索 

Ｄｒ ＡのＨＰを保存 

第Ｎ日 
Ｄｒ ＡのＨＰが照合 

Ｄｒ ＡのＨＰを要求 

Ｄｒ ＡのＨＰを保存 

Ｄｒ ＡのＨＰを要求 
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再フォーマットは，ボリュームから画像を（操作タイプの再フォーマット，厚さの再フォーマット，

間隔の再フォーマット，初期的な観察方向の再フォーマット操作，３Ｄレンダリングタイプに応じて）

再サンプリングしてマルチプラナ再フォーマットのような操作を可能にする。ハンギングプロトコル

表示モジュールの整列演算シーケンスでは，画像の順序づけを可能にする。（明暗度ウィンドウデフォ

ルト設定のような表示状態操作のサブセットである）デフォルトプレゼンテーションインテントは，

ハンギングプロトコル表示モジュールのプレゼンテーションインテント属性によって定義される。表

示セットは，すべての操作完了後の画像の最終セットを保存する容器である。これらのセットは，ス

クリーン上の位置へのレンダリング可能な画像を包含している。 

スクリーンへの表示セットのレンダリングは，ハンギングプロトコル表示モジュールの表示セットシ

ーケンス項目内での画像ボックスシーケンスのレイアウト情報によって決定される。表示セットは，

単一画像ボックスシーケンスにマッピングされる。これは通常，（スクリーン上で矩形の）単一画像ボ

ックスであるが、順序づけられた画像ボックスのセットでもよい。画像ボックスの順序セットへのマ

ッピングは，（例えば新聞のコラムのように）スクリーン上の複数の位置で順序シーケンスに従って画

像が自由に動けるようにするための特例である。表示環境空間位置は，表示セットからの画像が表示

される場合，画像における矩形の位置を特定する。使用する対話の種類は，画像ボックスシーケンス

項目属性によって定義される。縦にスクロールするオルタネータは，画像ボックスレイアウトタイプ

がタイル，および画像ボックススクロール方向が縦，と設定することによって指定できる。 

このプロセシングの例は，図Ｖ．２－２に示されている。図は，この附属書内に記載されている脳外

科手術計画のハンギングプロトコルの例に基づいており，表示セットのプレゼンテーショングループ

＃１（現在のＣＴ検査のＣＴ限定表示）に対応している。 
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図Ｖ．２－１ ハンギングプロトコル内部プロセスモデル 

ＤＩＣＯＭ複合 
オブジェクト 
インスタンス 

選択 ハンギングプロトコ
ル定義モジュール 

表示セット 

プロセシング:フィルタ，再フォーマッ
ト，整列，プレゼンテーションインテン

ト 

ハンギングプロトコ
ル表示モジュール 

レイアウト 

順序付画像 
ボックスセット 

画像 
ボックス

画像 
ボックス

スクリーン空間

画像セット 
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（大きな四角の中は訳不要で，そのまま入れてください） 

図Ｖ．２－２ プロセスフローの例 

Ｖ．３ 胸部Ｘ線撮影ハンギングプロトコルの例 

目標：胸部Ｘ線撮影，ＰＡと側面（ＬＬ，ＲＬ）像，現在と前回に対応するハンギングプロトコルで

あって，次のレイアウトをもつ： 

ＭＲ検査
現在分 
 

ＣＴ検査
現在分 
 

ＣＴ検査
前回分 
 

画像セット１
ＭＲ現在 

画像セット２
ＣＴ現在 

画像セット３
ＣＴ前回 

表 示 セ ッ ト １
再 フ ォ ー マ ッ
ト：ＭＰＲ冠状
レイアウト： 
スタック 

表示セット２  
再フォーマット： 
ＭＰＲサジタル
整列：軸平行  
レイアウト：スタッ
ク 

表 示 セ ッ ト ３
フィルタ：横断
整列：軸平行 
レイアウト：ス
タック 

表示セット４  
フィルタ：ローカラ
イザではない 
再フォーマット：
3D_Rendering  
整列：軸平行 
レイアウト：処理済
み 

表示セット５  
フィルタ：横断 
整列：軸平行  
レイアウト：Tiled 3x4
スクロール：縦 
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ハンギングプロトコル定義では，特定なモダリティを規定せず，むしろ特定な解剖学的構造（胸部）

を規定する。画像セットシーケンスは，詳細を提供し，その中で，各画像セットの解剖学的構造に加

え，モダリティも規定する。 

Ｖ．３．１ ハンギングプロトコルの定義モジュール 

ハンギングプロトコル名称：“胸部Ｘ線撮影” 
ハンギングプロトコル説明：“胸部ＰＡと側面の現在および前回分” 
ハンギングプロトコルレベル：“SITE” 
ハンギングプロトコルクリエイタ：“上級放射線科医” 
ハンギングプロトコル制作日時：“20020823133455 
ハンギングプロトコル定義シーケンス： 

 項目１： 
 解剖学的部位シーケンス 

 ○ 項目１：（T-D3000, SRT, “Chest”） 
 側性：ゼロ長 
 手順コードシーケンス：ゼロ長 
 要求された手順コードシーケンスの理由：ゼロ長 

これまでの参照数：１ 
画像セットシーケンス： 

 項目１： 
 画像セットセレクターシーケンス： 

○ 項目１： 
○ 画像セットセレクター使用法フラグ：“NO_MATCH” 
○ セレクター属性：（0008,2218）［解剖学的部位シーケンス］ 
○ セレクター属性 VR：“SQ” 
○ セレクターコードシーケンス値： 

■ 項目１：（T-D3000, SRT “Chest”） 
○ セレクター値番号：1 
○ 項目２： 
○ 画像セットセレクター使用法フラグ：“NO_MATCH” 
○ セレクター属性：（0008,0060）［モダリティ］ 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターＣＳ値：“CR╲DX” 
○ セレクター値番号：1 

 時間基準画像セットシーケンス： 
○ 項目１： 
○ 画像セット番号：1 
○ 画像セットセレクターのカテゴリ：“RELATIVE_TIME” 
○ 相対的時間：0╲0 
○ 相対的時間単位：“MINUTES” 
○ 画像セットラベル：“現在の胸部Ｘ線撮影” 
 

スクリーン１ スクリーン２

表示セット
１， 
１画像  
ボックス： 
前回側面 

表示セット
２， 
１画像  
ボックス： 
前回ＰＡ 

表示セット
３， 
１画像  
ボックス：
現在ＰＡ 

表示セット
４， 
１画像  
ボックス：
現在側面 
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○ 項目２： 
○ 画像セット番号：2 
○ 画像セットセレクターのカテゴリ：“ABSTRACT_PRIOR” 
○ 前回値の抜粋：1╲1 
○ 画像セットラベル：“前回の胸部Ｘ線撮影” 

ハンギングプロトコルユーザ識別コードシーケンス：ゼロ長 
ハンギングプロトコルユーザグループ名称：“ＡＢＣ病院” 

Ｖ．３．２ ハンギングプロトコルの環境モジュール 

スクリーン数：2 
公称スクリーン定義シーケンス： 

 項目１： 
 垂直ピクセル数：2560 
 水平ピクセル数：2048 
 表示環境空間位置：0.0╲1.0╲0.5╲0.0，意味（0,1），（0.5,0） 
 スクリーンの最小グレースケールビット深さ：8 
 アプリケーション最大再描画時間：100 
 項目２： 
 垂直ピクセル数：2560 
 水平ピクセル数：2048 
 表示環境空間位置：0.5╲1.0╲1.0╲0.0，意味（0.5,1），（1,0） 
 スクリーンの最小グレースケールビット深さ：８ 
 アプリケーション最大再描画時間：100 

Ｖ．３．３ ハンギングプロトコル表示モジュール 

表示セットシーケンス： 
 項目１： 
 表示セット番号：1 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：1 
 画像セット番号：2 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１： 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：0.0╲1.0╲0.25╲0.0，意味（0,1），（0.25,0） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“SINGLE” 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ セレクター属性：（0018,5101）［観察位置］ 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターＣＳ値：“RL╲LL” 
○ セレクター値番号：1 
○ オペレータによるフィルタ処理：“MEMBER_OF”  

 整列演算シーケンス：ゼロ長 
 表示セットの患者方向付け“A╲F” 
 画像のライフサイズ提示フラグ：“NO” 
 グラフ注釈の表示フラグ：“NO” 
 項目２： 
 表示セット番号：2 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：1 
 画像セット番号：2 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１： 
○ 画像ボック番号：1 
○ 表示環境空間位置：0.25╲1.0╲0.5╲0.0，意味（0.25,1），（0.5,0） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“SINGLE” 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ セレクター属性：（0018,5101）［観察位置］ 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
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○ セレクターＣＳ値：“PA” 
○ セレクター値番号：1 
○ フィルタ処理演算子：“MEMBER_OF”  

 整列演算シーケンス：ゼロ長 
 表示セットの患者方向付け“Ｒ╲Ｆ” 
 画像のライフサイズ提示フラグ：“NO” 
 グラフ注釈の表示フラグ：“NO” 
 項目３： 
 表示セット番号：3 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：1 
 画像セット番号：１ 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１： 
○ 画像ボックス番号：１ 
○ 表示環境空間位置：0. 5╲1.0╲0.75╲1.0，意味（0.5,1），（0.75,0） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“SINGLE” 

 フィルタ演算シーケンス：： 
○ 項目１： 
○ セター属性：（0018,5101）［観察位置］ 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターＣＳ値：“PA” 
○ セレクター値番号：1 
○ フィルタ処理演算子：“MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス：ゼロ長 
 表示セットの患者方向付け“Ｒ╲Ｆ” 
 画像のライフサイズ提示フラグ：“NO” 
 グラフ注釈の表示フラグ：“NO” 
 項目４： 
 表示セット番号：4 
 表示セットプレゼンテーショングループ：1 
 画像セット番号：1 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１： 
○ 画像ボックス番号：１ 
○ 表示環境空間位置：0. 75╲1.0╲1.0╲0.0，意味（0.75,1），（1,0） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“SINGLE”  

 フィルタ演算シーケンス：： 
○ 項目１： 
○ セレクター属性：（0018,5101）［観察位置］ 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターＣＳ値：“RL╲LL” 
○ セレクター値番号：１ 
○ フィルタ処理演算子：“MEMBER_OF”  

 整列演算シーケンス：ゼロ長 
 表示セットの患者方向付け“Ａ╲Ｆ” 
 画像のライフサイズ提示フラグ：“NO” 
 グラフ注釈の表示フラグ：“NO” 

部分データ表示ハンギング：“MAINTAIN_LAYOUT” 

Ｖ．４ 脳外科手術計画のハンギングプロトコルの例 

目標：脳外科手術計画のための，頭部のＭＲおよびＣＴのハンギングプロトコル。左側の 1Kx1K スク

リーンは，取得ボリューム全域の直交するＭＰＲスライスを示し、残りの右下四半部のプレゼンテー

ショングループは，３Ｄの対話式ボリュームレンダリングを表示する。全ての表示セットでは，1Kx1K

スクリーンを 512x512 の四半部内に 4 分割している。2560x2048 スクリーンは，４行 x３列のタイル式

表示領域を持つ。以下の四つの時間表示グループがある：ＣＴnew，ＭＲ，ＣＴnew とＭＲの結合，およ

びＣＴnewとＣＴoldの結合。 

画像ボックスの表示環境空間位置属性値は，（0.0,0.0）（1.0,1.0）空間ではなく、ピクセル空間
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［（0/3072,512/2560），（512/3072,0/2560）］比率で表示されているので、事例が容易に理解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｖ．４．１ ハンギングプロトコルの定義モジュール 

ハンギングプロトコル名称：“脳外科手術計画” 
ハンギングプロトコル説明：“頭部用ＭＲとＣＴを必要とする，脳外科手術計画” 
ハンギングプロトコルレベル：“SITE” 
ハンギングプロトコルクリエイタ：“Smith^Joseph” 
ハンギングプロトコル制作日時：“20020101104200 
ハンギングプロトコル定義シーケンス： 

 項目１： 
 モダリティ：“MR” 
 解剖学的部位シーケンス 

○ 項目１：（T-D1100, SRT, “Head”） 
 側性：ゼロ長 
 手続きコードシーケンス： 

○ 項目１：（98765, 99Local, 1.5 “NeuroSurgery Plan Local5”） 
 手続きの依頼理由コードシーケンス： 

○ 項目１：（161.1, I10, “Cerebral aneurysm”） 
 項目２： 
 モダリティ：“CT” 
 解剖学的部位シーケンス 

○ 項目１：（T-D1100, SRT, “Head”） 
 側性：ゼロ長 
 手続きコードシーケンス： 

○ 項目１：（98765, 99Local, 1.5 “NeuroSurgery Plan Local5”） 
 手続きの依頼理由コードシーケンス： 

○ 項目１：（167.1, I10, “Cerebral aneurysm） 
これまでの参照数：１ 
画像セットシーケンス： 

 項目１： 
 画像セットセレクターシーケンス： 

○ 項目１： 
○ 画像セットセレクター使用法フラグ：“NO_MATCH”  
○ セレクター属性：（0018,0015）［検査された身体部分］ 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“HEAD” 
○ セレクター値番号：1 
○ 項目２： 
○ 画像セットセレクター使用法フラグ：“NO_MATCH”  
○ セレクター属性：（0018,0060）［モダリティ］ 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
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○ セレクターCS 値：“MR” 
○ セレクター値番号：1 

 時間基準画像セットシーケンス： 
○ 項目１： 
○ 画像セット番号：1 
○ 画像セットセレクターのカテゴリ：“RELATIVE_TIME” 
○ 相対的時間：0╲0 
○ 相対的時間単位：“MINUTES” 
○ 画像セットラベル：“現在の頭部ＭＲ” 

 項目２： 
 画像セットセレクターシーケンス： 

○ 項目１： 
○ 画像セットセレクター使用法フラグ：“NO_MATCH” 
○ セレクター属性：（0008,0015）［検査された身体部分］ 
○ セレクター属性 VR：“CS”  
○ セレクターCS 値：“HEAD” 
○ セレクター値番号：1 
○ 項目２： 
○ 画像セットセレクター使用法フラグ：“NO_MATCH”  
○ セレクター属性：（0018,0060）［モダリティ］ 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“CT” 
○ セレクター値番号：１ 

 時間基準画像セットシーケンス： 
○ 項目１： 
○ 画像セット番号：2 
○ 画像セットセレクターのカテゴリ：“RELATIVE_TIME” 
○ 相対的時間：0╲0 
○ 相対的時間単位：“MINUTES” 
○ 画像セットラベル：“現在のＣＴ頭部” 
○ 項目２： 
○ 画像セット番号：3 
○ 画像セットセレクターのカテゴリ：“ABSTRUCT_PRIOR” 
○ アブストラクトの前回の値“1╲1” 
○ 画像セットラベル：“前回の頭部ＣＴ”  

ハンギングプロトコルユーザ識別コードシーケンス：ゼロ長 
ハンギングプロトコルユーザグループ名称：“ＡＢＣ病院” 

Ｖ．４．２ ハンギングプロトコルの環境モジュール 

スクリーン数：2 
公称スクリーン定義シーケンス： 

 項目１： 
 垂直ピクセル数：1024 
 水平ピクセル数：1024 
 表示環境空間位置：0.0╲0.28╲0.33╲0.0，意味（0.0, 0.28），（0.33, 0.0） 
 スクリーンのカラービット最小深さ：8 
 アプリケーション最大再描画時間：70 
 項目２： 
 垂直ピクセル数：2560 
 水平ピクセル数：2048 
 表示環境空間位置：0.33╲1.0╲1.0╲0.0，意味（0.33, 1.0），（1.0, 1.0） 
 スクリーンのグレースケール最小ビット深さ：8 
 アプリケーション最大再描画時間：１０ 

Ｖ．４．３ ハンギングプロトコル表示モジュール 

表示セットシーケンス： 

［グループ＃１はＣＴ限定の表示（現在のＣＴ）］ 
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 項目１： 
 表示セット番号：1 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：1 
 画像セット番号：2 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［1024x1024 の左下四半部] 
○ 画像ボックス番号：１ 
○ 表示環境空間位置：（0/3072, 512/2560），（512/3072, 0/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“STACK” 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 再フォーマット操作タイプ：“MPR” 
 再フォーマットの厚さ：５ 
 再フォーマットの間隔：５ 
 再フォーマット操作の初期観察方向：“CORONAL” 
 表示セットの患者方向付け：“L╲F” 
 ＶＯＩタイプ：BRAIN 
 表示セットのプレゼンテーショングループの説明：“現在のＣＴに限定” 
 項目２： 
 表示セット番号：２ 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：1 
 画像セット番号：２ 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［1024x1024 の左上四半部] 
○ 画像ボックス番号：１ 
○ 表示環境空間位置：（0/3072, 1024/2560），（512/3072, 512/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“STACK” 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
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○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列の方向：“INCREASING” 

 再フォーマットの操作タイプ：“MPR” 
 再フォーマットの厚さ：5 
 再フォーマットの間隔：5 
 再フォーマットの操作初期観察方向：“SAGITAL” 
 表示セットの患者方向付け：“P╲F” 
 ＶＯＩタイプ：BRAIN 
 項目３： 
 表示セット番号：3 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：1 
 画像セット番号：2 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［1024x1024 の右上四半部] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（512/3072, 1024/2560），（1024/3072, 512/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“STACK” 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 表示セットの患者方向付け：“L╲P” 
 ＶＯＩタイプ：BRAIN 
 グラフ注釈の表示フラグ：“YES” 
 項目４： 
 表示セット番号：4 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：1 
 画像セット番号：2 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［1024x1024 の右下四半部] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（512/3072, 512/2560），（1024/3072, 0/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“PROCESSED” 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ セレクター属性（0008,0008）［画像タイプ］ 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“LOCALIZER” 
○ セレクター値番号：3 
○ フィルタ処理の演算子：“NOT_MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス：ゼロ長 
 再フォーマットの操作タイプ：“3D_RENDERING” 
 再フォーマットの操作初期観察方向：“CORONAL” 
 ３Ｄレンダリングタイプ：“VOLUME” 
 表示セットの患者方向付け：“X╲F” 
 グラフ注釈の表示フラグ：“NO”  
 項目５： 
 表示セット番号：5 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：1 
 画像セット番号：2 
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 画像ボックスシーケンス： 
○ 項目１：［2048x2560 の全体] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（1024/3072, 2560/2560），（3072/3072, 0/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“TILED” 
○ 画像ボックスタイルの水平寸法：3 
○ 画像ボックスタイルの垂直寸法：：4 
○ 画像ボックスのスクロール方向：“VERTICAL” 
○ 画像ボックスの小スクロールタイプ：“ROW_COLUMN” 
○ 画像ボックスの小スクロール量：1 
○ 画像ボックスの大スクロールタイプ：“PAGE”  
○ 画像ボックスの大スクロール量：1 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF”  

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 表示セットの患者方向付け：“L╲P” 
 ＶＯＩタイプ：BRAIN 
 グラフ注釈の表示フラグ：“YES” 

 
［グループ＃２はＭＲ限定の表示］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 項目６： 
 表示セット番号：6 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：2 
 画像セット番号：1 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［1024x1024 の左下四半部] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（0/3072, 512/2560），（512/3072, 0/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“STACK” 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
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○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 再フォーマットの操作タイプ：“MPR” 
 再フォーマットの厚さ：５ 
 再フォーマットの間隔：５ 
 再フォーマットの操作初期観察方向：“CORONAL” 
 表示セットの患者方向付け：“R╲F” 
 表示セットのプレゼンテーショングループの説明：“ＭＲに限定” 
 項目７： 
 表示セット番号：7 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：2 
 画像セット番号：1 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［1024x1024 の左上四半部] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（0/3072, 1024/2560），（512/3072, 512/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“STACK” 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリに：“ALONG_AXIS” 
○ 整列の方向：“INCREASING” 

 再フォーマットの操作タイプ：“MPR” 
 再フォーマットの厚さ：5 
 再フォーマットの間隔：5 
 再フォーマットの操作初期観察方向：“SAGITAL”  
 表示セットの患者方向付け：“P╲F” 
 項目８： 
 表示セット番号：8 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：2 
 画像セット番号：1 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［1024x1024 の右上四半部] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（512/3072, 1024/2560），（1024/3072, 512/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“STACK” 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ オペレータによるフィルタ処理：“MEMBER_OF” 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 表示セットの患者方向付け：“L╲P” 
 項目９： 
 表示セット番号：9 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：2 
 画像セット番号：1 
 画像ボックスシーケンス： 
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○ 項目１：［1024x1024 の右下四半部] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（512/3072, 512/2560），（1024/3072, 0/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“PROCESSED” 

 フィルタ演算シーケンス：ゼロ長 
 整列演算シーケンス：ゼロ長 
 再フォーマットの操作タイプ：“3D_RENDERING” 
 再フォーマットの操作初期観察方向：“CORONAL” 
 ３Ｄレンダリングタイプ：“VOLUME” 
 表示セットの患者方向付け：“X╲F” 
 項目１０： 
 表示セット番号：10 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：2 
 画像セット番号：1 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［2048x2560 の全体] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（1024/3072, 2560/2560），（3072/3072, 0/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“TILED” 
○ 画像ボックスタイルの水平寸法：3 
○ 画像ボックスタイルの垂直寸法：：4 
○ 画像ボックスのスクロール方向：“VERTICAL” 
○ 画像ボックスの小スクロールタイプ：“ROW_COLUMN” 
○ 画像ボックスの小スクロール量：1 
○ 画像ボックスの大スクロールタイプ：“PAGE”  
○ 画像ボックスの大スクロール量：1 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF”  

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 表示セットの患者方向付け：“L╲P” 
 

［グループ＃３はＭＲとＣＴの結合］ 
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 項目１１：［ＭＲ冠状］ 
 表示セット番号：11 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：3 
 画像セット番号：１ 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［1024x1024 の左下四半部] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（0/3072, 512/2560），（512/3072, 0/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“STACK” 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 再フォーマットの操作タイプ：“MPR” 
 再フォーマットの厚さ：5 
 再フォーマットの間隔：5 
 再フォーマットの操作初期観察方向：“CORONAL” 
 表示セットの患者方向付け：“L╲F” 
 グラフ注釈の表示フラグ：“NO” 
 表示セットのプレゼンテーショングループの説明：“ＭＲとＣＴの結合” 
 項目１２：［ＣＴ冠状］ 
 表示セット番号：12 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：3 
 画像セット番号：2 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［1024x1024 の左上四半部] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（0/3072, 1024/2560），（512/3072, 512/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“STACK” 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 再フォーマットの操作タイプ：“MPR” 
 再フォーマットの厚さ：5 
 再フォーマットの間隔：5 
 再フォーマットの操作初期観察方向：“CORONAL”  
 表示セットの患者方向付け：“L╲F” 
 ＶＯＩタイプ：BRAIN 
 グラフ注釈の表示フラグ：“NO” 
 項目１３：［ＣＴ横断］ 
 表示セット番号：13 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：3 
 画像セット番号：2 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［1024x1024 の右上四半部] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（512/3072, 1024/2560），（1024/3072, 512/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“STACK” 
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 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 表示セットの患者方向付け：“L╲P” 
 ＶＯＩタイプ：BRAIN 
 グラフ注釈の表示フラグ：“YES” 
 項目１４：［ＭＲ横断］ 
 表示セット番号：14 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：3 
 画像セット番号：1 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［1024x1024 の右下四半部] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（512/3072, 512/2560），（1024/3072, 0/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“STACK”  

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 表示セットの患者方向付け：“L╲P” 
 グラフ注釈の表示フラグ：“NO” 

 
 項目１５：［行 1 と 3 でスクロールする２つのＣＴ部分］ 
 表示セット番号：15 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：３ 
 画像セット番号：2 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［2048x2560 空間の行１（最上行）] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（1024/3072, 2048/2560），（3072/3072, 1536/2560） 
○ 画像ボックスのレイアウトタイプ：“TILED” 
○ 画像ボックスタイルの水平寸法：3 
○ 画像ボックスタイルの垂直寸法：：1 
○ 画像ボックスのスクロール方向：“HORIZONTAL” 
○ 画像ボックスの小スクロールタイプ：“IMAGE” 
○ 画像ボックスの小スクロール量：1 
○ 画像ボックスの大スクロールタイプ：“ROW_COLUMN”  
○ 画像ボックスの大スクロール量：1 
○ 項目２：［2048x2560 空間の行３] 
○ 画像ボックス番号：2 
○ 表示環境空間位置：（1024/3072, 1024/2560），（3072/3072, 512/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“TILED” 
○ 画像ボックスタイルの水平寸法：3 
○ 画像ボックスタイルの垂直寸法：：1 
○ 画像ボックスのスクロール方向：“HORIZONTAL” 
○ 画像ボックスの小スクロールタイプ：“IMAGE” 
○ 画像ボックスの小スクロール量：1 
○ 画像ボックスの大スクロールタイプ：“ROW_COLUMN”  
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○ 画像ボックスの大スクロール量：1 
 フィルタ演算シーケンス： 

○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 表示セットの患者方向付け：“L╲P” 
 ＶＯＩタイプ：BRAIN 
 グラフ注釈の表示フラグ：“YES” 

 
 項目１６：［行 2 と 4 でスクロールされる 2 つのＭＲ部分］ 
 表示セット番号：16 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：3 
 画像セット番号：1 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［2048x2560 空間の行２] 
○ 画像ボックス番号：１ 
○ 表示環境空間位置：（1024/3072, 1536/2560），（3072/3072, 1024/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“TILED” 
○ 画像ボックスタイルの水平寸法：3 
○ 画像ボックスタイルの垂直寸法：1 
○ 画像ボックスのスクロール方向：“HORIZONTAL” 
○ 画像ボックスの小スクロールタイプ：“IMAGE” 
○ 画像ボックスの小スクロール量：1 
○ 画像ボックスの大スクロールタイプ：“ROW_COLUMN”  
○ 画像ボックスの大スクロール量：1 
○ 項目２：［2048x2560 空間の行４（最下行）] 
○ 画像ボックス番号：2 
○ 表示環境空間位置：（1024/3072,512/2560），（3072/3072,0/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“TILED” 
○ 画像ボックスタイルの水平寸法：3 
○ 画像ボックスタイルの垂直寸法：：1 
○ 画像ボックスのスクロール方向：“HORIZONTAL” 
○ 画像ボックスの小スクロールタイプ：“IMAGE” 
○ 画像ボックスの小スクロール量：1 
○ 画像ボックスの大スクロールタイプ：“ROW_COLUMN”  
○ 画像ボックスの大スクロール量：1 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 表示セットの患者方向付け：“L╲P” 
 グラフ注釈の表示フラグ：“NO” 

 
［グループ＃４はＣＴ新とＣＴ旧の結合］ 
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 項目１７：［ＣＴ旧冠状］ 
 表示セット番号：17 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：4 
 画像セット番号：3 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［1024x1024 の左下四半部] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（0/3072, 512/2560），（512/3072, 0/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“STACK” 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 再フォーマットの操作タイプ：“MPR” 
 再フォーマットの厚さ：5 
 再フォーマットの間隔：5 
 再フォーマットの操作初期観察方向：“CORONAL” 
 表示セットの患者方向付け：“L╲F” 
 ＶＯＩタイプ：BRAIN 
 表示セットのプレゼンテーショングループの説明：“ＣＴ旧とＣＴ新の混合” 
 項目１８：［ＣＴ新冠状］ 
 表示セット番号：18 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：4 
 画像セット番号：2 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［1024x1024 の左上四半部] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（0/3072, 1024/2560），（512/3072, 512/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“STACK” 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
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○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理のオペレータ：“MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 再フォーマットの操作タイプ：“MPR” 
 再フォーマットの厚さ：5 
 再フォーマットの間隔：5 
 再フォーマットの操作初期観察方向：“CORONAL”  
 表示セットの患者方向付け：“L╲F” 
 ＶＯＩタイプ：BRAIN 
 項目１９：［ＣＴ新横断］ 
 表示セット番号：19 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：4 
 画像セット番号：2 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［1024x1024 の右上四半部] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（512/3072, 1024/2560），（1024/3072, 512/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“STACK”  

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 表示セットの患者方向付け：“L╲P” 
 ＶＯＩタイプ：BRAIN 
 グラフ注釈の表示フラグ：“YES” 
 アイテ２０：［ＣＴ旧横断］ 
 表示セット番号：20 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：4 
 画像セット番号：3 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［1024x1024 の右下四半部] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（512/3072, 512/2560），（1024/3072, 0/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“STACK”  

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF” 

 演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 表示セットの患者方向付け：“L╲P” 
 ＶＯＩタイプ：BRAIN 
 図式注釈フラグの提示：“YES” 
 項目２１：［スクロールされたＣＴ新２部分，行１と３］ 
 表示セット番号：21 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：4 
 画像セット番号：2 
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 画像ボックスシーケンス： 
○ 項目１：［2048x2560 空間の行１（最上行）] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（1024/3072, 2048/2560），（3072/3072, 1536/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“TILED” 
○ 画像ボックスタイルの水平寸法：3 
○ 画像ボックスタイルの垂直寸法：1 
○ 画像ボックスのスクロール方向：“HORIZONTAL” 
○ 画像ボックスの小スクロールタイプ：“IMAGE” 
○ 画像ボックスの小スクロール量：1 
○ 画像ボックスの大スクロールタイプ：“ROW_COLUMN”  
○ 画像ボックスの大スクロール量：1 
○ 項目２：［2048x2560 空間の行３] 
○ 画像ボックス番号：２ 
○ 表示環境空間位置：（1024/3072, 1024/2560），（3072/3072, 512/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“TILED” 
○ 画像ボックスタイルの水平寸法：3 
○ 画像ボックスタイルの垂直寸法：1 
○ 画像ボックスのスクロール方向：“HORIZONTAL” 
○ 画像ボックスの小スクロールタイプ：“IMAGE” 
○ 画像ボックスの小スクロール量：1 
○ 画像ボックスの大スクロールタイプ：“ROW_COLUMN”  
○ 画像ボックスの大スクロール量：1 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 表示セットの患者方向付け：“L╲P” 
 ＶＯＩタイプ：BRAIN 
 グラフ注釈の表示フラグ：“YES” 

 
 項目２２：［スクロールされたＣＴ旧２部分，行２と４］ 
 表示セット番号：22 
 表示セットのプレゼンテーショングループ：4 
 画像セット番号：3 
 画像ボックスシーケンス： 

○ 項目１：［2048x2560 空間の行２] 
○ 画像ボックス番号：1 
○ 表示環境空間位置：（1024/3072, 1536/2560），（3072/3072, 1024/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“TILED” 
○ 画像ボックスタイルの水平寸法：2 
○ 画像ボックスタイルの垂直寸法：1 
○ 画像ボックスのスクロール方向：“HORIZONTAL” 
○ 画像ボックスの小スクロールタイプ：“IMAGE” 
○ 画像ボックスの小スクロール量：1 
○ 画像ボックスの大スクロールタイプ：“ROW_COLUMN”  
○ 画像ボックスの大スクロール量：1 
○ 項目２：［2048x2560 空間の行４（最下行）] 
○ 画像ボックス番号：2 
○ 表示環境空間位置：（1024/3072, 512/2560），（3072/3072, 0/2560） 
○ 画像ボックスレイアウトタイプ：“TILED” 
○ 画像ボックスタイルの水平寸法：3 
○ 画像ボックスタイルの垂直寸法：1 
○ 画像ボックスのスクロール方向：“HORIZONTAL” 
○ 画像ボックスの小スクロールタイプ：“IMAGE” 
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○ 画像ボックスの小スクロール量：1 
○ 画像ボックスの大スクロールタイプ：“ROW_COLUMN”  
○ 画像ボックスの大スクロール量：1 

 フィルタ演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ フィルタ処理のカテゴリ：“IMAGE_PLANE” 
○ セレクター属性 VR：“CS” 
○ セレクターCS 値：“TRANSVERSE” 
○ フィルタ処理の演算子：“MEMBER_OF” 

 整列演算シーケンス： 
○ 項目１： 
○ 整列のカテゴリ：“ALONG_AXIS” 
○ 整列方向：“INCREASING” 

 表示セットの患者方向付け：“L╲P” 
 ＶＯＩタイプ：BRAIN 
 グラフ注釈の表示フラグ：“YES” 

 
部分的なデータ表示取扱：“MAINTAIN_LAYOUT” 
［ＭＲとＣＴのタイル式スクロールウィンドウ枠を表示セット１５と１６に，また，ＣＴ新規と
ＣＴ旧式のタイル式スクロールウィンドウ枠を表示セット２１と２２にリンクアップ（同期）さ
せる］ 
同期スクロールシーケンス： 
 項目１：  
 表示セットのスクロールグループ：１５╲１６ 
 項目２： 
 表示セットのスクロールグループ：２１╲２２ 

Ｖ．５ ハンギングプロトコルの検索例 

下記はハンギングプロトコル情報モデル-FIND SOP クラスの一般的な C-Find 要求の例である。それは、

胸部 X 線撮影画像を読影するために、胸部に関する全てのハンギングプロトコルを探している。ユー

ザは２つの 2K x 2K スクリーンを持つワークステーションを使っている。 
C-FIND 要求: 

ネスト 属性 タグ VR 値長 
(16 進)

値 

 影響をうける SOP クラス UID (0000,0002) UI 0018 1.2.840.10008.5.1.4.38.2 

 コマンドフィールド (0000,0100) US 0002 0020H [C-FIND-RQ] 

 メッセージ ID (0000,0110) US 0002 0010H 

 優先度 (0000,0700) US 0002 0000H [中程度] 

 テータ集合のタイプ (0000,0800) US 0002 0102H 

 SOP クラス UID (0008,0016) UI 0000  

 SOP インスタンス UID (0008,0018) UI 0000  

 ハンギングプロトコル名 (0072,0002) SH 0000  

 ハンギングプロトコル記述 (0072,0004) LO 0000  

 ハンギングプロトコルレベル (0072,0006) CS 0000  

 ハンギングプロトコル作成者 (0072,0008) LO 0000  

 ハンギングプロトコル作成日時 (0072,000A) DT 0000  

 ハンギングプロトコル定義シー

ケンス 
(0072,000C) SQ ffffffff  

%item      

> モダリティ (0008,0060) CS 0000  

> 解剖学的領域シーケンス (0008,2218) SQ ffffffff  

%item      
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>> コード値 (0008,0100) SH 0008 T-D3000 

>> 符号系指定子 (0008,0102) SH 0004 SRT 

>> コード意味 (0008,0104) LO 0006 Chest 

%enditem      

%endseq      

> 手続きコードシーケンス (0008,1032) SQ 0000  

> 側性 (0020,0060) CS 0000  

> 手続きの依頼理由コードシーケ

ンス 
(0040,100A) SQ 0000  

%enditem      

%endseq      

 ハンギングプロトコル ユーザ

識別コードシーケンス 
(0072,000E) SQ 0000  

 これまでの参照数 (0072,0014) US 0000  

 スクリーン数 (0072,0100) US 0000  

 代表スクリーン定義シーケンス (0072,0102) SQ 0000  

 
以下は、上述の C-Find 要求に応答しているハンギングプロトコル情報モデル- FIND SOP クラスの

C-Find 応答例の 1 集合である。  この一般的な検索で、何件か照合した。 アプリケーションは照合し

た中で最適の事例を選択する必要があり、ここでは 2 番目の応答である。 最初の応答は胸部 CT 用で

あり、3 番目の応答は、2 番目の応答ほど、ユーザのワークステーション環境に適合しない。 
C-FIND 応答 #1: 

ネスト 属性 タグ VR 値長 
(16 進)

値 

 影響をうける SOP クラス UID (0000,0002) UI 0018 1.2.840.10008.5.1.4.38.2 

 コマンドフィールド (0000,0100) US 0002 8020H [C-FIND-RSP] 

 応答するメッセージ ID (0000,0120) US 0002 0010H 

 データ集合タイプ (0000,0800) US 0002 0102H 

 ステータス (0000,0900) US 0002 FF00H [ペンディング] 

 SOP クラス UID (0008,0016) UI 0018 1.2.840.10008.5.1.4.38.1 

 SOP インスタンス UID (0008,0018) UI 0024 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.7
6392.999.2 

 ハンギングプロトコル名 (0072,0002) SH 000a CT 1 prior 

 ハンギングプロトコル記述 (0072,0004) LO 0038 Dual screen layout for 
current and single prior 
chest CT 

 ハンギングプロトコルレベル (0072,0006) CS 000c SINGLE_USER 

 ハンギングプロトコル作成者 (0072,0008) LO 0008 Dr. Chan 

 ハンギングプロトコル作成日時 (0072,000A) DT 000c 200408210718 

 ハンギングプロトコル定義シー

ケンス 
(0072,000C) SQ ffffffff  

%item      

> モダリティ (0008,0060) CS 0002 CT 

> 解剖学的領域シーケンス (0008,2218) SQ ffffffff  

%item      

>> コード値 (0008,0100) SH 0008 T-D3000 

>> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0004 SRT 

>> コード意味 (0008,0104) LO 0006 Chest 

%enditem      
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ネスト 属性 タグ VR 値長 
(16 進)

値 

%endseq      

> 手続きコードシーケンス (0008,1032) SQ 0000  

> 側性 (0020,0060) CS 0000  

> 手続きの依頼理由コードシーケ

ンス 
(0040,100A) SQ 0000  

%enditem      

%endseq      

 ハンギングプロトコル ユーザ

識別コードシーケンス 
(0072,000E) SQ 0000  

%item      

> コード値 (0008,0100) SH 000a 58489749P 

> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0008 HOSP_ID 

> コード意味 (0008,0104) LO 000e Susan H. Chan 

%enditem      

%endseq      

 これまでの参照数 (0072,0014) US 0002 1 

 スクリーン数 (0072,0100) US 0002 2 

 代表スクリーン定義シーケンス (0072,0102) SQ 0000  

 
C-FIND 応答 #2: 

ネスト 属性 タグ VR 値長 
(16 進)

値 

 影響を受ける SOP クラス UID (0000,0002) UI 0018 1.2.840.10008.5.1.4.38.2 

 コマンドフィールド (0000,0100) US 0002 8020H [C-FIND-RSP] 

 応答するメッセージ ID (0000,0120) US 0002 0010H 

 テータ集合タイプ (0000,0800) US 0002 0102H 

 ステータス (0000,0900) US 0002 FF00H [ペンディング] 

 SOP クラス UID (0008,0016) UI 0018 1.2.840.10008.5.1.4.38.1 

 SOP インスタンス UID (0008,0018) UI 0020 1.2.840.123456.20030822
.223344.1 

 ハンギングプロトコル名 (0072,0002) SH 000c Chest X-ray 

 ハンギングプロトコル記述 (0072,0004) LO 0026 Current and Prior Chest 
PA and Lateral 

 ハンギングプロトコルレベル (0072,0006) CS 0004 SITE 

 ハンギングプロトコル作成者 (0072,0008) LO 0012 Senior Radiologist 

 ハンギングプロトコル作成日時 (0072,000A) DT 000e 20020823133455 

 ハンギングプロトコル定義シー

ケンス 
(0072,000C) SQ ffffffff  

%item      

> モダリティ (0008,0060) CS 0000  

> 解剖学的領域シーケンス (0008,2218) SQ ffffffff  

%item      

>> コード値 (0008,0100) SH 0008 T-D3000 

>> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0004 SRT 

>> コード意味 (0008,0104) LO 0006 Chest 

%enditem      
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ネスト 属性 タグ VR 値長 
(16 進)

値 

%endseq      

> 手続きコードシーケンス (0008,1032) SQ 0000  

> 側性 (0020,0060) CS 0000  

> 手続きの依頼理由コードシーケ

ンス 
(0040,100A) SQ 0000  

%enditem      

%endseq      

 ハンギングプロトコル ユーザ

識別シーケンス 
(0072,000E) SQ 0000  

 これまでの参照数 (0072,0014) US 0002 1 

 スクリーン数 (0072,0100) US 0002 0002H 

 代表スクリーン定義シーケンス (0072,0102) SQ ffffffff  

%item      

> 縦の画素数 (0072,0104) US 0002 2560 

> 横の画素数 (0072,0106) US 0002 2048 

> 表示環境の空間位置 (0072,0108) FD 0020 0.0¥1.0¥0.5¥0.0 

> スクリーンのグレースケール最

小ビット深さ 
(0072,010A) US 0002 0008H 

> アプリケーションの最大再描画

時間 
(0072,010E) US 0002 0064H 

%enditem      

%item      

> 縦の画素数 (0072,0104) US 0002 2560 

> 横の画素数 (0072,0106) US 0002 2048 

> 表示環境の空間位置 (0072,0108) FD 0020 0.5¥1.0¥1.0¥0.0 

> スクリーンのグレースケール最

小ビット深さ 
(0072,010A) US 0002 0008H 

> アプリケーションの最大再描画

時間 
(0072,010E) US 0004 0064H 

%enditem      

%endseq      

 
C-FIND 応答 #3: 

ネスト 属性 タグ VR 値長 
(16 進)

値 

 影響をうける SOP クラス UID (0000,0002) UI 0018 1.2.840.10008.5.1.4.38.2 

 コマンドフィールド (0000,0100) US 0002 8020H [C-FIND-RSP] 

 応答するメッセージ ID (0000,0120) US 0002 0010H 

 データ集合タイプ (0000,0800) US 0002 0102H 

 ステータス (0000,0900) US 0002 FF00H [Pending] 

 SOP クラス UID (0008,0016) UI 0018 1.2.840.10008.5.1.4.38.1 

 SOP インスタンス UID (0008,0018) UI 002a 1.2.840.113986.2.664566.
21121125.85669.967 

 ハンギングプロトコル名 (0072,0002) SH 0010 Chest X-ray_LGon 

 ハンギングプロトコル記述 (0072,0004) LO 003e Prior and Current Lateral 
of Chest X-ray for two 
screen system 

 ハンギングプロトコルレベル (0072,0006) CS 000c SINGLE_USER 
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ネスト 属性 タグ VR 値長 
(16 進)

値 

 ハンギングプロトコル作成者 (0072,0008) LO 0012 Dr. Leia Gonzales 

 ハンギングプロトコル作成日時 (0072,000A) DT 000e 20030822101100 

 ハンギングプロトコル定義シー

ケンス 
(0072,000C) SQ ffffffff  

%item      

> モダリティ (0008,0060) CS 0002 DX 

> 解剖学的領域シーケンス (0008,2218) SQ ffffffff  

%item      

>> コード値 (0008,0100) SH 0008 T-D3000 

>> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0004 SRT 

>> コード意味 (0008,0104) LO 0006 Chest 

%enditem      

%endseq      

> 手続きコードシーケンス (0008,1032) SQ 0000  

> 側性 (0020,0060) CS 0000  

> 手続きの依頼理由コードシーケ

ンス 
(0040,100A) SQ 0000  

%enditem      

%endseq      

 ハンギングプロトコル ユーザ

識別コードシーケンス 
(0072,000E) SQ 0000  

%item      

> コード値 (0008,0100) SH 0004 Lgon 

> 符号化体系指定子 (0008,0102) SH 0008 99Local 

> 符号化対系版 (0008,0103) SH 0004 v40a 

> コード意味 (0008,0104) LO 000c log-in name 

%enditem      

%endseq      

 これまでの参照数 (0072,0014) US 0002 1 

 スクリーン数 (0072,0100) US 0002 0002H 

 代表スクリーン定義シーケンス (0072,0102) SQ ffffffff  

%item      

> 縦の画素数 (0072,0104) US 0002 1280 

> 横の画素数 (0072,0106) US 0002 1024 

> 表示環境の空間位置 (0072,0108) FD 0020 0.0¥1.0¥0.5¥0.0 

> スクリーンのグレースケール最

小ビット深さ 
(0072,010A) US 0002 0008H 

> アプリケーションの最大再描画

時間 
(0072,010E) US 0004 0064H 

%enditem      

%item      

> 縦の画素数 (0072,0104) US 0002 1280 

> 横の画素数 (0072,0106) US 0002 1024 

> 表示環境の空間位置 (0072,0108) FD 0020 0.5¥1.0¥1.0¥0.0 

> スクリーンのグレースケール最

小ビット深さ 
(0072,010A) US 0002 0008H 
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ネスト 属性 タグ VR 値長 
(16 進)

値 

> アプリケーションの最大再描画

時間 
(0072,010E) US 0004 0064H 

%enditem      

%endseq      

 
C-FIND 応答 #4: 

ネスト 属性 タグ VR 値長 
(16 進)

値 

 影響をうける SOP クラス UID (0000,0002) UI 0018 1.2.840.10008.5.1.4.38.2.

 コマンドフィールド (0000,0100) US 0002 8020H [C-FIND-RSP] 

 応答するメッセージ ID (0000,0120) US 0002 0010H 

 データ集合タイプ (0000,0800) US 0002 0101H 

 ステータス (0000,0900) US 0002 0000H [成功] 

 

Ｖ．６ 表示セットの患者方向付けの例 

表示セットの患者方向付け(0072,0700)の値“A＼F”に関して、ハンギングプロトコルを解釈しているア

プリケーションは、患者の前が画像ボックスの右側に、患者の足が画像ボックスの下側になるように、

サジタル画像を方向付ける。 図V.6-1に示されるサジタルMRI入力画像を、画像ボックスに表示する前

に、水平反転を行う必要がある。  
 
 

サジタル画像 

水平方向の反転が必要 

画像の方向付け (患者): 
 0\1\0\0\0\-1 

表示セット患者方向付け: 
 A\F 

 
図 V.6-1 表示セットの患者方向付け例 
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附属書Ｗ 構造化レポートでのディジタル署名のユースケース（参考） 

ＤＩＣＯＭ構造化レポートには、下記のディジタル署名の用例が含まれるが、下記だけには限定され

ない。 
ケース１：人間が署名するレポートおよび自動署名されるエビデンス 

a. アーカイブ(保管装置)がＭＰＰＳ完了を受信し、収集手続きステップ中に作成されたオブジェ

クトを全部受取ったと判断すれば、それは、検査を構成する全てのＤＩＣＯＭ複合オブジェク

トを安全に参照する電子署名付のキー選択文書を作成する。 その文書はＳＲ電子署名基本安

全プロファイルに従って、電子署名目的コードシーケンス(0400,0401) を (14, 
ASTM-sigpurpose, ”Source Signature“)にした電子署名を含むであろう。それは、そのインス

タンスのキー選択文書の表題を(113035, DCM, “Signed Complete Acquisition Content”)に設定

する。ＭＰＰＳから参照されるオブジェクトは、電子署名を持っても持たなくても良い事に注

意されたい。 キーオブジェクト選択文書を作成することにより、アーカイブは実質的に、オ

ブジェクトの集合に電子署名の同等物を付加している。 

b. 後処理システムが、検査中のオブジェクトを参照して、計測やＣＡＤレポートなどのエビデン

スオブジェクトを追加作成する。この後処理システムは、エビデンスオブジェクトに電子署名

を含めても含めなくても良いし、署名されたキーオブジェクト選択文書に安全な参照を含めて

も含めなくても良い。 

c. レポートの作成者は、レポート用のステーションで作業をしながら、キー選択文書インスタン

スから参照されるオブジェクトや後処理システムで作成された追加エビデンスオブジェクト

を含む多様な生成源からのエビデンスを集める。   

d. ＤＩＣＯＭ ＳＲからのエビデンスの参照は全て、安全であることが望ましい。ＳＲを作成す

るアプリケーションは、下記を行ってよい： 

参照されるオブジェクトから確認済みの電子書名をコピーするか、参照されるオブジェクトか

ら MAC 符号を直接生成して、安全な参照を生成する、 

署名されたキーオブジェクト選択文書に安全な参照を行い、そのキー選択文書は、順次 SOP
インスタンスを安全に参照する、または、 

信頼できるキーオブジェクト選択文書から安全な参照をコピーして、MAC 符号を再計算した

り、他を参照する電子署名を再確認するオーバーヘッドを避ける。 

e. 作成者がＤＩＣＯＭ ＳＲを完成すると、システムは、作成者のX.509電子署名認証を用いて、

レポートに電子署名を施す。その電子署名の目的コードシーケンス(0400,0401)は(1, 
ASTM-sigpurpose,”Author Signature“)とする。. 

f. 作成者の上司がＤＩＣＯＭ ＳＲをレビューする。もし、その上司がレポートを承認すれば、

システムは確認フラッグを” VERIFIED”に設定し、その上司のX.509認証を用いて電子書名を行

い、電子署名の目的コードシーケンス(0400,0401)には (5,ASTM-sigpurpose,”Verification 
Signature“)または (6, ASTM-sigpurpose,”Validation Signature“) を追加する。 

g. ある時間が経過して、ＤＩＣＯＭ ＳＲのＳＯＰインスタンスを読んでいる第３者がその信頼

性を確認したいと望む。システムは作成者の署名が、存在する承認ないし確認する署名共々、

内容が変更されていない（すなわち、記録された電子署名に基づき署名済みデータが変更され

ていない、かつ、レポートの作成時点においてX.509認証が有効であった）事を確認する。   

h. もし、そのレポート読者がＤＩＣＯＭ ＳＲから参照されているＤＩＣＯＭの元資料を点検し

たいと望めば、参照されている電子署名を確認するか、参照されている資料を基にレポート作

成者が生成した参照ＳＯＰインスタンスのＭＡＣを確認することによって、レポートは書かれ

て以来、変更されていない事を、作成システムが保証できる。 
 

ケース２：施設間の文書交換 
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a. アプリケーションはあるＤＩＣＯＭ複合オブジェクトの集合を、何らかの手段でその施設外の

施設に送る（例えば、第３者によるレビュー目的）。 

b. そのアプリケーションは、キーオブジェクト選択文書の表題に(113031, DCM, “Signed 
Manifest”)をもち、自らがその施設環境外に送信を済ませたＤＩＣＯＭデータオブジェクトを

参照している、署名済みのキーオブジェクト選択文書のインスタンスを作成し、そのＳＲを発

送書として外部の施設に送信する。   

c. 外部の施設はそのキーオブジェクト選択ＳＲ SOPインスタンスを利用し、参照されているオ

ブジェクトが全て変更なく受信された事を確認できる。署名されたキーオブジェクト選択イン

スタンスは、安全な参照を使用する義務があるので、オブジェクトが修正されていない事を確

認することができる。 



PS 3.17-2008 翻訳原稿 

 231 2010/01/22 

附属書Ｘ ディクテーションに基づくリファレンス画像付レポート 

 
この附属書では，画像臨床レポートを作成するための、典型的な口述筆記／転写プロセスとの関連する、キ

ーオブジェクト選択(ＫＯ)およびグレイスケールソフトコピー表示状態(ＧＳＰＳ)ＳＯＰインスタンスの使

用について記述する。その結果は，基本テキスト構造化レポート(ＳＲ)ＳＯＰインスタンスとしての臨床レ

ポートであり，それは注釈される画像への参照を含んでいる(セクションＸ．２を参照)。このレポートも(ま

たは代替として)，ＨＬ７の臨床文書体系(ＣＤＡ)文書としてコード化されてもよい(セクションＸ．３を参

照)。 

例えば数値測定，ならびに、強化または包括的ＳＲを含んでいるものは、類似しているが更に複雑な

プロセスであるので、この附属書では扱わない。この附属書は，多数の検査を横断的に報告すること

に関連する特別の課題(例えば，“グループ化された手順”の場合)を取り上げて扱うことはしない。 

Ｘ．１ 基本データフロー 

Ｘ．１．１ ディクテーション(口述筆記)／トランスクリプション(転写) によるレポート 

画像検査のソフトコピーの読影中に，医師はレポートを口述筆記する。レポートは転写サービスに送られるか，

または音声認識システムによって処理される。転写された口述筆記は，ここでは指定されていないメカニズム

で、レポート管理システム(典型的にはＲＩＳ)に到着する。レポート管理システムを用いて、報告医師は転写

されたレポートの修正，確認そして“署名”をすることができる。図Ｘ．１－１を参照すること。このデータの

流れは，固有のフォーマットで保存されるレポート，ＤＩＣＯＭの基本テキストＳＲ ＳＯＰインスタンスとして保

存されるレポート、またはＨＬ７ ＣＤＡインスタンスとして保存されるレポートに適用される。 

 
 

 

図Ｘ．１－１ 口述筆記／転写レポートデータの流れ 

レポート管理システムはレポートタイトルをコード化する際に柔軟性がある。例えば，タイトルは下

記のいずれかを選べる： 

 総括的なタイトル“画像診断レポート”，  

 部門に関連したレポートタイトル，（例えば，“放射線科レポート”），  

 画像診断モダリティまたは手順に関連したレポートタイトル（例えば，“超音波レポート”），  

 モダリティと身体の部分であらかじめ統合されたレポートタイトル（例えば“胸部ＣＴレポート”）。 
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レポートがコード化されたタイトルを使用する場合，これらの各タイプのタイトルに関連するＬＯＮＩＣコ

ードがある（ＰＳ３．１６ ＣＩＤ ７０００を参照）。 

転写された口述筆記は，単一のテキストの流れか，またはそれぞれにタイトルが付いたテキストセク

ションのシリーズかのいずれかである。転写者がレポートを分割して，限られた数の標準的な名称の

セクションにするか，もしくは、音声認識または自然言語処理アルゴリズムを用いて、典型的な自由

テキストレポートを自動的に分割する事が可能である。 

電子的に保存されたレポートなので、署名機能は暗号のデジタル署名を含むかもしれないし，含まな

いかもしれない；いずれにせよそのような暗号の署名はこの記述の範囲外である。 

Ｘ．１．２ 画像参照があるレポート  

基本的な口述筆記／転写のレポート作成のユースケースを増大するには、重要な画像を選択し、(参照

によって)レポート添付することが望ましい。医師は、ソフトコピーの読影中に，自分のワークステー

ションに表示される画像から(例えばユーザ・インターフェースのポイント・クリック機能によって)

画像を選んでもよい。画像の選択は，ＤＩＣＯＭキーオブジェクト選択(ＫＯ)文書によって画像保管

庫(ＰＡＣＳ)へ伝えられる。レポート管理システムが転写された口述筆記を受信すれば、システムは

画像保管庫に問い合わせて何らかのＫＯ文書がないかを調べて，ＫＯからの画像参照を転写に追加す

る。このプロセス段階では，レポート管理システムは参照されている画像にアクセスする必要はない；

システムは単にドラフトのレポートに参照をコピーするだけでよい。医師は，修正および署名機能を

用いて、参照されている画像を検索・観察し、テキストを修正・変更し、個々の画像への参照を削除

することができる。図Ｘ．１－２を参照すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｘ．１－２ 画像参照付きレポートのデータフロー 

レポート管理システムが，画像保管庫内に対して、適切なＫＯ文書を検索するには、転写された口述

筆記は，それに関連した十分なキー属性（例えば検査ＩＤや受付番号）を持たなければならない。 
 
このプロセスでのＫＯ文書はそれぞれ，ＳＲ画像内容アイテムフォーマットを使用して、“レポート添

付用”という特定のタイトル，単一のオプション説明文フィールド，および画像リファレンスのリス

トを含む。画像保管庫は検索のリターンキーとしてオブジェクトタイトルをサポートしていないかも

しれないので、このタイトルの文書を見つけるために，レポート管理システムは、検査のＫＯ文書を

すべて検索する必要があるかもしれない。 

 

例えば，異なる画像または画像セットに対して、異なる説明文（ＫＯ文書に含まれる）を関連させることを容易にす
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るために、１件の検査レポートに関して多数のＫＯインスタンスが作成されるかもしれない。ある検査の“レポート

添付用”というタイトルの付いたＫＯは、そのすべての内容をドラフトレポートにコピーして、口述筆記されたレポ

ートに添付されることになっている（セクションＸ．２およびＸ．３を参照）。（他のタイトル，例えば“教育用”と

いうタイトルを付けたＫＯもあるかもしれない。これらのＫＯは，レポートに添付できない。） 

 

レポートのフォーマットによって、画像リファレンスリンクの性質は異なる。ＤＩＣＯＭ ＳＲフォーマ

ットのレポートはＤＩＣＯＭの本来のリファレンスを使用し，また，他のフォーマットでは，永続的Ｄ

ＩＣＯＭオブジェクトへのウェブアクセス（ＷＡＤＯ）サービスを利用して、参照される画像へのハイ

パーリンクを使用するかもしれない。（ＰＳ３．１８を参照）。 

 

Ｘ．１．３ 注釈画像のあるレポート  

ＫＯを用いれば、選択された各画像に対し、グレイスケールソフトコピー表示ステート（ＧＳＰＳ）の

インスタンスへの参照が可能になる。ＧＳＰＳインスタンスは，選択された画像の注釈（“電子式油性鉛

筆”）用のワークステーションにより作成でき，同様に，ウィンドウ幅／ウィンドウレベル，回転／反転お

よび／またはディスプレイエリア選択を，レポートに添付された画像について設定できる。作成されたＧ

ＳＰＳインスタンスは，画像保管庫（ＰＡＣＳ）へ転送され，ＫＯ文書中で参照される。 

画像参照の場合と同様に，レポートマネジメントシステムはレポート中にＧＳＰＳインスタンスへの

参照を含める事ができる。レポートを続いて表示する場合，リーダは参照される画像を参照されるＧ

ＳＰＳと一緒に取得してよい。その結果，画像は注釈および他のＧＳＰＳ表示コントロールと共に提

示される。図Ｘ．１－３を参照。 

ＷＡＤＯハイパーリンクにはＧＳＰＳ表示コントロールも含まれ，非ＤＩＣＯＭ表示ステーションか

ら起動できることに注意すること。 

 
 

図Ｘ．１－３ 画像および提示／注釈の参照が付いたレポートのデータフロー  

Ｘ．２ 転写された画像診断用ＳＲインスタンスの内容 

このセクションでは，転写された口述筆記およびキーオブジェクト選択（ＫＯ）インスタンスを使用

して、ＤＩＣＯＭの基本テキストＳＲインスタンスを作成する方法について記述する。このデータフ

ローを使用して作成される転写された画像診断レポートをサポートするために、特定のＳＲテンプレ

ート，ＴＩＤ ２００５（ＰＳ３．１６を参照）が定義されている。 

Ｘ．２．１ ＳＲヘッダーの内容 
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患者と検査のモジュールの属性は，報告される検査の属性と同一である。一般的なＳＲ文書モジュー

ル中では、次の情報が符号化される： 

 著作者シーケンス中の、口述筆記する医師（観察者コンテキスト）の識別  

 参加者シーケンス中の、転写担当者または転写装置（音声認識）の識別  

 確認観察者シーケンス中の、レポートに署名する医師の識別  

 保管組織シーケンス中の、レポートを所有する機関の識別 

 参照要求シーケンス中の、オーダーおよび要求されたプロシージャへのリンケージ 

 （検査のＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスから，または画像保管庫の検索からの）現

在要求された手順証拠シーケンス中の、検査に属する全画像リスト 

 適切な他の証拠シーケンス中の、検査画像ではないがリファレンス重要画像と

してレポートに添付された全画像リスト 

Ｘ．２．２ 転写テキストデータフォーマット  

ＳＲインスタンスの内容ツリー中の１つ以上のセクションコンテナを使って、転写された口述筆記が

伝達される。転写が分割されない単一のテキストの流れから成る場合，それは典型的には，概念名“所

見”を付けた単一の CONTAINER 内容アイテムを使用して符号化され，テキストは，概念名“所見”

に対応する子 TEXT 内容アイテムの値として符号化される。転写が見出しを付けた多数のセクション

へ分割される場合，各セクションは、例えば CID 7001（PS 3.16 を参照）の中の概念を使用し、CID 7001
からの概念をコンテナの概念名とし、および CID 7002 からの対応する用語を子 TEXT 内容アイテムの

概念名とする、個別の CONTAINER に符号化される。図 X.2-1 を参照すること。 
 
 

 
図Ｘ．２－１ 転写テキスト内容ツリー  

 

Ｘ．２．３ 画像参照フォーマット  

関連する各ＫＯオブジェクトからの内容アイテムは，概念名(121180, DCM, “キー画像”)を持つ個別

の CONTAINER としてＳＲに含まれる。“キーオブジェクト記述”テキストアイテム、および画像参照

アイテムはすべて、ＫＯ内容ツリーから対応するＳＲコンテナにコピーされなければならない。図Ｘ．

２－２を参照すること。 

基本テキストＳＲインスタンス－ 
分割のない転写テキストの流れ 

ヘッダー 
CONTAINER“画像診断レポート” 

CONTAINER“所見” 
  TEXT“所見”“胸部X線 PA 

および側面像。左前部にしこりを認める… 
おそらく悪性... 
腫瘍検査に紹介すること…” 

基本テキストＳＲインスタンス－ 
分割のある転写テキストの流れ 

ヘッダー 
CONTAINER“画像診断レポート” 

CONTAINER“現在の手順説明” 
  TEXT“手順説明”“胸部 X 線 PA および側面像” 

CONTAINER“所見” 
TEXT“所見”“左前部にしこりを認める” 

CONTAINER“結論” 
TEXT“結論”“おそらく悪性” 

CONTAINER“提言” 
TEXT “提言”“腫瘍検査に紹介すること” 
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図Ｘ．２－２ 基本テキストＳＲオブジェクト内容ツリーへの入力  

ＫＯおよびＳＲ ＩＭＡＧＥの内容アイテムフォーマットを用いれば、画像への参照を伴うアイコン（画像サ

ムネイル）の符号化、および画像の提示を制御するＧＳＰＳインスタンスへの参照が可能になる。アイコン

またはＧＳＰＳへの参照を含めるか否かは、ＫＯを作成するソフトコピー観察ステーションの実装で決定す

る；レポートマネジメントシステムは、ＩＭＡＧＥ内容アイテム全体を、ＫＯから基本テキストＳＲインス

タンスに、コピーするだけ済むだろう。 

プロセスは，“レポート添付用”ＫＯをすべてドラフトレポートに自動的に含ませるように作成されている。

したがって，おそらく無意識に自動プロセスによって含まれていた画像への参照は、医師がレポートマネ

ジメントシステムの修正および署名機能を用いて、削除できることが望ましい。 

Ｘ．３ 転写された画像診断用ＣＤＡインスタンスの内容 

このセクションでは，転写された口述筆記およびキーオブジェクト選択（ＫＯ）文書を使用して、Ｈ

Ｌ７の臨床文書体系（ＣＤＡ）リリース２文書を作成する方法を説明する。 

注： このセクションでは，CDA リリース 2 としての符号化を記述するが，CDA リリース１の符号化の問

題を注記する。 

Ｘ．３．１ ＣＤＡヘッダーの内容 

ＣＤＡインスタンスのヘッダーは次のものを含んでいる： 
 患者の識別（“recoedTarget”参加） 

 要求されたプロシージャの識別（“documentationOf”アクト関係） 

 口述筆記する医師の識別（“author”参加） 

 転写担当者の識別（“dataEnterer”参加） 

 レポートに署名する医師の識別（“legalAuthenticator”参加） 

 レポートを所有する機関の識別（“custodian”参加） 

KO インスタンス 1 

KO インスタンス 2 

転写されたテキスト（分割されていない）

“胸部 X 線 PA および側面像。左前

部にしこりを認める…おそらく悪

性...腫瘍検査に紹介すること…” 

ヘッダー 
CONTAINER“レポート添付用” 
 TEXT“キーオブジェクト記述”“所見

の最良のイラストレーション” 
 IMAGE<リファレンス１> 
 IMAGE<リファレンス2><GSPS ref> 

ヘッダー 
CONTAINER“レポート添付用” 
 IMAGE<リファレンス３> 
 IMAGE<リファレンス４> 

基礎的テキストＳＲインスタンス 

ヘッダー
CONTAINER“画像診断レポート” 

CONTAINER“所見” 
  TEXT“所見”“胸部 X 線ＰＡおよび側面像。左

前部にしこりを認める…おそらく悪性…腫
瘍検査に紹介すること…” 

CONTAINER“キー画像” 
TEXT“キーオブジェクト記述” 
  “所見の最良のイラストレーション” 
IMAGE<リファレンス１> 
IMAGE<リファレンス２><GSPS ref> 

CONTAINER“キー画像” 
IMAGE<リファレンス３> 
IMAGE<リファレンス４> 
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 リクエスト／オーダーの特定（“inFulfillmentOf”アクト関係） 

注： ＣＤＡリリース１でのマークアップコンポーネントは異なる名前を使用する。 

Ｘ．３．２ 転写されたテキストの内容  

それぞれの転写セクションはＣＤＡ文書の Section 中に符号化できる。もし Section.Code および／ま

たは Section.Title があれば、対応する転写セクションタイトルに由来することがある。転写テキスト

は Section.Text 中にそれ以上のマークアップなしで符号化が可能であるが、テキストを<paragraph>
タグで囲むことを勧める。 

Ｘ．３．３ 画像参照 

説明文のハイパーテキストリンクを使用して、画像が参照される。ＣＤＡ中のこれらのリンクは，証

明された内容の一部と考えない。 

 
注： １．この附属書の主要なユースケースは口述筆記／転写レポートモデルである。そのモデルの従来の

経緯で，画像は完全な検査記録の一部であるけれども，（フィルムシートの）画像は通常、証明され
たレポートの内容の一部とは考えない。つまり画像なしでも、レポートは臨床的に完結しているので，
参照される画像は正式にはレポートの一部ではない。したがって，この附属書では，参照画像として
の利用についてだけ議論し，レポートに埋込まれる画像については議論しない。 

２．証明された内容の一部であれば，レポートが表示されるごとに画像を表示する必要がある。つまり，
画像はレポートの理解に不可欠である。画像が証明されるならば，画像もまた CDA パッケージ内にカ
プセル化されなければならない。つまり，CDA 文書はそれ自身交換されるパッケージの全部である；
CDA 文書と共に，参照される画像も常に送られなければならない。画像が参照されるだけで，証明が
不要であれば、画像内容アイテムを単純なハイパーテキストリンクに変換するだけで良い；ハイパーリ
ンクを追うか否かは，CDA 文書の受信側の責任に属する。さらに，産業界の動向は，ユビキタスなネ
ットワークで分散電子医療記録をアクセスするほうに向かっているので，参照画像をレポートにプリパ
ッケージする必要性が減るであろう。  

現在のユースケースでは，画像参照付きの１つ以上のＫＯインスタンスがある。ＫＯインスタンスは、ＤＩＣＯＭ管

理用語（ＰＳ３．１６を参照）を出典として、それぞれ、Sectio.Titleが“キー画像”、Section.Codeが121180であ

るＣＤＡ文書の Section に変換できる。ＫＯが TEXT 内容アイテムを含んでいる場合，それは，ＣＤＡ文書のその

Section.Text中の<paragraph>データに変換できる。IMAGE内容アイテムはそれぞれ，<linkHtml>マークアップを使

用して，リンクアイテムに変換できる。 

<linkHtml>マークアップ内では，href 属性の値は，永続的ＤＩＣＯＭオブジェクト（ＷＡＤＯ）へのウェブア

クセスに指定されるＵＲＩとしてのＤＩＣＯＭオブジェクト参照である（表Ｘ．３－１を参照）。 

注： １．ＤＩＣＯＭオブジェクトの参照がＨＬ７ ＣＤＡ文書に含まれている場合，受信者はＤＩＣＯＭ
アプリケーションでないことが考えられる；それは，（ＤＩＣＯＭの上層プロトコルではなく、）一
般的なインターネットネット・プロトコルだけでアクセスし，そしてＤＩＣＯＭ本来の画像を表示す
る手段があるとは、設定されないであろう。したがって，ＣＤＡ叙述部ブロック<linkHtml>中でＤＩ
ＣＯＭオブジェクトを参照する際の推奨される符号化は，ＷＡＤＯ（ＰＳ３．１８を参照）を使用し
て、ＨＴＴＰ/ＨＴＴＰＳネットワーク・プロトコルによるアクセスを行う。そしてウェブブラウザー
中で広くサポートされている(image/jpeg または video/mpeg)フォーマットのうちの１つを，要求内容
タイプとして使用する。 

２．ＣＤＡリリース１では，ハイパーリンクのためのマークアップタグは，<link>タグの範疇の
<link_html>である。 

表Ｘ．３－１ ＨＬ７ ＣＤＡ<linkHtml>からのＷＡＤＯ参照 
ＷＡＤＯコンポーネント  ソース  
<scheme>://<authority/<path>   変換処理によって使用され、WADO サーバを識別する構成設定  
?requestType=WADO  固定 
&studyUID=<uid>  ＫＯインスタンス中の現在の要求手順証拠シーケンス、または適切

な別の証拠シーケンスから得られた参照画像の検査インスタンス

UID。 
&seriesUID=<uid>  ＫＯインスタンス中の現在の要求手順証拠シーケンス、または適切
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な別の証拠シーケンスから得られた参照画像のシリーズインスタ

ンス UID。 
&objectUID=<uid>  IMAGE 内容アイテムの参照 SOP インスタンス UID  
&frameNumber=<list>  ＩＭＡＧＥ内容アイテムから参照されるフレーム番号（存在するな

らば） 
&presentationUID=<uid>  IMAGE 内容アイテムの参照 SOP シーケンスから参照される SOP

インスタンス UID  
&presentationSeriesUID=<uid>  ＫＯインスタンス中の現在の要求手順証拠シーケンス、または適切

な別の証拠シーケンスから得られた参照提示状態のシリーズイン

スタンス UID。 
&contentType=video/mpeg  IMAGE 内容アイテムから参照する SOP クラス UID がマルチフレ

ーム画像ＩＯＤ用である場合に存在する 
 

 
注： １．通常の活字体は、文字通りに使う。一方、<山括弧内の斜体>は，識別されたソースからコピーされ

るべき値を示している。 

２．シングルフレーム画像用のデフォルト contentType は image/jpeg であり，それはＷＡＤＯコンポーネ
ントとして指定される必要はない。しかしながら，マルチフレーム画像用のデフォルト contentType は
application/dicom であるので、それは video/mpeg を明記する要求でオーバーライドする必要がある。 

３．<scheme>://<authority/<path>コンポーネントの陳腐化の可能性を最小限にするための標準メカニズムは，
まだない。 

Ｘ．３．４ アイコン  

IMAGE 内容アイテムがアイコン画像シーケンスを含んでいる場合，レポート生成プロセスは

Section.Text 叙述部にアイコンを埋込むことがある。アイコン画像シーケンスのピクセルデータは(例
えば JPEG かまたは GIF フォーマットを base64 で符号化して、)画像ファイルにされる。ファイルは，

ＣＤＡインスタンス中の ObservationMedia エントリに符号化され，そのエントリを参照するへの

<renderMultimedia>タグは，画像を参照する<linkHtml>に隣接する Section.Text 中に符号化される。 

Ｘ．３．５ 構造化エントリ  

ＫＯインスタンスの現在要求手順証拠シーケンス(0040,A375)では，IMAGE 内容アイテムから参照される

全ての SOP インスタンスを、それらの階層的な検査／シリーズ／インスタンス順にリストする。このリス

トは CDA エントリーの Section にトランスコードする事が推奨され，ＤＩＣＯＭ管理用語（ＰＳ３．１６

を参照）を出典として Section.Title を“ＤＩＣＯＭオブジェクトカタログ”に、Section.Code を 121181
にする。 

注： １．構造化したエントリは，ＣＤＡリリース１では定義されていない。 

２．セクション叙述部中の画像ハイパーテキストリンクは，画像およびソフトコピー表示状態の両方を参

照可能であり、また特定のフレーム番号に限定するので，一般に，<linkHtml>からエントリへのマッピン

グは単純でない。したがって， <linkHtml>と関連エントリとの間にＩＤ参照リンクが存在することは期

待できない。 

構造化したエントリの目的は，ＤＩＣＯＭ可能アプリケーションが，その階層的コンテキスト中で参

照される画像にアクセスすることを可能にすることである。 

ＣＤＡエントリのＤＩＣＯＭオブジェクト参照の符号化方法は，図Ｘ．３－１および表Ｘ．３－２～

Ｘ．３－６で示される。エントリ用の必須なデータ要素はすべて、現在要求手順証拠シーケンス中に

存在している；もし符号化アプリケーションがオプションの要素（例えばインスタンス datetimes）を

知っていれば、それも含めてよい。 
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図Ｘ．３－１ ＤＩＣＯＭオブジェクト参照をもつＣＤＡセクション  

注： 図Ｘ．３－１のフォーマットは，ＨＬ７ｖ３ＲＩＭ(参照情報モデル)図の規約に準じる。 

 

表Ｘ．３－２ ＨＬ７ｖ３アクトでのＤＩＣＯＭ検査参照（ＣＤＡアクトエントリ） 
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属性  データ 

タイプ  
複数度 値  

classCode  CS  1.1  ACT  

moodCode  CS  1.1  EVN  

id  II  1.1  <検査インスタンス UID(0020,000D) 拡張プロパティのない
ルートプロパティとして>  

code  CD  1.1  <113014 - コードプロパティとして， 
1.2.840.10008.2.16.4 - codeSystem プロパティとして， 
DCM - codeSystemName プロパティとして， 
“DICOM Study” - displayName プロパティとして>   

text ST 0.1  <検査記述 (0008,1030)>  

effectiveTime  TS  0.1  <検査日付 (0008,0020)および検査時刻 (0008,0030)>  
 

表Ｘ．３－３ ＨＬ７ｖ３アクトでのＤＩＣＯＭシリーズ参照(ＣＤＡアクトエントリ) 
  

属性  データ 
タイプ  

複数度 値  

classCode  Cs  1.1  ACT  

moodCode  Cs  1.1  EVN  

id  II  1.1  <シリーズインスタンス UID(0020,000E) 拡張プロパテ
ィのないルートプロパティとして>  

code  CD  0.1  <113015 - コードプロパティとして， 
1.2.840.10008.2.16.4 - codeSystem プロパティとして， 
DCM - codeSystemName プロパティとして， 
“DICOM シリーズ” - displayName プロパティとして， 
モダリティ - 修飾子プロパティとして（テキストおよ
び表 X.3-4 参照）>   

text St  0.1  <シリーズ記述 (0008,103E)>  

effectiveTime  TS  0.1  <シリーズ日付 (0008,0021)およびシリーズ時刻 (0008,0031)> 
 
シリーズを表すＡｃｔコードは，モダリティを示すために修飾子特性を使用する。修飾子特性はコー
ド化された名前／値ペアのリストである。この使用については，表Ｘ３－４に記述されるように，単
一リストエントリだけが使用される。 
 

表Ｘ．３－４ シリーズＡｃt．Ｃｏｄｅのモダリティ修飾子 
  

プロパティ  データ 
タイプ  

値  

name  CV  <121139 - コードプロパティとして， 
1.2.840.10008.2.16.4 - codeSystem プロパティとして， 
DCM - codeSystemName プロパティとして， 
“モダリティ” - displayName プロパティとして>   

value  CD  <モダリティ(0008,0060) - コードプロパティとして， 
1.2.840.10008.2.16.4 - codeSystem プロパティとして， 
DCM - codeSystemName プロパティとして， 
モダリティのコード意味（PS3.16の）- displayNameプロパティとして>  

 
表Ｘ．３－５ ＨＬ７ｖ３Ａｃt でのＤＩＣＯＭ複合オブジェクト参照（ＣＤＡ観察エントリ） 
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属性  データ 

タイプ  
複数度 値  

classCode  CS  1.1  DGIMG  

moodCode  CS  1.1  EVN  

id  II  1.1  <SOP インスタンス UID(0008,0018) 拡張プロパティのな
いルートプロパティとして>  

code  CD  1.1  <SOP クラス UID(0008,0016) - コードプロパティとして，
1.2.840.10008.2.6.1 - codeSystem プロパティとして， 
DCMUID - codeSystemName プロパティとして， 
SOP クラス UID 名（PS3.6 の）displayName プロパティと
して>  

text ED  0.1  < Application/DICOM - mediaType プロパティとして, 
WADO 参照（表 X.3-6 を参照）- 参照プロパティとして> 

effectiveTime  TS  0.1  <内容日付(0008,0023)および内容時刻(0008,0033)>  
 

注： １．ＤＧＩＭＧクラスは，単に診断画像だけではなく、すべてのＤＩＣＯＭ複合インスタンスを参照
するために使用される。 
２．Observation.Text リファレンス特性では，もしそのようなＵＲＩが定義されていれば場合、ＷＡＤ
Ｏの代わりに、ＤＩＣＯＭプロトコルベースのＵＲＩを使用してよい。 

 

表Ｘ．３－６ ＨＬ７ ＤＧＩＭＧ Ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎ．Ｔｅｘｔの中のＷＡＤＯ参照 

ＷＡＤＯコンポーネント  ソース  
<scheme>://<authority/<path>   変換処理によって使用される構成設定であり、ＷＡＤＯサー

バを識別する 
?requestType=WADO  固定  
&studyUID=<uid>  参照されるインスタンスの検査インスタンスＵＩＤ 
&seriesUID=<uid>  参照されるインスタンスのシリーズインスタンスＵＩＤ 
&objectUID=<uid>  参照されるインスタンスのＳＯＰインスタンスＵＩＤ 
&contentType=application/DICOM  固定 

Ｘ．３．６ ＷＡＤＯ参照を使用してＤＩＣＯＭネットワーク・プロトコルで取得する 

画像を参照するＣＤＡを受取り，ＤＩＣＯＭの上層プロトコルのフルサービスを直接使用できるアプリケーショ

ンは，linkHtml 中かまたはＤＧＩＭＧ Observation.Text 中のＷＡＤＯパラメータを使用し、ＤＩＣＯＭネットワー

ク・サービスを使用して、オブジェクトを取得することができる。そのようなアプリケーションは，ＤＩＣＯＭ

オブジェクトサーバのhostname/IPアドレス，ＴＣＰポートおよびＡＥタイトルであらかじめ構成される必要があ

るであろう（Ｃ－ＭＯＶＥまたはＣ－ＧＥＴ ＳＣＰ）；このネットワーク・アドレスはＷＡＤＯストリングの一

部ではない。（このネットワーク・アドレスの事前構成は，ＤＩＣＯＭアプリケーションには典型的であり，ＬＤ

ＡＰに基づいたＤＩＣＯＭアプリケーション構成管理プロフィールによって促進されることに注目すること；Ｐ

Ｓ３．１５を参照すること。） 

このアプリケーションは，ＷＡＤＯ検索パラメータで識別される，検査，シリーズ，およびオブジェクトインス

タンスＵＩＤを使用して，予め構成されたサーバとの検索／取得サービスアソシエーションを開き，Ｃ－ＭＯＶ

ＥまたはＣ－ＧＥＴコマンドを送る。そのようなアプリケーションは，関連オブジェクト，例えばグレイスケー

ルソフトコピー表示状態がないかを、無理なくサーバを検索できる。 

注： Ｃ－ＧＥＴサービスを利用する場合，取得するアプリケーションは，アソシエーションを開くとき，
取得されるオブジェクトのＳＯＰクラスを指定し,折衝する必要がある。この情報は，ｌｉｎｋＨｔｍ
ｌのＷＡＤＯ参照では利用できない；しかしながら，それはＤＧＩＭＧ Observation.Code では利用で
きる。さらに，事前に構成サーバとアソシエーションを持ちＣ－ＦＩＮＤ検索を使用すれば、それが
得られるだろう。  
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Ｘ．４ ＳＲおよびＣＤＡのインスタンスの同時作成  

レポートは，ＳＲインスタンスおよびＣＤＡインスタンスの両方として作成されてもよい。この場合，

２つのインスタンスは等価であり，相互参照できる。 

Ｘ．４．１ 等価性  

ＣＤＡ文書はＳＲ文書に等価な臨床内容を含んでいなければならない。 

注： ＨＬ７ ＣＤＡ規格は，特に非ＣＤＡフォーマットからの文書の変換を対象とする。ＣＤＡ仕様書中

の要求事項は次のとおりである：“適切な変換を用いて、レポートの人間に判読可能な臨床内容が影

響されないことを保証しなければならない。” 

変換またはトランスコードがＤＩＣＯＭ ＳＲとＨＬ７ ＣＤＡとの間で可逆的であることという要求

事項はない。特に，ＤＩＣＯＭの患者，検査およびシリーズＩＥのいくつかの属性は，ＨＬ７ＣＤＡ

ヘッダーの中に，対応の標準符号化をもっていないし、その逆も真である。もしそのようなデータ要

素をトランスコードする場合は、インプリメンテーション依存の方法において，“ローカルのマークア

ップ”（ＨＬ７ ＣＤＡの中で）か，または私的データ要素（ＤＩＣＯＭ ＳＲの中の）の中でコード化

される必要があるだろう；また，いくつかのそのようなデータ要素は全くトランスコード化されない

かもしれない。臨床的同等性を保証することは、変換するアプリケーションの責任である。 

ＳＲの一般文書モジュールの多くの属性は，ＣＤＡヘッダーのパーテシペーション(参加)に，または関

連アクトにトランスコードできる。 

Ｘ．４．２ 文書の相互参照  

ＤＩＣＯＭ ＳＲとＨＬ７ ＣＤＡとは本質的に異なるので，トランスコード化された文書はソース文

書と異なるＵＩＤをもつ。しかしながら，ＳＲ文書は，等価ＣＤＡ文書シーケンス(0040,A090) 属性

を用いてＣＤＡ文書を等価として参照してよい。ＣＤＡ文書は，ＳＲ文書を relatedDocument アクト関

係で参照してよい。 

relatedDocument 関係の ParentDocument 目標は，単純なＤＯＣＣＬＩＮアクトであるように強制される

ので，ＤＩＣＯＭ ＳＲへのリファレンスは表Ｘ．３－４に従って符号化されることが推奨される。こ

の場合に検査およびシリーズインスタンスＵＩＤは明示的な識別を持たず，classCode DOCCLIN であ

る（ＤＧＩＭＧではない）。 

注： １．検査およびシリーズインスタンスＵＩＤは，Act.Text ED データタイプ中のＷＡＤＯ参照にコード

化される。 

２．ＣＤＡリリース１は，別の文書に対する relatedDocument 関係の規格を提供しない。  
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附属書Ｙ ＶＯＩ ＬＵＴ機能（参考） 

デジタル投影Ｘ線像は，デジタル検知器の性能が高いので，概して非常に大きいダイナミック・レン

ジを持っている。これらの画像を表示するために，画像に対して、様々な関心値(VOI)変換を適用して、

診断の解釈を容易にしている。ＤＩＣＯＭグレイスケールパイプラインのオリジナル記述では、線形

ＬＵＴ（ウィンドウセンターおよび幅）パラメータを使用するか，静的な非線形ＬＵＴ（ＶＯＩ ＬＵ

Ｔ）を適用するか，いずれかを想定していた。 

通常は，ディスプレイアプリケーションが，ウィンドウセンターおよび幅を，線形法則に従う関数の

パラメータとして解釈する（図Ｙ－１を参照）。 

  
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
図Ｙ－１ 

 
ＶＯＩ ＬＵＴシーケンスは，非線形ＬＵＴを数値表として記述できるが，それにはこのＬＵＴの値の

パラメータが事後に調節できないという制約がある。調節するには，このアプリケーションはＬＵＴ

出力をスケールすることができる必要があるか（ＤＩＣＯＭでは，新しいスケールのＬＵＴを作らな

い限り，そのような変更を保存できない），または曲線をＬＵＴデータにフィットさせる必要がある。

その場合，パラメータ化や調節が困難になるか，フィットが不完全になる。 

デジタルＸ線のアプリケーションはすべて，それに対応するものが従来のフィルム／スクリーンＸ線

アプリケーションの中にあり，そのようなアプリケーションに対する重要な要求事項が，画像の“見

え方”が，フィルム／スクリーンアプリケーションに近いことである。フィルム／スクリーンの場合，

画像ダイナミックは，フィルムのＨ－Ｄ曲線によって主として決まり，この曲線は露出の対数に対し

てフィルムの光学濃度（ＯＤ）をプロットしたものである。Ｈ－Ｄ曲線の典型的な外観を図Ｙ－２に

示す。 

 

 
 
 
 
 
 

 

図Ｙ－２ 
 

デジタルアプリケーションでフィルム画像のような見え方を模倣する簡単な方法は，Ｈ－Ｄ曲線と同

様の形を持つＶＯＩ ＬＵＴを使用することである。つまり，斜線ではなく，つま先，直線および肩の

部分のある形である。 
 

ウィンドウの幅

図１：線形ＬＵＴの例

ウィンドウセンター

入力レベル

出
力
レ
ベ
ル

 

図 2：MinR2000 の H-D 曲線

露出(対数)
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そのような曲線はＶＯＩ ＬＵＴ内のデータとして符号化できるが，他方，ＤＩＣＯＭでは，既存のウ

ィンドウセンターおよび幅パラメータを非線形関数のパラメータとして解釈するための代替も定義し

ている。 

図Ｙ－３は，典型的なＳ字形を，２つのＬＵＴパラメータ，つまりウィンドウセンターとウィンドウ

幅のグラフ解釈と共に示す。この図は，ＰＳ３．３で、ＶＯＩ ＬＵＴ関数 (0028,1056)を SIGMOID と

する方程式定義に対応する。 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図Ｙ－３ 

 
もし受信側の表示アプリケーションがＳＩＧＭＯＩＤ ＶＯＩ ＬＵＴ関数をサポートしない場合，同

じウィンドウセンターおよびウィンドウ幅パラメータを直線の傾斜部に適切に適用すれば，許容でき

る結果を達成できる。特に認識されるコントラストは同様であるが，肩とつま先の部分での減衰はな

い。 

そのような関数をサポートする受信側表示アプリケーションであれば，ユーザーはウィンドウセンタ

ーおよびウィンドウ幅が調節できるので，画像の見え方の満足度は向上する。 

ウィンドウの幅

ウィンドウセンター

図３：Ｓ字形ＬＵＴの例
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シリーズ１
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附属書Ｚ Ｘ線アイソセンタ基準変換（参考） 

Ｚ．１ 序文  

アイソセンタ基準系属性では，Ｘ線位置決めおよびＸ線寝台によって構成されるＸ線装置の３Ｄ幾何

学を記述する。 

これらの属性は３Ｄ空間中で３つの座標系を定義する： 

- アイソセンタ座標系  

- 位置決め装置座標系  

- 寝台座標系  

アイソセンタ基準座標系属性は，寝台座標系中の点の３Ｄ座標と，位置決め装置座標系中のそのよう

な点の３Ｄ座標の（両方の座標系が機器の中で移動する）関係について，機器に固定されるアイソセ

ンタ座標系を使用して記述する。 

Ｚ．２ 位置決め装置座標系変換 

次の変換を適用すれば，位置決め装置座標系のどんな点（PXp，PYp，PZp）もアイソセンタ座標系（PX，

PY，PZ）で表現される： 

(PX, PY, PZ)T  = (R2
.R1)

T . ( R3
T . (PXp, PYp, PZp)T ) 

また逆に，次の変換を適用すれば，アイソセンタ座標系のどんな点(PX，PY，PZ)も，位置決め装置座標

系(PXp，PYp，PZp)で表現される： 

(PXp, PYp, PZp)T  = R3 
. ( (R2

.R1) 
. (PX, PY, PZ)T ) 

ここで R1，R2および R3は以下のように定義される： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｚ．３ 寝台座標系変換 

次の変換を適用すれば，寝台座標系(図 Z-1 を参照)のどんな点(PXt, PYt, PZt)も，アイソセンタ参照座標

系(PX, PY, PZ)で表現できる： 

(PX, PY, PZ)T  = (R3
.R2

.R1)
T . (PXt, PYt, PZt)

T  + (TX, TY, TZ)T 

また逆に，次の変換を適用すれば，アイソセンタ座標系のどんな点(PX, PY, PZ)も，寝台座標系(PXt, PYt, 

PZt)で表現できる： 

             cos(Ap3)          0            -sin(Ap3) 
R3  =          0                 1                 0 
             sin(Ap3)           0             cos(Ap3) 

             cos(Ap1)    sin(Ap1)            0 
R1  =     -sin(Ap1)    cos(Ap1)           0 
                 0                 0                 1 
 
                             1                 0                 0 

R2  =         0            cos(Ap2)      -sin(Ap2) 
                 0             sin(Ap2)      cos(Ap2)
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(PXt, PYt, PZt)
T = (R3

.R2
.R1) 

. ( (PX, PY, PZ)T - (TX, TY, TZ)T ) 

 
ここで R1，R2および R3は以下のように定義される： 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ｚ－１ 

アイソセンタ座標系と寝台座標系での点“Ｐ”の座標  

             cos(At3)       -sin(At3)            0 
R3  =     sin(At3)        cos(At3)            0 
                  0                0                 1

                 1                 0                   0 
R2  =         0            cos(At2)         sin(At2) 
                 0            -sin(At2)         cos(At2) 

              cos(At1)         0             -sin(At1) 
R1  =         0                 1                   0 
              sin(At1)         0              cos(At1)

  

+Yt

+Zt
+Xt

(TX,TY,TZ) 

+Y

+Z +X   
O   

Ot

P   

(P X ,P Y ,P Z )   

(PXt,PYt,PZt)  
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附属書ＡＡ 放射線量レポートのユースケース（参考） 

 

ＡＡ．１ この附属書の目的 

この附属書では，Ｘ線照射法線量ＳＲオブジェクトの使用について記述する。来院中の患者ケアに関

与する複数のシステムが，診断および／またはインターベンション手順中に，患者を被曝させる可能

性がある。それらの機器は，それぞれＸ線線量レポート情報オブジェクトに線量を記録するであろう。

情報が構造化した内容で完全に利用可能な場合には，放射線安全情報レポートシステムは，この情報

を利用して，来院時に実施した手順の部分または患者全合計の線量レポートを作成する事ができる。 

ＡＡ．２ 定義 

照射イベント  
 
照射イベントとは，照射の開始（放出）と停止（中止）との間の単一連続時間内に，放射線を患者に

照射する事象である。照射イベントは，放射線量を報告する領域に記録される“最も小さな”情報実

体である。個々の照射イベントは，照射の“質”を理解するのに十分な，１組の物理的なパラメータ

を使って記述される。このパラメータの組は，照射イベントを生成できる様々なタイプの機器が異な

れば，それに応じて異なるかもしれない。イベント中の放射線源のオンオフの切替はいずれも，個別

のイベントとして扱われない。むしろ，イベントはユーザーによる操作をトリガとする照射の開始と

停止との間の時間を含む。例えば，パルス透視Ｘ線での収集は，単一の照射イベントとして扱われる。 
 
照射イベントは，ＤＩＣＯＭ画像オブジェクトが作成されるかどうかと無関係に、Ｘ線装置を用いて

行われたすべての撮影を含む。そのため，適用された照射の物理的な性質を交換するために十分な属

性を使って照射イベントを記述する必要がある。 
 
累積線量値  
 
累積線量値は，多数の照射イベントを実施した総合的な結果を記述する。一般的に蓄積の範囲は検査

または行われた手順ステップである。１つの検査に対して多数の照射線量オブジェクトを作成しても

良いし、行われた多数の手順に対して１つの照射線量オブジェクトを作成しても良い。 

ＡＡ．３ ユースケース 

次のユースケースは，参加役割とそれらの役割を果している機器の可能な能力との間の、情報の流れ

示す。ケースはそれぞれユースケース図形を含み，統合要求事項を表示する。図形はアクタ（役割を

果す人、またはデータ取扱い及び／又は保存の過程に関与する他のシステム）を表示する。さらに，

ある場合には，機器（例えば収集モダリティ）は，それが作成するどんな線量レポートの内容でも表

示できると仮定されている。 
 
これらのユースケースは線量レポートの可能な用例だけであり，決して網羅的なものではない。 

ＡＡ．３．１ 基礎線量レポート 

これは電子的線量レポートの基礎的なユースケースである。図ＡＡ．３－１を参照すること。 
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図ＡＡ．３－１ 基礎線量レポート  

 
このユースケースでは，ユーザーは収集モダリティを設定し，検査を実施する。モダリティは照射イ

ベントの撮影情報を捕えて，線量レポートでの積算値と一緒にそれを符号化する。モダリティでは，

ユーザーが線量レポートをレビューし，コメントを加えることを可能にしてもよい。収集された画像

および線量レポートは，線量レポートオブジェクトを保存できる長期保存システム（例えばＰＡＣＳ）

に送られる。 
 
表示ステーションは線量レポートを保存システムから取得し，それを表示する。Ｘ線照射線量ＳＲオ

ブジェクトは，強化ＳＲオブジェクトに固有の部分集合であるので，表示ステーションは，強化ＳＲ

オブジェクトの表示に使用するのと同じ機能を使用して，それを表示することができる。 

ＡＡ．３．２ 非デジタルイメージングの線量レポート  

線量レポートは，非デジタル収集モダリティを使用する画像収集に使用してもよい。図ＡＡ．３－２

を参照すること。 
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図ＡＡ．３－２ 非デジタルイメージングの線量レポート  

 
このユースケースでは，場合によっては線量計読み出しディスプレイからそれを転写しながら，ユー

ザーが線量レポーティングステーションへ照射イベントの撮影情報を手作業で入力してもよい。ステ

ーションは，線量レポートのデータを符号化し，それを保存システムに送る。同じ線量レポーティン

グステーションが，いくつかの収集モダリティをサポートするために使用されてもよい。 
 
このケースは，フィルムだけの放射線写真術環境に，またはフィルムとデジタルの混合環境で役立つ

だろう。混合環境では，ＤＩＣＯＭ Ｘ線照射法線量ＳＲオブジェクトは照射イベントを記録し保存す

るための標準形式を提供する。 
 
線量レポートは非ＰＡＣＳ環境では，放射線安全ワークステーションまたは情報システムに組込まれ

た長期保存機能に，送られるかもしれないことに注意すること。 

ＡＡ．３．３ 線量レポート後処理 

専門の放射線安全ワークステーションで，一層詳細な計算をしたり，またはグラフ式の線量データ表

示をしたり，複数の検査に関する線量データの総計を求める線量報告のプロセスを実施してもよい。

図ＡＡ．３－３を参照すること。放射線安全ワークステーションは，単一システム中の長期保存機能

に統合されても，されなくてもよい；そのようなアプリケーション実体のアーキテクチャ決定は，Ｄ

ＩＣＯＭの範囲外であるが，しかし，ＤＩＣＯＭサービスおよび情報オブジェクトは様々な可能なア

ーキテクチャを容易にする。 
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図ＡＡ．３－３ 線量レポート後処理 
 
放射線安全ワークステーションは，ローカルの規制当局によって確立されるような線量登録要求事項に対

応するため特定のレポートを作成できるだろう。これらのレポートは，一般にＤＩＣＯＭフォーマットで

はないだろうが，ＤＩＣＯＭ Ｘ線照射線量ＳＲオブジェクトのデータから作成される。 
 
放射線安全ワークステーションは，患者に照射した線量に関するより詳細なレポートを作成するため

にも使用できる。ワークステーションは，特定の患者に行われた多数の手順のための線量レポートを

取得するであろう。特定期間の，または来院／入院の累積線量のレポートが生成され，ＤＩＣＯＭ線

量レポートとして符号化され，長期保存システムに保存される。そのような追加のレポートは“基礎

的レポート”に追加して保存される。 
 
そのような累積線量レポートは，他の線量レポートの中に文書化される照射イベントをも(重複して)記述して

いるかもしれないことに注意すること。各照射イベントにＵＩＤを割当てることにより，アプリケーション

は，多数のオブジェクトの中で報告されるかもしれない放射イベントをユニークに識別できる。また，Ｘ線

照射線量ＳＲオブジェクトの構造により，累積レポートは，前回文書シーケンス(0040 とA360)属性を使用し

て，寄与するレポートオブジェクトを参照できる。 
 
高度なアプリケーションは，線量レポート中で参照される画像オブジェクト中に潜在的に補足された線量レポー

トデータを使用して，投与線量を視覚化する線量分布図を作成できる。そのような線量分布図は、適切なオブジ

ェクトフォーマットを使用して，長期保存システムに送られるかもしれない。 
 
放射線安全ワークステーションの他の目的は，例えば，教育または品質管理目的のための情報を収集

するために、すべての線量レポートオブジェクトに対する統計的分析かもしれない。これは，ある時

間範囲の中で，または特定の機器を使用して，またはあるプロトコルを使用して行ったレポートの検

索を含んでいるかもしれない。 

ＡＡ．３．４ 線量レポートワークフロー管理 

線量レポートワークフローを，イメージングワークフローの管理に使用されるのと同じＤＩＣＯＭサービス

を使用して管理してもよい。これらのサービスは、モダリティワークリスト（ＭＷＬ）と実施済み手続きス

テップ（ＭＰＰＳ），汎用ワークリスト（ＧＰ－ＷＬ）と予定手続きステップ（ＧＰ－ＳＰＳ），および実

Acquisition
Modality or

Long-term
Storage

Send Dose Report

Station
Dose Report

Station

Retrieve Dose Reports

Radiation
Safety

Send Regulatory Dose Report

Store Cumulative Dose Report

Store Dose Map

Retrieve Referenced Images
Create
Dose Map

収集モダリティ

または線量レポー

トステーション 

 
 

長期保存 

線量レポートを送る 

 
放射線安全

ステーション

線量レポートを取得する

累積線量レポートを保存する

参照画像を取得する

線量マップを保存する

法的な線量レポートを送る 

 
線量マップを作る 



PS 3.17-2008 翻訳原稿 

 250 2010/01/22 

施済み手続きステップ（ＧＰ－ＰＰＳ）サービスを含んでいる 
 
特に，収集モダリティ実施済み手続きステップに対応して作成された線量レポートは，ＭＰＰＳの参

照非画像複合ＳＯＰインスタンスシーケンス(0040, 0220)で識別される。線量レポートの後処理タスク

は，ＧＰ－ＷＬ，ＧＰ－ＳＰＳ，およびＧＰ－ＰＰＳサービスを利用して，計画されモニタされるか

もしれない。 
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附属書ＢＢ プリント（参考） 

 

ＢＢ．１ プリント管理ＳＣＵセッションの例（参考） 

ＢＢ．１．１ 簡単な例 

プリント管理ＳＣＵセッションのこの例は，単なる参考情報である。それは，基本的なプリント管理

メタＳＯＰクラスの１つの使用例である。 
 

A-ASSOCIATE  
 

N-GET (PRINTER SOP インスタンス)  
 

N-CEATE (フィルムセッション SOP インスタンス)  
 

for (フィルムセッションの各フィルム) 
 

{ 
 

N-CREATE(フィルムボックス SOP インスタンス) 
 

for (フィルムの各画像) 
 

{ 
 

N-SET (PREFORMATTED IMAGE SOPインスタンスをカプセル化する画像ボックスSOPインスタンス) 
 

} 
 

if (並び順の確認をしない) 
 

{ 
 

N-ACTION(PRINT，フィルムボックス SOP インスタンス) 
 

N-DELETE(フィルムボックス SOP インスタンス) 
 

}   
 

}    
 

if (並び順の確認をする) 
 
{ 

 
N-ACTION(PRINT，フィルムセッション SOP インスタンス) 

 
N-DELETE(フィルムセッション SOP インスタンス) 

 
} 

 
N-EVENT REPORT(PRINTER SOP インスタンス) 
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A-RELEASE  

 

ＢＢ．１．２ 高度な例（リタイア） 

このセクションは，以前，ＤＩＣＯＭに定義さていたが，今回リタイアとなった。ＰＳ ３．４－１９９８を参照す

ること。 
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附属書ＣＣ：保存委託（参考） 

 

ＣＣ．１ 保存委託の例 （参考） 

このセクションおよびそのサブセクションには，保存委託サービスクラスを利用可能な方法の例を含

む。これは網羅的なシナリオセットでなく、シナリオセットの例である。 

ＣＣ．１．１ プッシュモデルの例 

図ＣＣ．１－１は，保存委託プッシュモデルＳＯＰクラスの使用の例である。 

図ＣＣ．１－１ 
保存委託プッシュモデルＳＯＰクラスの例  

 
ノードＡ（ＳＣＵ）は保存サービスクラスのサービスを利用し，１つ以上のＳＯＰインスタンスをノード

Ｂに送信する（１）。その後，ノードＡは，ＳＯＰインスタンスへの参照リストを含むＮ－ＡＣＴＩＯＮを

ノードＢ（ＳＣＰ）に対して発行し、ＳＣＰがＳＯＰインスタンスの保存委託に対し責任を持つよう要求

する（２）。ＳＣＰは、すべてのＳＯＰインスタンスが存在し，そのＳＯＰインスタンスのセットに対する

保存委託が成功裡に完了したと判断した場合，それは成功状態のＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ（３）お

よび保存されたＳＯＰインスタンスのリストを発行する。ここで、ノードＡはノードＢがＳＯＰインスタ

ンスを保存するコミットメントを受理したことを知る。ノードＡはＳＯＰインスタンスのコピーを削除す

るのに今適切であると決定するかもしれない。Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮと同

じアソシエーションで生じても良いし、別のアソシエーションでも良い。 
 
何かの理由で、ＳＣＰがＮ－ＡＣＴＩＯＮ要求によって参照される１つ以上のＳＯＰインスタンスに

対し委託保存が提供できないと判断する場合，成功を報告するのではなく，完了 - 失敗が存在する状

態のＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを発行する。ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴには，保存に成功したＳ

ＯＰインスタンスのリスト，および保存に失敗したＳＯＰインスタンスのリストが含まれる。 

ＣＣ．１．２ プルモデルの例（リタイア） 

プルモデルは，初期のバージョンでは定義されていたが，リタイアした。ＰＳ ３．４－２００１を参照する

こと。 

ＣＣ．１．３ ＳＣＰによるデータのリモート保存 

図ＣＣ．１－３は，取得元ＡＥ Ｔｉｔｌｅの使用を説明する。プッシュモデルを使用して，１組のＳＯＰ

インスタンスがＳＣＵからＳＣＰまで転送される。ＳＣＰは，データをローカルに保存するように決定す

るかもしれないし，または，データを遠隔位置に保存するように決定するかもしれない。以下の例は、後

の場合の手順を図示している。 

Node A 
(Imaging 
 Device)

   Node B 
(Committed 

  Storage 
  Device)

(1) Storage of images, overlays, etc.

(2) N-ACTION (request storage commitment)

(3) N-EVENT-REPORT (results status)

ノード A 
（画像機器） 

ノード B 
（委託保存機器）

(1) 画像，オーバーレイなどの保存 

(2) N-ACTION（保存委託を要求する） 

(3) N-EVENT-REPORT（結果状態） 
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図ＣＣ．１－３  

ＳＯＰインスタンスの遠隔保存の例  
 
ノードＡは，保存委託プッシュモデルＳＯＰクラスのＳＣＵであり，当該ＳＯＰクラスのＳＣＰであるノー

ド B に対し，ＳＯＰインスタンスのへの参照リストを含むＮ－ＡＣＴＩＯＮを発行することにより，保存委

託に対するその要望を知らせる（１）。ＳＯＰインスタンスは，ノードＡからノードＢ（プッシュモデル）へ

既に転送されている（２）。（ノードＡからの）オリジナルの保存委託要求で指定されたとおりに、すべての

ＳＯＰインスタンスの保存委託がノードＣにおいて達成されたと，ＳＣＰが判断する場合，それは，前の例

と同じように，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ（３）を発行する。ただし，ＳＣＵにデータが保存される位

置のアドレスを通知するために，ＳＣＰは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴにノードＣのＡｐｐｌｉｃａｔ

ｉｏｎ Ｅｎｔｉｔｙ Ｔｉｔｌｅを含める。 
 
取得元 ＡＥ ＴｉｔｌｅはＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴの２つの異なるレベルに含めることができる。

問題のＳＯＰインスタンスがすべてノードＣで保存された場合，全体のデータセットために単一の取得

元ＡＥ Ｔｉｔｌｅが使用できる。しかし，ＳＣＰは，同じ場所にすべてのＳＯＰインスタンスを保存す

るとは限らない場合がある。この場合，参照ＳＯＰインスタンスシーケンスの個々の単一ＳＯＰインス

タンスのレベルにおいて、取得元ＡＥ Ｔｉｔｌｅ属性を提供しなければならない。 
 
この例は，ＳＣＰがＳＯＰインスタンスを保存媒体上に保存するように判断する状況にも当てはまる。

取得元ＡＥ Ｔｉｔｌｅを提供する代りに，ＳＣＰは１対の保存媒体ファイル・セットＩＤおよびＵＩＤ

を供給する。 

Node A 
(Imaging 
 Device)

   Node B 
(Committed 

  Storage 
  Device)

(1) N-ACTION (request storage 
commitment)

(3) N-EVENT-REPORT containing the 
AE Title of Node C (response status)

   Node C 
(Committed 

  Storage 
  Device)

(2) Transfer of SOP Instances to Node C

ノード A 
（画像装置） 

ノード B 
（委託保存装置）

ノード C 
（委託保存装置）

 
(1) N-ACTION（保存委託を要求する）

(3) ノード C の AE Title を含む

N-EVENT-REPORT（状態回答） 

(2) SOP インスタンスのノード C への転送 
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ＣＣ．１．４ 保存媒体の使用と併せた保存委託 

図ＣＣ．１－４は，プッシュモデルを保存媒体と共に使用し，実際にＳＯＰインスタンスを転送する

方法の例である。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図ＣＣ．１－４ 

保存媒体と併せた保存委託の例  
 
ノードＡ（ＳＣＵ）は，保存媒体上のある種類のオフライン手段によって，委託保存を要求するＳＯ

Ｐインスタンスを、ノードＢ（ＳＣＰ）に転送してスタートする（１）。データがノードＢに到着した

と確信できる場合，ノードＡはノードＢへＮ－ＡＣＴＩＯＮを発行する。これは，保存媒体上に含ま

れるＳＯＰインスタンスへの参照リストを含み，ＳＣＰがこれらのＳＯＰインスタンスの保存委託を

行うように要求する（２）。ＳＣＰは，参照ＳＯＰインスタンスがすべて存在する（それらは既にシス

テムにロードされたか，または，まだ保存媒体上に存在するかもしれない）こと，およびそれがＳＯ

Ｐインスタンスに対する保存委託を成功裡に完了したしたと判断する場合，それは成功状態を持つＮ

－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ（３）を発行し，かつ前の例と同様に保存されたＳＯＰインスタンスの

リストを発行する。 
 
保存媒体が未着の場合，または，何らかの理由でＮ－ＡＣＴＩＯＮ要求によって参照される１つ以上

のＳＯＰインスタンスに対して委託保存が提供されないとＳＣＰが判断する場合，それは、成功 - 失
敗状態が存在のＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを発行する。ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴには，保存が

成功したＳＯＰインスタンスのリスト，およびさらに保存に失敗したＳＯＰインスタンスのリストも

含む。ＳＣＰは保存媒体が到着するまで待つことを要求されない（しかし，SCP は待つことを選んで

もよい）が，直ちに保存委託要求を拒絶する自由もある。その場合，ＳＣＵは後刻、別のＮ－ＡＣＴ

ＩＯＮを再発行する決定をしてもよい。 

 

Node A 
(Imaging 
 Device) 

   Node B 
(Committed 
  Storage 
  Device) 

(3) N-EVENT-REPORT (response status)

(1) Storage of images, overlays, etc. on 
Storage Media by off-line means 

(2) N-ACTION (request storage commitment) 
including Storage Media file-set ID/UID 

ノード A 
（画像装置） 

ノード B 
（委託保存装置） 

(1) 画像，オーバーレイなどを保存媒体上に

オフライン手段により保存する 

(2) N-ACTION（保存委託を要求する）保存媒体

ファイル・セット ID/UID を含む 
 

(3) N-EVENT-REPORT（状態の応答） 
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附属書ＤＤ：ワークリスト（参考） 

 

ＤＤ．１ モダリティワークリストの使用例（参考） 

これらの代表的なモダリティワークリストの実施例は参考情報に過ぎない。 

－ ワークリストは、ある期限（例えば“１９９５年８月９日”）とあるＳｃｈｅｄｕｌｅｄ Ｓ
ｔａｔｉｏｎ ＡＥタイトル（すなわち予約済み手続きステップが行われるモダリティ）に

対して計画された予約済み手続きステップエンティティから成る。図ＤＤ７－１を参照す

ること。 

－ ワークリストは、ある期限（例えば“１９９５年８月９日”）とあるモダリティタイプ（例

えばＣＴ装置）に対して計画される予約済み手続きステップエンティティから成る。これ

は，単一のモダリティ資源に対してではなく、資源のプールに関係して計画を立てるシナ

リオである。 

－ ワークリストは、ある期限（例えば“１９９５年８月９日”とある予定実施医師に対して

計画された予約済み手続きステップエンティティから成る。これは，装置資源に対してで

はなく、人的資源に関係して計画を立てるシナリオである。 

－ ワークリストは、特定の患者に対して予約された単一の予約済み手続きステップエンティ

ティから成る。このシナリオでは，予約済み手続きステップの選択は，検査直前にモダリ

ティから行われるだろう。この特定のワークリストを取得する意義は，ＩＳから，最も正

確かつ最新の情報を手続きステップが行われる直前に伝達させることである。 
 

モダリティワークリストＳＯＰクラスのユーザは追加の属性を検索してもよい。これは，モダリティ

ワークリストＳＯＰクラスの範囲外のサービスによって達成しても良い。 
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図ＤＤ．１－１  

モダリティワークリストのメッセージフロー例  

ＤＤ．２ 汎用ワークリストの例（参考） 

ＤＤ．２．１ 序文 

このセクションでは，汎用ワークリストＳＯＰクラスを使用する場合のメッセージシーケンスの例を

提供する。このセクションでは，網羅的なユースケースのセットではなく，むしろ参考例を提供する

ことを目的とする。等価な結果を得る為に使用可能な、有効な他のメッセージシーケンスがあるし、

ワークフロー管理に参加できる、有効なアクタの他の組合せがある。 

  
The Modality queries the IS for the Scheduled Procedure 
Step entities that have been scheduled for a specific time 
period (e.g. August 9, 1995), and for a particular Station AE 
Title (namely the modality, where the Step is to be 
performed.) 

Work Request: 

Information
System 

Modality

Network Boundary

Worklist 
Response: 

Worklist 
Response: 

...
Scheduled Proc. 
Step: 1 

Requested 
Procedure: 123 

Imaging Service 
Request: 5578 

Patient: "Jones" 

Visit: 
05081234 

Scheduled Proc. 
Step: n 

Pequested 
Procedure: 345

Imaging Service 
Request: 3422 

Patient: "Miller"

Visit: 
95080476 

作業要求： 

モダリティは，特定の期限（例えば１９９５年８月９日）に対して、

かつ特定のＳｔａｔｉｏｎ ＡＥタイトル（すなわち予約済み処理手

順が行われるモダリティ）に対して計画された予約済み処理手順エン

ティティをＩＳに問い合わせる。 
モダリティ 

ワークリスト 
回答： 

予約済み処理

手順：1 

要求処理 
：123 

画像サービス 
要求：5578 

患者：“Jones” 

来院： 
05081234

予約済み処理

手順：n 

ワークリスト 
回答： 

要求処理 
：345 

画像サービス 
要求：3422

患者：“Miller”

通院： 
95080476

ネットワーク境界 

情報システム 
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図ＤＤ．２－１ 汎用ワークリストメッセージシーケンスの例  
 
図ＤＤ．２－１に示すのは，汎用予約済み手続きステップ（ＧＰ－ＳＰＳ）が正常に完了した単一汎

用実施済み手続きステップ（ＧＰ－ＰＰＳ）を使用して行われる場合のメッセージシーケンス例であ

る。他にも、中断，予定外，グループ，協同，その他のユースケースの例を構築できるかもしれない

が，この参考セクションの中では考慮されない。図ＤＤ．８－１の中のイタリック体のテキストは，

他のＤＩＣＯＭサービス，例えば保存，保存委託，検索／取得を使用して典型的に伝えられる，汎用

ワークリストの範囲外のメッセージである。 
 
図ＤＤ．２－１の中で示されるアクタは次のとおりである： 
 
収集モダリティ：汎用ステップで入力される画像を収集する。 
 
アーカイブ：ＳＯＰインスタンス（画像，構造化した報告書など）を保存する 
 
ワークフロー管理：ワークリストを管理し処理の実施を追跡する。 
 
実施装置：ワークリストによって指定されたタスクを行い，結果を作成する。 

ＤＤ．２．２ トランザクションおよびメッセージフロー 

図ＤＤ．２－１では，次のトランザクションおよびメッセージを示す。 

 Acquisition 
Modality 

Archive Workflow
Manager

Performing
Device 

Acquisition Complete 

Store SOP Instances 

Receive GP-SPS 
Transmit SOP 
Instances for Input 
Information 

Update GP-SPS (IN PROGRESS) 

Create GP-PPS (IN PROGRESS) 

Store Results 

Set GP-PPS (COMPLETED) 

Update GP-SPS (COMPLETED) 

Query GP-SPS 

Schedule Interpretation 

収集 
モダリティ 

アーカイブ 
 

収集が完了 

ＳＯＰインスタンスを保存する 

ワークフ

ロー管理

入力情報のためのＳＯＰ
インスタンスを送信する

実施装置 
 

予約解釈 

GP-GPSを問い合わせる

GP-GPS を受信する 

GP-GPS を更新する（進行中） 

GP-PPS を作成する（進行中） 

GP-GPS を更新する（完了） 

結果を保存する 

GP-PPS を設定する（完了） 
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ＤＤ．２．２．１ 収集の完了 

収集モダリティは，収集が完了したことを報告する。このメッセージは，典型的にはモダリティ実施済み手続きステップ

SOPクラスを使用して伝えられる。このメッセージを受取ったワークフロー管理は，汎用予約済み手続きステップのワー

クリストを更新し，入力が利用可能であることを示し，かつこれらの複合ＳＯＰインスタンスを識別する。 
ＤＤ．２．２．２ ＳＯＰインスタンスを保存する 

収集モダリティはＳＯＰインスタンスをアーカイブに保存する。このメッセージは，典型的には保存

および保存委託サービスクラスを使用して伝えられる。収集完了メッセージに先立ってこのメッセー

ジを送信しても，挙動は同等である。 
ＤＤ．２．２．３ ＧＰ－ＳＰＳを問い合わせる  

実施装置は，その検索条件に照合する汎用予約済み手続きステップ（ＧＰ－ＳＰＳ）がないか，ワークフ

ロー管理に問い合わせる。例えば，汎用予約済み手続きステップ状態(0040, 4001)が”SCHEDULED”で、入

力取得可能フラグ(0040, 4020)が”COMPLETE”、かつ予約済み実施者シーケンスの(0040, 4034)が現在アクテ

ィブなユーザであるすべてのワークリストアイテムである。このメッセージは，汎用ワークリストＳＯＰ

クラスのＣ－ＦＩＮＤ要求プリミティブを使用して伝えられる。 
ＤＤ．２．２．４ ＧＰ－ＳＰＳを受信する 

実施装置は，問い合わせＧＰ－ＳＰＳメッセージへの応答である汎用予約済み手続きステップ（ＧＰ

－ＳＰＳ）のセットを受信する。受信ＧＰ－ＳＰＳメッセージは，汎用ワークリストＳＯＰクラスの

１つ以上のＣ－ＦＩＮＤ応答プリミティブによって伝えられる。状態がペンディングである応答は，

それぞれ、ＧＰ－ＳＰＳワークリストアイテムで要求された属性を１式含む。 
ＤＤ．２．２．５ 使用されるＳＯＰインスタンスを送信する 

アーカイブは実施装置に対して、タスク実施中の入力情報として使用されるＳＯＰインスタンスを送

信する。このメッセージは，典型的には保存サービスクラスを使用して伝えられ，それはＧＰ－ＳＰ

Ｓに含まれる情報に基づいて、実施装置が検索／取得サービスクラスを介して始める。またはアーカ

イブかワークフロー管理によっても始められ、必要なＳＯＰインスタンスが使用前に利用可能である

ことを確実にする。 
ＤＤ．２．２．６ ＧＰ－ＳＰＳを更新する（進行中） 

実施装置はアイテムのワークを始める際に，ワークフロー管理が主管する汎用予約済み手続きステップ
（ＧＰ－ＳＰＳ）の状態が進行中(IN PROGRESS)になるように更新する。ＧＰ－ＳＰＳのＳＯＰインス
タンスＵＩＤは，通常ワークリストアイテムとしてのＲｅｃｅｉｖｅ ＧＰ－ＳＰＳメッセージによって
得られている。このメッセージは，汎用予約済み手続きステップＳＯＰクラスのＮ－ＡＣＴＩＯＮプリ
ミティブを使用して伝えられ，そのアクションタイプは“ＧＰ－ＳＰＳ状態の変更要求”である。この
メッセージにより，ワークフロー管理はそのワークリストを更新できるので、他の実施装置は，ＧＰ－
ＳＰＳが既に作業中であることを検知できる。 
ＤＤ．２．２．７ ＧＰ－ＰＰＳを作成する（進行中） 

実施装置は，汎用予約済み手続きステップ（ＧＰ－ＳＰＳ）に関する作業を始める際に，新しい汎用実施手続

きステップ（ＧＰ－ＰＰＳ）インスタンスをワークフロー管理上に作成する。このメッセージは，汎用実施手

続きステップＳＯＰクラスのＮ－ＣＲＥＡＴＥプリミティブを使用して伝えられる。生成に際して，ＧＰ－Ｐ

ＰＳは，そのＧＰ－ＰＰＳ状態を進行中(IN PROGRESS)にしなければならず，関連のＧＰ－ＳＰＳへの参照を

含み，かつＧＰ－ＰＰＳを始める時に既知である他のすべての属性対する値を持つ必要がある。 
ＤＤ．２．２．８ ＧＰ－ＰＰを設定する（完了）  

実施装置は実施手順の完了に際し，ＧＰ－ＰＰＳ状態を完了(COMPLETED)に設定し，実施手順の詳細とす

べての結果への参照を含める。（結果自体は，保存結果メッセージによって伝えられる）。このメッセージは，

汎用実施手続きステップＳＯＰクラスのＮ－ＳＥＴプリミティブを使用して伝えられる。完了に際して，Ｇ

Ｐ－ＰＰＳのすべての必須属性は値を割当てられなければならない。 
ＤＤ．２．２．９ ＧＰ－ＳＰＳを更新信する（完了）  

実施装置は，予約済み手順の完了に際し，ＧＰ－ＳＰＳ状態を完了(COMPLETED)に更新する。この

メッセージは，汎用予約済み手続きステップＳＯＰクラスのＮ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブを使用し

て伝えられ，アクションタイプは“ＧＰ－ＳＰＳ状態の変更要求”である。このメッセージは，今、

ＧＰ－ＳＰＳが完了し，ＧＰ－ＰＰＳがこれ以上作成されないことをワークフロー管理に通知する。 
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ＤＤ．２．２．１０ 結果を保存する 

実施装置は，生成した結果をすべてアーカイブへ保存する。このメッセージは典型的には保存および

保存委託サービスクラスを使用して伝えられ，構造化レポート，画像または他の適切な複合ＳＯＰイ

ンスタンスが含まれる。このメッセージを，ＧＰ－ＰＰＳの完了(COMPLTED）設定メッセージに先行

して送信しても同等である。結果への参照は，ＧＰ－ＰＰＳの完了(COMPLETED)メッセージ中でＧＰ

－ＰＰＳと関係づけられている。 
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附属書ＥＥ：関連する患者情報の検索（参考） 

 

ＥＥ．１ 関連する患者情報の検索の例（参考） 

下記は，関連する患者情報検索サービスクラスに関する対する，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の単純かつ非包括

的な例であり，特に乳房画像関連の患者情報問い合わせＳＯＰクラスに対するものである。それは，

特定の患者ＩＤを要求し，合致する回答が乳房画像のＴＩＤ ９０００関連患者情報の形で構造化され

ることを要求する： 
 
Ｃ－ＦＩＮＤ要求： 
 
SRツリ

ー深さ  
入れ子  属性  タグ  VR 値長 

(hex) 
値  

  影響を受ける SOP クラス UID  (0000,0002) UI 0018 1.2.840.10008.5.1.4.37.2 

  コマンドフィールド  (0000,0100) US 0002 0020H [C-FIND-RQ] 

  メッセージ ID  (0000,0110) US 0002 0010H 

  プライオリティ  (0000,0700) US 0002 0000H [MEDIUM] 

  データセットタイプ  (0000,0800) US 0002 0102H 

  患者名 (0010,0010) PN 0000  

  患者 ID  (0010,0020) LO 0008 MR975311 

  患者生年月日  (0010,0030) DA 0000  

  患者性別  (0010,0040) CS 0000  

  観察日時  (0040,A032) DT 0000  

1  値タイプ  (0040,A040) CS 0000  

1  概念名コードシーケンス  (0040,A043) SQ 0000  

  コンテンツテンプレートシーケンス (0040,A504) SQ ffffffff  

 %item     

 > マッピングリソース  (0008,0105) CS 0004 DCMR 

 > テンプレート識別子  (0040,DB00) CS 0004 9000 

 %enditem     

 %endseq     

1  コンテンツシーケンス  (0040,A730) SQ 0000  

 
下記は，関連する患者情報検索サービスクラスに対する，Ｃ－ＦＩＮＤ回答の単純かつ非包括的な例

であり，上記のＣ－ＦＩＮＤ要求に回答し，乳房画像のＴＩＤ ９０００関連患者情報の形で構造化さ

れている。影響を受けるＳＯＰクラスによって要求されるとおりになっている。 
 
Ｃ－ＦＩＮＤ回答＃１： 
 
SRツリ

ー深さ  
入れ子  属性  タグ  VR 値長 

(hex) 
値  

  影響を受ける SOP クラス UID  (0000,0002) UI 0018 1.2.840.10008.5.1.4.37.2 

  コマンドフィールド  (0000,0100) US 0002 8020H [C-FIND-RSP] 

  応答されるメッセージ ID  (0000,0120) US 0002 0010H 

  データセットタイプ  (0000,0800) US 0002 0102H 

  状態  (0000,0900) US 0002 FF00H [Pending] 

  患者名  (0010,0010) PN 0008 Doe^Jane（女性の仮名)



PS 3.17-2008 翻訳原稿 

 262 2010/01/22 

SRツリ

ー深さ  
入れ子  属性  タグ  VR 値長 

(hex) 
値  

  患者 ID  (0010,0020) LO 0008 MR975311 

  患者生年月日  (0010,0030) DA 0008 19541106 

  患者性別  (0010,0040) CS 0002 F 

  観察日時 (0040,A032) DT 000E 20021114124623 

1  値タイプ  (0040,A040) CS 000A CONTAINER 

1  概念名コードシーケンス  (0040,A043) SQ ffffffff  

1 %item     

1 > コード値  (0008,0100) SH 0006 111511 

1 > 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 DCM 

1 > コード意味  (0008,0104) LO 0030 Relevant patient 
Information for Breast 
Imaging  

1 %enditem     

1 %endseq     

  コンテンツテンプレートシーケンス (0040,A504) SQ ffffffff  

 %item     

 > マッピングリソース  (0008,0105) CS 0004 DCMR 

 > テンプレート識別子  (0040,DB00) CS 0004 9000 

 %enditem     

 %endseq     

1  コンテンツシーケンス  (0040,A730) SQ ffffffff  

1.1 %item     

1.1 > 関係タイプ  (0040,A010) CS 0010 HAS CONCEPT MOD 

1.1 > 値タイプ  (0040,A040) CS 0004 CODE 

1.1 > 概念名コードシーケンス  (0040,A043) SQ ffffffff  

1.1 %item     

1.1 >> コード値  (0008,0100) SH 0006 121049 

1.1 >> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 DCM 

1.1 >> コード意味  (0008,0104) LO 0018 Language of Content 
Item and Descendants 

1.1 %enditem     

1.1 %endseq     

1.1 > 概念コードシーケンス  (0040,A168) SQ ffffffff  

1.1 %item     

1.1 >> コード値  (0008,0100) SH 0002 en 

1.1 >> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0008 RFC3066 

1.1 >> コード意味  (0008,0104) LO 0008 English 

1.1 %enditem     

1.1 %endseq     

1.1 %enditem     

1.2 %item     

1.2 > 関係タイプ  (0040,A010) CS 0008 CONTAINS 

1.2 > 値タイプ  (0040,A040) CS 0004 NUM 

1.2 > 概念名コードシーケンス  (0040,A043) SQ ffffffff  

1.2 %item     

1.2 >> コード値  (0008,0100) SH 0006 121033 
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SRツリ

ー深さ  
入れ子  属性  タグ  VR 値長 

(hex) 
値  

1.2 >> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 DCM 

1.2 >> コード意味  (0008,0104) LO 000C Subject Age 

1.2 %enditem     

1.2 %endseq     

1.2 > 測定値シーケンス  (0040,A300) SQ ffffffff  

1.2 %item     

1.2 >> 測定単位コードシーケンス  (0040,08EA) SQ ffffffff  

1.2 %item     

1.2 >>> コード値  (0008,0100) SH 0002 a 

1.2 >>> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 UCUM 

1.2 >>> 符号化体系バージョン  (0008,0103) SH 0004 1.4 

1.2 >>> コード意味  (0008,0104) LO 0004 Year 

1.2 %enditem     

1.2 %endseq     

1.2 >> 数値  (0040,A30A) DS 0002 48 

1.2 %enditem     

1.2 %endseq     

1.2 %enditem     

1.3 %item     

1.3 > 関係タイプ  (0040,A010) CS 0008 CONTAINS 

1.3 > 値タイプ  (0040,A040) CS 000A CONTAINER 

1.3 > 概念名コードシーケンス  (0040,A043) SQ ffffffff  

1.3 %item     

1.3 >> コード値  (0008,0100) SH 0008 R-20767 

1.3 >> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 SRT 

1.3 >> コード意味  (0008,0104) LO 0016 Gynecological History 

1.3 %enditem     

1.3 %endseq     

1.3 > コンテンツの連続性  (0040,A050) CS 0008 SEPARATE 

1.3 > コンテンツシーケンス  (0040,A730) SQ ffffffff  

1.3.1 %item     

1.3.1 >> 関係タイプ  (0040,A010) CS 0008 CONTAINS 

1.3.1 >> 値タイプ  (0040,A040) CS 0004 NUM 

1.3.1 >> 概念名コードシーケンス  (0040,A043) SQ ffffffff  

1.3.1 %item     

1.3.1 >>> コード値  (0008,0100) SH 0006 111519 

1.3.1 >>> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 DCM 

1.3.1 >>> コード意味  (0008,0104) LO 0020 Age at Forst full term 
Pregnancy 

1.3.1 %enditem     

1.3.1 %endseq     

1.3.1 >> 測定値シーケンス  (0040,A300) SQ ffffffff  

1.3.1 %item     

1.3.1 >>> 測定単位コードシーケンス  (0040,08EA) SQ ffffffff  

1.3.1 %item     
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ー深さ  
入れ子  属性  タグ  VR 値長 

(hex) 
値  

1.3.1 >>>> コード値  (0008,0100) SH 0002 a 

1.3.1 >>>> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 UCUM 

1.3.1 >>>> 符号化体系バージョン  (0008,0103) SH 0004 1.4 

1.3.1 >>>> コード意味  (0008,0104) LO 0004 Year 

1.3.1 %enditem     

1.3.1 %endseq     

1.3.1 >>> 数値  (0040,A30A) DS 0002 28 

1.3.1 %enditem     

1.3.1 %endseq     

1.3.1 %enditem     

1.3.2 %item     

1.3.2 >> 関係タイプ  (0040,A010) CS 0008 CONTAINS 

1.3.2 >> 値タイプ  (0040,A040) CS 0004 NUM 

1.3.2 >> 概念名コードシーケンス  (0040,A043) SQ ffffffff  

1.3.2 %item     

1.3.2 >>> コード値  (0008,0100) SH 0008 11977-6 

1.3.2 >>> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0002 LN 

1.3.2 >>> コード意味  (0008,0104) LO 0004 Para 

1.3.2 %enditem     

1.3.2 %endseq     

1.3.2 >> 測定値シーケンス  (0040,A300) SQ ffffffff  

1.3.2 %item     

1.3.2 >>> 測定単位コードシーケンス  (0040,08EA) SQ ffffffff  

1.3.2 %item     

1.3.2 >>>> コード値  (0008,0100) SH 0002 1 

1.3.2 >>>> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 UCUM 

1.3.2 >>>> 符号化体系バージョン  (0008,0103) SH 0004 1.4 

1.3.2 >>>> コード意味  (0008,0104) LO 0006 Unity 

1.3.2 %enditem     

1.3.2 %endseq     

1.3.2 >>> 数値  (0040,A30A) DS 0002 2 

1.3.2 %enditem     

1.3.2 %endseq     

1.3.2 %enditem     

1.3 %endseq     

1.3 %enditem     

1.4 %item     

1.4 > 関係タイプ  (0040,A010) CS 0008 CONTAINS 

1.4 > 値タイプ  (0040,A040) CS 000A CONTAINER 

1.4 > 概念名コードシーケンス  (0040,A043) SQ ffffffff  

1.4 %item     

1.4 >> コード値  (0008,0100) SH 0006 111513 

1.4 >> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 DCM 

1.4 >> コード意味  (0008,0104) LO 001C Relevant Previous 
Procedures 
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値  

1.4 %enditem     

1.4 %endseq     

1.4 > コンテンツの連続性  (0040,A050) CS 0008 SEPARATE 

1.4 > コンテンツシーケンス  (0040,A730) SQ ffffffff  

1.4.1 %item     

1.4.1 >> 関係タイプ  (0040,A010) CS 0008 CONTAINS 

1.4.1 >> 値タイプ  (0040,A040) CS 0004 CODE 

1.4.1 >> 概念名コードシーケンス  (0040,A043) SQ ffffffff  

1.4.1 %item     

1.4.1 >>> コード値  (0008,0100) SH 0006 111531 

1.4.1 >>> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 DCM 

1.4.1 >>> コード意味  (0008,0104) LO 0012 Previous Procedure 

1.4.1 %enditem     

1.4.1 %endseq     

1.4.1 >> 概念コードシーケンス  (0040,A168) SQ ffffffff  

1.4.1 %item     

1.4.1 >>> コード値  (0008,0100) SH 0008 P1-48142 

1.4.1 >>> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 SRT 

1.4.1 >>> コード意味  (0008,0104) LO 0010 Cyst Aspiration 

1.4.1 %enditem     

1.4.1 %endseq     

1.4.1 >> コンテンツシーケンス  (0040,A730) SQ ffffffff  

1.4.1.1 %item     

1.4.1.1 >>> 関係タイプ  (0040,A010) CS 000E HAS PROPERTIES 

1.4.1.1 >>> 値タイプ  (0040,A040) CS 0004 CODE 

1.4.1.1 >>> 概念名コードシーケンス  (0040,A043) SQ ffffffff  

1.4.1.1 %item     

1.4.1.1 >>>> コード値  (0008,0100) SH 0006 G-C171 

1.4.1.1 >>>> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 SRT 

1.4.1.1 >>>> コード意味  (0008,0104) LO 000A Laterelity 

1.4.1.1 %enditem     

1.4.1.1 %endseq     

1.4.1.1 >>> 概念コードシーケンス  (0040,A168) SQ ffffffff  

1.4.1.1 %item     

1.4.1.1 >>>> コード値  (0008,0100) SH 0008 T-04030 

1.4.1.1 >>>> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 SRT 

1.4.1.1 >>>> コード意味  (0008,0104) LO 000C Left breast 

1.4.1.1 %enditem     

1.4.1.1 %endseq     

1.4.1.1 %enditem     

1.4.1.2 %item     

1.4.1.2 >>> 関係タイプ  (0040,A010) CS 000E HAS PROPERTIES 

1.4.1.2 >>> 値タイプ  (0040,A040) CS 0004 DATETIME 

1.4.1.2 >>> 概念名コードシーケンス  (0040,A043) SQ ffffffff  

1.4.1.2 %item     
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1.4.1.2 >>>> コード値  (0008,0100) SH 0006 122146 

1.4.1.2 >>>> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 DCM 

1.4.1.2 >>>> コード意味  (0008,0104) LO 0012 Procedure DateTime 

1.4.1.2 %enditem     

1.4.1.2 %endseq     

1.4.1.2 >>> 日時 (0040,A120) DT 0008 19990825 

1.4.1.2 %enditem     

1.4.1 %endseq     

1.4.1 %enditem     

1.4 %endseq     

1.4 %enditem     

1.5 %item     

1.5 > 関係タイプ  (0040,A010) CS 0008 CONTAINS 

1.5 > 値タイプ  (0040,A040) CS 000A CONTAINER 

1.5 > 概念名コードシーケンス  (0040,A043) SQ ffffffff  

1.5 %item     

1.5 >> コード値  (0008,0100) SH 0006 111515 

1.5 >> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 DCM 

1.5 >> コード意味  (0008,0104) LO 0016 Relevant Risk Factors 

1.5 %enditem     

1.5 %endseq     

1.5 > コンテンツの連続性  (0040,A050) CS 0008 SEPARATE 

1.5 > コンテンツシーケンス  (0040,A730) SQ ffffffff  

1.5.1 %item     

1.5.1 >> 関係タイプ  (0040,A010) CS 0008 CONTAINS 

1.5.1 >> 値タイプ  (0040,A040) CS 0004 CODE 

1.5.1 >> 概念名コードシーケンス  (0040,A043) SQ ffffffff  

1.5.1 %item     

1.5.1 >>> コード値  (0008,0100) SH 0008 F-01500 

1.5.1 >>> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 SRT 

1.5.1 >>> コード意味  (0008,0104) LO 000C Risk factor 

1.5.1 %enditem     

1.5.1 %endseq     

1.5.1 >> 概念コードシーケンス  (0040,A168) SQ ffffffff  

1.5.1 %item     

1.5.1 >>> コード値  (0008,0100) SH 0006 111559 

1.5.1 >>> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 DCM 

1.5.1 >>> コード意味  (0008,0104) LO 0024 Weak family history of 
breast cancer 

1.5.1 %enditem     

1.5.1 %endseq     

1.5.1 >> コンテンツシーケンス  (0040,A730) SQ ffffffff  

1.5.1.1 %item     

1.5.1.1 >>> 関係タイプ  (0040,A010) CS 000E INFERRED FROM 

1.5.1.1 >>> 値タイプ  (0040,A040) CS 0004 CODE 
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1.5.1.1 >>> 概念名コードシーケンス  (0040,A043) SQ ffffffff  

1.5.1.1 %item     

1.5.1.1 >>>> コード値  (0008,0100) SH 0006 111537 

1.5.1.1 >>>> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 DCM 

1.5.1.1 >>>> コード意味  (0008,0104) LO 001E Family Member with 
Risk Factor 

1.5.1.1 %enditem     

1.5.1.1 %endseq     

1.5.1.1 >>> 概念コードシーケンス  (0040,A168) SQ ffffffff  

1.5.1.1 %item     

1.5.1.1 >>>> コード値  (0008,0100) SH 0008 S-101A1 

1.5.1.1 >>>> 符号化体系指定子  (0008,0102) SH 0004 SRT 

1.5.1.1 >>>> コード意味  (0008,0104) LO 0004 Aunt 

1.5.1.1 %enditem     

1.5.1.1 %endseq     

1.5.1.1 %enditem     

1.5.1 %endseq     

1.5.1 %enditem     

1.5 %endseq     

1.5 %enditem     

1 %endseq     

 
 
C-FIND Response #2: 
 
SR ツ

リー深

さ  

入れ子  属性  タグ  VR 値長 
(hex) 

値  

  影響を受ける SOP クラス UID   (0000,0002) UI 0018 1.2.840.10008.5.1.4.37.2 

  コマンドフィールド  (0000,0100) US 0002 8020H [C-FIND-RSP] 

  応答されるメッセージ ID  (0000,0120) US 0002 0010H 

  データセットタイプ  (0000,0800) US 0002 0101H 

  状態  (0000,0900) US 0002 0000H [Success] 
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附属書ＦＦ ＣＴ／ＭＲ心血管解析レポートのテンプレート（参考） 

ＦＦ．１ コンテンツの構成 

 

 

 

図ＦＦ．１－１ コンテンツツリーのトップレベル構造  
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ＦＦ．２ テンプレート構造 
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ＦＦ．３ レポート例 

下記は，単純で非包括的なレポートの実例であり、形態的検査では狭窄の所見が認められた。  

心血管解析レポート―血管 MRI  
観察者：John Doe（男性の仮名） 
 
処理の記述  
腹部大動脈－腸骨動脈の血管造影  
血管形態の解析  
 
 解剖部位=腹部動脈，左  
  左胃動脈  
  所見： 
   血管ルーメン直径：2 mm 
   血管ルーメン断面積：3.4 mm2 
   病変所見 #1  
    所見の最良のイラスト<ROI をハイライトした画像へのハイパーリンク> 
     関連する形態：狭窄 
    狭窄タイプ：脈管炎 
    形：偏心的 
    血管ルーメンの最小直径：1 mm 
    血管ルーメンの最大直径：1.5 mm 
    血管ルーメンの平均直径：1.2 mm 
    血管ルーメンの最小断面積：1 mm2 
    血管ルーメンの最大断面積：3 mm2 
    狭窄病変の長さ：5 mm 
    最小のルーメン面狭窄率：45% 
    最大のルーメン面狭窄率：75% 
    平均のルーメン面狭窄率：60% 

 
 

図ＦＦ．３－１ レポート例＃１の表現例  
 
 
 

血管病変

プラークの性質 狭窄の性質 解離の性質 動脈瘤の性質

血管閉塞の性質 ステントの性質 動脈瘤の測定 
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表ＦＦ．３－１ 例＃１のレポート符号化 
 

ネスト  概念名のコード意味  コード意味または値の例 TID 

1 CT/ MR 心血管解析レポート   3900 

1.1 プロシージャレポート  血管 MRI 3900 

1.2 観察者名  John Doe  1001 

1.3 内容アイテムと派生で使われる言語  英語  1204 

1.4 処理要約   3901 

1.4.1 現在の処理の記述  腹部大動脈―腸骨動脈の

血管造影 

3901 

1.5 所見   3902 

1.5.1 行われた解析 血管形態解析  3902 

1.5.2 腹部動脈   3906 

1.5.2.1 左か右かの側性  左  3906 

1.5.2.2 所見   3906 

1.5.2.3.1 所見部位  胃動脈  3906 

1.5.2.3.2 血管ルーメン直径  2 mm  3907 

1.5.2.3.3 血管ルーメン断面積  3.4 mm2  3907 

1.5.2.3.4 傷害所見  3908 

1.5.2.3.4.1 識別子  1  3908 

1.5.2.3.4.2 所見の最良のイラスト(SCOORD)  <ROI 指定>  3909 

1.5.2.3.4.2.1  <画像参照>  3909 

1.5.2.3.4.3 関連する形態論  狭窄  3908 

1.5.2.3.4.4 タイプ  脈管炎  3912 

1.5.2.3.4.5 形  偏心的  3912 

1.5.2.3.4.6 血管ルーメン直径  1 mm  3912 

1.5.2.3.4.6.1 修飾子値  最小  3912 

1.5.2.3.4.7 血管ルーメン直径  1.5 mm  3912 

1.5.2.3.4.7.1 修飾子値  最大  3912 

1.5.2.3.4.8 血管ルーメン直径  1.2 mm  3912 

1.5.2.3.4.8.1 修飾子値  平均  3912 

1.5.2.3.4.9 血管ルーメン断面積  1 mm2  3912 

1.5.2.3.4.9.1 修飾子値  最小  3912 

1.5.2.3.4.10 血管ルーメン断面積  3 mm2  3912 

1.5.2.3.4.10.1 修飾子値  最大  3912 

1.5.2.3.3.11 狭窄病変の長さ  5 mm  3912 

1.5.2.3.4.12 ルーメン面積狭窄率  45%  3912 

1.5.2.3.4.12.1 修飾子値  最小  3912 

1.5.2.3.4.13 ルーメン面積狭窄率  75%  3912 

1.5.2.3.4.13.1 修飾子値   最大  3912 

1.5.2.3.4.14 ルーメン面積狭窄率  60%  3912 

1.5.2.3.4.14.1 修飾子値 平均  3912 
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附属書ＧＧ ＪＰＩＰ参照画素データの転送構文の折衝 

 
ＪＰＩＰ参照画素データ転送構文を用いれば、画素データを(7FE0, 0010)に符号化するのではなく、画像オブ

ジェクトが参照する画像を非ＤＩＣＯＭネットワーク・サービスで送信できる。 
 
規格拡張のこのユースケースは，アプリケーションがＤＩＣＯＭ画素データの全部の受理が終了する以前に、

画像の一部分へアクセスを望むことに関係する。。次の使用例がある： 
 
１）大規模なＣＴ検査をスタック(コマめくり)でナビゲーションする。 
 
この場合，この大きなデータセットを，低い解像度で素早くスクロールし、かつ，一旦，関心あ

る解剖部位が見つかれば，高解像度のデータが提示される事が望ましい。スタックナビゲーショ

ンを素早く行うために、最初は、解像度が低い画像がサーバに要求される。一旦，特定の画像が

識別されれば，システムは，残りの詳細部分をサーバに要求する。 
 
２）大きな単一画像のナビゲーション  
 
顕微鏡検査のような場合，非常に大きな画像が生成される可能性がある。特定画像の小さな部分

だけに関心がある場合，画素データ一がすべてロードされるまで待つことは望ましくない。さら

に，この大きな画像は表示能力を超過し，その結果，画像が間引きされて表示される。余分なデ

ータを貰っても表示に利用することができないので，低い解像度の画像（つまり表示の解像度に

見合う画像）だけが必要である。一旦，関心領域が決定されれば，アプリケーションは，この領

域に移動・拡大し，詳細データを追加要求して、スクリーン解像度に適えることができる。 
 
３）サムネイル  
 
検査のためにサムネイル表示を生成することが望ましい。これは様々な手段により遂行され，そ

れらの多くは，クライアントがサーバから完全な画素データを受取り、サムネイル画像を生成す

る必要がある。これは相当広いネットワーク帯域幅を使用する。 
 
サムネイルは低解像度の画像表現と考えることができる。アプリケーションは，サムネイルと

して使用するために低解像度の画像表現を要求できる。 
 
４）次元によるディスプレイ  
 
複数フレーム画像には多数の次元がコード化される場合がある。アプリケーションは、完全な画

素データセットを受取る必要はなく、特定次元の特定関心フレームだけにアクセスする事が望ま

しい。ＪＰＩＰプロトコルを使用するアプリケーションは，多次元記述を使用すれば，複数フレ

ーム画像のフ数レームを要求できるだろう。 
 
この転送方法をいつ使用するかは、アソシエーション開始者と受諾者間の折衝で管理する。受諾者は，

ＪＰＩＰ参照画素データ転送構文と非ＪＰＩＰ転送構文との両方を、異なるプレゼンテーションコン

テキストとして受ける可能性がある。受諾者がこれらの転送構文を両方とも受諾すれば、開始者がプ

レゼンテーションコンテキストを選択する。 
 
例： 
 
ケース１、２において： 
 

 ＡＥ１は，ＡＥ２に画像を要求する。 

 ＡＥ１は，Ｃ－ＭＯＶＥ ＳＣＵおよびＣ－ＳＴＯＲＥ ＳＣＰを実装する。ＡＥ２

は，Ｃ－ＭＯＶＥ ＳＣＰおよびＣ－ＳＴＯＲＥ ＳＣＵを実施する。 
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ケース１： 
 ＡＥ１およびＡＥ２は両方とも，ＪＰＩＰ参照画素データ転送構文および非Ｊ

ＰＩＰ転送構文の両方をサポートする。 

 ＡＥ１は，ＡＥ２に対してＣ－ＭＯＶＥリクエストを行う。 

 ＡＥ２は，プレゼンテーションコンテキストを２つＡＥ１へ提案する。その１

つはＪＰＩＰ参照画素データ転送構文用であり，他の１つは非ＪＰＩＰ転送構

文用である。 

 ＡＥ１は，プレゼンテーションコンテキストを両方とも受諾する。 

 ＡＥ２は，オブジェクトをどちらのプレゼンテーションコンテキストを選んで

送ってもよい。 

 ＡＥ１は，画素データをＣ－ＳＴＯＲＥメッセージ中で受取ることができるか，

またはそれを供給者のＵＲＬから取得できなければならない。 

ケース２： 
 ＡＥ１は，ＪＰＩＰ参照画素データ転送構文だけをサポートする。 

 ＡＥ２は，ＪＰＩＰ参照画素データ転送構文および非ＪＰＩＰ転送構文の両方

をサポートする。 

 ＡＥ１は，ＡＥ２に対してＣ－ＭＯＶＥ要求を行う。 

 ＡＥ２は，ＡＥ１に下記のいずれかを提案する。 

 ２つのプレゼンテーションコンテキスト，１つはＪＰＩＰ参照画素デ

ータ転送構文用、他の１つは非ＪＰＩＰ転送構文用，または  

 単一のプレゼンテーションコンテキストであり，ＪＰＩＰ参照画素デ

ータ転送構文および非ＪＰＩＰ転送構文の両方を備えたもの 

 ＡＥ１は，ＪＰＩＰ参照画素データ転送構文を備えた方のプレゼンテーションコンテキス

トだけ、あるいは単一のプレゼンテーションコンテキストで提案された中のＪＰＩＰ参照

画素データ転送構文だけを受諾する。 

 ＡＥ２は，オブジェクトをＪＰＩＰ参照画素データ転送構文で送る。 

 ＡＥ１は，供給者ＵＲＬから画素データを取得できなければならない。 

ケース３、４において： 
 

 ＡＥ１は，ＡＥ２に画像を要求する。 

 ＡＥ１は，Ｃ－ＧＥＴ ＳＣＵを実装している。ＡＥ２は，Ｃ－ＧＥＴ ＳＣＰを実

実装している。 

ケース３： 
 ＡＥ１およびＡＥ２は両方とも，ＪＰＩＰ参照画素データ転送構文および非Ｊ

ＰＩＰ転送構文の両方をサポートする。 

 Ｃ－ＧＥＴプレゼンテーションコンテキストに加えて，ＡＥ２は，ＡＥ１に対

し保存サブオペレーションのために２つのプレゼンテーションコンテキストを
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提案する。その１つはＪＰＩＰ参照画素データ転送構文用であり，他の１つは

非ＪＰＩＰ転送構文用である 

 ＡＥ２は，保存用プレゼンテーションコンテキストを両方受諾する。 

 ＡＥ１は，ＡＥ２に対してＣ－ＧＥＴ要求を行う。 

 ＡＥ２は，いずれかの表現コンテキストを選びオブジェクトを送る。 

 ＡＥ１は，画素データをＣ－ＳＴＯＲＥメッセージ中から受取る，あるいは、

それを供給者ＵＲＬから得るかの何れかができなければならない。 

ケース４： 
 ＡＥ１は，ＪＰＩＰ参照画素データ転送構文だけをサポートする。 

 ＡＥ２は，ＪＰＩＰ参照画素データ転送構文および非ＪＰＩＰ転送構文の両方

をサポートする。 

 Ｃ－ＧＥＴプレゼンテーションコンテキストに加えて，ＡＥ２は，ＡＥ１に対

し，ＪＰＩＰ参照画素データ転送構文を備えた単一のプレゼンテーションコン

テキストを保存サブオペレーション向けに提案する。 

 ＡＥ２は，保存表現コンテキストを受諾する。 

 ＡＥ１は，ＡＥ２に対してＣ－ＧＥＴ要求を行う。 

 ＡＥ２は，オブジェクトをＪＰＩＰ参照画素データ転送構文で送る。 

 ＡＥ１は，画素データを供給者ＵＲＬから受取ることができなければならない。 
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附属書ＨＨ セグメンテーション符号化の例（参考） 

 
図ＨＨ－１は，データがセグメンテーションＩＯＤのインスタンス内にどのように構成されるかの例

である。セグメントシーケンスのアイテムはそれぞれ，セグメントの属性を提供する。セグメンテー

ションの中で使用されるソース画像は，すべての共有機能グループシーケンス内で参照される。フレ

ームごと機能グループシーケンスのアイテムはそれぞれ，フレームをセグメントにマッピングする。

画素データは，ソース画像の対応画素／ボクセルを分類する。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図ＨＨ－１ セグメントシーケンス構造および参照  

  

セグメントシーケンス  
他の属性 

アイテム 1(セグメント 1)   

画素データ   

フレーム１

アイテム 2(セグメント 2)     

セグメント番号=1   
セグメント名=左心室   
セグメントカテゴリ=組織   
セグメントタイプ=左心室   

セグメント番号=2   
セグメント名=右心室   
セグメントカテゴリ=組織   
セグメントタイプ=右心室   

フレームごと機能グループシーケンス

   アイテム 1(フレーム 1)  

セグメント識別シーケンス

参照セグメント番号 2

セグメント識別シーケンス

アイテム 1

アイテム 2(フレーム 2)

セグメント識別シーケンス

アイテム 1

アイテム 3(フレーム 3)

共有機能グループシーケンス

アイテム1(共有―すべてのフレーム)

導出画像シーケンス 

アイテム 3(セグメント 3)   
セグメント番号=3

セグメント名=ステント   
セグメントカテゴリ=物理的オブジェクト   
セグメントタイプ=ステント   

    アイテム 4(セグメント 4)   
セグメント番号=4 
セグメント名=大動脈   
セメントカテゴリ=解剖構造 .   
セグメントタイプ=大動脈   

参照セグメント番号４

セグメント識別シーケンス

アイテム 1

アイテム４(フレーム４)

参照セグメント番号 1

アイテム 1

アイテム 1

ソース画像への参照

(外部オブジェクト)

参照セグメント番号 3

フレーム 3

フレーム４

フレーム２
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附属書ＩＩ 複合ＳＯＰインスタンスにおける製品特性属性の使用（参考） 

造影剤，薬品およびデバイス（装置）にバーコードまたはＲＦＩＤタグを付けると，画像モダリティ

に重要情報，例えば有効成分，濃度などを提供しやすくなる。モダリティは，製品特性検索ＳＯＰク

ラスを使って，製品バーコード（またはＲＦＩＤタグ）をＳＣＰに提示し、製品タイプ，作用物質，

サイズ／量または製品の他のパラメータを調べることができる。 
 
モダリティが作成する複合ＳＯＰインスタンスの，造影剤（コントラスト）／ボーラス，デバイスま

たはインターベンションモジュールの適切な属性中に、この製品情報を含ませることができる。その

結果，製品情報は，ＳＯＰインスタンスを適切に解釈する為に必要なキー収集コンテキストデータを

提供する。 
 
この附属書は，製品特性検索の製品特性モジュール属性を，複合ＩＯＤ中のいくつかのモジュールに

含まれる属性とマッピングさせる為の参考情報を提供する。 
 
属性値のための製品特性モジュールのソースがこのセクション中に提供されていない場合，モダリテ

ィは，適切な値を書入れるために，ローカルデータエントリやピックリストからのユーザー選択を提

供する必要がある。いくつかの値は，投与の時に製品のユーザーが行った稀釈に基づいて計算される

必要がある。 

ＩＩ．１ 造影剤／ボーラスモジュール 

表ＩＩ－１ 造影剤／ボーラスモジュール属性マッピング 

造影剤／ボーラスモジュー

ル属性名  
タグ  製品特性モジュールソース  

造影剤／ボーラス剤  (0018, 0010)  製品名(0044, 0008)  
注： 製品名が複数の値を持つ場合は，最初の

値を使用すること。  

造影剤／ボーラス剤シーケンス  (0018, 0012)  --  

>‘コードシーケンスマクロ’を含める 製品タイプコードシーケンス(0044, 0007)  
>‘コードシーケンスマクロ’  

造影剤／ボーラス経路  (0018, 1040)   

造影剤／ボーラス投与経路

シーケンス  
(0018, 0014)   

>‘コードシーケンスマクロ’を含める  

>追加薬品シーケンス  (0018, 002A)  

>‘コードシーケンスマクロ’を含める  

造影剤／ボーラス体積  (0018, 1041)  造影剤を希釈せずに投与し，分配された製品の
全量を使用している場合： 
 
製品パラメータシーケンス(0044, 0013)  
> 数値(0040, A30A)ここで： 

製品パラメータシーケンス  
> 概念名コードシーケンス(0040, A043)値

は（G-D705, SRT,“体積”）である。 
そして製品パラメータシーケンス  
> 測定単位コードシーケンス(0040, 08EA)

は，(ml, UCUM,“ml”)である。 
造影剤／ボーラス開始時刻  (0018, 1042)   

造影剤／ボーラス停止時刻 (0018, 1043)   

造影剤／ボーラスの全量  (0018, 1044)  調剤した製品の全量を使用して，造影剤が投与
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される場合： 
 
製品パラメータシーケンス(0044, 0013)  
> 数値(0040, A30A)，ここで： 
 製品パラメータシーケンス 

>概念名コードシーケンス(0040, A043)値は，

（G-D705, SRT,“体積”）である。そして 
製品パラメータシーケンス 
>測定単位コードシーケンス(0040, 08EA)は，

(ml, UCUM,“ml”)である。 
造影剤流量率  (0018, 1046)   

造影剤流量継続時間  (0018, 1047)   

造影剤／ボーラス成分  (0018, 1048)  製品パラメータシーケンス(0044, 0013)  
> 概念コードシーケンス(0040, A168)  

> コード意味(0008, 0104)，ここで： 
 製品パラメータシーケンス  

> 概念名コードシーケンス(0040, A043)値
は，（G-C52F, SRT,“有効成分”）である。

注：造影剤／ボーラス成分は CS VR（最大 16 文字，

大文字）であるので，LO VR からの転換が必要で

ある。 

造影剤／ボーラス成分濃度 (0018, 1049)  造影剤を希釈せずに投与する場合： 
 
製品パラメータシーケンス(0044, 0013)  
> 数値(0040, A30A)，ここで： 
  製品パラメータシーケンス  
> 概念名コードシーケンス(0040, A043)値は，

（121380, DCM,“希釈されていない有効成分の

濃度”）である。そして 
製品パラメータシーケンス  
> 測定単位コードシーケンス(0040, 08EA)は，

(mg/ml, UCUM,“mg/ml”)である。 
 

ＩＩ．２ 強化 造影剤／ボーラスモジュール 

表ＩＩ－２ 強化 調造影剤／ボーラスモジュール属性でのマッピング 
 

強調造影剤／ボーラスモジ

ュール属性名  
タグ  製品特性モジュールソース  

造影剤／ボーラス剤シーケンス  (0018, 0012)  --  

>‘コードシーケンスマクロ’を含める 製品タイプコードシーケンス(0044, 0007)  
>‘コードシーケンスマクロ’  

造影剤／ボーラス剤番号  (0018, 9337)   

造影剤／ボーラス投与経路

シーケンス  
(0018, 0014)   

>>‘コードシーケンスマクロ’を含める  

造影剤／ボーラス成分コー

ドシーケンス 
(0018, 9338)  --  
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>>‘コードシーケンスマクロ’を含める 製品パラメータシーケンス(0044, 0013)  

> 概念コードシーケンス(0040, A168)，ここで： 
製品パラメータシーケンス  
> 概念名コードシーケンス(0040, A043)値は，

（G-C52F, SRT,“有効成分”）である。 
>造影剤／ボーラス体積  (0018, 1041)  造影剤を希釈せずに投与し，調剤した製品の全量を

使用している場合： 
 
製品パラメータシーケンス(0044, 0013)  
> 数値(0040, A30A)，ここで： 

製品パラメータシーケンス  
> 概念名コードシーケンス(0040, A043)値は

（G-D705, SRT,“体積”）である。そして 
製品パラメータシーケンス  
> 測定単位コードシーケンス(0040, 08EA)は，

(ml, UCUM,“ml”) である。 
>造影剤／ボーラス成分濃度  (0018, 1049)  造影剤を希釈せずに投与する場合： 

 
製品パラメータシーケンス(0044, 0013)  
> 数値(0040, A30A)，ここで： 

製品パラメータシーケンス  
> 概念名コードシーケンス(0040, A043)値は，

（121380, DCM,“希釈していない有効成分の濃度”）

である。そして 
製品パラメータシーケンス  
> 測定単位コードシーケンス(0040, 08EA)は，

(mg/ml, UCUM,“mg/ml”)である。 
>造影剤／ボーラス成分不透

明  
(0018, 9425)  製品パラメータシーケンス(0044, 0013)  

> 概念コードシーケンス(0040, A168) 
> コード意味(0008, 0104)，ここで： 

製品パラメータシーケンス  
> 概念名コードシーケンス(0040, A043)値は，

（121381, DCM,“造影剤／ボーラス成分不透明”）

であり，また，マッピングされたコード意味は

“YES”または“NO”である。 
>造影剤管理プロフィールシ

ーケンス  
(0018, 9340)   

>造影剤／ボーラス体積   (0018, 1041)  造影剤を希釈せずに投与し，調剤した製品の全量を
使用している場合： 
製品パラメータシーケンス(0044, 0013)  
> 数値(0040, A30A)，ここで： 
製品パラメータシーケンス  
> 概念名コードシーケンス(0040, A043)値は，

（G-D705, SRT,“体積”）である。そして 
製品パラメータシーケンス  
> 測定単位コードシーケンス(0040, 08EA)は，(ml, 
UCUM,“ml”) である。 

>造影剤／ボーラス開始時刻  (0018, 1042)   

>造影剤／ボーラス停止時刻  (0018, 1043)   

>造影剤流動率   (0018, 1046)   
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>造影剤流量持続時間   (0018, 1047)   

ＩＩ．３ ディバイスモジュール 

表ＩＩ－３ ディバイスモジュール属性マッピング  
 

ディバイスモジュール

属性名  
タグ  製品特性モジュールソース  

デバイスシーケンス  (0050, 0010) --  

>‘コードシーケンスマクロ’を含める 製品タイプコードシーケンス(0044, 0007) 
 >‘コードシーケンスマクロ’ 

>デバイス長さ  (0050, 0014) 製品パラメータシーケンス(0044, 0013) > 数値(0040, 
A30A)，ここで： 

製品パラメータシーケンス > 概念名コードシーケンス

(0040, A043)値は，（G-A22A, SRT,“長さ”）である。 
そして製品パラメータシーケンス > 測定単位コード

シーケンス(0040, 08EA)は，(mm, UCUM,“mm”)である。 
>デバイス直径  (0050, 0016) 製品パラメータシーケンス(0044, 0013)  

> 数値(0040, A30A)，ここで： 
製品パラメータシーケンス  
> 概念名コードシーケンス(0040, A043)値は，（M-02550, 

SRT,“直径”）である。 
>デバイス直径単位  (0050, 0017) 製品パラメータシーケンス(0044, 0013)  

> 測定単位コードシーケンス(0040, 08EA) 
   > コード意味(0008, 0104)，ここで： 

製品パラメータシーケンス  
> 概念名コードシーケンス(0040, A043)値は，（M-02550, 

SRT,“直径”）である： 
注：デバイス直径ユニットは CS VR（最大 16 文字，大文字）

であるので，LO VR からの転換が必要である。 

>デバイスボリューム (0050, 0018) 製品パラメータシーケンス(0044, 0013)  
> 数値(0040, A30A)，ここで： 

製品パラメータシーケンス  
> 概念名コードシーケンス(0040, A043)値は，

（G-D705, SRT,“ボリューム”）である。 
そして製品パラメータシーケンス  
> 測定単位コードシーケンス(0040, 08EA)は，(ml, 

UCUM,“ml”)である。 
>マーカ間距離  (0050, 0019) 製品パラメータシーケンス(0044, 0013)  

> 数値(0040, A30A)，ここで： 
製品パラメータシーケンス  
> 概念名コードシーケンス(0040, A043)値は，

（121208, DCM,“マーカ間距離”）である。そして 
製品パラメータシーケンス  
> 測定単位コードシーケンス(0040, 08EA)は，(mm, 

UCUM,“mm”)である。 
>デバイス記述  (0050, 0020) 製品名(0044, 0008)および／または製品記述(0044, 0009)  
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ＩＩ．４ インターベンションモジュール 

表ＩＩ－４インターベンションモジュール属性マッピング  
 

インターベンションモジュール

属性名  
タグ  製品特性モジュールソース  

インターベンションシーケンス  (0018, 0036)  

>‘コードシーケンスマクロ’を含める  

>インターベンション状態  (0018, 0038)  

>>インターベンション薬品シー

ケンス  
(0018, 0029) --  

>>‘コードシーケンスマクロ’を含める 製品タイプコードシーケンス(0044, 0007) 

>‘コードシーケンスマクロ’  

>インターベンション薬品開始時刻 (0018, 0035)  

>インターベンション薬品停止時刻  (0018, 0027)  

>投与経路コードシーケンス  (0054, 0302)  

>>‘コードシーケンスマクロ’を含める。  

>インターベンション記述  (0018,003A)  
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